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は じめに

本研究は，金沢大学留学生センター の大学院予備教育目本語研修コース１）で行つて いる

口 頭 発 表 プ ロ ジ ェ ク ト に 関 す る パ イ ロ ッ ト ・ ス タ デ ィ で あ る。

上記のコースでは， 一般的な目本語教育と平行 して， コース修了後の研究活動に適応

す る た め の 訓 練 プ ロ グ ラ ム を と り い れ て い る。 目 本 語 カ ゼ ロ の 段 階 か ら 始 め る コ ー ス で

あ る が
，

そ れ な り に， 留 学 生 が 将 来 専 門 の 講 義 を 聞 き
，

研 究 発 表 を し， レ ポ ー ト を 書 く

た め の 下 地 と な る 教 育 を 目 指 し て い る。 具 体 的 に は， 自 分 の テ ー マ を 決 め， そ れ に 関 し

て 目 本 人 に イ ン タ ビ ュ ー 調 査 を し， そ れ を 基 に 客 観 的 な 分 析 を し て，
最 後 に 口 頭 発 表 を

行 う。 こ の プ ロ ジ ェ ク ト ワ ー ク を 本 コ ー ス 開 設 （１９９５年１０月） 以 来 行 っ て い る。 口 頭 発

表はコースの仕上げと して実施され， 関係者にも 出席 を願って評価や講評をしても らっ

て い る。 こ の 口 頭 発 表 の 目 的 は， 留 学 生 が 自 分 で 選 ん だ テ ー マ に つ い て の 調 査 を 行 い，

客観的分析に自分自身の見解を加えて発表するこ とで ある。 従って内容が聞き手にうま

く 伝 わ る こ と が 肝 要 で あ る。 し か し
， こ の よ う な タ イ プ の 学 習 で は， 殆 ど の 場 合， 最 終

プ ロ ダ ク ト （口 頭 発 表） が 発 信 さ れ た 時 点 で 教 師’も 留 学 生 も 満 足 し て しま う。 そ し て，

内容が正確に聞き手に伝わっているかという最も基本的なことがあまり検証されること

は 少 な い。 ま た
，

留 学 生 に よ る 発 表 で あ る た め 目 本 語 力 の み が 注 目 さ れ が ち で， 内 容 面

はさほど重視されない傾向が ある。

このような特質のた めか， 口頭発表に対する評価が担当教師の間でも一致 しないこと

が あ る。 ま た， 担 当 以 外 の 教 師 や 関 係 者 の コ メ ン ト を 見 て も， 評 価 の 視 点 が ま ち ま ち で

あ る。

そ こ で 本 稿 で は
，

留 学 生 の 口 頭 発 表 で は 伝 え た か っ た こ と が 正 しく 伝 わ っ て い る か，

何が一番聞き手に問題視 される か， そ して本当に伝えたいことがうまく伝わるためには

ど の よ う な こ と が 重 要 な の か を， 聞 き 手 の 反 応 か ら 考 え て い く。 そ れ を も と に 口 頭 発 表

の 指 導 の し か た
，

さ ら に 口 頭 発 表 を 含 む プ ロ ジ ェ ク ト ワ ー ク の 運 営 に つ い て も 併 せ て 考

察 す る。
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Ｉ． 口 頭 発 表 の 背 景 ： プロ ジ ェ ク トワ ー ク の 構 成

目本語研修コースでは， 約半年の間 （実質的には１７週間） ゼロ段階 からの目本語教育

を 行 っ て い る が， コ ー ス 開 始 後 ３ ヵ 月 目 あ た り か ら，口 頭 発 表 の た め の プ ロ ジ ェ ク ト ワ ー

ク を 始 め る。 初 級 レ ベ ル 後 半 に さ し か か っ た こ ろ で あ る。 毎 週 ２ コ マ 程 度 を こ れ に あ て

る。 口 頭 発 表 ま で の 具 体 的 な プ ロ セ ス は 以 下 の 通 り で あ る。

１ 準備段階

イ ンプットとして， 読解教材を読んだり， 数字の読み方や図表を使った表現の練習を

し た り
，

実 際 に 行 わ れ た ア ン ケ ー ト を 研 究 し た り す る。 そ の 一 方 で
，

イ ン タ ビ ュ ー の 練

習 の た め に ミ ニ ・ ア ン ケ ー ト 調 査 活 動 を ク ラ ス 内 で 行 い， そ の 結 果 を パ ソ コ ン で 処 理 す

る。 表 計 算 ソ フ ト で の 集 計， 作 図， あ る い は ワ ー プ ロ を 使 っ た 作 文 な ど の 練 習 を 行 う。

ま た
， 人 前 で 話 す 練 習 と し て ｒ私 の 国」 ｒ休 み に し た こ と」 な ど の 身 近 な テ ー マ の ミ ニ ・

ス ピー チ を 行 う。

２ インタ ビュー調査

各白プロジェク トのテーマを考え， それに合わせてイ ンタビューする項目や対象を決

め る。 イ ン タ ビ ュ ー を す る の に 必 要 な 表 現 を 練 習 し た り，
パ ソ コ ン に よ る イ ン タ ビ ュ ー

調 査 の 質 問 票 を 作 っ た り す る。 そ の 後，
イ ンタ ビ ュ ー 調 査 を 実 施 し

，
集 計 や 結 果 の 分 析

を す る。 必 要 な ら， 関 連 文 献 や 資 料 を 読 む （目 本 語 で な く て も よ い）。

３ 口頭発表

口頭発表のアウ トライ ンを書き， 原稿を書くのに必要な表現導入後， 実際の原稿を書

く。 担 当 日 本 語 教 師 が 必 要 に 応 じ て 添 削 を す る。 ま た 原 稿 を 書 く の と 並 行 し て， 口 頭 発

表 の た め の 発 音 練 習 （プ ロ ミ ネ ン ス の つ け 方， キ ー ワ ー ド な ど の 言 い 方 な ど） を す る。

口頭発表の時に使 う資料 （ＯＨＰシート， ハ ンドアウトなど） を作る。 予行演習を一度

行 っ た 後
， 留 学 生 関 係 者 な ど を 招 待 し て， 最 終 口 頭 発 表 を 行 う２）

。

なおこの口頭発表は， コース修了 後すぐに専門課程での研究活動 に入る研究留学生の

特 殊 事 情 を 考 慮 し て， い わ ゆ る 「青 年 の 主 張 ・ ス ピ ー チ 大 会」 に 優 勝 す る よ う な も の で

は な く
， 研 究 者 の ｒ研 究 発 表」 の 練 習 と な る よ う に 意 識 し て 指 導 し て い る。
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留 学 生の 口頭発 表 に対す る 評価 を探 る （三 浦 ・ 深 澤）

Ｉ． 調 査 の 方 法

１ 調査の目的

本 稿 で 行 っ た 調 査 は， 次 の 二 つ の こ と を 明 ら か に す る こ と が 狙 い で あ る。
１） ま ず 留

学生の口頭発表の内容がどのく らい正確にに伝わっている かを調べる。 ２） そ してうま

く 伝 わ ら な い 点 は ど の よ う な も の な の か
，

ま た 伝 わ ら な い 原 因 は 何 な の か を 考 察 す る。

以 上 を， 聞 き 手 （日 本 語 母 語 話 者） に 対 し て 聞 き 取 り 調 査 を 実 施 し， そ の 結 果 を’も と に

考 察 す る。

２ 調査対象者

調査対象者を二つの グループ （ＡとＢ） に分けて録画を見ても らい， その後で聞き取

り 調 査 を 行 っ た。

グ ル ー プ Ａ ：

二人の留学生が行った二つの口頭発表の録画 （録画１と録画２） を， 目本語母語話者

ユ０名 （目 本 語 教 師 ５ 名， 目 本 人 学 生 ５ 名） に 見 て も ら い， 聞 き 取 り 調 査 を し た。

グ ル ー プ Ｂ ：

留学生が行った口頭発表 から発音の問題点などを取り除くために， 同じ口頭発表を一

人 の 目 本 語 母 語 話 者 が 発 表 し た 録 画 を 作 っ た。 録 画 １’と 録 画 ２’で あ る。 こ れ ら は， 留 学

生が行った口頭発表 を文 字化 した原稿を基にして， 目本語母語話者がほぼ忠実に再現 し

たものである。 それを別 の目本語母語話者１１名 （日本語教師５名， 目本人学生６名） に

見 て’も ら い，
同 様 の 聞 き 取 り 調 査 を 行 っ た。

そ し て， そ れ ぞ れ の 聞 き 取 り 調 査 の 結 果 を 比 較 し た
。

３ 調査に使用 した口頭発表の内容

タイ 人の男子学生による ｒ金沢大生 の通学方法」 と， マ レーシア人の女子学生による

ｒ金沢大生の行ったことのある外国について」 という二つの口頭発表を調査に用いた。

３－２でも述べたが， それ ぞれ留学生自身が発表 した口頭発表の録画（録画１と録画２）

と， 同 じ も の を 目 本 語 母 語 話 者 が 再 現 し た も の の 録 画 （録 画 １’と 録 画 ２’） の 二 種 類 を 調

査 に 用 い て い る。

次 に そ れ ぞ れ の 口 頭 発 表 の 内 容 や 性 質 に つ い て， 以 下 に 述 べ て い く。 な お， 各 口 頭 発

表 の ス ク リ プ ト は 参 考 資 料 に 示 し た。

１） 録 画 １ ｒ金 沢 大 生 の 通 学 方 法」 … こ れ 以 降，
ｒ通 学 方 法」 と 略 す。

この口頭発表の主題は ｒ通学方法の便利さ不便さを決める ものは何 か」 である。 調査

３
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方法を簡単に説明した後，学生の住居地域，季節 と通学方法との関連について言及 し（但

し， これらの項目についての説明は不十分である）， 冬の乗り物別の便利さと不便さを分

析 し て い る。 そ し て， こ れ ら の デ ー タ を 客 観 的 に 分 析 し て，
ｒ徒 歩 や 白 転 車 な ど で 通 学 す

る 人 は 不 便 だ と 感 じ て い る 人 が 多 く，・
バ ス や 車 は 便 利 だ と 感 じ て い る 人 が 多 い。 通 学 方

法の便利さ， 不便さを決定する変数は乗り物の種類だ」 という結論を導きだしている。

ま た こ の 発 表 で は
， 発 音 の 誤 り， 言 い 直 し

，
無 駄 な 繰 り 返 し な ど に よ る 聞 き に く さ の

傾 向 が あ り
，

提 示 さ れ た 資 料 の グ ラ フ や 図 は ６ 種 類 で， 詳 細 で サ イ ズ も 小 さ か っ た。

２） 録 画 ２ ｒ金 沢 大 生 の 行 っ た こ と の あ る 外 国 に つ い て」 … こ れ 以 降，
ｒ行 っ た こ と の

あ る 外 国」 と 略 す。

こ の 口 頭 発 表 は，
ｒ金 沢 大 生 が 行 っ た こ と の あ る 外 国 に つ い て 話 す」 と 始 ま っ て い る の

で，
一 応 こ れ が 主 題 だ と 言 う こ と が で き る で あ ろ う。 こ の 後， 海 外 に 行 っ た こ と の あ る

金 沢 大 生 の 人 数， 場 所， 目 的， 海 外 に 行 っ た こ と の な い 学 生 に つ い て は， 行 き た い 国，

目 的 に つ い て 調 査 を し た こ と を 述 べ た
。 そ の 結 果 を 簡 単 に 説 明 し て い る。 そ し て，

自 分

がマ レーシア で出会った目本人留学生が言葉の勉強だけ しかせず， 文化 を知ろうとしな

か っ た と い う エ ピ ソ ー ド を 紹 介 し， 最 後 に ｒ人 気 と 情 報 は 違 い ま す， ア ジ ア に も も っ と

目 を 向 け て 欲 し い と 思 い ま す」 と 結 ん で い る。

一つ一つの段落は単純明解でわかりやすいが， それぞれの段落の脈絡 は殆 ど無い。 マ

レーシアでの経験と ｒ目本人はアジアに目を向けて欲 しい」 という結論 は密接に結びつ

い て い る が， 全 体 と し て は そ れ ま で 説 明 し て き た 調 査 と 結 論 の 繋 が り は 無 い。

使われたグラフは３種類の単純なもので， 音声面は， 発音の誤りもあったが比較的流

暢 さ が あ っ て 聞 き や す か っ た こ と が 特 徴 で あ る。 な お， こ の 口 頭 発 表 は， 発 表 会 で の 聴

衆の評価が非常に高かったものである。

以上， 調査対象者と調査に使用 した録画について述べてきたが， これを整理すると表

１ の よ う に な る。

表１ 調 査 対 象 者 と 調 査 に 使 用 した 録 画

調 査 対 象 者 使 用 し た 録 画

録 画 １ タイ トル ｒ金 沢 大 生 の 通 学 方 法」

グ ル ー プ Ａ
目 本 語 教 師 ５ 人 （タイ 人 留 学 生 自 身 が 発 表 した も の）

目 本 人 学 生 ５ 人 録 画 ２ タイ トル ｒ金 沢 大 生 の 行 つ た こ と の あ る 外 国 に つ

い て」 （マ レー シ ア 留 学 生 自 身 が 発 表 し た も の）

録 画 １’ 「金 沢 大 生 の 通 学 方 法」

日 本 語 教 師 ５ 人
（留 学 生 の 口 頭 発 表 を 文 字 化 した 原 稿 に 基 い て，

グ ル ー プ Ｂ
日 本 人 学 生 ６ 人

目 本 語 母 語 話 者 が 発 表 し た も の）

録 画 ２’ ｒ金 沢 大 生 の 行 つ た こ と の あ る 外 国 に つ い て」

（同上）
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留学 生の 口頭 発表 に対 する 評価 を探る （三 浦 ・ 深 澤）

４ 聞き取り調査

調査対象者には， 簡 単にこの口頭発表が行われた背景と目的を説明した上で， 二つの

口頭発表の録画を見て’もらい， そ の後一人ずつ筆者 らが面談の形で聞き取り調査 を行っ

た。 （グ ル ー プ Ａ に は 録 画 １ と 録 画 ２
，

グ ル ー プ Ｂ に は 録 画 １’ と 録 画 ２’
）

な お， 今 回 は，
さ ま ざ ま な 項 目 に 分 け た ア ン ケ ー ト や 評 価 票 に 記 入 して も ら う こ と を

敢えて避けた。 そ して調 査対象者から， 口頭発表 を見なが ら考えたことや感じたことを

なるべく沢山引き出すような調査の形をとることを試みた。 こち らからア ンケー トや評

価票を配付することは， あらか じめ注目すべき項目を提示することになって しまうと考

え た か ら で あ る。

具体的な聞き取り調査の質間項目を表２に示した。

表 ２ 聞 き取 り 調 査 の 内 容

質 問 内 容

１
そ れ ぞ れ の 口 頭 発 表 に つ いて

主 題 は 何 だ っ た か。

２ 行 っ た 調 査 を用 い て ど の よ う な 分 析 を 行 っ て い た か。

３ 発 表 者 の 結 論 は 何 か。

４ そ れ ぞ れ の 口 頭 発 表 を 見 て， 感 じ た こ と， 気 づ い た こ と は 何 か。

５ 二 つ の 口 頭 発 表 を 比 べ て，
ど ち ら が 優 れ て い る か

。 ま た な ぜ か。

６ 二 つ の 口 頭 発 表 を 比 べ て， ど ち ら が 好 き か。 ま た な ぜ か。

皿． 調 査 結 果 と 考 察

１ 各口頭発表の 「主題， 分析方法， 結論」 についての調査結果

１ －１ 「通学方法」 発 表

● 主題と分析の中身に関 して

ｒ通学方法」 発表の主題は何だった かという質 問に対 して， 調査対象者の殆 ど全員が

ｒ通 学 方 法 の 便 利 さ， 不 便 さ が 主 題 だ」 と 答 え た。 ま た
，

ど の よ う な 分 析 を し て い た か

という質問に対 して’も， 多く の人が金沢大生の住居地や季節と交通手段の関連に触れた

上 で
， 冬 の 通 学 方 法 が 便 利 か 不 便 か を 調 べ て い た

， と 答 え て い た
。 こ れ は 実 際 の 内 容 と

ほ ぼ 同 じ 内 容 で， こ こ ま で は よ く 伝 わ っ て い た こ と が わ か る。

一 ５



金沢 大学留 学生 セ ンター紀 要 第 １号

●結論に関 して

ところが発表者の結論が何だった かという問いに対 して，録画１ （留学生による発表）

を見た人のユ０人中４人がわからなかったと答 え， 録画１’ （目本語母語話者による発表）

を見た人でも１１人中４人がわからなかったと言っている。 合計すると２ユ人中８人 が結論

を お ぼ え て い な い。

２ － ３ の １） で ｒ通 学 方 法」 の 概 略 を 記 し た が
， こ の 口 頭 発 表 で は

，
ア ン ケ ー ト で 得

たデータをモニターテ レビで図表を見せながら客観的に分析 していき，
ｒ徒歩や自転車な

どで通学する人は不便だと感 じている人が多く， バスや車で通学する人は便利だと感じ

て い る 人 が 多 い」 と い う こ と を 言 い， 最 後 を ｒ私 の レ ポ ー ト に よ る と
，

一 番 大 切 な 変 数

は 乗 り 物 と い う こ と で す」 と い う 言 葉 で 結 ん で い る。 つ ま り
，

ｒ通 学 方 法 の 便 利 さ
， 不 便

さを決定する変数は乗り物の種類だ」 という結論 を導き出 しているのだが， 聴衆は， 結

論 が わ か ら な か っ た と 言 っ た 人 が２ユ人 中 ８ 人 も い る の で あ る。

それはなぜであろうか。 初級程度 の目本語で発表 しているのだから， 発表の内容自体

がさほど高度でないという点は調査対象者にも了解 してもらっている。 ま た， 内容の詳

し い 分 析 は 本 稿 で 行 な う と こ ろ で は な い。 そ こ で
，

内 容 以 外 の 要 素 中， 原 因 と して 考 え

ら れ る の は， ａ． 図 表 が 小 さ く 複 雑 で あ っ た た め の わ か り に く さ
， ｂ． 発 表 の 構 造 の メ

リ ハ リ が 利 い て い な か っ た こ と
，

Ｃ
．

音 声 面 で の 聞 き に く さ な ど が 考 え ら れ る。 調 査 対

象 者 に ハ ン ド ア ウ ト と し て 図 表 を 渡 し て あ っ た の だ か ら
，

ａ
．

の 問 題 は 一 応 排 除 で き る

と す る と， ｂ． と ｃ． の 問 題 が 大 き い か と 思 わ れ る。

●構造のメリ ハリを利 かせる ためのマーカー

ｂ． で 挙 げ た 構 造 の メ リ ハ リ を 利 か せ る た め の マ ー カ ー と な る も の が， こ の 口 頭 発 表

の 中 に あ っ た だ ろ う か
。 ま ず，

主 題 が 何 か と い う こ と は 前 述 の よ う に よ く 伝 わ っ て い た。

それは， 発音 に問題があり はしたが， 導入部で ｒ金沢大生の大学への通学方法が便利 か

不便か， また最も大切 な変数が何かを知りたいと思って調 査した」 ということを言って

い る の で， 聞 き 手’も こ れ が 主 題 だ と は っ き り か わ っ た の で あ ろ う。 次 に， 調 査 の 結 果 と

分 析 の 中 身 の 部 分 は
，

と く に ｒこ れ か ら 調 査 結 果 を 述 べ ま す」 な ど と 言 っ て は い な い が，

徐 々 に グ ラ フ を 見 せ て 説 明 し て い く こ と に よ っ て， 聞 き 手 に は 何 が 行 わ れ て い る か が わ

か っ た よ う だ。 前 述 し た よ う に， 大 概 の 聞 き 手 が 理 解 し て い る。 特 に 構 造 を 示 す マ ー カ ー

が な く て も
， こ の 部 分 が 本 論 だ と い う こ と は 自 明 の こ と な の だ ろ う。

さ て， 結 論 部 分 で あ る が
， こ の 箇 所 は 特 に 前 触 れ を 置 く こ と な く， あ っ さ り 言 わ れ て

い た。 こ れ か ら 結 論 に 入 る と い う こ と を 示 す マ ー カ ー が な か っ た た め， 聞 き 手 に は 分 析

の 続 き の よ う に 思 わ れ た の だ ろ う か。 そ の た め
，

注 意 し て 聞 か な か っ た
，

ま た は 印 象 が
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薄 か っ た の で は な い か。 そ の 結 果， 主 題’も 分 析 の 中 身’も 大 概 の 聞 き 手 が 把 握 で き た の に，

結 論 が わ か ら な か っ た 聞 き 手 が 多 か っ た の で は な い だ ろ う か。

●音声面

結論がわかったと言った聞き手にそ の内容を問うと， 録 画１ （留学生自身による 「通

学方法」） よりも， 録画１’ （目本語母語話者による ｒ通学方法」） の方が詳しく正確に

答えられている傾向が認められた。 このことは， 録画１の留学生自身の口頭発表が音声

面で聞きにくく， 一方録画１’ の目本語母語話者の方は聞き やす かったということを示

し て い る と 思 わ れ る。 ま た
， 聞 き 手 に 自 由 に コ メ ン ト を 述 べ て も ら っ た 際， 録 画 １ を 見

た人よりも録画１’ を見た人の方がより具体的な内容に言及 しながらのコメ ントが多かっ

た。 こ の 点 か ら も， 録 画 １ の 留 学 生 の 音 声 面 で の 問 題 が
， 聞 き 手 に よ る 内 容 の 把 握 を 難

し く し て い た こ と が 言 え る だ ろ う。

実 際 に 音 声 面 に 間 題 が あ っ た こ と を 指 摘 し た 聞 き 手 も あ っ た。 そ れ は 録 画 １ を 兄 たユ０

人 （目本語教師５人 と目本人学生５人） 中５人で， 興味深いことには， 全員が目本語教

師であって， 学生は音声面の間題 を指摘 していない。 留学生の音声的な特徴に慣れてい

る目本語教師よりも， 慣 れて いない一般人学生の方が， む しろ音声面をあまり問題視 し

ていない。 ということは， 一般人は留学生に完壁な目本語よりもむ しろ外国人 らしさを

期待 しているのではな いだろう か。

１－２ ｒ行ったことのある外 国」 発表

●主題と分析の中身に関して

録画２ （留学生自身による ｒ行ったこ とのある外 国」） 及 び録画２’（目本語母語話者に

よる ｒ行ったことのある外国」） の主題と分析の中身を尋ねると， 回答にばらつきが多く

見 ら れ た
。

た と え ば 主 題 に 関 し て，
ｒ海 外 旅 行 に 行 っ た こ と が あ る か

，
ま た 目 的 は 何 か」

と い う よ う な 答 え か ら ｒア ジ ア を ど う 考 え て い る か」 な ど と い っ た も の も あ っ た。 ま た

分析方法についてもさまざまな答えがあった。

これはこの口頭発表の中で述べられていたことが互いに結びつきが弱く， 客観的な論

理 の流れがわからな いためであると考えられる。 録画２’（目本語母語話者による発表）

を 見 た 人 の 答 え の 中 に は，
ｒタ イ ト ル は 金 沢 大 生 の 行 つ た こ と の あ る 外 国 と あ る が

， 実 は

金 沢 大 生 の 国 際 感 覚 の 話 だ」 と い う よ う な も の’も あ っ た。 そ れ を 考 慮 す る と， 目 本 語 母

語 話 者 の 発 表 で 音 声 面 の 間 題 が な く な っ た た め に，
か え っ て こ の ｒ行 っ た こ と の あ る 外

国」 発表の構成の矛盾がはっきり見えてきたのだと思 われる。
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●音声面

録画２ （留学生自身による ｒ行ったことのある外国」） を見た聞き 手の中には， 音声面

の 間 題 を 指 摘 し た 人 は い な い。（１ 名 の 目 本 語 教 師 が ｒ発 音 も よ く は な い が， 一 応 わ か る」

と言っただけである。） む しろ ｒ流暢であった」 （日本語教師） と か ｒ聞きづらくなかっ

た」（学生） とかの好意的なコメ ントがなされている。 筆者 ら担当教師か らみると， 録画

２ （留学生自身による ｒ行ったこ とのある外国」） の留学生の音声面は録画１ （留学生自

身 に よ る ｒ交 通 手 段」） ほ ど の 間 題 は な い に し て も， 決 し て 良 く は な い。 し か し， 全 体 的

に テ ン ポ が 良 く， 途 切 れ や 言 い 直 し が 録 画 １ よ り 少 な く， 個 々 の 発 音 の 誤 り も 録 画 １ ほ

どひ どく ないというような点が ｒ流暢， 聞きづらくない」 という評価 につながったのだ

ろ う。

●結論に関 して

ｒ行 っ た こ と の あ る 外 国」 発 表 の 結 論 は 何 で あ っ た か と 聞 く と， わ か ら な か っ た と 答

え た 人 は 殆 ど い な い。 （録 画 ２ で は１０人 中 １ 人， 録 画 ２’
で は１１人 中 ２ 人，

合 計２１人 中 ３

人がわからない と答えた）ｒ旅行に行く国の文化などにも関心を持つべきだ」 といったよ

う な こ と を 殆 ど の 人 が 答 え て い る。

１ － ３ ｒわ か る」 と い う こ と

で は
，

「わ か る」 と い う の は ど う い う こ と を 指 す の で あ ろ う か。 聞 き 手 に 各 口 頭 発 表 に

ついて感じたこ とを聞く と， 録画１ （留学生による ｒ交通手段」） に関 しては ｒ結論がわ

からなかった」ｒ聞き取りにく かったために内容がよくわからなかっ た」 というものが多

かった。 前述 したように主題や分析方法は比較的よく伝 わっていたにもかからわらず，

結 論 が は っ き り し な か っ た た め に， 聞 き 手 は ｒわ か ら な い」 と 強 く 感 じ， そ れ が 発 表 全

体 の 印 象 に な っ た よ う で あ る。

そ れ に 対 し て，
録 画 ２ （留 学 生 に よ る ｒ行 っ た こ と の あ る 外 国」） と 録 画 ２’ （目 本 語

母 語 話 者 に よ る ｒ行 っ た こ と の あ る 外 国」） に つ い て は， 逆 に ｒ聞 き や す く， わ か り や す

か っ た」 ｒま と ま っ て い た」 と い う よ う な 反 応 が 多 か っ た
。

主 題 や 分 析 方 法 の と こ ろ が う

ま く 伝 わ っ て い な か っ た に も か か わ ら ず，
ｒア ジ ア に 目 を 向 け て 欲 し い」 と い う 結 論 が 強

く 意 識 に 残 り や す か っ た た め に ｒま と ま り が あ っ て， よ く わ か っ た」 と 感 じ さ せ ら れ た

ようである。 さらに ｒ留学生しか思いつかない視点だ」 とか ｒ納得できる」 といった感

想 が 多 く 出 さ れ た。 穿 っ た 見 方 で あ る が， ア ジ ア の 中 の 先 進 国 で あ り な が ら ア ジ ア に 無

関心な目本人という優越感と罪の意識の混合のような潜在意識を， こ の発表によって程

よく刺激された心地よさの表れ かも しれない。 （ｒ気持ちをく すぐられる感 じ」 （学生））
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いずれに しろ， この口頭発表には聞き手の共感を呼ぶ主張が盛り 込まれており， それが

「わ か っ た」 と い う 感 想 を 強 化 し た と 考 え ら れ る。

ま た 印 象 的 な の は，
ｒ通 学 方 法」 の 中 で き ち ん と ｒイ ン タ ビ ュ ー し た の が５０人 で は 不 十

分だということは承知 して いるが」 と断っているにもかかわらず， 聞き手のコメ ントの

中 に， 調 査 し た 人 数 が 少 な す ぎ る と い う も の が あ っ た こ と で あ る。
と こ ろ が

，
「行 っ た こ

とのある外国」 については， イ ンタ ビューをした人数や内訳な どには全く触れないで簡

単にグラフを示して説明しただけだったのに，
ｒよく 丁寧に調 べて ある」という意味のコ

メ ン ト が 出 さ れ て い る。

こ れ ら の 結 果 か ら 見 る と， 聞 き 手 に 内 容 が 伝 わ っ て い る と い う こ と と
，

聞 き 手 が ｒわ

かった」 と感じるこ ととは必ず しも一致 しないのではないかと思えてくる。ｒわかりやす

さ」 というのが 「正確な理解」 を指すとは限らないよう である。

２ 二つの口頭発表の比較についての調 査結果

二つの口頭発表の比較のために，
ｒ口頭発表としてどちらが優 れていたと思うか」 （以

下，
ｒど ち ら が 優 れ て い た か」 と 略 す） と ｒあ な た は ど ち ら が 好 き か」 （以 下，

ｒど ち ら が

好きか」 と略す） という二つの質問をした。 これによって聞き手が持つさま ざまな判 断

基 準 を 浮 か び 上 が ら せ よ う と 試 み た。 そ し て， 表 ３ の よ う な 結 果 が 出 た。

表 ３ 「ど ち ら が 優 れ て い た か」 「ど ち ら が 好 き か」

グ ル ー プ Ａ グ ル ー プ Ｂ

録 画 １ 録 画 ２ 録 画 １’ 録 画 ２’

通学方 法 行つ た こと わ から ない 合計 通 学方 法 行っ たこ と わからな い 合計

のあ る 外国 の ある外 国

どち らが

優 れ て い １（１０％） ８（８０％） １（１０％） １０ ４（３６％） ７（６４％） Ｏ（０ ％） １１

たか

どち らが

好 き か
０（Ｏ ％） １０（１００％） ０（Ｏ ％） １０ ３（２７％） ７（６４％） １（９ ％） １１

まず ｒどちらが優れて いたか」 の問いに対して， 留学生自身による二つの発表を見て

も らったグループＡでは， 録画２ ｒ行ったことのある外国」 が上手だと答えた人数が圧

倒 的 に 多 い。 （録 画 １ ： 録 画 ２ ： １ ： ８） そ し て， そ の 理 由 と し て 録 画 ２ の わ か り や す

さ を 挙 げ た 人 が 多 い。 こ れ は， 録 画 １ の 留 学 生 の 音 声 面 の 問 題 が 大 き く，
録 画 ２ の 留 学

生の音声の方が比較的聞きやすかったことがかなり大きな要因となっているのではない

か と 考 え ら れ る。

で は， 音 声 面 の 聞 き に く さ を 取 り 除 い た グ ル ー プ Ｂ で は ど ん な 結 果 が 出 た だ ろ う か。
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グ ル ー プ Ｂ で は
， 録 画 １’ｒ交 通 手 段」 の 方 が 上 手 だ と 答 え た 人 が 増 え て い る。 （録 画 １’：

録 画 ２’： ４ ： ７） 理 由 を 聞 い て み る と
， こ う 答 え た 人 た ち は 録 画 １

’
に 関 し て，

ｒ数 字 や

表を示した説明に納得 した」 ｒ様々な角度から調べている」 ｒこの発表 の目的に合ってい

る」ｒ小さく扱い やす い題材を使って， わかりやすく数字を出している」 な どのコメ ント

を述べた。 目本語 母語話者による発表の音声面の聞きやすさによって，ｒ交通手段」 発表

の 客 観 性 が 少 し は 評 価 さ れ た と い う こ と で あ ろ う。
ｒ行 っ た こ と の あ る 外 国」 に は

， 先 に

も 述 べ た が， 論 理 の 流 れ に 無 理 が あ っ た。 録 画 ２’ で 目 本 語 母 語 話 者 が 発 表 し て 音 声 の

問 題 が な く な っ た た め に， 論 理 の 流 れ の 無 理 が 顕 著 に 現 わ れ て し ま い， 評 価 が 下 が っ た

の だ と 思 わ れ る。

次に ｒどち らが好き か」 の問いには， グルー プＡでは全員が ｒ行ったことのある外国」

の 方 が 好 き だ と 答 え て い る。 グ ル ー プ で Ｂ も ｒ行 っ た こ と の あ る 外 国」 を 支 持 し て い る

人 の 方 が 多 い。 そ の 理 由 と し て，
ｒわ か り や す い」 ｒ内 容 に 共 感 が 持 て た」 ｒ自 分 の 意 見 を

は っ き り 言 っ た の が よ か っ た」 な ど が 挙 げ ら れ て い る。 特 に， 多 く の 目 本 人 学 生 が ｒ内

容に共感が持てた」 という意味のことを答えており， 留学生 らしい話題や意見に評価が

集 ま る こ と を 表 し て い る と 言 え る。

１Ｖ． 結 論

以 上 か ら
，

次 の よ う な こ と が 言 え る だ ろ う。

１） 音声面の技能が低ければ発 表内容が正確に伝わ らない。

発 音 や 話 す ス ピ ー ド，
ポ ー ズ の 入 れ 方，

プ ロ ミ ネ ン ス の 置 き 方， イ ン トネ ー シ ョ ン

などの音声面の技能は， 発表内容が正確に細 かく伝わるかどうかに影響を与える。

２） こ れ ま で に も 指 摘 さ れ て い る こ と で あ る が， 主 題， 分 析 部 分， 結 論 な ど の 構 成 部 分

が明示されていれば内容が伝 わりやすい。

３） 「わ か っ た」 と 聞 き 手 が 感 じ る こ と が 高 い 評 価 に つ な が る。

４）ｒわかった」 と聞き 手が感 じるためには， 必ず しも内容が正確に伝わっていなくとも

よ い。 む し ろ， ｉ） 聞 き 手 の 共 感 を 呼 び 起 こ す 主 張 が 盛 り 込 ま れ て い る こ と，
ｉｉ） 結

論 部 分 が は っ き り し て 印 象 的 で あ る こ と が 肝 要 で あ る。

以 上 は
， 口 頭 発 表 で 伝 え た い こ と が 伝 わ る た め に は 何 が 肝 要 で あ る か を

，
聞 き 手 側 か

らの評価を通して考察 して得た結論である。

こ れ ら の こ と か ら 考 え る と， 口 頭 発 表 を 行 な う 場 合， 何 の た め に 行 な う の か， 何 を 得

たいのかをはっきりさせ， その目的に合う発表にするには どうすればよいかを考慮する

必要があるようだ。 つまり， １） の音声面と２） の構造のメリハリ の点 に留意 して準備
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す れ ば， 聴 衆 に 感 動 を 与 え 得 な い ま で も， 発 表 の 内 容 を よ く 理 解 し て も ら え る だ ろ う。

内容に自信がなければ， ４） のような聞き手の共感を呼ぶ主張を盛りこんだり， 結論を

印 象 的 に し て 締 め 括 っ た り し て 工 夫 す れ ば よ い だ ろ う。 勿 論，
一 番 良 い の は， 内 容 面 も

充実していて， 音声が聞きやすく， 構造のメリハリも利いていて， 結論が印象的な発表

で あ る。 聴 衆 を 引 き 付 け る 主 張 が あ れ ば も っ と 良 い だ ろ う。

Ｖ． 目本語教育 プロ グラ ムヘの応用 と今後 の課題

本コースでは， 研修生全員が一定 レベル以上の口頭発 表ができるように， 指導体制を

整 え て い る と こ ろ で あ る。 即 ち， 内 容 面 を 充 実 さ せ る と 同 時 に， 発 表 の 技 量 を 研 く こ と

も行なって， 聞き やすい音声 と分かりやすい構成をもつ発表ができるように工夫してい

る。 そこまでは指導体制 の強化 と留学生側の意識と努力で どうにか達成できそうだが，

それより上の レベルの発 表， 即 ち聴衆に ｒよくわかった」 と思わせる発表 をするのはな

か な か 難 し い よ う だ。

諏 訪 （１９９５）３）は
，

ｒ自 分 の 発 表 を 聴 衆 の 側 か ら 評 価 す る」 こ と の 重 要 性 を 強 調 し
，

ｒ聴

衆 が 『見たいと思う』 ことをま ず考 え， 自分の発表の中か ら 『見せたいと思う』 ことと

の 一 致 点 を 探 し て， そ れ を 強 調」 し， 聴 衆 に よ く わ か っ た と 思 わ せ る こ と を 勧 め て い る。

初級 の留学生の口頭発 表にそこまで要求できないという考 えもあるが， 基本姿勢と して

は聞き手からの評価を念頭に置いた発表を目指さざる を得ない。

で は， 初 級 目 本 語 教 育 の プ ロ グ ラ ム の 中 で， ど う や っ て そ れ を 実 現 す る か。 ま ず， 伝

えたい内容を留学生にもたせなければな らない。自分が興 味をもち，面白いと感じるテー

マ を 発 見 しな け れ ば な ら な い。 義 務 だ か ら と い う の で は
，

発 表 し た く な い だ ろ う。 専 門

との関連性があれば， 一層興味が湧くだろう。 しかし， 留 学生は自分の初級程度の目本

語 で は 内 容 の あ る こ と が 言 え る わ け が な い と 思 い 込 み が ち で あ る。 そ こ で， ま ず， 初 級

程 度 で も で き る と い う 希 望 を も た せ る よ う に イ ン プ ッ ト を 行 な う。 こ の イ ン プ ッ ト に も

改良を重ねてきた。 （２－１準備段階参照）

その試行錯誤の中で筆者らが学んだことは， 良いイ ンプットを具体的なかたちで与え

な け れ ば
，

良 い 結 果 は 得 ら れ な い と い う， ごく 当 た り 前 の こ と で あ っ た。 逆 に 言 え ば
，

良いイ ンプットを与えている第３期 生 （１９９７年３月 に口頭発表 を行なう予定） からは良

い 結 果 が 得 ら る は ず で あ り， す で に そ の 気 配 が あ る。

今 後 は， 実 用 的 な 文 を 作 る の に 役 立 つ 教 材 を 増 や し て い く。 そ れ は 同 時 に， テ ー マ を

見 つ け る た め の 示 唆 と も な り
，

語 彙 ・ 表 現 を 拡 張 す る た め に も 役 立 つ。 読 み 教 材
，

パ ラ

グラフライテイ ング教材な どに， 初級であっても専門を意識した客観性を取り入れてい
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かなけれ ばならない。使 われる文型な どが初級のものであっても，「主題」「分析部分」「結

論」 などの流れが明示されているものの導入をする必要がある。 篠田 （１９８６） では， 実

用 文 を 一 定 の ル ー ル に 従 っ て 正 しく 早 く ま と め る 手 順 を 提 示 し て い る が， 本 コ ー ス で も，

一 つ の テ ー マ を 一 定 の 枠 組 み に 沿 っ て 展 開 し て い く 練 習 を
，

プ ロ ジ ェ ク ト の イ ン プ ッ ト

段 階 で 与 え て い る。 ま た
， 書 く こ と と 話 す こ と は 異 な る の で， ま と ま り の あ る 話 を す る

練 習 を プ ロ グ ラ ム に 組 み 込 ん で い く。 特 に
， 話 す 場 合

， 適 確 な 箇 所 に 構 成 部 分 の 始 ま り

を示すマーカーとなる文， 句， 語などがうまく挿入されているだけでわかりやすさが増

す よ う な の で， 本 コ ー ス で は 積 極 的 に そ れ を 練 習 さ せ て い る。

忘 れてならないのは， 口頭発表は音声によってなされるのだから， 内容を聞き手に伝

え る た め に は 音 声 面 の 技 能 を 高 め な け れ ば な ら．な い と い う こ と で あ る。 本 コ ー ス で は 一

般的な発音の時間を毎目設けている のだが， 第３期 からは更に口頭発表 のための音声指

導 の 時 間 を 設 け， 教 材 を 作 っ て 対 処 し て い る。 発 表 の イ ン トネ ー シ ョ ン，
プ ロ ミ ネ ンス，

ポ ー ズ な ど の コ ツ を ク ラ ス 全 体 に 教 え た 後
，

個 別 的 に 音 声 指 導 を し な け れ ば な ら な い。

特 に キ ー ワ ー ドの 発 音 が 悪 か っ た り，
プ ロ ミ ネ ン ス を う ま く つ け ら れ な か っ た り す る と，

せ っ か く 良 く で き た 内 容 も 伝 わ ら な く な る。 ま た
， 発 表 は 視 覚 的 な も の で’も あ る か ら

，

Ｏ Ｈ Ｐ シ ー ト の 作 り 方
，

ポ イ ン タ ー の 使 い 方
， 目 線 の や り 方 な ど の 発 表 技 術 や 態 度 に つ

いても十分練習 する必 要がある。

本 調 査 で 扱 っ た ｒ行 っ た こ と の あ る 外 国」 発 表 の よ う に， 論 理 性 が 欠 如 し な が ら も，

聞き手の共感 を呼ぶ主張のゆえに高い評価 を得るのも悪く はない。 しか し， 本コースで

は， 皆にまず明快な論理性 と聞きやすい音声を習得しても らいたい。 そうすれば， 発表

内容を正確に伝 えるこ とができる。 その上で， 聞き手に深い感銘を与えるほどの発表が

できたとする と， それ はその留学生の才能や個性によるも のである。 すべての留学生に

そ れ は 求 め ら れ な い。 だ が
，

ｒ伝 え た い こ と を 伝 え る」 レ ベ ル ま で は， 指 導 の 枠 組 内 で 到

達 で き る コ ー ス に す る こ と， そ れ が コ ー ス ・ デ ザ イ ン を す る 者 の 義 務 で あ る と 考 え る。

今後の課題と して， 今回はできなかった発表内容 の分析を行なって， 何が間題である

のかを更に探り， 初級 レベルの留学生でも達成できる ｒ明快な口頭発 表」 を目指す所存

で あ る。

最後に， 忙 しい時期にご協力いただいた方々 と快く資料提供に応じてくれた留学生に

心 か ら の 感 謝 の 意 を 表 し た い。
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【注】

１） 金 沢 大 学 留 学 生 セ ン タ ー は， １９９５年１０月 に 大 学 院 予 備 教 育 目 本 語 研 修 コ ー ス 第 １ 期 生 を 受 け 入 れ，

１９９６年 ４月 に は ２ 期 生，１０月 に は ３ 期 生 と， 毎 期 半 年 （実 質 的 に は１７週 間） に わ た る 目 本 語 集 中 コ ー

ス を 行 っ て き た。 半 年 後 に は 各 々 の 専 門 課 程 に 入 る と い う 予 定 で， ゼ ロ 段 階 か ら 始 め て 初 級 修 了 程

度 の 目 本 語 力 に ま で も っ て い く と い う ハ ー ドな コ ー ス で あ る。 こ の コ ー ス の 留 学 生 は 原 則 と し て 非

漢字 圏出 身者で， 目本 語 を学 習 した経 験が ないか， 経 験が あっ たと して も仮名 の読 み 書きと 非常に

初 歩的 な文法を 知っ てい ると いう 程度 であ るの で， わ ずか 半年 の勉 強 では目 本語 の基 礎力を つける

だ け で 精 一 杯 で あ る。 し か し， 半 年 後 に は 専 門 領 域 の 研 究 に 入 ら ね ば な ら な い と い う 厳 し い 現 実 が

あ る
。

２） す で に 第 １ 期 生 ５ 名 （１９９５年１０月 ～１９９６年 ３月） と 第 ２ 期 生 ９ 名 （１９９６年 ４ 月 ～ ９ 月） が 口 頭 発

表 を 行 っ た。 現 時 点 （１９９７年 ２ 月 末） で は 第 ３期 生１０名 （１９９６年１０月 ～１９９７年 ３ 月） が 予 行 演 習 を

行 な っ た と こ ろ で あ る。

３） 諏 訪 （１９９５） ＰＰ．１９－２０参 照

【参考 文献】

植 村 研 一 （１９９７） ｒ口 頭 発 表 の コ ツ」 ｒ月 刊 言 語』 Ｖｏ１．２６， Ｎα３， 大 修 館 書 店

小 河原 誠 （１９９６） 『読 み書 き の技 法』 ちく ま新 書

木下是 雄 （１９８１） ｒ理 科系 の 作文 技術』 中 公新 書

小 林康 夫， 船 曳健夫 （１９９４） ｒ知 の技 法』 東京 大学出 版会

斉 山 弥 生， 沖 田 弓 子 （１９９６） 『研 究 発 表 の 方 法 ～ 留 学 生 の た め の レ ポ ー ト作 成 ・ 口 頭 発 表 の 準 備 の 手

引き ～』 産能 短期 大 学国 際交 流セ ンタ ー， 凡 人杜

篠 田 義 明 （１９８６） 『コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 技 術』 中 公 新 書

諏訪邦 夫 （１９９５） ｒ発 表 の技 法 計画 の立 て方 からパ ソコ ン利用 ま で』 講談 杜

東海 大学留 学生教育 セ ンター 口 頭発 表教 材研究 会 （１９９５）『目 本語 口 頭発 表と 討論の技 術一 コミ ュニ

ケ ー シ ョ ン ・ ス ピ ー チ ・ ディ ベ ー ト の た め に 一』 東 海 大 学 出 版 会

【資料】（口 頭発表 の文 字起 こ し資料）

使用 する符 号の意 味

＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ： 学 生 の 個 人 名 を 伏 し た。

／
，

／／
，

／／／： ポ ー ズ の 長 さ を 表 わ す
。 そ れ ぞ れ０

．
２
，

０
．
５
，

０
．
８秒 程 度 で あ る

。

そ れ 以 上 の 場 合 は， 例 え ば１．２秒 程 度 な ら （Ｐ１．２） の よ う に 表 記 す る。

。 ， ： 発 話 中 の 句 読 点 は， 読 み や す さ の た め に つ け た も の で， ポ ー ズ で は な い。

〔 〕 ： わ か り に く い 音 声 で 発 音 さ れ た 語 の 本 来 の 意 味 す る と こ ろ を 示 す。

１ ｝ ：笑 い声や 動作 な ど

ｆ ： 上 昇 イ ン トネ ー シ ョ ン

？ ： 聞 き 取 り で き な い 部 分

録 画１ 「金沢大 生の 通学 方法」

こ ん に ち は。／／／私 は／タ イ の ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ で す。 （ｐ１．１） こ れ か ら 金 沢 大 学 へ の／／通 学／方 法

に つ い て／発 表 を 話 し ま す。 （ｐ１．９） 題 目。 （ｐ１．２） 金 沢 大 学 の／大 学 生 の／大 学 へ の／つ い が く 〔通 学〕

方法が／便利 だ便 利で すか ｆ不便 です かｆ／また／も っとも／あ一／大切 な／変 数／が／何 か／を／ちっ／を知り

た い と 思 っ て／し や ん， あ 一 し や 〔調 査〕 と しま し た。 （Ｐ ９．Ｏ） 金 沢／大 学 の 大 学 生／／の５０人／／／を／／／

あ 一／／／イ ンタ ビ ュ ー を しま し た。 （ｐ１．７） 男 の 人 は 一６２％ で す。 女 の 人 は 一，３８％ で す。 （ｐ９．３）｛Ｏ

Ｈ Ｐ の 用 意１ こ の 地 図 は／／金 沢 市 の で す。 （ｐ１．７） こ れ は （ｐ１．１） あ 一 角 間 キ ャ ン パ ス で す。 あ 一 こ
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こ， こ れ は 一 私 た ち よ く 行 き ま す。／／あ 一 ジ ャ ス コ で す。 （ｐ２．２） １聴 衆 笑 い１ こ れ／こ れ か ら／／／あ 一

こ れ， こ れ ま で あ 一／／り， り ょ う は ん 〔２ キ ロ 半〕 ぐ ら い／で す。／／こ う い う 所 で す。 （ｐ２．Ｏ） ア ン ケ ー

ト 結 果 か ら （ｐ１．１） あ 一 学 生 の う ち （ｐ１．２） 学 生 の う ち／は 一 ど こ か 知 り ま す。／／だ か ら 一 そ の あ と

で／／／あ 一 こ の 点 を 書 き ま す。 ／／／こ れ は 学 生 の う ち で す。 （ｐ４．３） こ の 辺 は 一 （ｐ１．１） 学 生 の ア パ ー

ト が／／い っ ぱ い で す。 （Ｐ１．７） こ の 表 を 見 て よ く わ か り ま す。 （Ｐ３．４） こ れ は ア パ ー ト， こ れ は 自 宅

（ｐ２．６） あ 一 （ｐ１．９） あ 一 金 沢 の こ， こ ろ う ち ？ あ 一 こ／／／こ の 一／／こ の 辺 は 一／／学 生 の 住 ん で い ま

し た。 遠 い で す。 遠 い で す。 （Ｐ１Ｏ．３） １途 中 聴 衆 笑 い／ あ 一／通 学 方 法 は た と え ば （Ｐ１．４） 歩 い て （Ｐ

２．１） て／自 転 車 で （Ｐ１．４） バイ ク で （２．Ｏ） あ 一 バ ス で （１．４） 自 動 車 で （１．９） 電 車 で （Ｐ９．２） 春 や

夏 や／秋 は 一 （ｐ１．２） こ う が く 〔通 学〕 ／方 法 が／／／全 部 同 じ で す。 で も （ｐ１．Ｏ） ふ ぐ 〔冬〕 は 一 ち か

い ます。 （ｐ１．８） ふ ぐ 〔冬〕／／に のる 〔な る〕／のる のる と一／／／あ 一／／／のる と一 交通 通学 方法が一 い

つ も／困 り ま す。 で す か ら 一／こ の レ ポ ー ト は （Ｐ１．１） 冬／を／／冬， 冬 の と う が く 〔通 学〕 方 法 を／調 べ

ま す。 （ｐ１４．２ ０ Ｈ Ｐ シ ー ト の 準 備 ？） こ の 表 は 一 金 沢 大 学 の／学 生 の 意 見 で す。 （ｐ２．０） こ れ は 一

（Ｐ１．１） 便 利 な／便 利 だ と 思 っ て／い る 人 で す。／／／こ れ は 不 便 だ と 思 っ て い る 人 で す。 ／／／便 利 な， 便

利 だ と 思 っ て い る／人 一 は／／／あ 一 ぜ／あ 一／全 体 の 半 分 で す。（Ｐ８．１ ０ Ｈ Ｐ シ ー ト の 準 備 ？）私／あ一／／

自動 車を持 って いる／学生 の方 が／便 利だ と思 って いる と／私 は思 いま す。／／だか ら／／こり ょう／この／こ

の／／表 を 作 っ て み ま し た。 （Ｐ５．７） こ れ は 一 （Ｐ１．５） 自 動 車 一 や／バ イ ク で 来 る （Ｐ１．１） 人 で す。 （Ｐ

１．４） こ れ は 一／／バ ス で 来 る 人 で す。 （ｐ２．９） こ れ は 一／／／自 転 車／や （ｐ１．１） 歩 い て 来 る 人 で す。 （ｐ

１．６） こ れ は 一／電 車／／／き る 人 で す。 （Ｐ２．７） ひ た は 〔下 は〕 （１．０） 不 便 だ／／／と 思 っ て い る 人 （Ｐ１．２）

あ一上 は／／／ふ／あ 一便 利だ／／と思っ てい る人 です。 （ｐ２．２） じ ど／自動 車 や／／／バイ クで 来る人 の中に

は／／／便 利 だ と 思 っ て い る 人 が／／／あ 一 は っ／せ ん せ ん た い 〔全 体〕 の 約８０パ ー セ ン／で す。 （Ｐ１．２） だ

か ら 一／と て も 便 利 だ と 思 い ま す。 （Ｐ２．０） バ ス で 行 く 人 は （Ｐ１．６） あ 一 だ い た い／／便 利 だ と 思 い ま

す。 （Ｐ１．６） 電 車 で／／自 転 車／／で／歩 い て 来 る 人 が／／あ 一 た ぶ ん／／今／／困 っ て い， 困 っ て い る よ う で す。

（Ｐ６．２）あ 一 ん／／／い ん／／イ ン タ ビ ュ ー／／し た／し た 学 生 が／／あ 一５０人 だ け で す。で も／／／あ 一／角 間 キ ャ

ン パ ス が／か， か る ま キ ャ ン パ ス の 学 生 が２５００人 ぐ ら い で す か ら （ｐ１．２） あ 一／も っ と 多 い ほ う が い い

で す。 （ｐ２．１） 私 の れ， れ ぽ ん ど 〔レ ポ ー ト〕 ／の よ る／／よ る に／／／あ 一 一 番／／大 切 な／変 数 は （ｐ１．１）

の 一 り も の／／と い， い う こ と で す。 （ｐ１．２） そ れ で 終 わ り ま し ょ う。

録画２ 「金沢 大 生の 行っ たこ との ある 外国 につい て」

は い み な， こ ん に ち は。（Ｐ９．５） あ 一 今 日 私 が 話 し た い タ イ ト ル は／／金 大 生 金 沢 大 学／／の 学 生／い た

こ と が あ る 外 国 で す。 （Ｐ１．６） 学 生 の ア ジ ア に つ い て の 一 般 ち せ き 〔知 識〕 が／／あ る か な い か／知 り た

い と 考 え て 調 査 し ま し た。 （Ｐ ４．０） 調 査 は 一 （Ｐ７．３） 金 大 生 イ ンタ ビュ ー し て／ア ン ケ ー ト を 取 り ま

した。 （Ｐ１．５） 結 果 は （Ｐ３．２） ４６な ん ぱ／よ ん／／じ ゆ う ろ く／／パ ー セ ン ト の 学 生 は 外 国 へ 行 っ た こ と

が な い で す か （Ｐ１．１） あ の 一／／こ の 中 の 一 （Ｐ１．１） ７５％ の 学 生 は／ヨ ー ロ ッ パ 行 き た い／／と 言 っ て い

ま す。 （Ｐ２．Ｏ） 外 国 へ 行 っ た こ と が あ る い （Ｐ２．２） は あ の 一／５４％／で す。 （Ｐ５．４） 目 本 で は （Ｐ１．１）

金 大 生 も 一 （Ｐ１．４） 行 っ た こ と が あ る の 外 国 は ア ジ ア が 一 番 多 く て／／次 は／ヨ ー ロ ッ パ で す。／／／どう

し て ア ジ ア が／／人 気 が／／一 番 （１．２） あ る で し ょ う。 （Ｐ１．６） そ れ は じ か く て 一 〔近 く て 一〕 （Ｐ２．４）

し て い る 〔知 っ て い る〕 人 が い る し 一／ぶ か 〔物 価〕 も 安 い／／か ら で す。 ／／で も ヨ ー ロ ッ パ 行 き た い 人

は／ヨ ー ロ ッ パ の 文 化／／歴 史 （ｐ１．１） 古 代 遺 跡 な ど を 見 た い と 言 い ま し た。（ｐ２．１） 旅 行 の 理 由 は （ｐ

５．３） ７７％ の 学 生 は 外 国 の 文 化 が／／／一 番 お も し ろ い と 言 い ま し た。 ／／／次 は／／買 い 物 す る こ と で／／／安

い で し ょ う （Ｐユ．０） で も／／外 国 の 政 治 と か／／経 済 と か／少 し し か 知 ら な い と い ま し た。 （Ｐ１．１） そ の

国 の こ と を／／／よく 知 ら な い の に／／／い て み た い と い う の は／変 だ と 思 い ま す。／／で も／／知 ら な い か ら／／／

行 き た い の か’も し れ ま せ ん。 （Ｐ４．２） 私 は 目 本 へ 来 る 前 に （Ｐ１．５） マ レ ー シ ア で は 目 本 人 の 学 生 と 一
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留 学 生の 口頭発 表 に対 する評価 を探 る （三 浦 ・ 深 澤）

こ り ゅ 一 〔交 流〕 して い ま し た。 そ の 時／／日 本 人 の 学 生 の 国 際 感 覚 を よ く わ か ら な い と 思 い ま し た。（ｐ

１．２）彼 は／マ レ ー 語／／を 勉 強／し て い た の に／／／マ レー シ ア の こ と を ほ と ん ど知 り ま せ ん で し た。（Ｐ１．３）

マ レー シ ア 人 に は／／／マ レ ー 系／中 国 系／イ ン ド系 と 他 の／マ イ ノ リ テ ィ ー／が い る こ と と か／／い ろ い ろ な／

しょ う ぎ ょ う か い 〔宗 教 が〕 ／／／あ る と い う 目 本 的 な こ と も 彼 で は／知 り ま せ ん で し た。 ／／び っ く り し

ま し た。 （ｐ１．６） ？ ？ ？ ？ ？ ？ バ ー ト は／／目 本 経 済／ア ジ ア に つ い て の 中 で 一 （ｐ１．３） 目 本 人 の 大 学

生 は／／い ろ い ろ な 米 国 の （Ｐ１．１） 政 治 と か／経 済 と か／よ く／知 っ て い る （Ｐ１．１） で も ア ジ ア の 国 は／

た と え ば マ レー シ ア （Ｐ１．１） どこ／に あ る か よ く わ か ら な い 人 も／／い る／と 言 っ て い ま す。 （Ｐ１．５） し

かし／今 日本 では／／留 学 生と／／／海外旅 行 者がだ んだ ん／多く な って／／／イ ンタ ーネ ッ トの／／ネ ッ トワー

ク を 使 う 人 が お い く て 一／／い ろ い ろ な と か い じ ょ ほ が／簡 単 に 入 り ま す （Ｐ１．１） そ し て／／／私 の イ ン タ

ビュー で／／目 本人に／ア ジア が人 気 がある と／／／わか りま した。／／／でも／人 気と／情報 が／違 います。／／／

だ か ら／／／私 は 日 本 人 の 学 生 に／ア ジ ア の 情 報 に／目 を 向 け て 欲 し い と／思 い ま す。／／／ど も あ り が と う ご

ざレ、 ま し た
。
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日本語研修生の試験結果から見たコース評価

三 浦 香 曲 ・ 古本 裕子

は じめに

金沢大学目本語研修コースでは毎週水曜目に定期試験 （計１４回）、コースの最後 に修了

試 験 を 実 施 し て い る。
ま た

、 平 成 ９ 年 ３ 月 に は 修 了 生 を 集 め て 追 跡 調 査 を し た。 試 験 は

学生の学習を促すだけでなく、 コースの見直しや指導の見直 しの良い材料となる （目本

語 教 育 学 会 １９９１ａ）。 本 稿 で は 次 の よ う な 視 点 か ら 試 験 結 果 を 分 析 し、 最 後 に コ ー ス 評

価 を 試 み る。

（１） 定期試験と修了 試験の結果は関係がある か。

（２） 第２期生と第３期 生では成績に差があった か。

（３） 筆 記、 聴 解、 口 頭 試 験 結 果 は ど の よ う に 関 係 し て い る か。

（４） コース修了 後の学生の目本語能力はどのように変化するか。

Ｉ． 定期 試験と修 了試 験 （日 本語能カ試 験３級） の結 果の関係

最初に定期試験と修了 試験の概要を示し、 二つの試験結果の関係について分析する。

１ 定期試験と修了試験の概要

定期試験は、 既 に学習 した課の中から範囲を区切って学生に予告し、 その範囲の重点

項目を中心にした 問題を担当教師が作った。 定期 試験の筆記は、 助詞や動詞の活用な ど

を間う文法的な問題、 教科書 の会話文の中にある 「呼びかけ」 「感謝」「ことわり」 「言い

よどみ」 などの機能を持つことばを書かせる問題、 長文読解 問題、 作文が主なも のであ

る。 聴解試験は、 文法的な項目を聞き取る問題、 未習 のこ とばも含むダイ アロ』 グやモ

ノ ローグから必要な情報を聞き取る問題が出された。 口頭試験はその範囲内で学習 した

機 能 を 使 う ロ ー ル プ レイ や タ ス ク を 課 し
、

一 人 の 教 師 が 文 法 の 正 確 さ
、 語 彙 の 豊 富 さ、

発 音、 談 話 構 成 な ど を 点 数 化 し て 評 価 を 行 っ た。

一方修了試験と しては目本語能力 試験３級の問題 （平成６年度版） を実際と同じ要領

で 行 っ た。 こ の 試 験 は 国 際 交 流 基 金 が 毎 年 １ 回 行 っ て お り、 問 題 と 結 果 が 公 開 さ れ て い

る （国 際 交 流 基 金 １９９５）。 こ の テ ス ト で６０％ 以 上 を 取 る と ３ 級 合 格 が 認 定 さ れ る が、 こ
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の認定は一般的に権威 あるものとされている。 目本語能力試験３級の認定基準は、 基本

的な文法・漢字 （３００字程度） ・語彙 （１５００語程度） を習得 し、 目常生活に役立つ会話が

でき、 簡単な文章が読み書き できる能力 （日本語を３００時間程度学習し、 初級目本語を修

才したレベル） である。

目本語研修コースでは、 目本語を全くのゼロから始めた学生に対 し 『新日本語の基礎

Ｉ ・ Ｉ』 ・ 『Ｂａｓｉｃ Ｋａｎｊｉ Ｂｏｏｋ Ｎｏ．１』 を 使 っ て 初 級 レ ベ ル を 教 授 し て い る。 目 本 語 能

力 試 験 で 出 題 さ れ る 文 法 項 目 ・ 語 彙 ・ 漢 字 は、 コ ー ス で 提 示 さ れ る 項 目 を 越 え て い る。

なお かつ、 これは彼らがコース修了後に要求される ｒ大学院で研究ができるレベル」 に

は遠く及 ばないが、 彼 らにとっては３級レベルは現実的な目標の一つである。

２ 定期試験と修了試験 （日本語能カ試験３級） の違い

こ の 二 つ の 試 験 の 大 き な 違 い は、 前 者 が 『新 目 本 語 の 基 礎 Ｉ ・ Ｉ』 を 基 準 に し て、 学

習 し た 内 容 が 身 に つ い て い る か を 見 る い わ ゆ る ア チ ー ブ メ ン トテ ス ト（ａｃｈｉｅｖｅｍｅｎｔｔｅｓｔ）

で あ り、 後 者 は 範 囲 を 指 定 し な い プ ロ フ ィ ー シ ェ ン シ ィ ー テ ス ト （ｐｒｏｆｉｃｉｅｎｃｙ ｔｅｓｔ）

と し て 使 わ れ た 点 で あ る１）
。 ま た、 目 本 語 能 力 試 験 は 全 て 記 号 選 択 の 問 題 で、 口 頭 試 験 が

な い な ど の 特 徴 を 持 っ て い る。

二つの試験の違いをまとめると表１のようになる。

表 １ 定期 試 験 と 修 了 試験 の 違 い

定 期 試 験
修 了 試 験

（目 本 語 能 力 検 定 試 験 ３ 級）

実 施 毎 週 計１４回 １ 回

作成 担当教師 国際交流基金

測 定 ス キ ル 筆 記 ・ 聴 解 ・ 口 頭 文 法 読 解 ・ 文 字 語 彙 ・ 聴 解

記 入 方 法 選 択 式 ・ 記 述 式 選 択 式

満 点 １００点 ４００点

時 間 ９０分 １４０分

受 験 者 数 第 ２ 期 生 ９ 人 ・ 第 ３ 期 生 ９ 人 １６２６９人 （平 成 ６ 年 度）

テ ス ト の 種 類 ａｃｈｉｅｖｅｍｅｎｔ ｔｅｓｔ ｐｒｏｆｉｃｉｅｎｃｙ ｔｅｓｔ

範 囲
『新 目 本 語 の 基 礎 Ｉ ・ Ｉ』 の

相 当 課
初 級 を 修了 した レ ベ ル

３ 定期試験と修了試験 の結果

以下に二つの試験を受験 した金沢大学留学生センター目本語研修生第２期、 第３期 の

学生の試験結果の平均値 を示す。 なお、 第２期と第３期 は定期試験の」部に変更を加 え
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た が、 基 本 的 に は 同 じ 問 題 で あ る。

表 ２ 定 期 試 験１４回 分 学 生 ９ 人 の 平 均

筆 記 聴解 口 頭 合 計

第 ２ 期

（９ 人）
３０．９ ２２．８ ２５．１ ７８

．
８

Ｓ Ｄ ６．６ ３
．
９ ３

．
０ １３

．
１

第 ３ 期

（９ 人）
３１．

７ ２３．
４ ２５

．
０ ８０

．
１

ＳＤ ６．９ ４．２ ３
．

２ １３
．
８

満 点 ４０ ３０ ３０ １００

表 ３ 修 了 試 験 （日 本 語 能 カ 試 験 ３ 級） の 平 均

文 法・

読 解

文 字・

語彙
聴 解 合 計

合

格

第 ２ 期

（９ 人）
１２８

．
３ ５８

．
１ ５８

．
３ ２４４

．
８ ５人

ＳＤ １９
．
８ １５

．
５ １３

．
７ ４５

．
２

第 ３ 期

（８ 人）
１３５

．
１ ６２

．
Ｏ ５７

．
６ ２５４

．
８ ７人

Ｓ Ｄ ３２
．
１ ．１９

．
１ １６

．
４ ６４

．
４

満 点 ２００ １００ １００ ４００

４ 定期試験と修了試験の結果の相関

定期試験と修了 試験で、 測定されている対象者が同じであればその結果には相関があ

るかもしれない。 目本語能力検定試験とその１週間前に行われた第１４回定期 試験 （範囲

『新目本語の基礎Ｉ』 ４５課 から５０課） を受験 した学生８人 （第２期・第３期 とも） の成

績 は、 試 験 の 性 質 の 違 い に も 関 わ ら ず、 高 い 相 関 関 係 （第 ２ 期 生 ｒ ＝０，７７３、 第 ３ 期 生 ｒ ＝

０，８８３） を 示 し た。

定期試験と、 目本語能力検定試験が高い相関を示すことは、 ユ４回定期試験を見れば検

定試験の結果をある程度予測 できるということを意味する。 しかしながら、 検定試験問

題を受験することは次のような意義がある。

第１には、 目本語能力検定試験は一般的な基準と して定着 しているため、 同じ試験問

題 を同 じ条件で行って 得た得点 は、 対外的にも客観的な基準としやすい点である。

第２には、定期試験は実際の実力差よりも少ない値で しか点数に反映しないようになっ

て い る こ と で あ る。 例 え ば、 第 ３ 期 の 学 生 Ａ， Ｂ の 定 期 試 験 と、 目 本 語 能 力 検 定 試 験 の

結果を下の表４に示す。 学生ＡもＢもまじめでよく勉強 し、 定期 試験ではいつも満点に

近 い 点 を 取 っ て い る た め こ こ で は 両 者 の 差 は 表 れ な い２）
。 し か し、 検 定 試 験 で は 学 生 Ｂ の

ほ う が か な り 得 点 が 高 く、 差 が 出 る。 学 生 Ａ は 目 本 語 未 習 で 来 目、 普 段 の 授 業 の 観 察 で

は 習 っ た 以 上 の こ と は で き な い。 学 生 Ｂ は 『 Ｓｉｔｕａｔｉｏｎａ１ Ｆｕｎｃｔｉｏｎａ１ ＪａＰａｎｅｓｅ Ｖｏ１．

１』 を 終 え て 来 目 し て、 研 修 コ ー ス で は 上 ク ラ ス で 勉 強 し て お り、
定 期 試 験 に 解 答 す る 力

以 上 の 目 本 語 能 力 を 持 つ て い る。 そ の こ と が 表 ４ か ら よ く わ か り、 こ れ は 教 師 の 実 感 と

も 一 致 す る も の で あ る。
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表 ４ 学 生 Ａ， Ｂ の 定 期 試 験と 日 本 語 能 カ 検 定 試 験 の 結 果

１４回定期試験合計点 目本語能力検定試験３級

学 生 Ａ ９８点 ２７３点

学 生 Ｂ ９３点 ３４５点

一方、 かなり努力 しても成績が振る わない学生については、 定期 試験では少 しぐらい

のミスは減点しないという教育的配慮 をしているが、 目本語能カ 検定試 験は記号選択式

な の で そ う い っ た 配 慮 は い っ さ い で き な い。 そ の た め
、 客 観 的 と い う 観 点 か ら は い い 資

料 を 得 や す い こ と に な る。

定期試験と修了試験の結果は強い相関があるが、 測っている能力は違う。 学生の総合

的な目本 語能力を判 定する のには、 定期 試験のほうが優 れているが、 客観性という観点

から見る と修了試験 （目本 語能力試験３級） のほうが優 れている。 よって、 学生の目本

語能カを判定するにはこ の両方の試験結果 を材料として使うほうがいいようである。

Ｉ． 第２期生と 第３ 期生の 試験結 果の差

次に、 第２期生と第３期生に実力 差があったのか、 それは試験の成績 に表れていたの

か ど う か を 調 べ る。

１ 第２期生と第３期生全体の試験結果の差

表２で定期試験の結果を示 したが、第２期生と第３期生の平均点には有意な差はなかっ

た。（Ｐ ＞０．０５）。 表３ の目本語能力検定試験の平均点 でも有意な差は見られない （Ｐ＞

０
．
０５）

。

しかし、 第２期 と第３期 で違う点は、 検定試験で合格点 に達した人の割合である。 第

２ 期 で は ９ 人 中 ５ 人 （５５．６％） が ３ 級 に 合 格 で き る 結 果 だ っ た が
、 第 ３ 期 で は ８ 人 中 ７

人 （８７．５％） が 合 格 点 で 第 ３ 期 生 が 第 ２ 期 生 を 上 回 っ て い る。 た だ し、 こ れ も Ｚ２検 定 の

結 果 は 有 意 に 達 し て い な い。 （Ｚ２：２．０８
，

Ｐ ＝ ０，１４９）。 こ の こ と か ら、 第 ２ 期 生 と 第 ３

期生の成績は全体として は顕著な差がなかったように見 える。

２ 日本語未習者の成績の伸 ぴについて

ただ し、 上記 の結果は第２期生、 第３期生が修了 時に身につけていた目本語能力の一

部を測ったもので、 来目 した時点で学習者が持っていた目本語能力 について考慮してい
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な い。 よ っ て こ の 数 字 は ど ち ら の コ ー ス が よ か っ た か を 判 定 す る 目 安 に は で き な い。 な

ぜならば既習者が多けれ ば終了時点の成績も当然ながらよく なる はずだからであ 乱

この点を考慮するために、 第２期と第３期 の学生のうち来目時に目本語が未習 であっ

た学生のみ （第２期 生が５人、 第３期生が４人） の修了時の成績を比べると表５のよう

に な る。

表 ５ 日 本 語 未 習 者 の 成 績 の 伸 ぴ

第１４回 定 期 試 験 修 了 試 験（検 定 試 験 ３ 級）

未 習 者 数
平 均 ＳＤ 平 均 ＳＤ

第 ２ 期 生 ５ 人 ７２．１ １４．３ ２２８．６ ３８．０

第 ３ 期 生 ４ 人 ８４．２ ５．３ ２７２．５ ６．２

第 ２ 期 生 と 第 ３ 期 生 の 差 の 検 定

結 果 （Ｕｎｐａｉｒｅｄ ｔ－ｔｅｓｔ）
ｔ：１．５９，

ｄｆ＝ ７， Ｐ ＝０．１６ ｔ：２．２６， ｄｆ： ７， Ｐ ＝０．０６

これを見ると、 修了試験において は第３期生の未習者の平均点のほうが第２期生の未

習 者 の 平 均 点 よ り も 伸 び る 傾 向 が あ っ た こ と が わ か る （Ｐ ＝０．０６）。

目本語を同じ期間だけ勉強 したにも関わらず、 第３期生の ほうが成績が伸びる傾向が

あ っ た 原 因 は 次 の よ う な こ と が 考 え ら れ る が、 本 当 の と こ ろ は 不 明 で あ る。

（１） ２期生は英語が堪能な者が多く、 目本語を使 う場面 が教室内に限られていた。 これ

に対し３期生は学生同士の共通語が目本語で、 授業外 でも目本語をよく使用 していた。

（２） ３ 期 生 は 教 員 研 修 生 が 多 く、 ２ 期 生 に 比 べ、 目 本 語 の 勉 強 に 対 す る 意 識 が 高 か っ た。

（３） ３ 期 に は、 コ ー ス の 運 営 が 軌 道 に 乗 っ て き た。

しかし、 以上の結果は限 られた学生数からみたものである。 も しかすると学習者の母

語、 学 習 方 法
、 年 齢、 教 授 法

、 ク ラ ス の 雰 囲 気 な ど に よ っ て 成 績 の 伸 び に 違 い が 出 て い

るのかもしれない。 今後資料を蓄積することによってこれらの影響について検討してい

く 必 要 が あ る だ ろ う。

皿． 筆 記 ・ 聴 解 ・ 口 頭 試 験 結 果 の 相 関

次に研修コース の定期試験で測定 している筆記・聴解・口頭試験 の結果がそれぞれど

の よ う に 関 係 し て い る の か を 検 討 す る。

筆 記 ・ 聴 解 ・ 口 頭 の ３ つ の ス キ ル が 相 互 に 関 係 し て い る の は 当 然 の こ と で あ る。 文 法
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や語彙の力がなくては、 筆記だけでなく聴解や口頭試験でも高得点はとれないだろう。

ま た聞き取りの力がなく ては会話はできない。 しかし、 一方では３つ の試験は違う能カ

を計っているのも確かである。 筆記試験ができた からと言って会話がうまくできるとは

か ぎ ら な い の で あ る。 現 在 ま で の 研 究 で は、 こ れ ら が ど の よ う に 関 係 し て い る の か は 明

ら か で な い。

こ こ で は、 定 期 試 験 の ３ つ の ス キ ル の 獲 得 点 数 の 相 関 を 見 て み る こ と に す る。 以 下 表

６に、 第２期生のユ３回分 （受験人数が非常に少ない第ユ３回の試験結果を除く） の筆記と

聴解、 筆記と口頭、 聴解と口頭の点数の相関係数、 それ と修了試験の筆記と聴解の相関

係数の平均を下の表６に示す。

表 ６ 第 ２ 期 生 の 定 期 試 験 の 筆 記 と 聴 解、 筆 記 と 口 頭、 聴 解 と 口 頭 の 相 関 係 数

１３回 の 相 関 係 数 の 平 均 ＳＤ

① 筆 記 と 聴 解 相 関 ０．６７ユ ０．１８１

② 筆 記 と 口 頭 相 関 ０．８７１ ０．０５４

③ 聴 解 と 口 頭 相 関 ０．６６９ ０．１８０

① と ② の 差 （ｔ ＝３．８２， ｄｆ ＝２５， Ｐ ＜０．０１）

② と ③ の 差 （ｔ ：１６７１７， ｄｆ ： ２４， Ｐ 〈 ０．０１）

① と ③ の 差 （ｔ ＝０．０４， ｄｆ ＝２５， Ｐ ＞０．１）

ここで調べた三つの相関はいずれも高いが、 特に②の筆記と口頭試験 の相関が非常に

高 い。 ま た
、 ② の 相 関 と 他 の 二 つ の 相 関 の 平 均 値 の 間 に は 有 意 差 が あ っ た （ Ｕｎｐａｉｒｅｄ

ｔ－ｔｅＳｔ）。

筆記と口頭の相関が特に高いのはなぜであろうか。 その理由として次のようなことが

考 え ら れ る。

（１） 実際に筆記能力と口頭能力 に普遍的に相 関がある。

（２） この試験がアチーブメ ントテス トであるため、 筆記試験と口頭試験で問われる問題

が 共 通 し て い る 場 合 が あ る。

（３） 口頭試験の評価をする場合、 筆記試験と同じような項目ができた場合によくできた

と い う 判 断 を 下 し や す い。

は） 聴 解 試 験 は コ ミ ュ ニ カ テ ィ ブ な 問 題 が 多 く、 他 の 試 験 と 性 質 が 少 し 違 い 相 関 が 低 い。

試験の結果は問題の出し方、 評価の方法によって大きく 左右されるものなので、（１）の

よ う な 結 論 を 出 す ま え に、 テ ス ト 問 題 の 改 良、 評 価 基 準 の 見 直 し、 多 人 数 で 評 価 す る こ

とによる客観化などが是非とも必要であろう。
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日本 語研 修 生の試 験 結果 から見 たコ ース評 価 （三 浦 ・ 古 本）

第 ４ 期 （ユ９９７年 ４ 月 ～ ９ 月） で は、 上 記 の（２）（３）に 注 目 す る。 口 頭 試 験 の 評 価 に 際 し て、

文 法事項を正確に言えたかどうかだ けでなく、 談話の運用力などに配点 を多く して経過

を 見 た い。

１Ｖ． コ ー ス 修 了 後 の 学 生 の 日 本 語 能 カ

学生がコース修了時に身につけていた目本語の能力 は、 コース修了後はどのように伸

び て い く の だ ろ う か。 ３ 月 ４ 目 に 目 本 語 能 力 の 追 跡 調 査 を 行 な っ た
。 そ こ で は

、 コ ー ス

修了後の目本語の学習状況・生活状況などイ ンタ ビュー調査 した。

このうち第２期 生３人 が自分の目本語力を知るために筆記テス トをすることを希望し

た。 学生３人はいずれ’も修了 時に目本語能力試験３級合格の基準に辛う じて達していた

が、 追 跡 調 査 の 時 点 で ２ 級 を 受 験 で き る 力 は な い と 判 断 し た
。 そ こ で、 前 回 受 験 し た と

き とは違う年度 （平成 ５年度版） の目本語能力検定試験３級を受験させた （国際交流基

金 １９９４）。二つ の年度の問題には難易度に多少違いがあつたため、 両年度 の学生の素点

を偏差値に直した数値を下に示す。

表 ７ コ ー ス 修 了 時 と ６ ヵ 月 後 の 日 本 語 能 カ 検 定 試 験 の 結 果

読 解 ・ 文 法 聴 解 文 字 ・ 語 彙 合 計

修了 時 ６ヵ月 後 修 了 時 ６ヵ月 後 修 了 時 ６ ヵ月 後 修了時 ６ヵ月 後

学 生 Ａ ４８．４５ ５８．８６ ５４．４４ ６２．２０ ３７．９２ ５９．８９ ４７
．
７６ ６１

．
６４

学 生 Ｂ ５０．２０ ５４．７６ ５３．０４ ６２．２０ ４８．２１ ５６．３７ ５０．７５ ５８．４７

学 生 Ｃ ５０．７０ ４１．５９ ５９．５７ ６２．２０ ３７．２４ ４５．８０ ５４．４２ ４８．４５

平 均 ４９
．
７８ ５ユ

．
７４ ５５

．
６８ ６２

．
２０ ４１

．
１２ ５４

．
０２ ５０

．
９８ ５６

．
１９

Ｓ Ｄ １
．
１８ ９

．
０２ ３

．
４４ ０

．
００ ６

．
１５ ７

．
３３ ３

．
３４ ６

．
８９

文 字 ・ 語 彙 と 聴 解 に つ い て は 全 員 が 成 績 が よ く な っ て い る。 特 に、 聴 解 は ３ 人 の 平 均

値 も ６ ヵ 月 後 に よ く な る 傾 向 が あ っ た （Ｐａｉｒｅｄ ｔ－ｔｅｓｔ，
Ｐ ；０，０８３）。 と こ ろ が 文 法 に つ

い て は 学 生 Ｃ の 成 績 は 急 激 に 下 降 し て い る の で あ る。

こ の よ う な 差 が 表 れ る の は、 コ ー ス 修 了 後 の 学 生 の 生 活 に 起 因 す る も の で あ ろ う。 イ

ン タ ビ ュ ー 調 査 か ら わ か っ た こ と で あ る が、 学 生 Ａ は Ｂ コ ー ス 修 了 後 も 継 続 し て 目 本 語

の 授 業 に 出 席 し た り、
積 極 的 に 目 本 語 を 使 用 し た り し て い る。

一 方 学 生 Ｃ は 目 本 語 の 授

業 に は 出 席 し て い る も の の、 目 本 人 と 会 話 す る こ と 自 体 が 少 な く、 専 門 で は ほ と ん ど 目

本 語 を 使 用 し な い と い う 状 態 で あ っ た。
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文法力 に関 しては、 普段 の会話はさほど文法力がなくて も成立するため、 目本で生活

していても意識的に勉強 しない限り忘れていく一方なのではないだろうか。 これに対 し、

聴解力や語彙力な どは特別に勉強 しなくても日本 に住んでいれば自然に力がついてくる

種 類 の も の で あ る。 こ の こ と が ６ ヵ 月 後 の 差 に 表 れ て い る と 推 定 で き た
。

村上 （ユ９９６） は名 古屋大学の研修生を追跡調査 し、 目本語の使用 の困難度をアンケー

ト 調 査 し た。 そ の 結 果、 来 目 ２ 年 以 上 の 学 習 者 は ｒ話 す」 ｒ聞 く」 こ と に 対 し て は ほ と ん

ど問題がなくなるが、 「読む」 「書く」 については２年未満の学生 と困難の度合いにあま

り変化がないことを確 かめて いる。 今回の調査からみると、 その原因が主と して文法力

の低下である可能性が伺 えた。

測 定 で き た 人 数 が 少 な く、 こ の 結 果 を 直 ち に 一 般 化 す る こ と は で き な い が、 こ の 調 査

によってコース修了時に身につけていた目本語力 のある面 は、 そのまま順調に伸びてい

く ばかりではないことが分かった。 今後は学生が実 際に必要と している目本語力とは何

か な ど に つ い て も 調 査 ・ 研 究 が 必 要 で あ ろ う。

Ｖ． 試 験 結 果 に よ る コ ー ス 評 価

最後に、 試験で学生が獲得した点数は学生が身につけた目本語能力 とみな し、 これに

よ っ て 我 々 の コ ー ス の 評 価 を 試 み る。

ここで注目するのは、 目本語能力検定試験３級で合格点に達した人の数である。 受験

し た１７人 中ユ２人 が 合 格 点 に 達 し て い る。 ６ か月 間 （実 質１７週 間） の コ ー ス で、
ゼ ロ か ら

始めて初級の課程を満足 できる成績で修了することは、 そう容易なことではないだろう。

そ の 上
、 こ の コ ー ス で は プ レ ゼ ン テ ー シ ョ ン ・ プ ロ ジ ェ ク ト ワ ー ク を 学 生 に 課 し て お り、

かなりの時間数 と労力 を費や している。 これも学生の目本語能力を向上させるためのも

のではあるが、 即効性 はなく、 ま してや文法力を重視する目本語能力検定試験対策とな

るものでもない。 それにも関わ らず過半数の者が目本 語能力検定試験３級に合格する実

力 を 示 し た と い う こ と は、 一 応 基 準 を 満 た し た と 評 価 し て’も よ い の で は な い か と 考 え る。

ｗ． ま と め

以 上、 本 稿 で は 目 本 語 研 修 コ ー ス の 学 生 に 実 施 し た 試 験 の 結 果 を 分 析 し た。 は じ め に、

定期試験と修了試験 （目本語能力 試験３級） に現れる目本語力の違いについて分析した

が、 これらの試験は互いに相関を持ちながらも違う種類の力を測定する試験で、 双方と

も 受 験 す る 意 義 が あ る こ と が わ か っ た。
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目本 語研 修生 の試 験結 果 から見た コース 評価 （三 浦 ・ 古 本）

次に第２期 生と第３期生の目本語能力 の差について 分析 した。 両者には全体の グルー

プ 差 は 見 ら れ な い が
、

第 ３ 期 生 に は ３ 級 合 格 者 が 多 い こ と、
ゼ ロ か ら 目 本 語 を 勉 強 し た

学生の伸びが第３期生の方が大きい傾向があり、 第３期 のほうがコースと して成功 した

可 能 性 が あ る こ と を 述 べ た。

口頭試験結果について は筆記試験結果と高い相関があることがわかったが、 その評価

の 基 準 な ど を ど う 扱 う か な ど 問 題 が 山 積 し て お り （目 本 語 教 育 学 会 １９９１ｃ
，

庄 司 １９９５）、

今 回 は 詳 し い 分 析 が で き な か っ た。

最後にコース修了後の学生の目本語力の伸びは、 聴解力が伸びる傾向にあったが、 文

法力 については下がっている学生がいることがわかった。 目本語力 は修了後の目本語使

用 の仕方に大きく依存すると思われた。

試 験 結 果 か ら 見 る と、 コ ー ス は 一 応 の 基 準 を 満 た し て い る と 自 己 評 価 し た。 今 後 は 口

頭能力・コース修了後の二一ズ分析なども視野に入 れた資料 を蓄積 し、 コースの改良に

役 立 て て 行 き た い。

最後に、 検定の方法な ど有益なア ドバイ スを頂 いた岡澤孝雄氏に深く 感謝の意を表し

た い。

〈注〉

１） 二 種 類 の テ ス ト の 違 い に つ い て は 目 本 語 教 育 学 会 （１９９１ｂ， Ｐ．１０３） 参 照。

２） こ の よ う な 現 象 が 起 き た と し て も テ ス ト の 妥 当 性 を 疑 う 必 要 は な い。 な ぜ な ら ば、 こ の テ ス ト が

ア チ ー ブ メ ン トテ ス ト で、 そ の 範 囲 内 の 学 習 項 目 の 定 着 し た か ど う か を測 定 す る の が 目 的 だ か ら で

あ る。 （目 本 語 教 育 学 会 １９９１ｂ， Ｐ．１０４）
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国 際交 流基金 （１９９５） 『平成 ６年 度目 本語 能力 試験 分析 評価 に関 する 報 告書』
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目 本 語 教 育 学 会 （１９９１ｃ） 「第 ９ 章 対 面 テ ス ト と 作 文 の 出 題 と 採 点」 『目 本 語 テ ス ト ハ ン ドブ ッ ク』

大 修 館 書 店 ２９２－３０５．

村 上 京 子 （１９９５） ｒ目 本 語 研 修 コ ー ス に お け る 成 績 と 修 了 後 の 困 難 度 の 評 価」 『日 本 語 研 修 コ ー ス 修 了

生 追跡調査 報 告書２』 名 古 屋大 学留 学生セ ンタ ー 研究 代表 尾 崎明 人 文部 省科 学研究 費基盤

研 究 （Ｂ） ６－１３
．
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ｒやさ しい日本語」 に関する 日本人の意識

島 弘 子 ・ 八 重 澤 美 知 子 ・ 桜 田 干 采 ・ 岡 澤 孝 雄
（松下）

は じめに

近年来目する外国人の増加 に伴い、 ごく簡単な内容の目本語 しか解せない留学生も多

く な っ て き て い る。 大 学 で 学 ぶ 留 学 生 は、 そ の ほ と ん ど が レ ベ ル に 応 じ た 目 本 語 ク ラ ス

で語学の習得に努めているが、初級レベルの学習者 の中に はｒ教室で習った目本語を使っ

て、 外 の 目 本 人 と 話 す と き、 相 手 が 何 と 言 っ て い る の か わ か ら な い と き が あ る」 と、 悩

む 留 学 生 が い る。

一方、 受け入れ側の目本人は留学生とのコミュニケー ショ ンを少 しでも円滑に進める

た め に、 言 語 面 や 非 言 語 面 に お い て さ ま ざ ま な 方 法 を 試 み て い る。 し か し、 ど の 側 面 で、

ど の 程 度、 ど の よ う な 方 法 を 用 い て コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を 図 っ て い る の か、 そ し て、 そ

れ ら が 果 た し て 有 効 に 作 用 し て い る の か ど う か
、

と い う 問 題 も あ る。

そ こ で 本 稿 で は、 留 学 生 と 目 本 人 と の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 上 の 困 難 さ や 支 障 が ど の よ

うな点 に起因しているの かを、 受け入れ側の目本人事務職員 と目本人学生の目本語意識

か ら 考 え て み る こ と に す る。 具 体 的 に は、 目 本 語 母 語 話 者 で あ る 学 生 や 職 員 が、 初 級 レ

ベルの非母語話者である留学生に対 し、 どのように ｒやさしく、 わかりやすい目本語」

を 話 そ う と し て い る の か を 質 問 紙 調 査 に よ り、 明 ら か に す る こ と を 目 的 と す る。

Ｉ． 方 法

１． 調査方法：質 間紙による調査 （資料１）

２． 対 象 者 ： 国 立 大 学 で 働 く 事 務 職 員、 国 立 大 学 学 生、 大 学 院 生、 女 子 短 期 大 学 学 生、

専門学校生の計１９３人 （表１）

３
． 実 施 時 期 ：１９９６年 ９ 月 ～１９９６年１２月

４． 質 問 紙 の 内 容 は、 以 下 の ４ つ の 内 容 を 含 む。

１） 個人的プロフイール （全員対象）

２） ｒやさ しい目本 語」 に対する意識調査 （学生のみ対象）

３） ｒやさ しい目本 語」 に対する選択問題 （全員対象）

４） 設問に対する記述 式回答 （３問中、 ２ 間は学生のみ対象）
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〈表１〉 回答者の内訳

男 性 女 性 未記入 合 計

大 学 事 務 職 員 ２ ０ １ ４ １ ３５

大 学 の チ ュ ー タ ー ・ ボ ラ ンテ ィ ア 学 生 １ ０ ５ Ｏ １ ５

大 学 工 学 部 学 生 （４ 年 生） １ ９ Ｏ ０ １ ９

大 学 院 院生 ２ ７ ２ Ｏ ２ ９

専 門 学 校 学生 ０ ４ ８ １ ４ ９

女 子 短 期 大 学 学 生 （２ 年 生） ０ ４ ６ ０ ４ ６

合 計 ７ ６ １ １ ５ ２ １ ９ ３

な お、
２） は、 ス ク ー タ リ デ ス （１９８１）， （１９８８） に 準 拠 し た ｒ言 語 的」 項 目 と ｒ非 言

語 的」 項 目（注１）を あ わ せ て１８項 目 か ら な る。 ３） は
、 類 似 し た 内 容 を 表 す 目 本 語 の 選 択 肢

の 中 か ら、 最 も や さ し い と 判 断 す る 語 句、 表 現、 文 の 選 択。

質問項目の選定に先立ち、了解を得た上で目常場面における留学生と目本人との会話（注２）

の 録 音 を 行 い、 そ の テ ー プ か ら 書 き 起 こ し た も の （資 料 ２） を 基 に、 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ

ン上で問題となる項目を取り上げた。 さ らに、 これ らの実際場面の会話から採用 した項

目 の ほ か に、 縮 約 形、 擬 音 語 ・ 擬 態 語、 文 体、 文 の 種 類 （単 文 ・ 複 文）、 助 詞 の 省 略、 複

合助詞、 意向形の使用など複数の目本語教師が、 コミュニケーション上で障害になる可

能 性 が 高 い と 判 断 し た も の を 選 び、 全 部 で２５項 目 を 選 定 し た。

４） で は、
「駅 ま で の 道 を 説 明 す る」 （図 １）、

ｒ郵便局の休目業務時間を答える」ｒ名前や来

目目的等をきく」 の設問を用意 した。ｒ駅まで

の道の説明」 の回答から、 使用 された言語や

文法的特徴を所属や性別 などの要素との関連

か ら み る。 ま た、
「駅 ま で の 道 の 説 明」 「名 前

や来目目的の質間」 の２つ から、 母語話者に

対するときと、 非母語話者 に対するときの発

話 の 比 較 を 行 い、
「使 用 語 彙」 「発 話 文 の 数」、

「敬語の使用」「二人称の使用」に関 して分析

を 行 う。

銀行

公
園

駅

本
屋 占

現
妾
地

図１ 駅 へ 案 内 す る た め の 地 図
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ｒやさ しい 目本 語」 に 関する 日本 人の 意識 （島 ・ 八 重 澤 ・ 桜日ヨ・ 岡 澤）

Ｉ． 結 果 と 考 察

ア ンケー トから得 られた結果は次の通りである。

１
． 回 答 者 の プ ロ フ ィ ー ル

回答を得た事務職員の年代は、 ２０歳代 （７人） から５０歳 代 （１２人） に分かれている。

ホ ス ト フ ァ ミ リ ー 経 験 者 は ３ 人 い る も の の、 海 外 勤 務 や 留 学 経 験 は な い。 回 答 者 の 所 属

は、 学 生 係 （ユ３人）、 庶 務 係 （５ 人）、 留 学 生 係 （課） ・ 厚 生 係 ・ 会 計 関 係 （各 ３ 人）、 図

書 館 （２ 人）、 保 健 関 係 （１ 人） 他 に ま た が っ て い る。

一 方、 学 生 （ユ５８人） の 外 国 人 と の 接 触 経 験 は、 平 均 し て８８
．
０％ の 学 生 に 外 国 人 と 日 本

語で話 した経験がある が、 所属先や性別によって、 その接触程度と時期に大きな幅がみ

られる。 国立大学学生と大学院生のほとんどが、 高い程度 の恒常的接触 （ｒ研究室で」 か

つ 「最近」 の接触） である。 短大、 専門学校生は、 接触時期が半年以前のものが半数以

上 を 占 め、 接 触 場 面 も ｒ道 で」 ｒ町 で」 と い っ た 軽 度 の 接 触 が 多 く、 そ の 話 題 の 大 部 分 が

ｒ挨 拶」 や ｒも の の 購 入」 ｒ道 を き か れ た」 と い っ た 内 容 を さ す。

２． 外国人に対する 「やさ しい」 日本語意識

２－１ 類似度に関する意識

ここでいう ｒ類似度」 とは、ｒ挨拶や簡単な買い物 などのやさ しい日本語だったら話せ

る が、 込み入った内容になると理解 できない外国人 と目本語で話すときの目本語 は、 目

本 人 と 話 す と き の 目 本 語 と、 ど の 程 度 似 て い る か と い う 度 合 い」 を 指 す。 ま っ た く 同 じ

場 合 を１００ ％ と し て、 ５ 段 階 で 評 価 し て も ら っ た 結 果 は、 事 務 職 員 と 学 生 共 に、５０％ の 類

似 度 に 回 答 が 集 中 し た。

２－２ 事務職員に見られる会話 上の留意点

事務職員に、 ｒ留学生との会話で工夫 したり気をつ けている点」 と ｒ困難に感 じた点」

を 自 由 記 述 で あ げ て も ら っ た と こ ろ、
ユ５人 か ら 次 の よ う な 結 果 を 得 た。

工夫 したり気をつけている点で最も多くの人が意識 しているのは、
ｒゆっくり話す」（８

人） で、 ２ 位 以 下 を 大 き く 引 き 離 し て い た。 次 は ｒ身 ぶ り ・ 手 ぶ り （ジ ェ ス チ ャ ー）」 の

３ 人、
「中 国 系 の 学 生 に 対 し て 筆 談 を 利 用 （２ 人）」 「（や や） 大 き い 声 で 話 す （２ 人）」、

「相

手 の 反 応 を 見 な が ら 話 す、 相 手 の 目 を み て 話 す （２ 人）」、
ｒは っ き り 話 す （２ 人）」、

ｒ図

や 地 図、 現 物 の 利 用 （２ 人）」、
ｒあ ま り 省 略 し た 言 葉 は 使 わ な い （１ 人）」、

ｒ同 じ こ と を

２， ３ 度 言 っ て 確 認 を と る （１ 人）」 で あ っ た。

次に、 会話に関 して困難に感じた点と して、 相手 の理解度や確認の大変さをあげる記
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述 が 寄 せ ら れ た
。 具 体 的 に は、

ｒ会 話 の 確 認 を と っ て も 本 人 に は 伝 わ ら な い こ と が あ る」

ｒ留学生の方 は、 理解 できなくても 『ハイハイ』 と返 事する ので、 理解できたと思って

し ま っ て、 後 で 全 然 通 じ て な か っ た こ と が あ る」 ｒこ ち ら の 言 っ て い る こ と を 理 解 し て い

るかどうかの判断 ができなくて困ることが多い」 といっ た回答であった。

その他には、「事務の用 語（研究生・指 導教官・申込書等） を説明するのが難しい」「単

語 が わ か っ て’も ら え な い と、 何 を 話 し た ら い い の か
、

わ か ら な く な る」 ｒ自 分 の 英 語 力 の

な さ」、
ｒ目 本 語 が ほ と ん ど 分 か ら な い 人 が い る の は 困 る」 等、 語 彙 の 間 題 や 双 方 の 語 学

力 不 足 が コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 上 の 支 障 と な る と 感 じ て い る こ と が う か が え る。

２－３ 学生による ｒやさしい目本語」 に対する意識 （選択方式）

学生１５８人の回答では、 ほぼ全員の学生が ｒ話す際の速さ」 をゆっく りすることで一致

し て い た。 ま た、
ｒポ ー ズ 時 間 を 長 く、 ま た は、 多 く す る こ と」 も、 ほ と ん ど の 学 生 が 意

識 して い る。 ほ か に、
ｒは っ き り 話 す」 ｒ難 し そ う な 語 句、 わ か り に く い 箇 所 を 外 国 語 に

直 して話す」ｒ一文 を短くする」ｒ身ぶり手振りを多くする」ｒ理解 の確認を多く する」 も

８ 割 以 上 の 回 答 と な っ て い る。 ほ ぼ ２ 人 に １ 人 が 意 識 し て い る 項 目 に は、
ｒ相 手 の 目 本 語

が間違っている場 合、 訂正する」 ｒ相 手の目を見て話す」 ｒ二人称の 〈あなた〉 を使用す

る」 ｒ声 を 大 き く す る」 ｒキ ー ワ ー ドを 繰 り 返 す」 な ど が あ っ た
。 ま た

、 少 数 だ が
、

ｒ助 詞

を強調する」ｒ相手との距離が近づく」ｒ助詞を省 略する」 等（注３）をあげている学生もいた

（図 ２）。

ゆ っ く り 話 す

は っ き り 話 す

むずかしそ うな語 句を 外国語 に直す

一文 を短く する

丁寧 体を使 用する

方言 を使 わない

二人称 のあ なた を使用する

敬語の 使用 を少なく する

助詞 を強調 する

助詞 を使わな い
１ １ 一

０

ｌ ｌ １

２５ ５０ ７５ １００

（％）

図 ２ 日 本 語 を や さ しく 話 す た め に、 意 識 して い る こ と

以 上 か ら、 学 生’も、 事 務 職 員 と 同 様 に ｒや さ し い 目 本 語」 の た め に ｒゆ っ く り 話 す」

こ と を 一 番 意 識 し て い る こ と が わ か る。 ほ か に、
ｒは つ き り」 ｒ一 文 を 短 く」 ｒ難 し い 箇 所
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ｒや さ しい日 本語」 に 関す る目 本人 の意識 （島 ・ 八 重 澤 ・ 桜 田 ・ 岡 澤）

を英語に直す」ｒ身ぶり手ぶりを多く する」 な どが高い割 合で選択されていた。 助詞に関

し て い え ば
、 そ の 使 用 意 識 が 分 か れ て お り、 過 半 数 が ｒ変 わ ら な い」 と 答 え て い る も の

の、 ４ 人 に １ 人 は ｒ助 詞 を 強 調 す る」、 反 対 に１４．
４％ が ｒ助 詞 を 省 略 す る」 と 答 え て い た。

助 詞 に 関 す る こ の 結 果 は、 外 国 人 に と っ て の ｒや さ し い」 目 本 語 を 考 え る 際 に、 学 生 が

助 詞 の 使 用 を ど の よ う に 意 識 し て い る か の 手 が か り を 示 し て い る（注４）
。

３ 三択問題にお ける難易度の認識について

三 択 問 題 に 関 し て、 本 稿 で は 代 表 的 目 本 語 初 級 教 科 書 ８ 種（注５）を 選 び、 最 も 早 く 提 示 さ

れ る 語 彙 や 表 現 を 最 も や さ し い と す る 難 易 度 基 準（注６）を 設 け、 回 答 に 判 定 を 加 え た。 そ の

結果、 認識率 （教科書の難易度順に沿っ た ｒやさしい」 語彙や表現を選んだ率） は回答

者 全 員 で 平 均６８．０％ と な っ た。 所 属 別 の 内 訳 で は、 短 大 学 生 （７４．６％）、 大 学 院 生 （７２．８％）、

学 部 学 生 （６８．８％）、 事 務 職 員 （６４．３％）、 チ ュ ー タ ー ・ ボ ラ ン テ イ ア 学 生 （６２．０％）、 専

門 学 校 生 （６１．
７％） の 順 で、 所 属 に よ つ て 少 し 差 が で て い る。 短 大 生 は、 回 答 者 の 所 属

学科 （英語科と教養科） の影響が考えられる。 また、 大学院生に関していえば、 研究室

で目常的に留学生と接 している率が極めて高いことから、ｒやさ しい」目本語が具体的に

把握 しやすかったのではな いかと推察できる。

次 に
、 目 本 語 範 醇 別 に み て み る と、 縮 約 形 を 中 心 と し た 文 法 （４８．８％） に お い て 全 体

に 最 も 難 易 度 の 認 識 率 が 低 く、 次 い で 文 体 の 選 択 問 題 （５９．３％）、 以 下 疑 問 詞 （７０．４％） ・

文 法 （７２．６％） ・ 語 彙 （７２．
９％） の 順 だ つ た。

個々の設問別認識では、 表２に示されるように、 最も認識率の低いアンケー ト設間ユ９

（縮 約 形） の２７．６％ か ら、 最 も 認 識 率 の 高 い 設 問２５の９４
．８％ ま で 大 き な 幅 が あ っ た。 語

彙 の 認 識 で は、 設 間 に よ る 差 が 見 ら れ た。 例 え ば、 設 間 ２ の 認 識 率 が 平 均 で９１．１％ と 高

く、 か つ 所 属 グ ル ー プ 間 の 認 識 率 の 差 異 は ほ と ん ど 見 ら れ な か っ た が、 設 問 １ で は、 平

均 で６２．０％ と 低 く、 特 に 事 務 職 員 で は 半 数 以 下 （４８．６％） し か い な か っ た （表 ３）。

ま た
、 資 料 ２ で は ｒ目 付」 と い う 語 彙 の 使 用 が 事 務 職 員 と 留 学 生 と の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ

ン上の障害となっていたが、 この認識の難 しさは事務職員・学生に共通した使用傾向 で

あ る こ と が わ か っ た。 設 間２１で ｒ何 月 何 目」 を、
ｒ目 付」 や ｒ今 目 の 目」 よ り や さ し い 表

現 で あ る と 選 ん だ 人 の 割 合 （６ユ．５％） は、 全 設 問 平 均 よ り 低 か つ た
。

同 様 な 結 果 は、 疑 間 詞 に 関 し て’も い え る。
ｒど う い う」 ｒ何 語」 と い っ た 目 本 人 ボ ラ ン

テ ィ ア 学 生 が 無 意 識 的 に 使 用 し た 疑 問 詞 に 関 し て、 ア ン ケ ー ト で も 認 識 率 は 低 く、 設 問

３ で５９．７％ し か な く、 そ れ を 裏 づ け た 形 と な っ て い る。
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表２ 設問別認識度

設 問番号 回答者数 認識者数 ％

１ ユ９２ １－１９ ６１．９８

２ １９２ １７５ ９１．１４

３ １９１ １１４ ５９．６９

４ １９１ １３９ ７２
．
７７

５ １９２ １００ ５２．０８

６ １９２ １２５ ６５．１０

７ １９１ １０３ ５３．９３

８ １９２ １２８ ６６．６７

９ ユ９ユ １６６ ８６．９ユ

１０ １９２ ユ７８ ９２．７１

１１ １９２ １６９ ８８．０２

１２ １９２ １４５ ７５．５２

ユ３ １９２ １４４ ７５．０

１４ １９２ １０７ ５５．７３

１５ １９２ １５９ ８２．８１

１６ １９１ ８９ ４６．６０

ユ７ １９２ １２９ ６７．１９

１８ １９２ １４８ ７７．０８

ユ９ １９２ ５３ ２７．６０

２０ １９１ １４８ ７７．４９

２１ ユ９２ １１８ ６１．４６

２２ ユ９２ １４６ ７６．０４

２３ １９２ １３３ ６９．２７

２４ ユ９２ １０２ ５３．１３

２５ ユ９２ １８２ ９４．７９

表３ 「食べます」 の認識率

学生 （１５７人） 事務職員 （３５人）

ご 飯 を 食 べ ま す ユ０２人 （６４．９６％） １７人 （４８．５７％）

食 事 を し ま す ４３人 （２７．３９％） １５人 （４２．８５％）

食 事 を と り ま す １２人 （７．６４％） ３ 人 （８．５７％）
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ｒや さ しい目 本語」 に関す る日 本人 の意識 （島 ・ 八 重 澤 ・ 桜 田 ・ 岡 澤）

４ 記述式にみる 「やさしい日本語」 意識の表れ

次に、 非母語話者である外 国人に対する ｒやさ しい」 日本語意識の表れを、 記述式回

答 か ら 検 討 す る。 使 用 言 語 と 文 体、 複 文 と 連 用 形 接 続、 ア ス ペ ク ト、 命 令 形 の 使 用、 助

詞 の省略、 英語の語彙使用 に関する分析結果は以下のようになった。

４－１ 使用言語について

ｒ駅 ま で の 道 案 内」 場 面 で 使 用 さ れ た 言 語 に は、 目 本 語 の み、 英 語 の み、 目 英 語 併 用

の ３ 通 り が あ る が
、 そ の う ち 記 入 者 全 体 の１７．６％ が、 英 語 を 一 部 分 あ る い は 全 体 に 使 用

し て い る。 英 語 の 使 用、 あ る い は 目 本 語 の 使 用 と い う 選 択 に 及 ぼ す 要 因 に つ い て は、 数

量 化 理 論 Ｉ 類 に よ る 分 析 を 行 っ た
。 説 明 変 数 と し て 接 触 経 験、 性 別、 年 代、 所 属 を 使 っ た

。

そ の結果、 非母語話者である外国人 に対 して英語を使う か、 目本語を使うかの要因と

し て は、 所 属 グ ル ー プ の 影 響 が 一 番 大 き く、 以 下 接 触 経 験、 年 代、 性 別 が 続 い た （図 ３）。

英 語 使 用 の グ ル ー プ
、 英 語 不 使 用 の グ ル ー プ の 重 心 は そ れ ぞ れ 一〇．８１９５，０，５８３で あ っ た。

正 準 相 関 係 数 は ０，３６１、 正 診 率 は ６９．３６％ で あ る。 所 属 グ ル ー プ で、 大 学 生 と 大 学 院

生・事務職員であるという属性が目本語使用に大きく影響 を与え、 反対に専門学校生や

短大生では英語を使用する方向に作用 している。 専門学校・短大の学生が英語を話す割

合 は、 大 学 ・ 事 務 職 員 間 に 比 べ、 有 意 に 高 か っ た。 （Ｚ２検 定
、 ｐ ＜Ｏ．０１）

軽度

やや軽 度

接触頻度
やや貫度

重度

年 齢 若い

年長

男
性別

女

専門学校

短大１

所 層 短大２

夫学院生

学部生

チ ュ ー タ ー

享務職員

一 １ ． ５ － １ － ０ ， ５ ０ ０ ， ５ １ １ ， ５

カ テ ゴリ ー ウ ェ イ ト

図 ３ 英 語 使 用 者 に 関 す るカ テ ゴリ ー ウ ェ イ ト
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４－２ 名詞節、 普通体ならびに連用接続の使用傾向について

複 文 で は、 副 詞 節 の 使 用 率 は 各 グ ル ー プ 間 で 差 異 が あ ま り な い が、 名 詞 節 の 使 用 は、

事 務 職 員 が １ 人 （４．２％） と 非 常 に 低 く、 以 下 チ ュ ー タ ー、 大 学 院 生、 短 大 生
、 専 門 学 校

生 と 続 き、 学 部 で ほ ぼ 半 数 近 く の 学 生 ９ 人 （４７．４％） が 使 用 し て い た。 普 通 体 の 使 用 率

も、 事 務 職 員 に お い て 最 も 低 く ２ 人 で、 反 対 に 学 部 学 生 が１９人 中 ６ 人 と 多 か っ た。 ま た、

名 詞節使用に所属 グル』 プ、 名詞節に英語使用の影響は、 見 られなかった。

事 務 職 員 に 多 く み ら れ た 連 用 接 続 （ｒ右 に 曲 が り … …」 ｒま っ す ぐ 行 き、 … …」） の 使 用・

は、 記 述 の あ っ た 学 生１５４人 中、 ２８人 （１８．２％） と 少 な か っ た
。

４－３ 使用された英語語彙について

ア ン ケ ー ト ２） の 意 識 調 査 で は８５．６％ の 学 生 が
、

ｒ難 し い 語 句 ・ 表 現 は 外 国 語 に 直 し て

話 す」 と 回 答 し て い る が、 記 述 さ れ た 回 答 か ら み る 限 り、 英 語 が 使 わ れ て い た の は、 初

級 レベルの外国人にとって難しい語句や表現ではなく、 む しろ教科書の難易度によると

やさ しい類 の語彙や表現、 ま たは目常生活で身近な語彙という傾向がう かがえる。

（例 １） あ の 信 号 の も う 一 つ あ っ ち の 信 号 を 左 に 曲 が っ て、 こ こ ま で 言 っ て い る こ と わ か り ま す か、

そ し て 橋 を 渡 る と ｂｏｏｋｓｔｏｒｅ が あ る の で 右 に ま が り ま す。 そ し て そ の ス ト リ ー ト を ま っ す ぐ

行 く と ス テ ー シ ョ ン が あ り ま す。 わ か り ま す か ？ （短 大 生）

回 答 に あ つ た 英 語 の 語 彙 に は、 他 に 以 下 の も の が あ つ た。

レ フ ト、
ブ リ ッ ジ

、 タ ー ン、 デ パ ー ト、 ｓｃｈｏｏ１， １ｉｇｈｔ， ｂｏｏｋｓ 屋、 ス ト レ ー ト、 ｂｈｇｅ

ｇｏ， ｔｗｏ ブ ロ ッ ク レ フ ト、
セ カ ン ド 交 差 点、 ク ロ ス ロ ー ド、

Ｔｈｉｓ ｓｔｒｅｅｔ ま っ す ぐ 行 っ

て （ジ ェ ス チ ャ ー つ き）、 ｓｈｏｅｓｔｏｒｅ、
パ ー ク、 ポ ス ト オ フ ィ ス、 ｒｉｖｅｒ （す べ て 原 文 の

ま ま）。

４－４ 助詞の省略について

意 識 面 で ｒ助 詞 を 省 略 す る」 と 回 答 し た 学 生 がユ４．４％ い た が、 記 述 式 で も、 （例 ２） の

よ う な 助 詞 の 省 略 が あ つ た。 し か し、 省 略 さ れ て い な い 助 詞 に は、 目 本 語 教 科 書 に お い

て提出順序があと、 つまりより難易度の高い場合がみられた。

（例 ２） ま っ す ぐ す す ん で、 ２ こ 目 の 信 号、 左、 橋 渡 っ て、 本 屋 を 右、 そ の 後 ま っ す ぐ い く と 駅。

（チ ュ ー タ ー ・ ボ ラ ンテ ィ ア 学 生）

４－５ その他の傾 向について

「駅 が 見 え て き ま す」 の よ う に 抽 象 的 ・ 時 間 的 経 緯 の 変 化 を 示 す ア ス ペ ク ト の 使 用 は、
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ｒや さ しい 目本 語」 に関 する 目本人 の意 識 （ 島 ・ 八 重 澤 ・ 桜 田 ・ 岡 澤）

学生１５人、 事務職員６人にみられた。 具体的な移動 を示す ｒ橋を渡って行くと……」 の

用 例 は、 １６人 が 使 用 し、 中 で も 専 門 学 校 学 生 に よ る 使 用 （「～ て い く」 ５ 人 ： 用 例 数 ９，

ｒ～ て く る」 ７ 人 ： 用 例 数 ９） が 目 立 っ た
。

（例 ３） 真 っ 直 ぐ に あ る い て ３ つ 目 の 信 号 を 左 に 曲 が り、 歩 い て い く と 橋 が み え て き ま す。

（専門 学校 生）

丁寧な命令形 ｒ～な さい」 の用法も３例あったが、 すべて事務職員による使用 であっ

た （４０代 女 性、 ５０代 男 性 各 １ 名）。

（例 ４） ま っ す ぐ い っ て、 信 号 を 左 に 曲 が り な さ い。 （事 務 職 員）

５ 非母語話者である外国人と母語話者である日本人に対する発話の比較

５－１ 平均発話文数 の比較

非母語話者である外国人への道案内に要した発話 は、事務職員を含めた全体で平均２．５９

文、 学 生 の み で は、 ２．５２文 で あ っ た。 事 務 職 員 は、 単 文 を 重 ね る 傾 向 が あ り、 回 答 を 寄

せ た２３人 中１４人 が ３ 文 以 上 を 使 用 し て い た
。

一 方、 専 門 学 校 学 生 は、４６人 中２ヱ入 （４５．７％）

が １ 文 の み で 表 して い た。

非母語話者である外 国人 への発話数は、 同じ内容を母語話者である日本人と比べる場

合 の 約１．５倍 で あ る。 表 ４ か ら わ か る よ う に、 非 母 語 話 者 で あ る 外 国 人 に 対 す る 発 話 文 と

母語話者である目本人 に対する発話文数は、 専門学校生、 大学院生および大学生におい

て ｔ 検 定 で ｐ 〈０．０５の 有 意 差 が、 短 大 生 と 学 生 全 体 で は 各 々 Ｐ ＜０
．
０１の 有 意 差 が 認 め ら

れ た。 ま た
、 非 母 語 話 者 に 対 す る 学 生 と 事 務 職 員 間 の 有 意 差 は、 認 め ら れ な か っ た。

ｒ１

文 を 短 く す る」 と い う 意 識 の 高 さ が
、 こ の 記 述 回 答 に お い て’も 裏 づ け ら れ た。

表 ４ 平 均 発 話 文 数 の 比 較

所 属 対 象 人 数 文 数 の 平 均 標 準 偏 差 ｔ 検 定

専 門 学 校 対 外 国 人 ４６人 １．９７８ １．１４５ ＊

対 目 本 人 ４９ １．５３１ ０．８１９

短 大 対 外 国 人 ４３ ３．０９３ ２．８２８ ＊ ＊

対 目 本 人 ４６ １．９ユ３ ０．７０７

大 学 院 対 外 国 人 ２９ ２．６５５ １．３４４ ＊

対 目 本 人 ２９ １．８２８ １．１３６
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学 部 対 外 国 人 １９ ２．３１６ １．４９３ ＊

対 目 本 人 １９ １．３１６ ０．６７１

チ ュ ー タ ー 対 外 国 人 １２ ２．５ １．８８３ ｎＳ

対 目 本 人 １３ １．８４６ ０．９８７

学 生 全 体 対 外 国 人 １４９ ２．５１７ １．６１７ ＊ ＊

対 目 本 人 １５６ １．６９９ ０．９１９

事 務 職 員 対 外 国 人 ２３ ３．０ １．７１９

対 日 本 人 ・ ． ■

＊ Ｐ 〈 ０
．
０５ ＊ ＊ ｐ 〈 ０

．
０１ ｎＳ 有 意 差 が な い

５－２ 延べ語彙数 の比較

使 用 さ れ た 語 彙 は、 次 の ３ つ の グ ル ー プ に 分 け ら れ た。

① 母語話者・非母語話者にほぼ同程度使用された語彙

例： 「曲がる」 （非 母語話者に対する述べ語数……以後、 非母語と略す）２５４： （母語話

者に対する述べ語数……以後、 母語と略す）２６ユ

ｒま っ す ぐ」 （非 母 語 ２４０： 母 語 ２３５）、
ｒあ る」 （非 母 語１４６： 母 語１４２）

ｒ渡 る」 （非 母 語１００： 母 語１１９）、
ｒ着 く」 （非 母 語３４： 母 語３４） 等 多 数。

② 母語話者に対 して、 より多い使用 の語彙

例 ： ｒつ き あ た る」 （非 母 語 ９ ： 母 語２６）
、

ｒ手 前」 （非 母 語 ３ ： 母 語１０）

ｒ～なが ら （例；公園を右に見なが ら）」 （非母語１：母語７）

③ 非母語話者に対 して、 より多い使用の語彙

例 ： ｒ歩 く」 （非 母 語６０： 母 語１９）、
ｒ進 む」 （非 母 語４４： 母 語２５）

このうち、 ①のように共通 して使用された語彙は、 道案内に欠かせない基本的な語彙

と い え る。 反 対 に、 ② の よ う に、 で き る だ け 発 話 を 避 け る 意 識 の 働 く 語 彙、
な い し は ほ

かの ｒやさ しい」 と判断する語彙に言いかえることのできる語彙は、 受け入れ側の目本

人 が ｒよ り 難 し い」 と 判 断 し た 語 彙 と い え る。 し か し、 ③ の ｒ歩 く」 ｒ進 む」 と い っ た 語

彙が多く使用された理由についてははっきりしないが、 それらが具体的な動作を示 して

い て や さ し く、 わ か り や す い と 目 本 人 が 判 断 し た か ら だ ろ う と 考 え ら れ る。

以上から、 道案内の語彙を選択する場合において、 基本的には非話者母語話者に対し

ても母語話者に対する時とほぼ同様な語彙の選択を行い、 部分的に難解な語彙を避ける

と い つ た 傾 向 が で た
。
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ｒやさ しい 目本 語」 に関 する 目本 人の意 識 （島 ・ 八 重 澤 ・ 桜 田 ・ 岡 澤）

５－３ 敬語使用と人称の使用について

ｒ眼前の相 手に、 職業や来目目的・滞在期間を質問する」 という会話を想定した回答

から ｒ敬語の使用」 と ｒ二人称 〈あなた〉 の使用」 を取り 上げて分析 した結果は、 次の

よ う に な っ た。

ま ず、 敬 語 の 使 用 面 を み て み る と、 ２） の 意 識 調 査 で は 約 ４ 人 に １ 人 （２３．４％） が ｒ敬

語を減らす」 と回答 していたが、 その割 合以上に敬語の使用 を避 けようとする傾向が記

述式回答からでている。 目本人のみに対し敬語を使用 する のは、 外国人にも目本人にも

使 わ な い と す る 人 と 同 数 で、 ユ５８人 中６３人 （３９．９％） で あ り、 反 対 に 非 母 話 者 で あ る 外 国

人 に 対 し て の み 敬 語 を 使 用 す る 人 は、
９ 人 （５．７％） と 非 常 に 低 い。

次に、 尊敬語・謙譲語と丁寧語という使用された敬語の種類によって、 使用 頻度に相

違がみられた。 母語話者に対する尊敬語・謙譲語の多用 とは対照的に、 外国人のみへの

使 用 例 す べ て が
、 男 女 と も に ｒご 職 業」 ｒお 国」 等 の 丁 寧 語 だ け で あ っ た （表 ５）。

表 ５ 敬 語 の 使 用 の 内 訳 （ 人）

対象 敬語の種類 男性 女性 不明 合計

目 本 人 ・ 外 国 人 共 に 使 用 尊 敬 語 ３ １ ０ ４

丁 寧 語 ０ Ｏ Ｏ ０

尊 敬 語 ・ 丁 寧 語 ０ ７ ０ ７

計 ３ ８ Ｏ １１

外 国 人 に の み 使用 尊 敬 語 Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ

丁 寧 語 １ ８ Ｏ ９

尊 敬 語 ・ 丁 寧 語 Ｏ ０ ０ Ｏ

計 １ ８ ０ ９

目 本 人 の み に 使用 尊 敬 語 １６ １６ １ ３３

丁 寧 語 Ｏ １２ Ｏ １２

尊 敬 語 ・ 丁 寧 語 ５ １３ ０ １８

計 ２１ ４１ １ ６３

目 本 人 ・ 外 国人 共 に 不 使 用 計 ２８ ３５ Ｏ ６３

未 記 入 そ の 他 計 ３ ９ ０ １２

合 計 ５６ １０１ １ ユ５８
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目の前の相手に二人称の 〈あなた〉 を使用 して質問する かどうかについては、 有意差

が あ ら わ れ た （Ｚ２検 定， Ｐ ＜０．０ユ）。 女 子 学 生 （１０１名） は、 母 語 話 者 ・ 非 母 語 話 者 と も

に不使用が過半数の５１名 （５０．５％） を占め、 母語話者には使用 せず非母語話者に使用 し

て い た の は２０名 （ユ９．８％） で あ る。 な お 残 り の 約 ３ 割 は、 母 語 話 者 ・ 非 母 語 話 者 に 共 通

し て 使 用 す るユ６名 （１５．８％） と 母 語 話 者 に 対 し て 使 用 す る ８ 名 （７．
９％）、 未 記 入 そ の 他

６ 名 （５．
９％） と な っ て い る。 一 方、 男 子 学 生 （５６名） で 最 も 多 か っ た の が、 非 母 語 話 者

に 対 して の み 使 用 す る２６名 （４６．４％） で あ る。 母 語 話 者 に 対 し て １ 名 （１．８％）、 母 語 話

者 ・ 非 母 語 話 者 双 方 に 対 し て 使 用 ５ 名 （８．９％）、 双 方 に 不 使 用２ユ名 （３７．５％）
、

未 記 入 そ

の他３名 （５．４％） の比率と比べても、 この非母語話者に対する 〈あなた〉 の使用数値は、

き わめて高い。 このことから、 男 子学生は女子学生に比べ、 非母語話者 である外国人に

対 し、 二 人 称 の 主 語 の 使 用 に よ り ｒや さ し く」 話 そ う と す る 傾 向 が 強 い と い え る。

皿． ま と め

本調査は、 実際の接触 場面の分析ではなく、 想定された接触場面おける目本語使用 の

意 識 と そ の 記 述 例 を 検 討 し た も の で あ る。 従 っ て、 現 実 場 面 の よ う に コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ

ンを通じて非母語話者の目本語 レベルを推察し、 相手の理解力に応 じてさまざまに対処

する点が欠けている のは否 めないが、外国人留学生の受け入れ側の日 本人が、ｒやさしい

目本語」 について どう意識 しているのか、 そ してどのよう にやさ しく話そうと試みたの

かを使用言語や文法、 語彙、 敬語使用 等さま ざまな角度 から分析 した結果、 次の３点が

明 ら か に な っ た。

① 初級 レベルの非母語話者に対 して、 学生・事務職員 のほとん どが 「ゆっくり」 話す

こ と を 一 番 強 く 意 識 し て い た
。 そ の 他 ｒポ ー ズ を 多 め に」 ｒは っ き り」 ｒ方 言 を 交 え な

い」ｒジェスチャー で」ｒ確認を入 れる」ｒ必要に応じてキーワー ドを英語などに置き換

え る」 学 生 も 多 く、 事 務 職 員 も 同 様 に、
ジ ェ ス チ ャ ー

、 筆 談 等 を 活 用 し て、 何 度 も 確

認 を入れながら、 確実に内容を伝 えようという意識が強い。

② ｒやさ しい目本語」 の三択問題の認識率は平均％であり、 ％の目本人がやさしいと

思 っ て 使 う 目 本 語 は、 実 際 は や さ し く は な っ て な い。 ま た、 所 属 グ ル ー プ に よ る 差 異、

設問による差異がでた。 設間の範疇別では、 縮約形を中心と した文法や文体問題にお

ける認識率が低く、 語彙は比較的高い。 所属別では短大生・大学院生 の認識率が高く、

反 対 に 専 門 学 校 生 ・ チ ュ ー タ ー 学 生 に よ る 認 識 率 が 低 い。

③ 想 定 場 面 に よ る 会 話 の 記 述 式 回 答 か ら は、 使 用 言 語、 平 均 発 話 数、 文 法、 語 彙、 敬

語の表れ等などを順に取 り上げ分析 した。 英語使用 に関しては、 性別や年代ではなく、
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ｒや さ しい目 本語」 に 関する 目 本人の 意識 （島 ・ 八 重 澤 ・ 桜日ヨ・ 岡 澤）

所 属 が そ の 使 用 に 及 ぼ す 影 響 が 高 く、 有 意 差 の あ る こ と が 判 明 し た。 専 門 学 校 ・ 短 大

の所属 は英語使用に作用 し、 大学生・事務職員という所属は、 目本語使用 に作用 して

い た
。 ま た、 平 均 発 話 数 は、 非 母 語 話 者 に 対 す る と き と

、 母 語 話 者 に 対 す る と き と で

有意差が認められた。 英語の語彙使用では、ｒ難 しい語彙や表現を英語で」 という意識

とは裏腹に、 やさしい英語 の語彙、 身近な英語の語彙が専ら使用 されており、 意識と

現実の不一致があらわれてい た。 敬語や二人称の使用では、 母語話者に対する場合と

非母語話者に対する場 合の差 異や男女差が見 られた。 男子学生は、 普段は使用 しない

二人称の 〈あなた〉 を、 非母語話者に対 して用いる人が半数近く もいること、 尊敬語

や謙譲語の使用 は男 女とも 非母語話者に対して避ける意識が高く、 もし使用するとき

は丁寧語が中心である という傾向をみることができた。

以上、 今回の調査では受け入 れ側の目本人による ｒやさ しい」 目本語意識に焦点をあ

てて調査を行い上記の結果を得たが、 目本語教科書の提出順序による難易度が、 非母語

話者 である外国人にとって本当にやさ しさの難易度に沿っているのか、 という問題が残

さ れ て い る。 そ こ で、 こ こ で 得 ら れ た こ と を 基 に ｒ受 け 入 れ 側 目 本 人 が 『や さ し い』 と

意識する目本語が、 初級 レベルの非母語話者である外国人にとって実際に 『やさしい』

目本語ととらえられているのかどう か」 に関 してもさ らに調査を行い、 初級 レベルの外

国人 と受け入れ側目本人との相 互コミュニケーショ ンがより円滑に進むように図ってい

き た い。

（付 記 １） 本 論 文 の 作 成 に あ た り、 工 学 部 事 務 局、 図 書 館 工 学 部 分 室 の 方 々 の 協 カ を 得 ま した。 ま た、

本 調 査 に ご 協 力 く だ さ っ た 学 内 関 係 者 の 方 々 に も 深 く 感 謝 い た し ま す。

（付記２） なお、 この 研究 は平 成７ 年度 ８年 度文 部省科 学研 究 基盤研 究 （Ｃ） （研究代表 者、 八重 澤美

知 子、 課 題 番 号 ０７６１０１１７） の 研 究 費 の 一 部 を用 い て 行 わ れ ま し た。
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注 １） ス ク ー タ リ デ ス （１９８１） で は、 フ ォ ー リ ナ ー ・ ト ー ク の 普 遍 的 な 特 徴 と し て 「長 い ポ ー ズ」 「助

詞 ・ 助 動 詞 の 強 調」 「非 常 に 短 い 文 型」 「キ ー ワ ー ドの 繰 り 返 し」 「相 手 の 母 語 の 使 用」 「簡 単 な 語 彙

へ の 訂 正」、 目 本 語 独 自 の 特 徴 と し て ｒ重 複 の 多 さ」ｒＴ 寧 す ぎ る 表 現」ｒ一 人 称 の 多 用」 が、 同 （１９８８）

で は、 ディ ス コ ー ス 上 の 特 徴 と し て、
「確 認 を す る」 「ま ち が い の 訂 正 を す る」 等 が あ げ ら れ て い る。

注 ２） １９９６年 春 か ら 工 学 部 で ボ ラ ンテ ィ ア ・ グ ル ー プ が 組 織 化 さ れ、 異 文 化 交 流 会 が 定 期 的 （週 １ ～

２ 回） に 開 催 さ れ た。 学 生 と 留 学 生 の 会 話 は、 こ の 異 文 化 交 流 会 の 場 で 録 音 さ れ た も の で あ る。

注 ３） ア ン ケ ー ト の 回 答 に は、 ほ か に ｒ自 分 の 言 葉 が 方 言 か ど う か わ か ら な い」 と い う 意 見 も９．１％ あ

り 方 言 の 使 用 意 識 の 地 域 性 も で た。 ま た、 中 に は ｒ研 究 室 の 留 学 生 な ど と 話 す と き は、 あ え て 方 言

を 多 用 す る」 （大 学 院 生） と い っ た 意 見 も あ っ た。

注 ４） 志 村 （１９８９： Ｐ．２１０） で は、
ｒＦ Ｔ （Ｆｏｒｅｉｇｎｅｒ Ｔａ１ｋ） の 方 が 母 語 よ り も 助 詞 が 多 く 使 わ れ、

省 略 さ れ な い」 と あ る。

注 ５） こ こ で い う 初 級 目 本 語 教 科 書 と は、『目 本 語 の 基礎 Ｉ，ＩＩ』『文 化 初級 Ｉ，ｎ』ｒＳｉｔｕａｔｉｏｎａ１Ｆｕｎｃｔｉｏｎａ１

ＪａＰａｎｅｓｅ』ｒ Ｔｏｔａ１Ｊａｐａｎｅｓｅ』『初 級 目 本 語』ｒ Ａ Ｃｏｕｒｓｅｉｎ Ｍ ｏｄｅ ｍ Ｊａｐａｎｅｓｅ 』ｒ ＡｎＩｎｔｒｏｄｕｃｔｉｏｎ

ｔｏ Ｍｏｄｅｍ Ｊａｐａｎｅｓｅ』 『目 本 語 初 歩』 の ８ 種 を 指 す。

注 ６） 例 え ば、 ｒそ こ に お い て お い て く だ さ い」 ｒそ こ に お い と い て く だ さ い」 ｒそ こ に お い た ま ま に し

て く だ さ い」 の 中 で は、 縮 約 の 形 で は な い ｒて お く」 を 最 も や さ し い も の と 判 断 し た。ｒ～ し た ま ま」

と い う 表 現 は、 上 記 の ８ 種 中 ５ 種 の テ キ ス トで は 扱 っ て い な い う え に、 扱 っ て い る 場 合 で も す べ て、

「～ て お く」 の 学 習 後 で あ る。 ま た 縮 約 形 「～ と く （くコて お く）」 も、 ８ 種 類 の テ キ ス ト 中 ２ 種 （Ｔｏｔａ１

ＪａＰａｎｅｓｅ， ＳＦＪ） が 扱 っ て い る だ け で、 他 は 扱 っ て い な い か ら で あ る。

Ｎ ａｔｉｖｅ 皿ｓｅｒｓ ｖｉｅｗｓ ｏｎ ｓｉｍｌＰ１ｅ Ｊａｐａｍｅｓｅ

Ｈｉｒｏｋｏ ＳＨＩＭＡ，
Ｍｉｃｈｉｋｏ Ｙ ＡＥｚＡｗＡ，

Ｃｈｉｓａｉ Ｓ 瓜 ＵＲＡＤＡ． ａｎｄ Ｔ ａｋａｏ ＯＫＡｚＡｗＡ

Ａ ＢＳＴ Ｒ ＡＣ Ｔ Ｔ ｈｅ Ｐｕｒｐｏｓｅ ｏｆ ｔｈｉｓ ｐａＰｅｒ ｉｓ ｔｏ ｅｘａ ｍｉｎｅ ＪａＰａｎｅｓｅ ｃｏｎｓｃｉｏｕｓ・

ｎｅｓｓ ｏｎ ｅａｓｙ Ｊａｐａｎｅｓｅ ｕｎｄｅｒ ｔｈｅ ｃｏｎｖｅｒｓａｔｉｏｎａ１ ｓｉｔｕａｔｉｏｎ ｗｉｔｈ ｆｏｒｅｉｇｎｅｒｓ．
Ｉｎ ｔｈｉｓ

ｓｔｕｄｙ， ｗｅ ｕｓｅｄ ｑｕｅｓｔｉｏｎｎａｉｒｅｓ ｃｏｎｓｉｓｔｉｎｇ ｏｆ ｆｏｕｒ ｇ＝ｒｏｕｐｓ ｏｆ ｑｕｅｓｔｉｏｎｓ ａｎｄ ｔｈｅｙ

ｗｅｒｅ ｐｒｏ㎡ ｄｅｄ ｔｏ ａ１ｍ ｏｓｔ ２００ ＪａＰａｎｅｓｅｉｎｃ１ｕｄｉｎｇ ｃｏ１１ｅｇｅ ｓｔｕｄｅｎｔｓ，９ｒａｄｕａｔｅ ｓｔｕｄｅｎｔｓ

ａｎｄ ｏｆｆｉｃｅ ｓｔｕｆｆｓ ｏｆ ｕｎｉｖｅｒｓｉｔｙ．
Ｔｈｒｏｕｇｈ ｔｈｅ ｓｔａｔｉｓｔｉｃａ１ ａｎａ１ｙｓｅｓ ｏｆ ｔｈｅｓｅ ｑｕｅｓｔｉｏｎ－

ｎａｉｒｅｓ
，

ｓｅｖｅｒａ１ｆｅａｔｕｒｅｓ ｗ ｅｒｅ ｍ ａｄｅ ｃ１ｅａｒ ａｓ ｆｏ１１ｏｗｓ．
（１） Ｍ ａｎｙ ｏｆ ｓｔｕｄｅｎｔｓ ａｎｄ ｏｆｆｉｃｅ

ｓｔｕｆｆｓ ｒｅｃｏｇｎｉｚｅｄ ｔｈｅ ｉｍ ｐｏｒｔａｎｃｅ ｏｆ ｓｐｅａｋｉｎｇ ｓ１ｏｗ１ｙ ａｎｄ ｃ１ｅａｒ１ｙ ａｎｄ ｏｆ ｕｓｉｎｇ

ｇｅｓｔｕｒｅｓ ｔｏ ｍ ａｋｅ ｔｈｅｉｒＪａＰａｎｅｓｅ ｕｎｄｅｒｓｔａｎｄａｂ１ｅ ｔｏ ｆｏｒｅｉｇｎｅｒｓ．
Ｈｏｗ ｅｖｅｒ

，
％ ｏｆ ｔｈｅ ｍ

ａｃｔｕａ１１ｙ ｆａｉ１ｅｄ ｉｎ ｓｅ１ｅｃｔｉｎｇ ｔｈｅ ｅａｓｉｅｓｔ ｗｏｒｄｓ ａｎｄ ｐｈｒａｓｅｓ， ａｎｄ ｔｈｅ ｄｅｇｒｅｅ ｏｆ ｓｕｃｈ

ｆａｉ１ｕｒｅｓ ｂｅｃａ ｍ ｅ ｈｉｇｈｅｒｉｎ ｔｈｅｉｒ ｅｘｐｒｅｓｓｉｏｎｓ ｉｎｃ１ｕｄｉｎｇ ａｂｂｒｅ刊 ａｔｉｏｎｓ．（２） Ｔ ｈｅ ｇｒｏｕｐｓ

ｔｏ ｗ ｈｉｃｈ ｉｎｆｏｒｍ ａｎｔｓ ｂｅ１ｏｎｇ ａｆｆｅｃｔｅｄ ｔｈｅ ｕｓｅ ｏｆ Ｅｎｇ１ｉｓｈ ｗ ｏｒｄｓ ａｎｄ ｓｅｎｔｅｎｃｅｓ ｉｎ

ｔｈｅｉｒ １ｉｍｉｔｅｄ ｃｏｎｖｅｒｓａｔｉｏｎ ｗｉｔｈ ｆｏｒｅｉｇｎｅｒｓ． （３） Ｉｎ ａｓｋｉｎｇ ｔｏ ｎｏｎ－ｎａｔｉｖｅ ＪａＰａｎｅｓｅ

ｓｐｅａｋｅｒｓ，
ｍ ａ１ｅ ｓｔｕｄｅｎｔｓ ｔｅｎｄ ｔｏ ｕｓｅ ｔｈｅ ｗｏｒｄ ｔ｛

ａｎａｔａ
’’

ｍ ｏｒｅ ｔｈａｎ ｆｅｍ ａ１ｅ ｓｔｕｄｅｎｔｓ．

（４） Ｄｉｆｆｅｒｅｎｃｅ ｉｎ ｎｕ ｍ ｂｅｒｓ ｏｆ ｓｅｎｔｅｎｃｅｓ ｕｓｅｄ ｉｎ ａ ｄｉｓｃｏｕｒｓｅ ｂｅｔｗｅｅｎ ｎｏｎ－ｎａｔｉｖｅ

ａｎｄ ｎａｔｉｖｅ Ｊａｐａｎｅｓｅ ｓｐｅａｋｅｒｓ ａｒｅ ｏｆ ｓｉｇｎｉｆｉｃａｎｃｅ．
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ｒや さ しい 目本 語」 に 関す る目 本人の 意識 （島 ・ 八 重 澤 ・ 桜日ヨ・ 岡 澤）

資料１

目本語が少ししかわからない外国 人に使用 する 目 本語 にっいて

〈Ｏ〉 あなたの性別は？ １
．

男 性 ２
．

女 性

〈１〉 これまで外国人と目本語で話 したことがありますか。 １
．

あ る ２
．

な い

〈２〉 「１． あ る」 と 答 え た 人 に 質 問 し ま す。

どこで話しま した か

１
．

ア ル バ イ ト 先 で ２
．

学 校 で ３
． 町 の 中 で （路 上 を 含 む）

４
．

乗 り 物 の 中 で ５
． 留 学 先 で （国 名 ：

， 期 間 か 月）

６
．

ホ ス ト フ ァ ミ リ ー で （期 間 ： か月） ７． そ の 他 （ ）

いつ話 しましたか

１． 最 近 ２． 半 年 程 前 ３． 一 年 程 前 ４
．

２ 年 程 前 ５
．

２ 年 以 上 前

その人の日本 語の理解力 はどのくらいでしたか

１． よ く で き る ２
．

少 し で き る ３
。

あ ま り で き な い ４
． 全 然 で き な い

どんな話題でした か

１
．

道 を 聞 か れ た ２
． 物 の 購 入 （値 段， 注 文 な ど）

４． ア ル バ イ ト の こ と に つ い て ５． 職 業 に つ い て

７． 挨 拶 ８． そ の 他 （

３
．

互 い の 家 族 に つ い て

６
．

そ の 国 に つ い て

）

そ の と き の あ な た の 話 し 方 は， 目 本 人 に 対 し て 話 す 時 と 同 じ で し た か

１． 同 じ ２． 大 体 同 じ ３
．

少 し 違 う ４
．

全 然 違 う

く３〉 あなたは， 非常 に易 しい目常会話だっ たらできるが， 込み入った内容になると理

解できない外国の人 （目本語を勉強 しはじめて半年 ぐらいの レベルで， 知っている

言葉の数はだいたい１５００語程度の人） と目本語で話すことになりま した。 さて， 外

国人と話す時の日本 語と， 目本人と話す時の目本語の類似度の割合をチェック して

く だ さ い。 （数 字 の １ ～ ５ か ら 選 択）

類似度

Ｏ ％ ２５％ ５０％ ７５％ １００％

１ ２ ３ ４ ５

〈４〉 実際に上記 目本語 レベルの外国の人と話をする場面に遭遇 しました。 その人にわ

か る よ う に 伝 え た い と き， あ な た は ど の よ う に 話 し ま す か。

目 の 前 に そ の 人 が い る と 仮 定 し て， 話 し か け る よ う に 書 い て く だ さ い。
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金 沢大 学留 学生 セ ンタ ー紀 要 第１ 号

資料２

目常場面における留学生と目本人との会話

（資 料 ａ）

事 務 職 員 ： そ こ に 目 付 を 書 い て く だ さ い。

留 学 生 １ ： …… 。

事 務 職 員 ； 目 付。

留 学 生 １ ： … …。

事 務 職 員 ： 目 付、 わ か ら な い ？ デイ ト、 Ｗｈａｔ’ｓ ｄａｔｅ？

（資料ｂ）

目 本人 学生 １

留 学生 ２

目 本人 学生 １

留 学生 ２

目 本人 学生 １

留 学生 ２

目 本人 学生 １

留 学生 ２

目 本人 学生 １

： チ ュ、 チ ュ ニ ジ ア っ て。
あ の

、
ち ょ っ と

、 場 所
、

よ く わ か ん な い で す け ど。

： あ
、

そ う で す か。 あ の、 チ ュ ニ ジ ア、
あ の、 ア フ リ カ の 方 へ …

こ こ か ら こ こ ま で （壁 の 世 界 地 図 を 指 し な が ら） だ い た い４０キ ロ メ ー タ ー で

す
。

： ふ 一 ん
。

ヨ ー ロ ッ パ に 近 い
。

： 自 然 が 多 く て、 ヨ ー ロ ー ツ パ 人 み た い で す。

： 何、 何 語 で す か ？

： ？

： 何 語 で す か、 つ か う 言 葉 は。

： あ の う、 ア ラ ビ ア 語 で す。

： ア ラ ビ ア 語
。

ふ 一 ん。

（資 料 Ｃ）

日 本人 学生 ２

留 学生 ３

留 学生 ２

目 本人 学生 ２

留 学生 ３

目 本人 学生 ２

留 学生 ３

・ フ ラ ン ス っ て い う の は、 あ の、 外 国 語 は、 え 一 っ と、 学 校 で は どう い う よ う

な 風 に 習 い ま す か。

： ？

： 目 本 語 は、 簡 単 に。 目 本 語 の、 ま だ。 簡 単 な 目 本 語。

： あ の、 フ ラ ン ス は、 え 一、 高 校 と か、 中 学 校 と か、 ど う い う 外 国 語 を 習 い ま

す か。

： あ 一、 ど い う ？

： 目 本 で す と
、

あ
、

一 ・・い い で す。

目 本 だ と、 え 一、 目 本 語 以 外 に、 英 語 を 外 国 語 と し て、 習 い ま す。 フ ラ ンス

で は、
何 語 を

。

： あ 一
、

わ か り ま す
。

え 一
、

一 番 目 は
、

英 語 を。 そ れ に、

ベ イ ン 語、 う 一 ん。 目 本 語 は ち ょ っ と 難 し い。

ド イ ツ 語 を
、

と
、

ス
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ｒやさ しい 目本 語」 に関 する 目本 人の意 識 （島 ・ 八 重 澤 ・ 桜 田 ・ 岡 澤）

１） 駅に行く道 を聞かれて， 教える 一 図一１）

。）ｒ目曜目， 通常の郵便局 は窓口業務を行っていないが
し

特定の主要郵便局に限って午

前 中， 速 達 郵 便 の み を 受 け 付 け て い る」 こ と を・
教 疋 乱

３） その人に来目 の目的 と滞在期間， 壁茎を尋ね 乱
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金 沢大 学留 学生セ ンター 紀要 第 １ 号

〈５〉 どんな目本語が上記 の外国人にとってやさ しく わかり易いと思いますか。 それぞ

れ の 項 目 に 関 し て， 該 当 す る も の に ○ を つ け て く だ さ い。
＊目本人 に話す 時と比べてく ださい。

Ａ ： 速 さ は

１
．

か な り ゆ っ く り 話 す。
２． や や ゆ っ く り 話 す。 ３

．
変 わ ら な い。

Ｂ：語句の切れ目 （ポーズ） の時間 と回数

１． 各 回 の ポ ー ズ の 時 間 を 長 く し
，

ま た
， 回 数 も 多 く す る。

２
．

各 回 の ポ ー ズ の 時 間 は 長 く す る が
， 回 数 は 変 わ ら な い。

３
．

ポ ー ズ の 回 数 は 多 く す る が， 各 回 の ポ ー ズ の 長 さ は 変 わ ら な い。

４． ポ ー ズ の 回 数’も 各 回 の 時 間 も 変 わ ら な い。

Ｃ ： 声 の 大 き さ

１
．

大 き く す る ２
． 小 さ く す る ３

． 変 わ ら な い

Ｄ ： 声 の 明 瞭 さ

１
．

は っ き り 話 す ２
． 変 わ ら な い

Ｅ：方言の使用 の有無

１． 普 段 は 使 う が
， 外 国 人 に は 使 わ な い。

２． 方 言 を 交 え て 普 段 と か わ り な く 話 す。

３
． 日 頃 か ら 方 言 は 使 っ て い な い。

４． 自 分 の 言 葉 が 方 言 か ど う か わ か ら な い。

Ｆ ： 文 体

１
．

「ど こ へ 行 き ま す か」 の よ う に 「で す」 「ま す」 を 使 う。

２． 改 ま っ た お 客 に 話 す よ う に’も っ と 丁 寧 な 言 葉 で 話 す。

３
．

「ど こ へ 行 く ？」 の よ う に 普 通 に 話 す。

Ｇ：外国語 （英語等） の使用の有無

１
． 難 し そ う な 語 句

， 分 か り に く い 箇 所 の み 外 国 語 に 直 し て 話 す。

２． 外 国 語 は 使 わ な い。

３
． そ の 他 （ ）

Ｈ ： 文 の 長 さ

１． 一 文 を 短 く す る。 ２． 一 文 を 長 く す る。

Ｉ ： 助 詞

１
．

「ど こ へ い き ま す か」 で は な く，
「ど こ

て 話 す。

２． 助 詞 を 強 調 し て， 話 す。

３
．

変 わ ら な い。

３
．

変 わ ら な い。

いきます？」 のように助詞 を省略し
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ｒや さ しい日 本語」 に 関 する目 本人 の意 識 （島 ・ 八 重 澤 ・ 桜 田 ・ 岡 澤）

Ｊ ： 「あ な た は， ど こ か ら 来 ま し た か」 の よ う に， 目 の 前 に い る 相 手 に 対 し て 主 語 ｒ（あ

な た」 「わ た し」） を 多 く 使 う か ど う か。

１
．

使 う ２
． 使 わ な い。

Ｋ ： 敬 語 の 使 用

１
．

多 く す る。
２

． 少 な く す る。 ３． 変 わ ら な い。

Ｌ：身ぶり手振りの使用

１． 多 く す る。 ２
．

少 な く す る。 ３
． 変 わ ら な い。

Ｍ：キーワー ドや大切だと思う語句がでてきたとき

１． そ の 語 句 を 繰 り 返 す。

２
．

そ の 語 句 を 大 き な 声 で は っ き り 話 す。

３
． 変 わ ら な い。

Ｎ 「わ か る ？」 「こ れ
，

しっています か」 のような理解 の確認を

１． 多 く す る。 ２
．

少 な く す る。 ３
． 変 わ ら な い。

Ｏ：相手の外国人の言っていることがわからないとき

１．
「’も う 一 度」 ｒえ ？」 ｒ何 ？」 な ど と い っ て， 発 言 を 繰 り 返 し て も ら う。

２
．

わ か ら な く て’も そ の ま ま 会 話 を 続 吋 る。

３． そ こ で 会 話 を 終 了 さ せ る。

４． そ の 他 （ ）

Ｐ：相手の外国人が間違った表現や言葉を使ったとき

１． 訂 正 す る。 ２． 訂 正 し な い。

Ｑ：相手のどこを見て話す か

１
．

目
。

２
．

口 元 。

３． 顔 全 体。

４． そ の 他 （

５． 全 然 見 な い で 話 す。

Ｒ ：相手と話すときの距離は

１． 近 づ く。 ２
．

離 れ る。

）

３
． 変 わ ら な い。

＊ そ の 他 に 気 を つ け て い る こ と が あ っ た ら， 自 由 に 書 い て 下 さ い。
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金沢 大学 留学 生セ ンター 紀要 第 １号

〈６〉 どの話し方が初級 レベルの外国人にとって一番易 しいと思いますか。 記号で選ん

で 下 さ い。

１）

２）

ａ． 食 事 し ま す

ｂ． 食 事 を と り ま す

Ｃ．
ご飯 を 食 べ ま す

ａ． 毎 目 学 校 へ 行 き ま す

ｂ． 毎 目 通 学 し ま す

Ｃ 毎 目 学 校 へ 通 っ て い ま す。

３） ａ． そ れ に つ い て，
ど ん な ふ う に 考 え ま す か

ｂ
．

そ れ に つ い て， ど う 考 え ま す か

Ｃ
．

そ れ に つ い て， ど う い っ た 考 え を 持 っ て い ま す か

４） ａ．
ｒき の う ど こ へ 行 っ た ？」

ｂ．
「き の う ど こ へ 行 き ま し た か」

Ｃ．
ｒき の う ど こ へ 行 っ た ん で す か」

５） ａ． お 兄 さ ん

ｂ
．

兄

Ｃ． 兄 さ ん

６） ａ． 閏 中 さ ん は 明 目 休 む っ て。
ｂ． 田 中 さ ん は 明 目 休 む そ う だ （田 中 さ ん は 明 目 休 む そ う よ）。
Ｃ． 田 中 さ ん は 明 目 休 む ん で す っ て。

７） ａ． ど こ で 売 つ て る の ？

ｂ．
ど こ で 売 ら れ て い る の ？

Ｃ ど こ で 売 つ て い る の ？

８） ａ
．

あ 一 あ
，

ま た 失 敗 し て し ま っ た。

ｂ
．

あ 一 あ
，

ま た 失 敗 し ち や っ た。
Ｃ

．
あ 一 あ， ま た や っ ち ゃ っ た。

９） ａ． こ こ に 名 前 を 書 き な さ い。

ｂ．
こ こ に 名 前 を 書 い て く だ さ い。

Ｃ
． こ こ に 名 前 を お 書 き く だ さ い。

１０） ａ
．

そ の 問 題 に つ い て， 反 対 意 見 が た く さ ん で た。

ｂ
．

そ の 問 題 に 関 し て， 反 対 意 見 が ど ん ど ん で た。
Ｃ． そ の 問 題 を 巡 つ て， 反 対 意 見 が 続 出 し た。

ユ１） ａ
． 目 曜 目， ど う い う ふ う に 過 ご し て い ま す か。

ｂ
． 目 曜 目， ど ん な 過 ご し 方 を し て い ま す か。

Ｃ． 目 曜 目， 何 を し て い ま す か。

１２） ａ． 部 屋 の 中 に ベ ッ ドと か 机 な ん か が あ る よ。
ｂ
．

部 屋 の 中 に ベ ッ ドや 机 な ど が あ る よ。
Ｃ． 部 屋 の 中 に ベ ッ ドと か 机 と か が あ る よ。
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ｒや さ しい目 本語」 に 関す る目 本人の 意識 （島 ・ 八 重 澤 ・ 桜日ヨ・ 岡 澤）

１３）

１４）

１５）

１６）

１７）

１８）

１９）

２０）

２１）

２２）

２３）

２４）

２５）

ａ． 東 京 へ 行 っ た ら， そ の 鞄 を 買 っ て き て く だ さ い。

ｂ．
東 京 ’ 行 っ た ら

， そ の 鞄 買 っ て き て く だ さ い。
Ｃ
．

東 京 へ 行 か れ ま し た ら
， そ の 鞄 を 買 っ て き て く だ さ い。

ａ
．

こ れ は
，

い い ね
。

ｂ． こ れ は
，

い い で す ね。
Ｃ． こ れ な ん か， い い ね。

ａ． 雨 が ザ ー ザ ー 降 っ て い る ね。

ｂ．
た く さ ん 降 っ て い る ね， 雨 が。

Ｃ． 雨 が た く さ ん 降 っ て い る ね。

ａ． そ れ は
，

ど こ で 買 っ た 時 計 で す か。

ｂ． そ の 時 計 は
，

ど こ で 買 っ た ん で す か。
Ｃ
．

ど こ で そ の 時 計 を 買 い ま し た か
。

ａ． あ な た の 国 で は ど ん な 言 葉 を 使 っ て い ま す か
。

ｂ． あ な た の 国 で は 何 語 を 使 っ て い ま す か。
Ｃ． あ な た の 国 で は ど う い っ た 言 葉 を 使 っ て い ま す か

。

ａ． み じ ん 切 り に し た 野 菜。

ｂ． 小 さ く 切 っ た 野 菜。
Ｃ． 細 か く し た 野 菜。

ａ． あ， そ の か ば ん， そ こ に お い と い て く だ さ い。

ｂ．
あ
， そ の か ば ん， そ こ に お い た ま ま に し て く だ さ い。

Ｃ
．

あ
， そ の か ば ん は， そ こ に お．

い て お い て く だ さ い。

ａ
． 規 則 に よ っ て 定 め ら れ て い る 関 係 上， こ の 貸 出 は で き ま せ ん。

ｂ．
規 則 で 決 ま っ て い ま す か ら， こ の 貸 出 は で き ま せ ん。

Ｃ
．

決 め ら れ た 規 則 に 従 っ て， こ の 貸 出 は で き ま せ ん。

ａ
．

今 目 は 何月 何 目 か
， 書 い て く だ さ い。

ｂ． 今 目 の 目 付 を 書 い て く だ さ い。
Ｃ． カ レ ン ダ ー の 今 目 の 日 を 書 い て く だ さ い。

ａ． 何 も 食 べ な い ま ま 出 か け た。

ｂ． 何 も 食 べ ず に 出 か け た。
Ｃ． 何 も 食 べ な い で 出 か け た。

ａ． 今 目 に な っ て 言 っ て き て も
，

’も う 遅 い よ。

ｂ． 今 目 言 い に き て も， も う 遅 い よ。
Ｃ． 今 目 に な っ て 言 っ て き て も ね え… 。

ａ．
一 緒 に 帰 ろ う。

ｂ． 一 緒 に 帰 ら な い ？

Ｃ．
一 緒 に 帰 り ま し ょ う。

ａ
．

じ ゃ， こ ち ら か ら ぐ る っ と 自 己 紹 介 す る っ て こ と で い き ま し ょ う。
ｂ． じ ゃ， こ ち ら か ら 順 番 に 自 己 紹 介 す る こ と に し ま し ょ う。
Ｃ． じ や， こ ち ら か ら 順 々 に 自 己 紹 介 っ て か た ち で や り ま し ょ う。

＊ ＊ ご 協 力 ど う も あ り が と う ご ざ い ま し た。
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現代日本語における漢字の音読み・訓読みについて
一 襖形文字法との比較 一

峯 正 志

は じめに

筆者は以前、 襖形文字を用いる言語の表記法と目本 語のそ れとの比較を行ったことが

あ る注１
。 そ れ は、目 本 語 の 表 記 法 の 特 質 を 探 る た め に は 表 記 法 の 似 た 言 語 と の 比 較 が 重 要

で あ る と 考 え た か ら で あ る。 そ の た め の 準 備 と し て、 目 本 語 と、 シ ュ メ ー ル 語、 ア ッ カ

ド語 の 表 記 法 に 見 ら れ る 共 通 点 ・ 相 違 点 を 探 り、 整 理 し て み た
。

筆者がそのようなこ とを行った背景には、 様々な一般向けの著作に、 襖形文字の表記

法 に つ い て の 記 述 が 見 ら れ る よ う に な っ て き た こ と が あ る注２
。そ れ ら の 多 く は、 目 本 語 の

表記法に見られる特徴も目本語だけに見られる特殊なものではなく、 むしろ普遍的なも

の で あ る と い う 文 脈 の 中 で、 そ の 例 証 と し て 襖 形 文 字 の こ と を 取 り 上 げ て い る の で あ る。

さ て、 そ の 中 で 最 も よ く 指 摘 さ れ る の が、
ｒ目 本 語 の 音 読 み ・ 訓 読 み は 珍 し い こ と で は

あ る が
、 世 界 的 に 例 の な い こ と で は な く、 古 代 メ ソ ポ タ ミ ア で 話 さ れ て い た ア ッ カ ド語

で 例 が あ る。」 と の 記 述 で あ る。 そ の 例 と し て、 少 々 長 く な る が 金 田 一 （１９８８）注３の 記 述 を

引 用 し て み よ う。

ｒ目 本 で は ｒ春 風」 と 書 い て ハ ル カ ゼ と も シ ュ ン プ ウ と も 読 む が、 韓 国 で は ｒチ ュ

ン フ ォ ン」 と 読 ん で、 こ れ は 中 国 か ら 韓 国 へ 入 っ た 読 み 方 だ
。

ｒ春」 と い う 字 は
、 目 本

で シ ュ ン と も 読 む が、
ｒハ ル」 と い う 目 本 語 で も 読 む。 … … （中 略） … … こ の、 ハ ル ｈａｒｕ。、

シ ュ ン ｓｈｕｎ の 間 に は 全 然 共 通 点 が な い。 こ の よ う な こ と は 現 在、 目 本 以 外 に は ど こ に

も な い、 大 変 珍 し い こ と で あ る。
’も っ と も 今 の 世 界 に は ほ か に な い が

、 歴 史 を さ か の

ぼ つ て み る と
、 紀 元 前 に は あ っ た と い う。 小 ア ジ ア で 紀 元 前 の 昔、 シ ュ メ ル 人 と い う

す ぐれた文化を誇った民族があって、 襖形文字という文字を使っていた。 その文字を

アッカ ド帝国というとこ ろで借りて自分の国語の表記に使つたのがその例 である。

そ の 場 合 に 図注４の よ う に、 上 の 文 字 は シ ュ メ ル 語 で ｒア ン」 と 言 っ て、
ｒ神」 と い う 意

味 だ っ た そ う で あ る が注５
、 ア ッ カ ド で は 神 の こ と を ｒイ ル」 と 言 つ て い た の で、 こ の 一

つ の 同 じ も 字 を、 ア ン と’も 読 ん だ し、 イ ル と も 読 ん だ り し た。 ア ン は 目 本 に あ て は め

れ ば 〈音 読 み〉、 イ ル は 〈訓 読 み〉 で あ る。 … … （中 略） … … こ れ は、 目 下 部 文 夫 ・ 佐

伯 功 介 の 書 い た も の に よ っ て 述 べ た が、 つ ま り、 目 本 語 で 漢 字 を 音 読 み ・ 訓 読 み す る
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の と ま っ た く 同 じ も の で あ る。 こ う い っ た こ と は、 こ の ア ッ カ ド語 に あ っ た と い う こ

と 以 外 に 筆 者 は 知 ら な い。」

自 国 語 で の 読 み、 外 国 語 で の 読 み、 と い う 意 味 で の 音 読 み ・ 訓 読 み が ア ッ カ ド語 に み

ら れ る こ と は 確 か で あ る。 従 っ て、 上 に 述 べ た こ と は 大 体 に お い て 正 し い と い っ て よ い。

し か し、 筆 者 は 前 述 の 拙 論 で、 目 本 語 の 音 読 み ・ 訓 読 み と ア ッ カ ド 語 の そ れ と で は 微 妙

な 違 い が あ る こ と を、 短 く で は あ る が 指 摘 し た。 従 っ て、
ｒ目 本 語 で 漢 字 を 音 読 み ・ 訓 読

みするのとまったく （傍点筆者） 同じものである」 と主張するのは誤り である。

本 稿 は、 峯 （１９９０） で 指 摘 し た 点 を 明 確 に す る こ と を 目 的 と す る が、 更 に そ の 違 い が

何に起因する かについても考察し、 目本語の音読み・訓読みは単なる表記法の問題では

な く、 目 本 語 の 造 語 法 に 関 わ る 問 題 で あ る こ と を 指 摘 し た い。

Ｉ． 音 読 み ・ 訓 読 み の 定 義

音 読 み ・ 訓 読 み と は 何 か。 目 本 語 に お い て は、 漢 字 の 持 つ 読 み の う ち、 中 国 語 の 音 に

基づくものを音読みといレ＼ 目本語の音に基づくものを訓読みという。

さ て、 こ の よ う な 現 象 を も っ と 一 般 的 に 捉 え る こ と も 可 能 で あ る。 す な わ ち、 漢 字 の

ような表語文字がそれを作り出した民族 から他の民族に借用されるような場合、 も しそ

の文字を借用 した民族が、 その文字に自分たちの言語の音を当てはめてい けば、 目本語

におけるのと同様の現象が起きたこ とになる。 そ してその場合の自国語読みを訓読み、

元からの読み （すなわち文字を作った民族の言語に基づく読み） を音読みと定義するこ

と が 出 来 る。

本 稿 で は
、

と り あ え ず ｒ音 読 み ・ 訓 読 み」 を こ の よ う な 一 般 的 な 定 義 で 用 い る こ と に

す る。
ｒと り あ え ず」 と し た 理 由 は、 実 は こ の 定 義 で は 目 本 語 も ア ッ カ ド語 も 全 く 同 じ 音

読 み ・ 訓 読 み を 持 つ こ と に な り、 両 者 の 違 い が 出 て こ な い か ら で あ る。 従 っ て、 こ の 定

義 は 後 に 修 正 さ れ る こ と に な る。

皿． 峯 （１９９０） に お け る 指 摘

簡 単 に、 峯 （１９９０） で ま と め ら れ た 目 本 語 と ア ッ カ ド語 の 表 記 法 の 共 通 点 ・ 相 違 点 を

ま と め て み よ う。

共 通 点 と し て は、

１） 表語文字と表音文字を混用 していること。
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２） 一つの文字が多くの読みや意味を持っていること。

３） その結果、 文字の意味を限定するための送りがなや振 りがなおよび漢字の偏に相当

す る 限 定 符 が 存 在 し て い る こ と。

４） 一つの語に複数の表記法が存在すること。

５） 音 読 み、 訓 読 み の 区 別 が 存 在 す る こ と。

相 違 点 と し て は、

１） 一種類の文字体系 しか用いていない。

２） そ の た め、 同 じ 文 字 が 表 語 文 字 と し て も 表 音 文 字 と し て も 用 い ら れ て い る。

３） 目 本 語 と 同 様、 分 か ち 書 き は し な い け れ ど も、 （ハ ム ラ ビ 法 典 で は注６） 名 詞 句 ご と に

改 行 し、 意 味 を 取 り や す く し て い る。

４） 目本語のように縦書きでも横書きでもよいという のではなく、 横書きである。

５） 目 本 語 と 同 様 ｒ音 読 み ・ 訓 読 み」 が あ る と い っ て も、 微 妙 な 違 い が あ る。

と い っ た 点 を 挙 げ た。

こ れらの中で本稿に関係するのは、 共通点の （５） と相違点の （５） である。 ここで

主 張 さ れ て い る こ と は、 確 か に ア ッ カ ド語 に も 日 本 語 と 同 じ よ う な 音 読 み ・ 訓 読 み が 見

ら れ る が、 両 者 の ｒ音 読 み ・ 訓 読 み」 は 全 く 同 じ も の で は な い、 と い う 点 で あ っ た。

具 体 的 に 見 て み よ う。

ｈａ－ａｍ－ｍ ｕ－ｒａ－ｐｉ２ Ｌ Ｕ Ｇ Ａ Ｌ ｄａ－ｎｕｍ ２ ＬＵ Ｇ ＡＬ Ｋ Ａ２．ＤＩＮ ＧＩＲ．Ｒ Ａｋｉ Ｌ Ｕ Ｇ ＡＬ ｋｉ－

ｉｂｒａ－ｔｉｍ ａｒ－ｂａ－ｉｍ

Ｈ ａｍ ｍ ｕｒａｐｉ §ａ ｍ ｍ ｄａｎｎｕ ｍ §ａｒ ｂａｂｉ１ｉｍ §ａｒ ｋｉｂｒａｔｉｍ ａｒｂａ
’ｉｍ

ハムラビ （人名） 王 強き 王 バ ビロンの 王 世界 四

ｒハ ム ラ ビ、 強 き 王、
バ ビ ロ ン の 王、 四 方 世 界 の 王」

襖形文字の転写法にはいくつ か決まり事があり、 表語文字は大文字で転写されること

に な っ て い る。 例 え ば、 ＬＵＧ ＡＬ は ｒ王」 を 表 す 表 語 文 字 で あ る注７
。 一 方、 表 音 文 字 は

小 文 字 で 書 か れ る こ と に な っ て い る。 ｄａ－ｎｕｍ２ は、 ｄａ と 読 ま れ る 音 節 文 字 と ｎｕｍ と

読 ま れ る 音 節 文 字 か ら 成 つ て お り、 ｄａ と ｎｕｍ で ｄａｎｎｕｍ と い う 形 容 詞 を 表 し て い る。

ハ イ フ ン は こ の 二 つ の 文 字 が 一 緒 に な っ て 一 語 を 表 す こ と を 示 す。 こ の こ と を 頭 に 入 れ

て こ の 文 を 見 る と、 大 文 字 で 書 か れ た も の が 漢 字、 小 文 字 で 書 か れ た’も の が か な に 相 当

す る こ と が 分 か る で あ ろ う注８
。 目 本 語 で 書 く と、

ｒハ ム ラ ビ、 つ よ き 王
、 神 門 （バ ビ ロ ン）

の 王、 し ほ う せ か い の 王」 と で も な ろ う か
。

さて、 上で述べたように、 襖形文字の場合はただ一種類の文字体系 を表語文字、 表音
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文 字 そ れ ぞ れ に 使 っ て い る。 そ こ で、 音 読 み ・ 訓 読 み の 有 無 も そ れ ぞ れ の 場 合 に つ い て

見 て い く 必 要 が あ る。

ま ず、 表 音 文 字 と し て の 襖 形 文 字 の 場 合 は ど う で あ ろ う か
。 初 期 の ア ッ カ ド 語 で は、

殆 ど の 場 合、 シ ュ メ ー ル 語 の 音 に 基 づ く 表 音 文 字 を 使 っ て い た。 上 で 挙 げ た ア ッ カ ド 語

の例文で見られる表音文字はすべてシュメール語の音に基づくものである。 時代が下が

るにつれて、 次第にアッカ ド語の音に基づく表音文字が用 いられてくるようになる。 例

え ば 上 で ｒ強 い」 ｄａｎｎｕｍ を ｄａ－ｎｕｍ と 表 記 し て い る が、 ｄａｎ－ｎｕｍ と い う 表 記 も 見 ら

れ る。 ｄａ，ｎｕｍ は シ ュ メ ー ル 語 に 基 づ く 読 み だ が、 ｄａｎ は ア ッ カ ド語 に 基 づ く 読 み で あ

る
。

従 っ て、 確 か に 表 音 文 字 と し て の 襖 形 文 字 に は 音 読 み ・ 訓 読 み が あ る。

ここまでの記述でア ッカ ド語の表記法が日本のある特殊な表記法に酷似 していること

が分かるであろう。 すな わち、 一種類の文字体系を表 語文字にも表音文字にも用いてい

るという点で、 まさに万葉仮名と類似した体系なのである。 そ してその表音文字におけ

る音価に シュメール語系 のものとアッカ ド語系のものの二種類が混在するということは、

すなわち万葉仮名 における音仮名、 訓仮名と同様 なものが存在するということである。

では、 表語文字 としての襖形文字を使った場合、 果た してシュメ ール語音で読んでい

た （音 読 み） の だ ろ う か
、 そ れ と も、 ア ッ カ ド 語 音 で 読 ん で い た （訓 読 み） の だ ろ う か。

実 は、 こ れ を 訓 で 読 ん で い た 証 拠 が あ る。 す な わ ち、 ア ッ カ ド語 読 み を 示 す ｒ送 り が な」

が み ら れ る こ と で あ る。 も と も と 送 り が な注９は、 目 本 語 と 同 様、 い く つ か の 読 み が 考 え ら

れる襖形文字に対 してその読みを決定する手がかりと して用いられ始めたものである。

そ の 送 り が な を み る と、ア ッ カ ド語 で 読 ま れ て い た こ と が 分 か る の で あ る。例 え ば
、

ＤＡＭ－ａｔ

と か ＤＡ Ｍ－ｓｕ と い っ た 表 記 が あ る。
ｄａｍ は シ ュ メ ー ル 語 で ｒ配 偶 者」 の 意 味 だ が、 一ａｔ

が あ る こ と に よ っ て、 こ れ は ア ッ カ ド 語 の ａ§§ａｔ （ ａ§§ａｔｕ ｒ妻」 の ＳｔａｔｕＳ ＣＯｎＳｔｒｕＣｔｕＳ

形） と し て 読 ま れ て い る こ と が 分 か る。 ま た、 ＤＡ Ｍ－ｓｕ の 場 合 は ａ§§ａｓｓｕ （〈＊ａ§§ａｔ§ｕ

「彼 の 妻」） で あ る こ と が 分 か る の で あ る。

このように表語文字の場合はアッカ ド語で読まれるので、 目本語と同様の訓読みは確

か に あ る。 で は
、 音 読 み は ど う だ ろ う か。

ｒ鋤」 の こ と を シ ュ メ ー ル 語 で ａＰｉｎ と い う。 こ れ は ア ッ カ ド語 に 借 用 語 と し て 取 り 入

れ ら れ ｅｐｉｎｎｕ と な っ た。 そ し て、 ９ｉ§．ＡＰＩＮ と 表 語 文 字 で 書 か れ た 場 合注１０
、 ア ッ カ ド語

で は ｅｐｉｎｎｕ と 読 ん だ。 こ の 場 合、 外 国 語 の 音 で 読 ん で い る た め、 こ れ は 音 読 み と い っ て

よ い。 そ う い う 意 味 で は ア ッ カ ド語 に も 音 読 み は 存 在 す る の で あ る。 し か し こ の よ う な

音 読 み は、 目 本 語 に 見 ら れ る 音 読 み と 全 く 同 じ も の な の で あ ろ う か。

別 な 例 を 挙 げ る と、
ｒ宮 殿」 は シ ュ メ ー ル 語 で ｅ２－９ａ１ と い う。 ｅ２ が ｒ家」、 ９ａ１ が ｒ大
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きい」 という形態素であり、 Ｅ２という表語文字と、 ＧＡＬ という表語文字で表記す 乱

ア ッ カ ド 語 は こ れ を、 ｅｋａ１１ｕ と い う 語 形 で 借 用 語 と し て 取 り 入 れ た。 従 っ て・ Ｅ２・Ｇ ＡＬ

を ア ッ カ ド 語 で は ｅｋａ１１ｕ と 読 む。し か し、こ の 場 合、
Ｅ２

．
ＧＡＬ と い う 表 語 文 字 を シ ュ メ ー

ル語の音に基づく読みで読んでいるからといって、 目本 語にお けるような音読みと考え

て よ い の だ ろ う か。

次 の よ う に 問 い を 変 え て み よ う。 す な わ ち、 ア ッ カ ド 人 は、 目 本 人 が 漢 語 を 読 む よ う

に、 果 た し て Ｅ２ と い う 表 語 文 字 と、 ＧＡＬ と い う 表 語 文 字 を そ れ ぞ れ ｅ お よ び ｋａ１１ｕ と

読 み、 分 析 し て ｒ宮 殿」 と し て 理 解 し て い た の だ ろ う か、 と い う こ と で あ る。
お そ ら く

そ う で は な く、ｅｋａ１１ｕ は ｅ２－９ａ１ を 一 語 と し て 借 用 し て い る と 思 わ れ る。従 っ て、
Ｅ２．ＧＡＬ

自 体 も 分 析 せ ず に 一 語 と し て 捉 え、 そ れ を 全 体 と し て 読 ん だ と 思 わ れ る。つ ま り、 ｅｋａ１１ｕ

ｒ宮 殿」 と い う 形 態 素 が あ る の で あ っ て、
ｒ家」 と い う 意 味 で の ｅ と か、

ｒ大 き い」 と い

う 意 味 で の ｋａ１１ｕ と い う 形 態 素 が あ る の で は な い と い う こ と で あ る。目 本 語 の 場 合、漢 字

の 音 読 み ・ 訓 読 み と い う の は 意 味 と 結 び つ い て い る わ け で、 形 態 素 の こ と で あ る。
「宮 殿」

を目本語の場合で考 えてみると、 私たちの意識の中では （通常はあまり意識 しないとし

ても） それが ｒきゆう」 と ｒでん」 の二つ の音からなり、 それぞれがある意味と結びつ

いていることが分かる。 目本語では音読みといっても単に音を表すだけのものではない

の で あ る。 と い う こ と は、 全 く 日 本 語 と 同 じ 意 味 で の 音 読 み は ア ッ カ ド語 に は 見 ら れ な

い こ と に な る。

つ ま り、 目 本 語 の 場 合、 同 じ 漢 字 が 音 読 み ・ 訓 読 み を と も に も ち、 さ ら に そ れ ぞ れ が

意 味 と 結 び つ い て い る と い う こ と で あ る。 ｅｐｉｎｎｕ ｒ鋤」 の 例 で は、 こ の 文 字 は 音 読 み だ

け を 持 ち、 同 じ 意 味 を 持 つ 訓 読 み が 存 在 し な い。 ｅｋａ１１ｕ の 例 で も、 音 読 み だ け が あ り、

訓読みが存在 しない。 この例 の場合には更に、 この形態素は二つの表語文字で表記され

て い る に も 関 わ ら ず、 そ れ ぞ れ 音 と 意 味 を 担 っ て い る わ け で な く
、 ｅｋａ１１ｕ と い う 一 つ の

形 態 素 を 表 す た め に 用 い ら れ て い る の で あ る注１１
。

以 上、 ア ッ カ ド 語 の ｒ音 読 み ・ 訓 読 み」 が 目 本 語 の そ れ と ど の よ う に 異 な る か 見 て き

た。 なぜこのような微妙な違いが存在することをことさら言わなければならないのかと

い う と、 前 に 引 用 し た 金 田 一 （１９８８） な ど の 記 述 で は、 全 く 目 本 語 で の 用 い 方 と 同 じ で

あると受け取 られて しまう からである。 またおそらく金田一も全く 同様なものであると

理 解 し て い る の で あ ろ う。 そ れ は、 た ん に ｒ全 く 同 じ も の で あ る」 と い う 書 き 方 を し て

い る か ら と い う わ け で は な い。 先 ほ ど の 引 用 に 先 立 つ 部 分 で、 そ の よ う な 理 解 を し て い

る と 思 わ れ る 記 述 が あ る か ら で あ る。

ｒと こ ろ が、 こ の あ た り は ま だ 序 の 口 で、 も っ と 難 し い 問 題 が あ る。 目 本 で は、 漢
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字 を 中 国 式 に 読 む ほ か に、 目 本 語 式 に 読 む こ と だ
。 こ れ は、 目 本 人 が 古 く か ら 目 本 語

を単語の意味を表す漢字で表記 したことから起こるもので （傍点筆者）、 そのために、

た と え ば ｒ間」 と い う 字 は、 ケ ン と か カ ン と か 読 む の は 中 国 式 だ が
、

ア イ ダ と も マ と

も 読 む。 相 手 （あ い て）、 合 間 （あ い ま）、 逢 （あ） う … …。 こ う い う 言 葉 は 全 部、 目

本語という外 国語で漢字を読んでいるのだ。」

こ の 記 述 は、 表 語 文 字 と し て の 漢 字 が 音 読 み ・ 訓 読 み を 持 つ と い う こ と を 述 べ た’も の

で あ る。 金 田 一 の こ の よ う な 記 述 は、 後 述 す る ｒヤ ヌ ス 的 二 重 性」 を ア ッ カ ド語 の 表 記

法も持っているという認識に基づいていると思われる。 しか し、 アッカ ド語の表記法に

は こ の ｒヤ ヌ ス 的 二 重 性」 は 見 ら れ な い の で あ る。 そ し て、 こ の こ と が 目 本 語 の 音 読 み ・

訓読みを非常に特殊なものにしているのである。

皿． 日 本 語 の 「ヤ ヌ ス 的 二 重 性」

こ こ で、
ｒヤ ヌ ス 的 二 重 性」 に つ い て す こ し 述 べ な け れ ば な ら な い だ ろ う。 と い う の は、

目本語の持つ音読 み・訓読みの独自性というのは筆者にはこ のことの存在であると思わ

れ る か ら で あ る。

鈴木 （１９７５） によると、 目本語では、 音読みと訓読みが漢字を媒体と して頭の中で結

び つ い て い る と い う。

ｒ私たち目本人がある漢字の音と訓 を知っている ということは、 とりもなおさずそ

の 漢 字 で 示 さ れ る 概 念 の、 二 つ の 別 の 言 語 に お け る 音 的 実 現 体注１２が
、 同 一 の 文 字 表 記

を つ な ぎ と し て 頭 の 中 で 癒 着 し て い る こ と に ほ か な ら な い注１３
。」

鈴 木 は こ れ を ｒヤ ヌ ス 的 二 重 性 （Ｊａｎｕｓ ｄｕａ１ｉｔｙ） と 呼 ん で い る。 鈴 木 の 出 し て い る

例を用いる と、 ｒ水」 という概念は ｒすい」 と ｒみず」 という二つの音的実現体が ｒ水」

という文字表記 を媒体 として頭で結びついているという のである。

ア ッ カ ド 語 に は そ れ が な い。 ア ッ カ ド 語 の 場 合 に は、 文 字 に 意 味 が 結 び つ い て い る 場

合には音読みか訓読みのいずれか しかなく、 また音読みと訓読みの二通り （以上） の読

みが結びついている場合には、 意味が介在 していない （表音文字と して使われているた

め）。

こ こ で 重 要 な こ と は、
「漢 字 に は 音 読 み ・ 訓 読 み が あ る」 と い う 言 い 方 は 正 確 で は な い

と い う こ と だ。 目 本 語 に 漢 字 の 音 読 み ・ 訓 読 み が あ る と い う こ と は、 漢 字 が
、 同 じ 概 念
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を持つ漢語系形態素と日本語本来の形態素の二つをともに表記しうると言うことであっ

て、 言い換 えれば、 日本 語は二種類の系列の形態素をともに持っていると言うことであ

る。 たんに漢字が二つ の読み方 を持っている というようなことでなく、 目本語には二系

列 の 造 語 法 が あ る と い う こ と を 表 し て い る の で あ る。 す な わ ち、 音 読 み ・ 訓 読 み の 問 題

は単なる表記の問題でなく造語法の問題なのである。

１Ｖ．
「ヤ ヌ ス 的 二 重 性」 の 発 達 の 理 由

で は
、

な ぜ 目 本 語 で は ｒヤ ヌ ス 的 二 重 性」 が 発 達 し た の か
。 私 は 目 本 語 史 の 方 面 か ら

そのような発達の起こっ た直接 の理由を考察できる立場にないが、 アッカ ド語でそのよ

うな発達がなかったのはなぜかという点から推測すると、 次のような理 由によるのでは

な い か と 考 え る。

一 つ に は、 漢 語 系 借 用 語 の 量 の 多 さ に よ る の で は な か ろ う か。 目 本 語 の 場 合 に は、 非

常にたくさんの漢語系 語彙 が目本語に入った。 そのため、 漢語系形態素 が目本語の語彙

の 中 で 無 視 で き な い ほ ど 非 常 に 重 要 な 位 置 を 占 め る に 至 っ た注１４
。 例 え ば、

「学 校」 と 「学

生」 だ け が、
ｒが っ こ う」、

ｒが く せ い」 と し て 目 本 語 に 取 り 入 れ ら れ た と し て も、 最 初 の

部分が同じ形態素である という意識は生 じないであろう。そのためにはもっと多くの「学」

を用いた漢語が必要だったと思われるが、 目本語には実際その様な状況が生 じたのであ

る
。

二 つ め に は、 そ れ ら が 漢 語 系 語 彙 と し て、 も と も と の 目 本 語 の 語 彙 と 共 存 し て し ま っ

た と い う こ と も あ ろ う注１５
。 漢 語 系 語 彙 が 全 く 目 本 語 本 来 の 語 彙 を 駆 逐 し て し ま っ て は そ

も ぞも訓読みの方が成立しなくなる。

ア ッ カ ド 語 の 場 合 に は
、 シ ュ メ ー ル 語 の 語 彙 は も ち ろ ん 借 用 さ れ て い る が

、 お び た だ

し く は い っ た わ け で は な い。 ま た、 借 用 が あ っ た 場 合、 シ ュ メ ー ル 語 系 の 語 彙 と ア ッ カ

ド語系の語彙とが共存せずに、 シュメール語系の語彙だけが取り入れられることになっ

た。 そ の た め、 日 本 語 と は 異 な っ た 発 達 を 遂 げ る に 至 っ た よ う に 思 わ れ る。

ま た、 当 然 の こ と な が ら、 人 々 の 中 に そ の よ う な 文 字 に よ る 音 形 の 癒 着 が で き る た め

に は 多 く の 人 々 が 文 字 を 知 っ て い る こ と が 前 提 と な る。 ア ッ カ ド 語 で そ の 様 な 発 達 が な

か っ た 理 由 の 一 つ と し て、 近 代 の 目 本 の よ う に 識 字 率 が 高 か っ た わ け で は な い こ と も 挙

げ ら れ る と 思 う。 言 う ま で も な い こ と だ が
、 古 代 メ ソ ポ タ ミ ア （に 限 ら ず い ず れ の 地 域

に お い て も 古 代） で は、 文 字 が 多 く の 人 に 知 ら れ て い た わ け で は な い の で あ る。 書 記 と

いう特別な職業の人間だ けが持つていた技能 であったのである。

と こ ろ で、 文 字 が な く て も、
二 つ 以 上 の 形 態 素 が 同 じ 様 な 概 念 を 持 っ て い れ ば、 頭 の
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中 で 癒 着 し な い の だ ろ う か
。 鈴 木 （１９７５） が 例 に 挙 げ て い る が

、 英 語 語 彙 の 中 に も ｈｙｄｒｏ一，

ａｑｕａ一， Ｗａｔｅｒ の よ う に 異 な っ た 形 態 素 が あ る。 し か し 鈴 木 に よ れ ば、 英 語 話 者 の 頭 の 中

で は、 た と え ｈｙｄｒｏｇｅｎ や ｈｙｄｒｏＰｈｏｂｉａ の よ う な 語 を 知 っ て い て も、 ｈｙｄｒｏ一， ａｑｕａ一，

ｗａｔｅｒの三つの形態素が／ＷＡＴＥＲ／という意味で結びついているとは限らないとのこ

と で あ る。 鈴 木 （１９７５） Ｐ．
８５． に は

、

「ことばの構成要素が外来 のもの、（ほとんどがラテ ン語かギリシャ語） である場合

には、 高等な教育を受けた人でない限り、 その意味を適確に指摘することができない

の が 普 通 で あ る。」

とある。 やはり文字の支えがなければ、 たとえ多くの外来語形態素があったと しても癒

着 は 起 き に く い の で あ ろ う。

目本語の場合においても、 漢字が民衆に行き渡っていない時代にお いては、 漢語は民

衆にとって英語に於けるラテン語・ ギリシャ語系語彙のようなものであったのではなか

ろ う か。

こ の よ う に 考 え る と
、 目 本 語 に 於 け る ｒヤ ヌ ス 的 二 重 性」 と い う の は、 大 量 の 漢 語 系

語彙の存在、 およびそれらの目本語語彙との共存、 そ して識字率 の高さに支えられてい

る よ う に 思 わ れ る。 従 っ て、 こ の よ う な 現 象 が 目 本 語 に 現 れ た の は
、 比 較 的 最 近 な の で

は な か ろ う か。

Ｖ． ま と め

筆者の結論として は、 目本語の音読み・訓読みの独 自性 は、 鈴木の言う ｒヤヌス的二

重性」 の存在にある ということである。 たんに ｒ文字に外 国語読み・自国語読みの二つ

の 読 み 方 が あ る」 と い う、 第 ２ 章 で の 仮 の 定 義 で は、 本 稿 で 述 べ た よ う に ア ッ カ ド 語 に

も見られるので、 目本語に見 られる現象は独特のものである とは言えなくなる。 という

よ り 山 田 （１９８７） の い う よ う に ｒ普 遍 的」 な も の で あ る 可 能 性 も あ る。 し か し、 音 読 み ・

訓読みを ｒヤヌス 的二重性」 を持つような外国語読み・自 国語読みである、 というよう

に 定 義 を 修 正 す る と、 ア ッ カ ド語 は も は や 音 読 み ・ 訓 読 み を 持 つ と は 言 え な く な る。 そ

の意味で、 現代目本語の持つ音読み・訓読みというのはかなり特殊な言語現象といえる

の で は な い か と 思 わ れ る。

こ こ で、 一 つ 気 付 い た 点 を 指 摘 し て お き た い。 そ れ は、 表 語 文 字 が 借 用 さ れ た 場 合、

音読みと訓読みでは どちらがより発達 しやすいのかという点である。 借用された文字に
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はそれを元々用 いていた民族の言葉の音が常に結びつ いて いる。 そのため音読みの方が

発達 しやすいと思われているのではなかろうか。 目本語で訓読みが発達 したことを特筆

す る 傾 向 が あ る の も そ れ を 物 語 っ て い る よ う で あ る注１６
。 し か し、 ア ッ カ ド語 で も 表 語 文

字は訓読みされていることか ら分かるように、 表語文字を意味を表す文字として用いた

場合は訓読みする のがむ しろ普通なのではあるまいか。 万葉仮名やアッカ ド語に見られ

るように、 表語文字を表音文字と して取り入れる場合には確かに音読みの方が圧倒的に

用 い ら れ る よ う で あ る が
、 こ と 意 味 を 表 す 文 字 と し て 用 い る 場 合 に は、 自 国 語 を 書 き 表

そうとする限り、 自国で普通に使われる語を表すために使うのであるから、 訓読みする

の が む し ろ 当 然 の よ う に 思 わ れ る。

ある民族が （表音的でなく） 表語的な文字を別の民族から借用 した場合、 目本語と同

様 な 音 読 み ・ 訓 読 み が 生 じ る か と い う 点 に つ い て は、
ｒそ う な る か も 知 れ な い し、 そ う な

ら な い か も 知 れ な い。」 と し か 言 い よ う が な い。 事 実、 同 じ 漢 字 を 導 入 し た 朝 鮮 や ベ ト ナ

ム で は、 訓 読 み は 発 達 し な か っ た。 ま た、 本 稿 で 指 摘 し た よ う に、 古 代 メ ソ ポ タ ミ ア の

ア ッ シ リ ア 人 ・ バ ビ ロ ニ ア 人 は、他 民 族 か ら 文 字 を 借 用 し、現 代 目 本 語 に お け る 音 読 み ・

訓読みと似てはいる が異なっ た体系を発達させた。

歴 史 に 「’も し」 は 許 さ れ な い が、 シ ュ メ ー ル 語 が も し ア ッ カ ド 語 に 非 常 に 多 量 の 借 用

語 を 提 供 し て い た ら、 そ し て ア ッ カ ド人 の 多 く が 文 字 を 知 る よ う な 状 況 に あ っ た ら、 果

た して襖形文字は目本 語にお ける漢字と同じような発達を したであろう か。

古代メ ソポタミアの例 から言 えることは、 外来の表語文字を自国語で読んだという点

に 関 し て は、 目 本 語 だ け が そ の よ う な こ と を 行 っ た わ け で は な い が
、 そ の 発 達 に 関 し て

は 目 本 語 独 自 の も の で あ る と い う こ と で あ ろ う。
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注 １ 峯 （１９８９） お よ び 峯 （１９９０）。

注 ２ 例 え ば
、 目 下 部 （１９８１） Ｐ

．
６１ｆｆ

．、
山 田 （１９８７） Ｐ．

３７０ｆｆ
．、

金 田 一 （１９８８） Ｐ．
２９ｆ£

、
山 本 （１９８９）

ｐ．
７３ｆ£ 等 参 照

。

注 ３ 金 田 一 （１９８８） Ｐ．２８ｆｆ．

注 ４ 舛 という 記号 の 載っ た図 を指 す。

注 ５ こ の 記 述 は 誤 り で、 シ ュ メ ー ル 語 で は ｒ神」 は ｄｉｎｇｉｒ と い う。 但 し、 こ の 文 字 は シ ュ メ ー ル 語

で ｄｉｎｇｉｒ と も ａｎ と も 読 む こ と が 出 来 る。「神」 の 意 味 の 時 は ｄｉｎｇｉｒ と 読 み、 「天」 の 意 味 の 時 は ａｎ

と 読 む。 な お、 金 田 一 の 記 述 に 限 ら ず、 襖 形 文 字 に つ い て の 記 述 は 一 般 に 他 の 文 献 の 引 用 か ら 成 り

立 っ て い る た め、 や む を 得 な い こ と と は い え、 語 義 や 語 形 の 誤 り が か な り 見 ら れ る。

注 ６ 峯 （１９９０） で は、 ア ッ カ ド語 と 言 っ て も ハ ム ラ ビ 法 典 の 表 記 法 を 中 心 に 議 論 し て い る。 同 時 代

の 他 の 文 書 も 含 め、 一 般 に ア ッカ ド語 で は シ ュ メ ー ル 語 の よ う に 頻 繁 に 改 行 し な い。

注 ７ 表 語 文 字 は シ ュ メ ー ル 語 音 で 転 写 す る こ と に な っ て い る が、 必 ず し も シ ュ メ ー ル 語 音 で 読 ま れ

た と は 限 ら な い。 ア ッ カ ド 語 で は、 借 用 語 で な け れ ば 後 述 す る よ う に ア ッ カ ド語 で 読 ま れ る。

注 ８ 上 付 き で 示 さ れ た ｋｉ は、 そ の 前 に 来 る 名 詞 が 地 名 で あ る こ と を 示 す 限 定 符 （ｄｅｔｅｍ ｉｎａｔｉｖｅ）

と 呼 ば れ る 要 素 で あ る。 単 な る 表 記 上 の 記 号 で、 発 音 は さ れ な い。

注 ９ ア ッ シ リ ア 学 で は ｐｈｏｎｅｔｉｃ ｃｏｍｐ１ｅｍｅｎｔ と 呼 び 慣 わ さ れ て い る。 例 え ば、 シ ュ メ ー ル 語 に お

い て は、 ＤＵ と 書 か れ る 文 字 は ｄｕ， ９ｉｎ，ｔｕｍ２， ９ｕｂ 等、 様 々 な 読 み 方 を 持 っ て い る。 こ れ に一ａ と

い う 接 尾 辞 が 付 い た 場 合、 単 に ＤＵ－ａ と 書 き 表 す と、 上 の ど の 読 み を 採 用 す べ き か わ か り に く い の で

（文 脈 か ら 分 か ら な い 場 合 も 多 い
。
）
、

ＤＵ－ｎａ （＝ ｇｉｎ－ｎａ）
，
Ｄ Ｕ－ｍａ （ｔｕｍ２－ｍ ａ）

，
Ｄ Ｕ－ｂａ（＝ ｇｕｂ－ｂａ）

と 書 き 表 す こ と が 普 通 と な っ て い る。 一ｎａ が 書 か れ て い れ ば、 前 の 文 字 の 語 末 音 が 一ｎ で あ る こ と が

分 か る と い う わ け で あ る。 日 本 語 の 送 り が な と 同 様 の 現 象 で あ る こ と が 分 か る。

注１０ ｇｉ§ は、 木 を 表 す 限 定 符 で あ る。 ＡＰＩＮ は ａｐｉｎ と 読 め ば 「鋤」 の 意 味 だ が、 ｅｎｇａｒ と 読 め ば 「農

夫」 の 意 味 に な る。 「鋤」 の 意 味 を 表 し た い と き は、 こ の 限 定 符 を つ け て ｅｎｇａｒ と 読 ま れ な い よ う に

し た わ け で あ る。 漢 字 で い え ば 木 偏 に 相 当 す る。

注１１ 目 本 語 の よ う な 表 語 文 字 の 使 い 方 を ア ッ カ ド語 が 持 っ て い な い と い う こ と で あ っ て、 ア ッ カ ド

語 の よ う な 表 語 文 字 を 目 本 語 が 持 っ て い な い と い う こ と で は な い。 例 え ば、 ｒ鋤」 の 例 は、 目 本 語 で

は 「肉 （に く）」 が そ れ に 相 当 す る で あ ろ う。 ま た、
「宮 殿」 の 例 は、 「煙 草 （タ バ コ）」 が 全 く 同 じ

と は 言 え な い ま で も、 近 い 例 で は な か ろ う か。

注１２ ｒ二 つ の 別 の 言 語 に お け る 音 的 実 現 体」 と い う の は、 表 現 と し て よ く な い の で は な い か。 音 読

み ・ 訓 読 み は ど ち ら も あ く ま で 目 本 語 の ｒ音 的 実 現 体」 で あ る か ら で あ る。 た と え 中 国 語 の 音 が も

と に な っ た と して も、 音 読 み は あ く ま で 日 本 語 の （漢 語 系） 形 態 素 を 表 す も の で あ る。

注１３ 鈴 木 （１９７５） ｐ．
８３

．

注１４ 橋 本 ・ 鈴 木 ・ 山 田 （１９８７） Ｐ．２８９に は、 あ ま り 中 国 語 の 語 音 が 目 本 語 の 語 彙 の 中 に 入 り 込 ん で し

まって いて、 語 構成 上漢 字語 根に 伴う 構成 法の要 素を目 本語 の中 か ら捨て るこ とが 出来な いほ どで

あるこ とが述 べ られ てい る。 その ため 漢字 は日本 語の中 で想 像以 上 に長く 生命 を保 つので はない か

と い う
。

注１５ も ち ろ ん、 「水」 の 「み ず」 と 「す い」 に 見 ら れ る よ う に、 日 本 語 本 来 の 語 彙 は 独 立 形 態 素 で あ

り、 漢 語 系 形 態 素 の 場 合 は 拘 束 形 態 素 で あ る と い う 違 い は あ る が。

注１６ 例 え ば、 金 田 一 （１９８８） Ｐ．２８に ｒ訓 読 み の 特 殊 性」 と い う 見 出 し が 出 て い る。
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Ｏｎ ｔｈｅ ｃｏ一㎜ｓｅ ｏｆ ㎝ 一ｙｏｍｉ ㎝ ｄ ㎞ ｎ－ｙｏｍｉ ｏｆ Ｍｌｏｄｅ ｍ Ｊａｐａ ｍ ｓｅ Ｋａ皿ｊｉｓ

－ １ｎ ｃｏｍｐａｄｓｏｎ ㎞ｔｈ Ａｋｋａｄｉａｎ Ｃｕｎｅｉｆｏ ｍ Ｗ ｈｔｉｎｇ Ｓｙｓｔｅｍ 一

Ｍａｓａｓｈｉ ＭＩＮＥ

ＡＢＳＴＲＡＣＴ Ｔｈｅ ｖｉｅｗ ｔｈａｔ ｔｈｅ Ｊａｐａｎｅｓｅ ｗｒｉｔｉｎｇ ｓｙｓｔｅｍ ｉｓ ｕｎｉｑｕｅ ａｎｄ ｉｔｓ

ｃｈａｒａｃｔｅｈｓｔｉｃｓ ａｒｅ ｎｏｔ ｔｏ ｂｅ ｆｏｕｎｄ ｉｎ ａｎｙ ｏｔｈｅｒ １ａｎｇｕａｇｅｓ ｉｎ ｔｈｅ ｗｏｒ１ｄ ｉｓ １ｏｓｉｎｇ

ｇｒｏｕｎｄｓ ｔｈｅｓｅ ｄａｙｓ ｔｈｒｏｕｇｈ ｔｈｅ ｉｎｃｒｅａｓｉｎｇ ｋｎｏｗ１ｅｄｇｅ ｏｆ ａｎｃｉｅｎｔ Ｍ ｅｓｏｐｏｔａｍｉａｎ

１ａｎｇｕａｇｅｓ ｓｕｃｈ ａｓ Ａ ｋｋａｄｉａｎ．
Ｔｈｅ ｃｏ－ｕｓｅ ｏｆ‘‘

ｏｎ－ｙｏ ｍｉ’’（ｔｈｅ Ｓｉｎｏ－ＪａＰａｎｅｓｅ ｒｅａｄｉｎｇ）

ａｎｄ ‘‘ｋｕｎ－ｙｏ ｍｉ’’ （ｔｈｅ Ｊａｐａｎｅｓｅ ｒｅａｄｉｎｇ） ｆｏｒ Ｋａｎｊｉｓ （Ｃｈｉｎｅｓｅ ｃｈａｒａｃｔｅｒｓ） ｉｓ ｏｎｅ ｏｆ

ｔｈｏｓｅ ｃｈａｒａｃｔｅｒｉｓｔｉｃｓ ａｎｄ ｉｔ ｉｓ ｎｏｗ ｓｏ ｍ ｅｔｉｍ ｅｓ ｃ１ａｉｍ ｅｄ ｔｏ ｂｅ ｊｕｓｔ ａ ｃｏ ｍ ｍ ｏｎ （ｏｒ

ｅｖｅｎ
‘‘

ｕｎｉｖｅｒｓａ１”
） ｐｈｅｎｏ ｍ ｅｎｏｎ ｗ ｈｅｎ

‘‘１ｏｇｏｇｒａｍ ｓ
”

ａｒｅ ｕｓｅｄ ｂｙ ｐｅｏｐ１ｅ ｏｆ ａ ｄｉｆｆｅｒｅｎｔ
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中 国 に お け る 日 本 語 教 育

李 永 連

は じめに

言葉というものは、 人類杜会の重要な文化と交流道具として大きな意味を持っている。

本論文は学校教育と杜会教育の二つの面から中国における目本語教育の状況とその問題

点及び今後の発展動向について論 じた。 現代化を目指 して、 著しく発展 している中国で

の ま す ま す 高 ま っ て き て い る 目 本 語 ブ ー ム は、 こ れ か ら の 中 目 両 国 の 政 治、 経 済、 文 化、

教育などの交流と発展 において、 きっと大きな影響を与えるであろうと思われる。

中国の目本語教育は、 主 に二つのルートがある。 一つは学校教育における目本語であ

る が、 も う 一 つ は 杜 会 教 育 に お け る 目 本 語 教 育 で あ る と 考 え ら れ る。

Ｉ． 学校教育に おける日 本語教 育

中 国 の 学 校 教 育 制 度 は 小 学 校、 中 学 校、 高 等 学 校
，

大 学 か ら 成 っ て い る。 そ の 修 業 年

限 は、 目 本 の 現 行 学 制 と 同 様 の 小 学 校 ６ 年、 中 学 校 ３ 年、 高 等 学 校 ３ 年、 大 学 ４ 年 の 「６，

３， ３
，

４」 制 を 取 っ て い る と こ ろ が 殆 ど で あ る が
、

一 部 の 地 域 で は 中 小 学 校 の 段 階 で

ｒ５， ４， ３」 や ｒ５， ３， ３」 な ど の 実 験 的 な 学 制 が 採 用 さ れ て い る と こ ろ が あ る。

また大学の段階では、 一部 の理工科専攻と医学専攻は５年制で、 高等専門学校は主に３

年 制 と ２ 年 制 で あ る。
１９９５年 の 統 計 に 依 る と

、
全 国 の 学 校 数 は７６万５，１００校 で 学 生 数 は １

億９
，
６７７万３

，
０００人 で あ っ た。 そ の 内、 小 学 校 は６６万９

，
０００校 で、

生 徒 数 は １ 億３
，
１９５万 人

で あ っ た。 中 学 校 と 高 校 は 合 計 で ８ 万１，０００校 で、 生 徒 数 は５
，
３７１万 人 で、 中 等 専 門 学 校

は ４
，
０４９ 校 で、 学 生 数 は３７２万 ２，０００人 で あ つ た

。 大 学 は１，０５４校 で、 学 生 数 は２９０万６
，
０００

人 で あ っ た と い う。

上記の学校教育の中で行 われる目本語教育については、 ７０年代の後半期に湖ることが

で き る。 当 時、
一 部 の 小 学 校 で 目 本 語 を カ リ キ ュ ラ ム に 入 れ た と こ ろ が あ り、 例 え ば 北

京市教育局は小学校の目本 語授業用のテキストを編集 し、 一部の小学校で実施した。 し

かし８０年代に入ってから段々 減ってきて、 現在一部分の沿海地区 （大連でユ８校， 江蘇省

で１校等、 小学校５年から目本語を選択科目に組み入れている） の他は、 殆 ど廃止され

た。 その代わりに条件の整っ た都市部の小学校では５年生から英語の授業 を行う所があ
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る。 農村部ではその条件はまだ整っていないので、 小学校の段階では外国語を教えない

こ と に な っ て い る。

学校教育の中に本格的に目本語教育を取り入れているのは中学校 からである。 この中

学 校 か ら の 外 国 語 教 育 は５０年 代 の 初 め ご ろ に 既 に 始 め ら れ た。 た だ、 そ の 当 時 は、 国 全

体 で ロ シ ア に 学 ぶ 傾 向 が あ っ た た め、 学 校 教 育 に も ロ シ ア 語 を 取 り 入 れ て い た
。 し か し

６０年代に入ってから英語の教育が段々重視されてきて、７０年代 の末頃までに英語教育は

すでに主導的な地位を占めるようになった。 現在、 中国の中学校、 高校の生徒は主に英

語 を 勉 強 し て い る。 ロ シ ア 語 を 勉 強 し て い る 生 徒 は 約３０万 人 で、 目 本 語 を 勉 強 し て い る

生 徒 はユ４万 人 で あ る と い う。

こ の 中 学 校 か ら の 目 本 語 教 育 は１９７２年 の 目 中 国 交 正 常 化 が き っ か け に な っ て、 ユ９８３年

か ら１９８４年 が ピ ー ク で、 約３０万 人 に 昇 っ た。 １９８５年 か ら だ ん だ ん 減 っ て き て い る （ユ９９０

年 に は 約１６万 人、 １９９３年 に は 約ユ４万 人）。 そ れ は 英 語 が 第 一 外 国 語 と し て 重 視 さ れ て、 大

学 の 受 験 科 目、 留 学、 就 職 な ど に も 主 に 英 語 が 要 求 さ れ る か ら で あ る。 現 在 全 中 国 で、

目 本 語 の 授 業 を 設 け て い る 中 学 校 は 約４００校 で、 高 校 は 約２００校 で あ る。

この中学校、 高校段階の目本語教育は主に東北地域の三つの省 （中国大陸には３０の省

と自治区と中央政府の直属の市という行政区画がある。 東北地域は遼寧省、 吉林省、 黒

竜江省 からなっている） 及び内蒙古自治 区で行われている。 この三つの省は目本語を勉

強 し て い る 生 徒 数 の８９．５％ を 占 め、 内 蒙 古 自 治 区 は ７ ％ を 占 め て い る （１９９０年 ８ 月 か ら

１９９ユ年２月までの統計）。つまり東北三省と内蒙古自治区は中学校と高校で目本語を勉強

して い る 全 中 国 の 生 徒 の９６．５％ を 占 め て い る。 そ の 中 で も 吉 林 省 は 特 に 多 く
、

約 半 分 を

占める。 それは吉林省に朝鮮族の人が多いからである。 特に延辺朝鮮族 自治州には目本

語を教える学校が多い。 朝鮮語と目本語の文法は似ているところは多いので、 勉強 し易

い た め か、 延 辺 朝 鮮 族 自 治 州 で は１９８０年 代 ま で は、 朝 鮮 族 の 中 学、 高 校 の 外 国 語 科 目 は

ほ ぼ１００％ 目 本 語 だ っ た
。 し か し、 今 で は７０％ 近 く ま で 落 ち て い る。 中 学 校 と 高 校 で 目 本

語 を 教 え る 教 師 はユ９８１年 に 一 番 多 く、 ２
，
４１１人 に 達 し た が、 現 在 は 約ユ８００人 で あ る。

ごれらの学校で使われているテ キス トは、 主に１９８２年当時の教育部 に制定された ｒ中

等学校日本語授業のシラバス」 に編集されたもの （人民教育出版杜１９８４一ユ９８５年版） で、

中 学 校 は ６ 冊 （５００コ マ で、
１ コ マ は４５分 一５０分） で、 高 校 は ３ 冊 （４０２コ マ） で あ る。

１９９３－１９９４年 度 か ら は 新 し い 教 材 が 使 わ れ る よ う に な っ た。

そ し て 大 学 段 階 の 目 本 語 教 育 に つ い て、 現 在 の１
，
０５４校 の 大 学 で は、 目 本 語 科 が あ る 大

学 は９０校 位 あ り、 約６，
０００人 の 学 生 が 勉 強 し て い る。 大 学 の 中 の 目 本 語 科 は 主 に 目 中 国 交

正常化の７０年代と８０年代 に設 けられたが （ユ９４９年に建国してから６０年代までは１８校しか

な か っ た が
、

７０年 代 に３９校、 ８０年 代 に２３校 増 え た）、 地 域 別 で 目 本 語 を 勉 強 し て い る 学 生
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数 を 見 る と、 東 北 三 省 と 北 京 市、 天 津 市 で 約５０％ を 占 め て い る。 都 市 別 に 見 る と、 北 京

市 が 一 番 多 く、 約２０％ く ら い を 占 め て い る。 次 は 上 海 市 で、 約１０％、 三 番 目 は 大 連 で、

約９％を占めている。 これらの目本語学科で目本語を担当する教師は約１千人である。

教材はそれぞれの大学で編集されたものもあるし、 上海外国語学院と北京大学などに編

集 されたものを使う所もあった。 ま た東京外国語大学が編集 した 『目本語』 を使うとこ

ろもあった。９０年代に入ってから国家委員会に許可 された ｒ大学目本語学科の基礎段階

における授業シラバス」 に従って、 遼寧師範大学と上海外国語学院が新しい教材を編集

し て い る。 そ の 第 一 冊 は１９９１年 か ら 試 験 的 に 使 わ れ て い る
。

その他に中国の大学には共通外国語 （目本の一般教養科 目のな かの外国語科目に相当

す る） と い う 授 業 科 目 が あ っ て、 １，０５４校 の 中 で 約６００校 の 大 学 が 共 通 外 国 語 と し て 目 本

語 を 取 り 入 れ て い る。 学 生 数 は 約 ８ 万 人 で、
教 師 は 約１

，
５００人 で あ る。 地 域 か ら 見 る と 北

京 市 に は５０校 以 上 も あ り、 学 生 数 は 約８
，
０００人 で、 一 位 で あ る。 次 で 吉 林 省 で、 ４０校 近 く

あ り、 学 生 数 は７０００人 近 く い る。 そ れ か ら 遼 寧 省、 上 海 等 の 順 で あ る。 教 材 は 主 に 上 海

外国語学院が編集 した 『目本語』、 東京外国語大学が編集した 『目本語』、 周炎輝氏が編

集 した 『理工科目本語』、 大阪外国語大学が編集した 『現代目本語』、『中目交流標準目本

語』、 北京大学が編集 した 『基礎目本語』 等が挙げ られる。 現在、 国家教育委員会が発表

した ｒ大学目本語授業のシラバス」（非目本語科用） によって新 しい教材が編集されてい

る。 そ の 第 一 冊 は１９９１年 ８ 月 出 版 さ れ た。 共 通 外 国 語 と し て の 目 本 語 は こ れ か ら’も 盛 ん

に な る で あ ろ う。 今 の 中 国 で は 英 語、 目 本 語、 中 国 語 を 身 に つ け る こ と が 提 唱 さ れ、 目

本語を第二外国語 （一般的には英語が第一外国語と して勉強されている） と して勉強す

る人もますます増えて いく であろう。

皿． 社会教育に おける 日本語 教育

杜会教育における目本語教育には次の三つがある。 一つは職員大学、 テ レビ大学、 夜

間大学、 放送大学、 通信大学などいわゆる成人高等教育機関での目本語教育である。 こ

れらの成人高等教育機関は全国で１，０００校以上もあって、その中に目本語科のある大学は

３０近 く あ る。 学 生 数 は１，１００人、 専 任 教 官 は 約４０人 で あ る。 目 本 語 科 以 外 で の 共 通 外 国 語

と し て の 目 本 語 の 授 業 は そ う 多 く な い。 ２０校 位 の 大 学 に 共 通 外 国 語 の 目 本 語 が あ る が、

学 生 数 は 約２
，
０００人、 専 任 教 官 は ８ 人 程 度 で あ る。

二 つ 目 は テ レ ビ
、 ラ ジ オ 放 送 な ど を 利 用 し て、 通 信 教 育 で 目 本 語 を 教 え る 方 法 で あ る。

中 国 の 目 本 語 テ レ ビ 放 送 は１９８４年 に 北 京 の 中 央 テ レ ビ ジ ョ ン か ら 始 ま っ て、 そ の 後 各 省

と一部の大都市のテ レビ局に普及した。 目本語のラ ジオ放送も１９７３年から上海放送局 か
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ら始まって、 間もなく各省と一部の大都 市へと普及 した。 テ レビとラ ジオ放送を利用 し

て目本語を勉強する人数 の把握は難 しいが、 年間何十万人に のぼると思われる。 これは

学習者数の最も多い教育手段である。 その教材は主に 『目本語を学ぼう』、『標準目本語』、

『新 しく編集された目本語』、 『目本語入門』 等が挙 げられる。

三 番 目 は ア マ チ ュ ア 目 本 語 学 校 で、
全 国 に 数 百 校 あ り、 学 生 数 は ５ 万 人 ぐ ら い で あ る。

教師は主に兼任で、 週２， ３回の授業があり （主に夕方の午後５時半から７時までの時

間 を 利 用 し て い る）、 １ 年 コ ー ス と ２ 年 コ ー ス に 分 か れ て、 初 級 と 中 級 の 日 本 語 が 教 え ら

れている。 テキス トは主に上海外国語学院が編集した『目本語』、 目本文化庁が編集した

『生活目本語』、 大阪外国語大学が編集 した 『現代日本語』、 東京外 国語大学が編集した

『目 本 語』 等 を 使 っ て い る。

そのほかに、 それぞれの必要に応 じて行われる様々な目本語訓 練班が ある。 たとえば

ｒ留目目本語訓練班」、 ｒ技術研修のための目本語訓練班」 等で、 主に外国語学院と師範

大 学 に よ っ て 行 わ れ る。 勉 強 の 時 間 は ６ ケ 月 一１２ケ 月 で、
ｒ聞 く」 と ｒ話 す」 を 重 点 と し

た強化授業が行われる。 例 えば、 大連外国語学院では、 ８０年代 の初め頃 から今目までに

こ の 方 法 で４
，
０００人 近 く の 出 国 人 員 が 養 成 さ れ た。

皿． 問 題 と 動 向

１． 日本語教師の全体の レベルはまだ低い

近年来、 国家教育委員会は大学段階の目本語教師のレベルを高めるためにいろいろな

措置 をとってきたが 〔例えば交替で来日して研修し、 特にユ９８０年から５年間で行われた

ｒ目本語教師養成班」（こ れは目本文部省の協力で行われたが、 日本の場合は ｒ目本語研

修 セ ン タ ー」 と い う。 普 通 は ｒ大 平 班」 と も い う） は５９４名 目 本 語 教 師 を 研 修 さ せ て、 大

き な成果を上げた〕、 一部の中堅教師は出国 （外国で就職） したり、 企業へ転勤 した （主

に外資企業へ） ため、 目本語教師の全体の レベル は低くなってきた。 これは勿論政府の

経済優先の政策と関係があるが、 人材養成の方からみればもっとも優れた教師の確保は

な に よ り も 大 事 な こ と で あ ろ う。 ま た、 中 学 校、 高 校 の 教 師 に は、 出 国 の チ ャ ン ス は あ

ま り な い し、 各 種 の 訓 練 班 も 少 な い し、 中 に は 生 ま れ て か ら 日 本 人 と 話 を し た こ と の な

い 教 師 も 大 勢 い る。 大 学 段 階 の 教 師 よ り そ の レ ベ ル は も っ と 低 い こ と が 分 か ろ う。 そ の

た め に、 ユ９９６年 ９ 月 ５ 目 か ら１２目 間、 吉 林 省 の 長 春 外 国 語 学 校 で 第 一 回 中 国 中 高 校 目 本

語教師研修会が開かれ、 教師間のネッ トワーク作り始めた。 姫野昌子東京外国語大学教

授 ら が 講 師 を 務 め
、 目 本 語 の 能 力 を 向 上 さ せ、 さ ら に は 映 画 『シ コ ふ ん じ や っ た』、 『夜

逃げ屋本舗』 等を上映し、 目 本の最近の生活、 文化を紹介 した。 参加者全員からは ｒ今
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後 も つ づ け て ほ し い」 と 言 わ れ て、 非 常 に 大 き な 成 果 を 上 げ た。

２． 中等学校の日本語教 師は不安定な状態にある

以上に述べたように、 大 学の一部分の中堅教師が主に経済的理由で出国 したり企業に

転勤 したりしているのと比べて、 中等学校での日本語を勉強する生徒数の減少に伴って、

中等学校の目本語を担 当する 教師はもっと不安定な状態に落ちいっている。 それは、 今

の中国の目本語ブームは主に大学段階と成人教育の方にあるからである。 も し相応な措

置をとらなければ、 中等学校の目本語科目を廃止するに至る可能性’もある。 教師たちは

安 心 し て 教 え ら れ な い か ら、 授 業 に も 影 響 が 出 る。

３． アマチュア日本語学校の方は金儲 けに走る傾向 がある

全部とは言いきれないが、 相 当数のアマチュア目本語 学校 は金儲けのためにやってい

るため、 授業料が高すぎる、 真面目に授業をやっていない等の学習者にとっての悪影響

が あ る。 こ の こ と に つ い て、 関 係 行 政 機 関 が 規 則 を 決 め て 監 督 す る 必 要 が あ る と 思 う。

４． 教材と教授法の方にはまだ問題が多い

ほ と ん ど の 教 材 は 文 法 中 心 で、 授 業 方 法 も 文 法 中 心 の 傾 向 が あ っ て、 学 生 の 「聞 く」、

「話 す」 力 は 弱 い よ う で あ る。 こ れ か ら は 「聞 く」、
「話 す」 を 中 心 と す る 教 材 と 授 業 方

法を重視する必要があると思う。

Ｉｖ一． 今 後 の動 き に つ い て、 主 に 二 つ が あ る と 考 え ら れ る。

１． 今の日本語ブームは引きつ づき高まること

１８７２年 に ア メ リ カ ヘ 初 め て 留 学 生 を 派 遣 し て か ら、 今 目 ま で す で に１２４年 が 過 ぎ た。 そ

の２４年 後、
１８９６年 ８ 月 に 正 式 に 目 本 へ 留 学 生 を 派 遣 し て か ら 丁 度１００周 年 に な る。 歴 史 か

ら み れ ば、 今 の 留 学 の 規 模 は 今 ま で よ り ず っ と 大 き い。 ユ９７９年 か ら１９９３年 ま で の１４年 間

に中国は百以上の国へ２ユ万人 の留学生を派遣した。 その中で、 目本への派遣留学生数は

二 番 目 に な っ て い る（ア メ リ カ が 第 一 位 で あ る）。現 在 目 本 に い る 中 国 人 の 留 学 生 数 は２ユ，８０１

人 で （１９９３年 ５月 １ 目 の 統 計）、 目 本 の 受 け 入 れ た 留 学 生 総 数 の４１．６％ を 占 め て い る。 も

し 台 湾 か ら の 留 学 生 を 加 え る と５３．４％ に 達 す る （台 湾 か ら の 留 学 生 は６，
２０７人 で、

全 留 学

生 数 の１１．８％ を し め る）。 こ う い う よ う な 態 勢 は 余 程 の 突 発 的 な 事 件 が な け れ ば
、 当 分 の

間つづいていくであろう。それは今の中国はさらに教育の対外開放 を拡大するため、ｒ留

学 を 支 持 し、 帰 国 を 奨 励 し、 往 来 は 自 由」 と 言 う 方 針 を 取 っ て い る か ら で あ る。 ま た 目

一 ６５ 一



金沢 大学 留学生 セ ンター紀 要 第 １号

本の企業の中国への進出につれて、 目本語ができる従業員が多く必要になるということ

も あ る。

２． 実用的な日本語はますます必要になる

現在の中国では目本語を教える教師と目本問題を研究する研究員はほぼ飽和状態になっ

ているが、 一般的な留学と従業員向 けの実用目本語の教育はまだまだ不十分である。 こ

れ からはこういう方面の目本語の教育を高めなければならないであろう。 そういう状況

のもとで大学での共通外国語としての目本語と杜会教育におけるアマチュア目本語はもっ

と ブ ー ム に な る こ と が 推 測 さ れ る。
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外国人留学生の 受入札に関する心理学的研究

八 重 澤 美 知 子 ・ 桜 田 干 采 ・ 島 弘 子

（松 下）

は じめに 一 問題と目的 一

１９８０年代後半から１９９０年代前半 にかけて， 予想 を蓬かに上回る外国人留学生の増加が

見 ら れ た。 そ の 後
， 留 学 生 数 の 伸 び は 緩 や か に な っ て は き た も の の， 文 化 的 背 景 を 異 に

す る 人 々 と さ ま ざ ま な 場 面 で 接 触 す る 機 会 は 確 実 に 多 く な っ た
。

金 沢 大 学 に お い て も，

１９９６年 ９ 月 現 在 で，１０年 前 の１３．４倍， ５ 年 前 の２
．
４倍 の 数 の 留 学 生 が キ ャ ン パ ス で 学 ん で

い る。 ま た， 留 学 生 セ ン タ ー の 発 足 に 伴 い， 学 内 措 置 で あ っ た 留 学 生 教 育 セ ン タ ー 時 代

と は
，

異 な っ た タ イ プ の 留 学 生 の 受 入 れ が 開 始 さ れ た。

これ迄， 極めて等質性の高い集団のなかで生活 していた留学生を受け入 れる側の人々

に と っ て， 異 な る 習 慣， 言 語， 思 考， 行 動 を す る 人 々 と の 出 会 い は， あ る 種 の 困 惑
，

戸

惑 い や 疑 問， さ ら に は 改 め て 意 識 す る こ と も 無 か っ た 白 文 化 へ と 眼 を 向 か わ せ る 契 機 と

な っ た こ と は 言 う ま で も な い。 多 く の 場 合， 個 々 人 は 異 文 化 接 触 に よ っ て 生 じ た 問 題 の

解決の蓄積 を通して異文化理解の方略を学習して行く。 しかし一方で， 異文化との接触

場面で， 経験の蓄積 が必 ずしも十分とは言えず， 白分の応対に確信が持てない場合や留

学生の言動に引きずられる場合に は， 異文化交流のチャ ンスである接触場面を回避 した

り， あ る い は 新 た な 悩 み や 葛 藤 を 生 ず る こ と に な る。

こ れ 迄， 異 文 化 理 解・カ ル チ ャ ー シ ョ ッ ク の 研 究 は 当 然 の こ と な が ら， 自 国 以 外 の 国 々

へと移動した人々 の側 を中心に活発に行われ成果 を上 げてきた。 異文化適応に関する基

礎 的， 組 織 的 な 研 究 は も ち ろ ん
， 異 文 化 問 コ ミ ュ ニ ケ ー ン ヨ ン・ト レ ー ニ ン グ や 異 文 化 間

ソ ー シ ャ ル・ス キ ル・ト レ ー ニ ン グ な ど の 方 法 が 開 発 さ れ， 実 践 さ れ て い る。 し か し 留 学

生 を は じ め と す る 異 な っ た 文 化 を 持 つ 人 々 を 受 け 入 れ る 側 の 研 究 に は， よ う や く 眼 が 向

けられ始めたところ である。 異文化と接触する機会の多い受け入れ側の人々は， 異文化

に 対 し て ど の よ う な 態 度 を 持 ち， ど の よ う な 対 応 を し て い る の か， そ れ と 共 に こ れ 迄 留

学生を受け入れる個々 人の中に蓄積された経験を明らかにすることにより， 日本人の側

の異文化の受け止め方の基礎的資料 を作成する ことを本研究の目的とする。 具体的には，

１． 外国人留学生が日本 で経験 した不愉快な体験やカルチャーショックの内容

２
．

上 記 １ に 対 す る 日 本 人 の 受 け 止 め 方， 態 度， 対 処 法

を 明 ら か に す る と 共 に 自 文 化 の 特 徴 に つ い て 考 え る。
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Ｉ． 手 続 き

１． 異文化接触場面における問題 一 事例を中心にした検討 一

１） 対 象

帰国直前の留学生 （国立大学 で７ヵ月 ～４年間の留学生活 を送る） を中心に１１名に面

接 を 実 施 し た。

２） 方 法

「日本滞在中に， 日本人から受けた不愉快な体験， 日本人の行動で不愉快だと思った

り感 じたりした体験の有無」 を中心に， 異文化体験を自由に日本語で話させた。 事前に

面接の目的を話し， 了解を取った。 日本語力の充分でない学生もいたが， 日本語で長時

間話すことに意欲を持って積極的に話してくれた。 （テー プレコーダーで記録）

面接時間は３０分～１時問半， 面接の場所は被面接者 が留学生として過ごした大学構内

で あ る。 原 則 と し て １ 対 １ の 面 接 形 態 を 取 っ た が
， １ 事 例 の み ２ 名 が 同 席 し た イ ン タ ビ

ュ ー と な っ た
。

事 例 に つ い て は， 日 本 語 能 力 に よ っ て 内 容 の 詳 し さ に ば ら つ き が 見 ら れ た が， 日 本 人

に 対 す る 調 査 事 例 集 作 成 の た め の 基 礎 資 料 と い う こ と か ら， あ ま り 問 題 に し な か っ た。

面接調査のイ ンタ ビューは， 日本語教師 （非常勤） が担当した。 大 学の正規のスタッ

フではない利点を活かして留学生の本音をある程度聞くことが出来た 一方で， 対象者の

授業を一度は担当した 影響からか， 大学・大学関係者に対する不満 は殆 ど聞くことが出

来 な か っ た。

面 接 は１９９６年 ６ 月 ～ ９ 月 ま で の ４ ヵ 月 間 実 施 し た
。

３） 事例紹介 （概略）

＜ｃａｓｅ １〉

ヨーロッパ 系／男性／大学生／経済学部／滞在７ヵ月

私 が 困 っ て 「手 伝 っ て く だ さ い」 と 頼 ん だ と き は 日 本 人 は 親 切 だ。 し か し， 女 の

人 は 私 が 怖 い の か 今 日 も 「す み ま せ ん， う つ の み や （本 屋） は ど こ で す か」 と 言 っ

た ら 逃 げ て 行 っ て し ま っ た け れ ど。

しかし， 今度私が日本に来るとき も保証人が必 要だと言われて困った。 日本人の

友人も一生懸命世話をしてくれた が彼は学生だから保証人にはなれず， やっと金沢

大 学 で 先 生 に 保 証 人 に な っ て も ら っ て 日 本 に 来 る こ と が で き た。 が， 来 る の が と て

も 遅 れ て し ま っ た。 日 本 は そ う い う と こ ろ は と て も 官 僚 的 だ。

大使館の人はいつも同じ問題で忙 しいのであまり親切ではなかった。

私ははじめ大使館で文部省 の留学生試験をう けた。 ９９％合格だと言われた が， 結
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果 は 文 部 省 に 拒 否 さ れ た。 そ れ か ら も う 一 度 留 学 の 準 備 を し て， 今 度 は 行 け る こ と

に な っ た の だ が そ こ で 始 め て 保 証 人 が 必 要 だ と い う こ と が 分 か っ た の だ。 そ れ ま で

そ ん な こ と は 全 然 知 ら な か っ た
。

＜ｃａｓｅ２ ＞

アフリカ系／男性／大学院生／工学部／滞在４年

日 本 人 は 日 本 に だ け な ん で も あ る と 思 っ て い る。
「あ な た の 国 に は 車 あ り ま す か」

「こ ん な シ ャ ツ あ り ま す か」
「自 動 販 売 機 あ り ま す か」 な ど と く だ ら な い こ と ば か り

尋 ね る。そ し て 日 本 人 は 他 の 国 の こ と を 知 ら な い。
「あ な た の 国 に は 家 が あ り ま す か」

と き か れ た こ と が あ る。 わ た し は 「家， あ り ま せ ん よ。 家 族 は 一 人 に 一 本 ず つ 木 が

あ り ま す」 と 言 っ た
。 そ う 言 わ れ た ら 日 本 人 も 自 分 で 考 え る だ ろ う

。

信 号 機 の 色 を「青」だ と 言 う。
「ど う し て Ｐ グ リ ー ン な の に， な ぜ ブ ル ー と い う の」

聞 く と 「学 校 で 教 わ っ た か ら」 と い う。 ど う し て 自 分 で 考 え な い ん だ ろ う。

＜ｃａｓｅ３〉

アジア系／女性／大学院生／工学部／滞在４年

実 験 で は な く， 実 験 の 道 具 を 作 る 時 な ど， 私 た ち だ っ た ら ２ 日 く ら い で す む と こ

ろ を
， 日 本 人 は １ か 月 ぐ ら い か か る。 精 密 に 細 か い と こ ろ ま で ゆ る が せ に し な い。

勿 論 よ い こ と な の だ け れ ど， 実 験 の 結 果 に は 何 の 関 係 も な い と こ ろ も 同 じ よ う に す

る。 そ こ ま で す る 必 要 は な い の に， そ こ ま で す る か と い う 感 じ だ。

２． 予 備 調 査

本研究で使用する調査票作成のため， 前述した事例 をもとに， 留学生の発言内容の本

質 を 捉 え た１５の 事 例 集 を 作 り， 専 門 学 校 ２ 年 生
， 女 子４５名 を 対 象 に 実 施 し た。 そ の 際，

箕浦 （１９９０） が子供 の異文化 体験の 研究の際に用 いた 方略， すなわち 認知， 情動 （感

情）， 行 動 の ３ レ ベ ル に 分 け る 評 定 を 採 用 し た。 留 学 生 と 接 触 す る 場 面 で は，
「留 学 生 の

言 っ て る こ と は 理 解 で き る け れ ど も一 一 」あ る い は
，
「留 学 生 に は 気 の 毒 だ け れ ど も一一一」

あ る い は 「こ こ は 日 本 な ん だ か ら 仕 方 が 無 い」 等 々， 日 本 人 の 側 で し ば し ば 繰 り 返 し 発

言 さ れ る 事 実 と 一 致 す る か ら で あ る。

具 体 的 に は 一 つ の 事 例 ご と に，

「留 学 生 の 言 う こ と を 理 解 で き る・… …・…・… 理 解 で き な い」 （認 知 的 側 面），

「留 学 生 の 発 言 （内 容） に 共 感 す る … … … …… 共 感 し な い」 （感 情 的 側 面），

「留 学 生 の 発 言 に 登 場 す る 日 本 人 と 同 じ よ う な 行 動 を す る 可 能 性 が あ る … … … …… す る
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可 能 性 が な い」 （行 動 的 側 面）の ３ レ ベ ル で 回 答 を 求 め た。 ま た， こ の ３ レ ベ ル で の 記 入

に 加 え， １５の 事 例 全 て に，
「日 本 で 生 活 し て い る あ な た は， 留 学 生 か ら の 発 言 や 感 想 に ど

の様 に答えますかＰあなた自身が留学生 と会話して いる場面を思い浮かべて， 留学生に

答 え る 通 り 具 体 的 に 書 い て く だ さ い」 と い う， 自 由 記 述 の 欄 を 設 定 し た。

３． 本 調 査

１） 調査票の作成 予備調査において， 事例の主 旨に誤解を生じる頃向が見られるもの

等を改定し， 更に１で取り上げた 事例の中から新たに付け加えて計２０の事例集を作成し，

予 備 調 査 と 同 様， ３ レ ベ ル で の チ ェ ッ ク を 行 っ た。 ま た
，

２０の 事 例 の う ち ５ ～ ６ 事 例 に

ついては白由記述の欄 を設けた が， 調査の対象となるグループによ り， 記述欄を設定す

る 事 例 は 異 な っ て い る。 事 例 集， 回 答 用 紙 は 資 料 １， ２ の 通 り で あ る。

２） 調査の実施

留学生 と接触の多 い， ある いは現在の接触頻度は少ないが， 今後関わりを持つ可能性

が 高 い こ と を 期 待 さ れ る 人 々 を 対 象 と し た。 具 体 的 に は， 大 学 生， 留 学 生 の 指 導 教 官，

大 学 事 務 職 員， ホ ス ト フ ァ ミ リ ー の 経 験 を 持 つ ４ 群 の 人 々 で あ る。

留学生の指導教官 は， 比較 的多くの留学生を受け入れて指導する経験を持つ理系の教

官を中心に， また大学 事務職員では留学生との接触が極めて多い部局の係を中心に調査

を 依 頼 し た。 ホ ス ト フ ァ ミ リ ー に は 一 部 郵 送 で 回 答 を 求 め た。

調 査 は， １９９６年１０月 ～１１月 に 実 施 し た。

Ｉ． 結 果 と 考 察

１
． 回 答 者 の プ ロ フ ィ ー ル

国 立 大 学 学 部 生・大 学 院 生２４２名， 留 学 生 の 指 導 教 官２３名， 大 学 事 務 職 員３４名， ホ ス ト

フ ァ ミ リ ー１６名 の 計３１５名 か ら 回 答 を 得 た。 そ の 内 訳 は， 男 性 が６６
．
２％

，
２０代 が６５

．
Ｏ％，

外 国 人 と の 接 触 経 験 を 持 た な い 者 の 割 合 が４６．６％ と な っ て お り， 海 外 留 学 を は じ め 海 外

で 生 活 し た 経 験 の あ る 者 は 極 僅 か （そ れ ぞ れ４．０％， ユ．６％） で あ る。

２。 分析の方法と全体的な結果

３ レ ベノレ， 各２０間 に つ い て の 平 均 値， 標 準 偏 差 を 表 １ に 示 す。 そ れ に 基 づ き
，

「理 解 で

き る 理 解 で き な い」
「共 感 で き る 共 感 で き な い」

「行 動 す る 可 能 性 が あ る 行

動 す る 可 能 性 が な い」 の ３ 次 元 に お け る 組 合 せ （中 央 値２．５を 基 準 と し て， ２．４未 満 ／２
．５

以上の２群に分 ける処理） で分類した結果， 回答者全体と して３パタ ーンが明らかにな
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っ た。 す な わ ち
，

＜ タ イ プ １， 以 下 丁 １ ； 「留 学 生 の 言 う こ と に つ い て， 理 解 し， 共 感

し， 留 学 生 が 不 愉 快 と 感 じ る 行 動 は し な い」 と す る 型 に は 事 例 １， 事 例 ２ な ど の ７ 事 例

が 含 ま れ る。 こ れ に 対 し て，＜ タ イ プ ２， 以 下 丁 ２ ＞ ； 「留 学 生 の 言 う こ と に つ い て， 理

解 し
， 共 感 す る が

， 留 学 生 が 不 愉 快 と 感 じ る 行 動 を す る」 と い う 型 は 事 例 ５
，

事 例 ８ な

ど１２事 例 を 含 む。 さ ら に，
＜ タ イ プ ３， 以 下 丁 ３ ＞ ；「留 学 生 の 言 う こ と に つ い て， 理 解

も共感も出来ない し， 留学 生が不愉快と感じる行動をする」 という型は事例１１のみであ

っ た
。 （表 ２ 参 照）

表 １ ２０事 例 の 平 均 値 と 標 準偏 差

１ ２ ３ ４ ５

１認知２感情３行動 １ ２ ３ １ ２ ３ １ ２ ３ １ ２ ３

平 均 値 Ｍ １
．
３６５ １

．
５１４ ３

．
４４９ １

．
３４２ １

．
４６５ ３

．
２６２ １

．
９０１ ２

．
２２１ ２

．
５１１ １

，
５３８ Ｉ

．
７１４ ２

．
５６１ １

．
７８８ ２

．
０３２ ２

．
２３９

標 準 偏 差 Ｓ．
Ｄ
． ０．６６

２ ０．７４０ ０．７３３ Ｏ．５８４ ０．６４１ ０
．
８１８ Ｏ

．
８７８ ０

．
８８５ ０

．
９６０ ０

．
８０５ ０

．
８９７ ０

．
９５６ ０

．
８７１ ０

．
９２１ ０

．
９！０

６ ７ ８ ９ １０

１ ２ ３ １ ２ ３ １ ２ ３ １ ２ ３ １ ２ ３

Ｍ １
．
３３０ １

．
５４５ ２

，
９４９ １

．
８９１ ２

．
１５４ ３

．
０９４ １

．
８６１ ２

．
２８６ ２

．
１６７ １

．
６４７ １

．
８７８ ２

．
３７７ １

．
８０４ ２

．
１９２ ２

．
１９９

Ｓ
．
Ｄ
．

０
．
５９７ ０

．
７４２ ０

．
９７２ Ｏ

．
９０４ ０

．
９５７ ０

．
９６９ Ｏ

．
９１９ ０

．
９７６ ０

．
９４９ Ｏ

．
８０８ ０

．
９３８ ０

．
９５６ ０

．
８５８ ０

．
９１９ ０

．
９７５

１１ １２ １３ １４ １５

ユ ２ ３ １ ２ ３ １ ２ ３ １ ２ ３ １ ２ ３

Ｍ ２
．
６０４ ３

．
０６８ ！

．
９５４ １

．
５２６ １

．
８２８ １

．
９９０ １

．
６１９ １

．
９４２ ２

．
０１６ １

．
４５５ １

．
６７０ ２

．
０４９ １

．
２８５ １

．
３６２ １

．
９６８

Ｓ．
Ｄ
． ！

．
０９１ ０

．
９００ ０．９９９ Ｏ

．
６２７ ０

．
７４８ ０

．
８５９ ０

．
７４３ ０

．
８５４ ０

．
９４０ Ｏ

．
６９３ ０

．
８３９ ０

．
９５５ Ｏ

．
５６６ ０

．
５９５ ０

．
８７１

１６ １７ １８ １９ ２０

１ ２ ３ １ ２ ３ １ ２ ３ １ ２ ３ １ ２ ３

Ｍ １
．
３９１ １

．
５６７ ２

．
２５０ １

．
４６９ １

．
７０１ ２

．
２５０ １

．
９３２ ２

．
２７７ ２

．
３０８ １

．
７７２ ２

．
２２５ ２

．
８４９ ２

．
１８５ ２

．
４１４ ２

．
４９５

Ｓ
．
Ｄ
．

０
．
５９０ ０

．
７１０ ０

．
８１５ Ｏ

．
６９９ ０

．
７８９ ０

．
９０２ Ｏ

．
９５５ １

．
００８ ０

．
９８５ Ｏ

，
８２５ ０

．
８８０ １

．
０７７ １

．
０６８ １

．
０３６ ０

．
９５４

表 ２ ２０ 事 例 の 分 類

全 体 性 差 学 生 対 成 人

男
１，２，３，４，６，７，１９，２０

学
’性 生

１
，
２
，
３
，
７
，
２０

Ｔ ｙｐｅ １ １
，
２
，
３
，
４
，
６
，
７
，
１９

女
１，２，３，４，６，７，９，１９

成

性 人
２
，
３
，
４
，
９
，
１０

，
１４

，
１７

，
１９

男
３，５，

９
，１０，１２，１３，１４，！５，１６，１７，１８

学
’性 生

４，５，６，８，９，１０，１２，１３
，
１４

，
！５

，
１６

，
１７

，
１８

，
１９

Ｔ ｙｐｅ ２ ５，８，９，１Ｏ，１２，１３，１４，１５，１６，１７，１８，２０
女

５
，
８
，
１０

，
１２

，
１３

，
１４

，
１５

，
１６

，
１７

，
１８

成

性 人
１
，
５
，
６
，
７
，
８
，
１２

，
１３

，
１５

，
１６

男
１１

学
性 生 １１

Ｔｙｐｅ３ １１
女 成

性 人
男

８
学

Ｔｙｐｅ ４
’性 生

女 １１，２０
成

性 人
１１
，
１８
，
２０
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Ｔ１は， 日本滞在中に留学生が偶然出会つた不運な出来事としか言い様がなく， 大多

数の日本人はそんな行動 をとらないと判断されるもの， 言わ ば留学生の個人的な体験の

違 い （個 人 差） を 表 し て い る。 そ れ に 対 し て， Ｔ ２ に お い て は， 留 学 生 の 指 摘 す る 内 容

の 理 解 や 共 感 は 出 来 る も の の， 自 分 も そ の よ う に 振 る 舞 う と い う こ と で
，

「文 化 の 違 い」

（文 化 差） を 反 映 し た も の と い え る。 ま た Ｔ ３ に お い て は，
「指 摘 さ れ て は じ め て， そ れ

が 文 化 の 違 い で あ る こ と が 分 か っ た」 と さ れ る 型 で あ り，
Ｔ ２ 以 上 に，

深 く 文 化 に 根 差

し た も の と 言 え る。

さ ら に， 各 事 例 に 対 し ３ 次 元 に お け る 基 本 構 造 を 検 討 す る た め に，
各 次 元 ご と に 主 因

子 解 に よ る 因 子 分 析 を 行 っ た。 そ の 後 共 通 性 を １ に 設 定 し て Ｖａｒｉｍａｘ 回 転 を 行 い，
一 つ

の因子のみに因子負荷量・絶対値．４０以上であった 事例 を選択 した結果以下の因子を抽出

し た。

認 知 レ ベ ル で は， 第 １ 因 子 と し て 事 例１６・１７・１２・１９・１３に 高 い 因 子 負 荷 量 を 示 す も

表 ３ ３ レ ベ ル の 因 子 分 析 結 果

（Ｖａｒｉｍａｘ 回 転 後 の 因 子 負 荷 量）

レ ベノレ

事例
認 知 感 情 行 動

因 子Ｎα１ 因 子 Ｎα２ 因 子 Ｎα１ 因 子Ｎα２ 因 子 Ｎα１ 因 子Ｎα２

１ ０
．
０８６０５７ ０

．
１６３２９８ Ｏ

．
０７４４４３ 一 ０

．
０２８９９ ０

．
００６５８５ Ｏ

．
１４３４０８

２ ０．１９５６８３ Ｏ．１０６６３５ Ｏ．１８３９８３ Ｏ．１４４０１２ Ｏ．１４０５５６ Ｏ．０９０８０５

３ ０
．
１４２３６６ Ｏ

．
５９５４２９ ０

．
２５５３４５ 一 〇

．
０７４０８ Ｏ

．
２１５４１２ Ｏ

．
４８１４１９

４ Ｏ
．
３９２５１９ Ｏ

．
３１９１７８ ０

．
４５４２６２ ０

．
１４７６１６ ０

．
２８４６３２ Ｏ

．
３４６７５

５ Ｏ．ユ５４２８８ Ｏ．１２３３７２ ０．１８８８３６ ０．４２７７０２ Ｏ．１７０８３３ Ｏ．００８８

６ Ｏ．３２０５７９ Ｏ．２１２３５１ ０．２３０１２６ 一０．０１５５８ Ｏ．０８７１９９ Ｏ．３０９２１３

７ Ｏ．１１１８３１ Ｏ．５０９４１３ Ｏ．１３７１３ ０．１２１５２ Ｏ．０９１６６９ Ｏ．５５４６４６

８ Ｏ．３６０７０３ Ｏ．２８０６３３ ０．２９９２６１ ０．２９１０１９ ０．００６０９２ Ｏ．３８４１１５

９ ０．２７９９２６ Ｏ．２５２ Ｏ．２７５１０１ Ｏ．２５７７８７ Ｏ．１５６７３５ Ｏ．１５６８３

１０ ０．２４７７８９ Ｏ．５３８５４６ Ｏ．０２９３０７ ０．０２１９０９ Ｏ．４８１６４７ ０．１９５４４７

１１ ０
．
２０４４８８ Ｏ

．
３７７１９７ ０

．
０４６２４ Ｏ

．
１８１４６３ Ｏ

．
１１７８３２ ０

．
１２５６６

１２ Ｏ
．
４５７３８７ ０

．
１９８０９１ Ｏ

．
３２９５６８ Ｏ

．
２６７４２２ Ｏ

．
５２１２４２ Ｏ

．
０８８８４３

１３ ０
．
４１５４９４ ０

．
２７９８０５ ０．４０９２２３ ０

．
１４２１０６ ０

．
５８５７３３ Ｏ

．
１８４６９６

１４ Ｏ
．
３１８９６２ Ｏ

．
０３４５４１ Ｏ

．
４０８３０４ ０

．
３４７１４１ Ｏ

．
５１５１２３ ０

．
２０４２５６

１５ Ｏ
．
３７０２７３ ０

．
２２６４１４ ０

．
４９７５３６ ０

．
０５４０１１ Ｏ

．
７４６７２６ 一０

．
０８２７４

１６ ０．６１７５２４ ０．０３６５２９ Ｏ．４０００３８ Ｏ．２１９６６１ ０．６７１２８８ 一０．０９０２１

１７ Ｏ．５８１０１６ Ｏ．２２４３７１ Ｏ．５９０５８６ Ｏ．１５５２７４ Ｏ．５０３８９２ Ｏ．３８６６５

１８ Ｏ．３８３３４５ Ｏ
．
１２５９６４ ０

．
１０９１５ Ｏ

．
６００６０９ Ｏ

．
０６１５９ Ｏ

．
０４３７９５

１９ Ｏ
．
４１９１２３ Ｏ

．
３５３０６５ Ｏ

．
１４９３８８ Ｏ

．
１６２００３ ０

．
０２９９４２ ０

．
４０６５３７

２０ Ｏ．０２５４３９ ０
．
０９５２０３ ０

．
０５６４７１ Ｏ

．
４７４０２８ Ｏ

．
０６６２６４ Ｏ

．
００６５２５
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の で 留 学 生 が 日 本， 日 本 人 の 中 に 溶 け 込 め な い 内 容 で あ る こ と か ら，
「見 え な い 壁」の 因

子 と 命 名 で き る。 ま た， 第 ２ 因 子 は 事 例 ３ ・１０・ ７ を 内 容 と す る， 日 本 人 が 外 国 人 に 対

し て し が ち な 行 動 す な わ ち 「対 外 的 接 触 様 式」 と 言 う こ と が で き る。 感 情 レ ベ ル の 第 １

因 子 は， 性， 人 種， 年 令， 国 籍， 役 割 に よ る 人 間 関 係 の 持 ち 方 の 違 い に 関 す る も の で「日

本 人 の 持 つ 差 別・差 異 化」， 第 ２ 因 子 は 公 の ル ー ル に 従 う 内 容 で あ る 「規 範 の 遵 守」 と そ

れぞれ命名した。 行動レベルの第１因子は 「日本の大学生の 行動」 で大学の研究室で普

通 に 見 ら れ る 留 学 生 と の 交 流
，

会 話 に 関 す る も の，
ま た 第 ２ 因 子 は

，
留 学 生 が 残 念 に 思

う， 日 本 人 の 表 面 ・ 外 面 に の み 捕 わ れ た 行 動 を 表 わ す 「表 面 的 な 対 人 接 触」 で あ っ た。

（表３参照）

３． 性 差 に つ い て の 結 果

２０事 例， ３ レ ベ ル で 性 差 に よ る 反 応 の 違 い を 見 た の が 表 ２， 表 ４ で あ る。 全 体 に 女 性

の 回 答 者 が
，

「理 解 で き る」
「共 感 で き る」 と 答 え る 割 合 が 高 く， 特 に 認 知 レ ベ ル で は２０

事 例 の 全 て に 対 し て 「理 解 で き る」 と し て い る。 ま た， 現 在 の 日 本 の 杜 会 に お け る 性 役

割 規 範 を 含 む 事 例 （８ ・ ９ ・１９） に 対 し て， 女 性 よ り も 男 性 の 回 答 者 が 「そ う し た 行 動

は す る 可 能 性 が あ る」 と し て い る。

表 ４ 平 均 値 に お け る 性 差

事例

レ ベ ル
１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １３ １４ １５ １６ １７ １８ １９ ２０

認 知
＞ ＞ ＞ ＞ ＞ ＞

＊＊＊ ＊ ＊＊ ＊＊＊ ＊ ＊＊＊

感 情
＞ ＞ ＞ ＞ ＞ ＞

＊ ＊＊＊ ＊ ＊＊＊ ＊＊ ＊＊＊

行 動
＞ ＜ ＜ ＞ ＞ ＞ ＞ ＜

＊ ＊＊ ＊ ＊＊ ＊＊ ＊ ＊＊＊ ＊＊＊

＞ ； 男性 の 数 値 が大 であ る こと を 示 す （男 性 ＞女 性）

＜ ； 女性 の 数 値 が大 で あ る こと を 示す （男 性 ＜女 性）

＊ Ｐ ＜
．

０５ ＊＊Ｐ ＜
．

０１ ＊＊＊Ｐ ＜
．

００１

３ レ ベ ル に お け る パ タ ー ン で は， Ｔ １ ～ Ｔ ３ に 加 え て，
「留 学 生 の 言 う こ と を， 理 解 で

き る が， 共 感 は で き な い し， 留 学 生 が 不 愉 快 と 感 じ る 行 動 を と る 可 能 性 が あ る」 と す る

回 答 ＜ タ イ プ ４， 以 下 丁 ４ ＞ が 加 わ り， 男 性 で は 事 例 ８ が
， ま た 女 性 で は 事 例１１・２０が

そ れ に あ た る。
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４． 学生と学生以外 （成 人） の比較についての結果

学 生 と そ の 他 の ３ グノレー プ （指 導 教 官 ・ 事 務 職 員 ・ ホ ス ト フ ァ ミ リ ー） の 問 の 回 答 の

差 を 表 ２， 表 ５ に 示 す。 行 動 レ ベ ル で は２０事 例 中１２事 例 で 有 意 差 が 認 め ら れ，
「留 学 生 が

不愉快と感 じる行動をする 可能性 がない」 とするのは， 学生よりも成人の グループであ

る。 さ ら に， 成 人 の グ ル ー プ で は， ２０事 例 の 全 て に 「理 解 で き る」 と 回 答 し
，

し た が っ

て Ｔ ４ に は， 事 例 １１・ １８・ ２０の ３ つ が 入 れ ら れ る。

学 生 で は
，

Ｔ １ に ５ 事 例，
Ｔ ２ に１４事 例， Ｔ ３ に １ 事 例 が 分 類 さ れ る の に 対 し て， 成

人 で は， Ｔ １ に ８ 事 例
，

Ｔ ２ に ９ 事 例
，

Ｔ ４ に ３ 事 例 と な っ て い る。

表 ５ 平 均 値 に お け る 学 生 と 成 人 の 比 較

事例

レ ベ ル
１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １３ １４ １５ １６ １７ １８ １９ ２０

認 知
＞ ＞ ＞ ＜ ＞ ＜

＊＊＊ ＊＊ ＊＊ ＊＊ ＊ ＊

感 情
＞ ＜ ＞ ＞ ＞ ＜ ＞ ＜ ＜

＊＊＊ ＊ ＊＊＊ ＊ ＊＊＊ ＊ ＊＊＊＊＊＊＊＊＊

行 動
＞ ＜ ＜ ＜ ＜ ＜ ＜ ＜ ＜ ＜ ＜ ＞

＊＊＊ ＊＊＊ ＊＊ ＊＊ ＊＊ ＊＊ ＊＊ ＊＊＊ ＊ ＊＊＊ ＊＊ ＊＊

＞ ； 学 生の 数 値 が 大 であ る こ と を示 す （学 生＞ 成 人）

＜ ； 成 人の 数 値 が 大 であ る こ と を示 す （学 生 ＜成 人）

＊ Ｐ ＜．０５ ＊＊ Ｐ ＜
．

０１ ＊＊＊Ｐ ＜
．

００１

５． 考 察

・ 各 パ タ ー ン に つ い て

異文化接触の場面では， どこまでが偶然出会った個人に属する問題なのか， それとも

そう した個人を越えて， その背景となる広く文化全体の問題なのか判 別しがたい。 留学

生が不幸にして遭遇した愉快でない出来事を巡って， それは個人の問題なのか文化の問

題 な の か に よ っ て， そ の 後 の 対 処 の 仕 方 が 変 わ っ て く る。 認 知 ・ 感 情 ・ 行 動 と い う ３ 次

元 を 設 定 し， そ の パ タ ー ン の 組 合 せ を 検 討 す る こ と に よ っ て， 個 人 に 属 す る 問 題 か 文 化

に 属 す る 問 題 か の 手 が か り を 得 た。 す な わ ち
，

Ｔ １ は， 明 ら か に 個 人 に 属 す る 問 題 で あ

り， 留 学 生 が 指 摘 し た 事 例 は， 残 念 と し か 言 い 様 の 無 い も の で あ る。 し か し， そ れ 以 外

の Ｔ ２ ～ ４ は す べ て 文 化 の 違 い に 根 差 し た も の と 考 え る こ と が で き る。

さ ら に 文 化 的 影 響 力 の 大 き さ は，
「異 な っ た 文 化 を 持 つ 人 々 に 指 摘 さ れ る ま で 気 付 か な

い Ｔ ３」，
「理 解 は 出 来 る が 感 情 的 に も 行 動 的 に も 受 入 れ 難 い Ｔ ４」，

「理 解 も 共 感 も で き

る が 行 動 は 出 来 な い Ｔ ２」 ま で の， Ｔ ３ ＞ Ｔ ４ ＞ Ｔ ２ の 順 と 考 え る こ と が で き る。 し か
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表６ 自 由 記 述 欄 の 内 容

事例

性

役

行

動

（８）

（９）

家
族
に
つ
い
て
の

考
え

方
（１８）

奨

学

金

（２０）

記 述 内 容

８） に つ い て

＜男 性〉

・ 仕 事 帰 り に 飲 み に 行 く こ と が 一 般 に 大 多 数 （学 生 は 除 く） な の で， ごく 自 然 で 特 に 男

女 差 別 だ と は 思 わ な い。

＜女 性 １＞

・ こ の 件 に 関 して は 私 も 非 常 に 反 感 を 持 っ て い ま す。例 え ば 職 場 を 変 わ っ て き た 人 の 歓

迎 会 な ど， 家 族 を 含 め て 招 待 す べ き です。 そ の 人 だ け で な く 家 族 あ っ て の 個 人 で す。

〈女 性 ２〉

・ 女 性 杜 員 が 上 司 と 一 緒 に 飲 み に 行く （つ き あ う） の が 常 識 の よ う な こ と で， いわ ゆ る

上 下 （先 輩 後 輩） 関 係 の 差 が 激 し す ぎる。 で も こ れ が 日 本 文 化 だ ！ 私 も 共 感 す る。 理

解 で き る。 自 分 も 嫌 ！ （慣 れ た け ど） 仕 方 が な い。

９） に つ い て

〈男 性 １〉

・ 前 期（８）ととも に， 話 が お お げさ で あ る。 ストレス 解 消 の 一 手 段 に 過 ぎ な いと 思 うの だ が。

〈男 性 ２＞

・ 意 見 に つ い て は 同 感 で あ る。 た だ し， 仕 事 も 重 要 で あ り， 両 立 す る よ う に 努 力 す る。

両 立 で き な い と き に は 家 庭 を 選 択 す る。

＜女 性〉

・ 私 も そ の 意 見 に と て も 共 感 を 覚 え ま す。 日 本 の 男 性 は も っ と 家 庭 に 目 を 向 け る べ き だ

と 思 い ま す。

（成人）
・ 留 学 の 最 も 重 要 な 目 的 は 他 国 で 学 ぶ こ と であ り， 気 持 ち は 理 解 で き る が， 最 大 限 勉 強

す る よ う 努 力 す べ き で あ る。 厳 し い 意 見 か と は 思 う が， 家 族 と 暮 ら す こ と を最 重 要 視

す る の で あ れ ば留 学 す べ き だ は な い。 あ る い は 家 族 を 連 れ て 来 日 す る べき であ る。
・ そ の 国 そ の 国 の 民 族 性 の 違 い を 理 解 す る 必 要 が あ る（両 方 と も）。自 分 で な ん と か す る

と い う 考 え 方 は どう に も な ら な い と き の こ と を 考 え る と 安 値 で あ る と 思わ れる。
・ 日 本 人 は 家 族 よ り 友 人 を 大 切 に 思 う 傾 向 が あ る。大 事 な こ と だ が 家 族 に対 す る 思 い や

り が も う 少 しあ っ て も い い と 思 う。

（成人）
・ 噂 は 責 任 の あ る 信 頼 で き る 情 報 で は な い。奨 学 金 を 提 供 し て い る 団 体 は 様々 で判 断 基

準 も 様 々 であ る。 採 用 さ れ る か 否 か も 不 運 が あ る。 奨 学 金 を 受 ける の は 留 学 生 の 権 利

で は な く， 提 供 団 体 の 好 意 善 意 で あ る。
・ 制 度 が不 完 全 で あ る の は 理 解 で き る が， そ の 下 で 我 々 も 働 い て お り， 制 度 改 革 ま で

我 々 の 義 務 で は な い。 日 本 の 金 を 宛 に して い る 自 分 は 恥 な い の か。
・ 成 績 が よ く て も 面 接 は ど う だ っ た ？ 面 接 が 大 切 だ ！ （上 手 な 日 本 語 も と て も 重 要

だ ！） 人 脈 が 必 要 か も し れ な い ！ そ う した らう ま く い く ？ （西 洋 人 で あ れ ば！？と い う 話

も 聞 い た こ と が あ る）
・ 事 実 関 係 や 理 由 を 調 べ る こ と を 約 束 す る と と も に， Ｐ さ ん が 「自 分 よ り 劣 る」 と 決 め

つ け て い る こ と に つ い て， 事 実 に 基 づ い て い る わ け で は な い こ と を 指 摘 す る。 後 に，

分 か っ た こ と を 伝 え， Ｐ さ ん と 一 緒 に 納 得 す る。 理 由 が な い な ら 一 緒 に 変 だ と 考 え，

担 当 部 署 に文 句 を 言 う。
・ 本人 が 「お か し い」 と 考 え る こ と は 肯 定 も 否 定 も で き な い。 当 人 で な け れ ば分 か ら な

い こ と で あ る。
・ 奨 学 金 制 度 が よ く わ か ら な い が か わ い そ う ！

一 ７５ 一



金沢 大学 留学 生セ ンター 紀要 第 １号

し，
一 口 に 文 化 と 言 っ て も， さ ら に 下 位 文 化 が あ り， 性 差 や 立 場 に よ り 変 更 さ れ る 相 対

的 な も の と 言 え よ う。 留 学 生 が 指 摘 す る 事 例 に 関 し て は
， 男 性 よ り も 女 性 が

，
ま た 留 学

生 と 接 触 の 多 い 部 門 に い る 人 々 の グ ル ー プ に Ｔ ３ に 該 当 す る 事 例 が 認 め ら れ な か っ た。

留 学 生 と の 交 流 が 期 待 さ れ る 学 生 の グ ル ー プ に お い て， Ｔ ２ や Ｔ ３ が 多 く 見 ら れ，
全 事

例の７５％を占めている点は， 両者の親密化を促す意味 でも， 何等かの対応が必要である。

・ 事 例 に つ い て

指摘されるまで気付かない， もしく は理解は出来ても感情的に受入れ難いＴ３とＴ４

に 分 類 さ れ る 事 例 に は，
「性 役 割 行 動」

「自 己 主 張」
「家 族 に つ い て の 考 え 方」

「奨 学 金（金

銭）」 が あ る。 分 業 型 の 日 本 の 「性 役 割 行 動」 に 対 す る 留 学 生 か ら の 疑 問 に は
，

男 性 の 感

情 レ ベ ル で の 反 発 が み ら れ る。 ま た
，

「家 族」
「奨 学 金」 に つ い て， 成 人 で は い ず れ も Ｔ

４ で あ っ た が， 学 生 で は そ れ ぞ れ Ｔ ２， Ｔ １ と し て お り， こ の ２ 項 目 に 対 し て は 若 い 世

代を中心 に新たな態度 が形成さ れる可能性を示唆しているもの と考 えられる。（表６参

照）

さ ら に， 事 例１１に つ い て， 我 々 の 文 化 を 考 え た 時， 自 己 を 主 張 す る こ と は 多 く の 場 合

好 ま れ る 行 為 で は な い 事 実 と 一 致 す る。 自 己 を 主 張 し て 軋 櫟 を 生 ず る よ り は
，

む し ろ 自

己を抑制して円滑な対人関係 を築こうとする日本式なやり方と， 自己 を主張することか

ら は じ ま る 文 化 の 違 い を 明 確 に し て い る。 日 本 人 ど う し で も， 自 分 の 考 え を 述 べ る だ け

で相手に対 する攻撃と誤 解さ れる事実が存在する状況にあって，
「白分の考えをハッキリ

伝 え る」 こ と は 大 切 な こ と と し て 教 育 さ れ て 来 た 留 学 生 に と っ て は， 混 乱 や 葛 藤， 不 安

や 戸 惑 い を 生 ず る こ と に な る。 近 年，
「ア サ ー シ ョ ン ・ ト レ ー ニ ン グ」 や 「デ ィ ベ ー ト」

など， 自分の考 えを明確にすることの必 要性ならびに訓練 が国内 で盛んに行われている

が， 裏 を 返 せ ば そ れ だ け 我 々 の 文 化 が， 自 己 を 抑 制 す る こ と に 極 め て 強 い 拘 束 力 を 持 っ

て い る も の で あ る こ と が 理 解 さ れ よ う。

本研究は， 平成７年度， 平成８年度文部省科学研究補助金＜基盤研究 （ｃ）：課題番号

０７６１０１１７＞ の 援 助 を 受 け て 行 わ れ た。
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資料１ 調査事例集

次の文章は， 日本 で学ぶ留学生が， 滞在中に日本で経験 した 「不愉快な」 あるいは

「意 外 な 感 じ を 受 け た」 で き ご と に つ い て 記 述 し た も の で す。
そ れ ぞ れ の 内 容 に つ い

て， 皆 さ ん は どう 思 わ れ ま す か。 自 分 の 受 け 止 め 方 と し て 一 番 近 い も の の 番 号 を ○ で

か こ ん で く だ さ い。

さ ら に，
留 学 生 が こ の よ う な 発 言 や 問 い か け を あ な た に 向 か っ て し た 場 合， どう よ

う に 答 え ま す か。 自 由 に 書 い て く だ さ い。

１） Ａ さ ん （ヨ ー ロ ッ パ 出 身・男 性） が， 日 本 人 の 異 性 の 友 達 と 九 州 地 方 を 旅 行 し た と

き の こ と で す。
朝 食 堂 で ほ か の グ ル ー プ の 日 本 人 旅 行 者 と 一 緒 に な り ま した。 そ の

人 達 は Ａ さ ん た ち の ほ う を 見 な が ら 小 声 で 話 し て い ま し た。 話 の 様 子 で は， Ａ さ ん

を ア メ リ カ 人
，

女 友 達 を フ ィ リ ピ ン 人 と 思 っ て い る ら し く
，

「あ の 人 た ち は エ イ ズ

よ」 と 言 っ て い る の が 聞 こ え ま し た。 そ の 人 た ち は， あ と で Ａ さ ん が 日 本 語 が 話 せ

る こ と や， 女 友 達 が 日 本 人 で あ る こ と が わ か る と， 自 分 た ち の 話 し て い た こ と が わ

か っ て し ま っ た の で は な い か と あ わ て て い ま し た。

外 国 人 と 一 緒 に い る と 日 本 人 で は な い と か， 外 国 人 な ら エ イ ズ だ ろ う な ど と 言 わ

れ た こ と や， 留 学 生 の 友 人 か ら も 似 た よ う な 経 験 を い ろ い ろ 聞 い て， Ａ さ ん は ど う

し て 日 本 人 は こ の よ う に 差 別 的 な 考 え 方 を す る の だ ろ う と 思 い ま し た。

２） Ｂ さ ん （ヨ ー ロ ッ パ 出 身・男 性） は， 東 京 で， 今 で も 思 い 出 す と 不 愉 快 に な る 経 験

を し ま し た。 あ る 夜 の こ と で す。 駅 に 降 り た ら 雨 が 降 っ て い た の で， Ｂ さ ん は タ ク

シ ー に 乗 ろ う と
， タ ク シ ー の り ば に 並 ん で 待 っ て い ま し た。 い よ い よ Ｂ さ ん が 乗 る

番 に な っ た と き， 向 こ う か ら 来 た タ ク シ ー が ５ メ ー ト ル く ら い 手 前 で 止 ま り ま し

た
。 そ し て 運 転 手 は な に や ら Ｂ さ ん の ほ う を 見 て い る 様 子 で し た が

， そ の ま ま 誰 も

乗 せ ず に す っ と 走 り 去 っ て し ま っ た の で す。

雨 は 降 っ て い る し， う し ろ に は た く さ ん 日 本 人 が い る し， 乗 車 拒 否 の 理 由 も わ か

ら ず， Ｂ さ ん は 本 当 に は ら が た ち ま し た。

３） Ｃ さ ん （香 港 出 身・女 性） は， あ る パ ー テ ィ ー で 日 本 人 に 紹 介 さ れ ま し た。 そ の 人

は Ｃ さ ん が 香 港 か ら 来 た と わ か る と い き な り 「あ な た は 英 語 が で き ま す か」 と 聞 き

ま し た。 Ｃ さ ん が 「で き る」 と 答 え る と，
「じ ゃ， 教 え て 下 さ い」 と 言 い ま し た。 Ｃ

さ ん は そ れ を 聞 い て， ま る で 試 験 を さ れ て い る み た い で と て も 嫌 な 気 分 に な り ま し

た
。

Ｃ さ ん に は， こ の 人 が 純 粋 に 友 好 を 求 め て き た と い う よ り， 外 国 人 と 友 達 に な れ

ば 英 語 を 教 え て も ら え る メ リ ッ ト が あ る と 思 っ て 近 づ い て き た よ う な 感 じ が し た

か ら で す。 Ｃ さ ん に と っ て は， 友 達 に な り た い と い う 気 持 ち が 大 事 な こ と で， 友 達

に な る た め に は 英 語 が 話 せ る か ど う か は どう で も よ い こ と だ と 思 わ れ た の で す。

４） ま た
，

Ｃ さ ん は
，

パ ー テ ィ ー な ど で， 西 洋 人 と ア ジ ア 人 が い る と
， 日 本 人 の 多 く は

西 洋 人 と ば か り 話 し ア ジ ア 人 と は ほ と ん ど 話 さ な い こ と に 気 が つ き ま し た。日 本 人
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が み ん な そ う だ と い う わ け で は な い の で す が， 同 じ ア ジ ア 人 と し て Ｃ さ ん は あ ま り

い い 気 持 ち は し ま せ ん で し た。 日 本 人 は 西 洋 人 に 本 当 に ヨ ワ イ と 思 い ま し た
。

５） Ｄ さ ん （ヨ ー ロ ッ パ 出 身・男 性） は， 日 本 人 は 親 切 な の か どう か， と き ど き わ か ら

な く な り ま す。 道 を 聞 い た 時 も 親 切 に 教 え て く れ る し， 店 の 人 も 親 切 で す。 市 役 所

の 人 も と て も 親 切 だ っ た の で 驚 い た く ら い で す。 Ｄ さ ん の 国 で は， 市 役 所 に 行 っ て

も Ｄ さ ん が こ こ に い て は 邪 魔 な の か と 思 う く ら い 不 親 切 だ か ら で す。 し か し， こ れ

が
，

公 の 規 則 や 法 律 に な る と 驚 く ほ ど 官 僚 的 と い う か
，

融 通 が き か な く な り ま す。

役 所 な ど で も， 理 由 も 説 明 も な し に， 申 請 し た こ と に つ い て 許 可 し な い と い わ れ る

こ と も あ り ま す。 事 情 を 考 慮 す る と い う 柔 軟 性 が み ら れ ま せ ん。 Ｄ さ ん に は， 文 句

も言わず黙って言われた通りにして いる日本人が不思議 に思われます。

６） Ｅ さ ん （ア ジ ア 出 身・男 性） は 初 め て ホ ー ム ス テ ィ を し て， 珍 し い こ と や 楽 し い こ

と を い ろ い ろ 体 験 し て
，

よ い 経 験 だ っ た と 思 っ て い ま す。 た だ， 困 っ た こ と も あ り

ま し た。 一 つ は 温 泉 に 連 れ て 行 か れ，
一 緒 に 入 ろ う と 言 わ れ た こ と で す。 Ｅ さ ん の

国 で は 入 浴 の 習 慣 も あ り ま せ ん し
，

ま し て
，

他 人 と 一 緒 に 裸 に な っ て 風 呂 に 入 る と

い う 習 慣 は あ り ま せ ん。 始 め は 抵 抗 の あ っ た Ｅ さ ん で す が， 長 い 滞 日 生 活 で だ ん だ

ん 慣 れ て 来 ま し た。 し か し，
Ｅ さ ん に は，

宗 教 上 の タ ブ ー で 口 に す る こ と の で き な

い 食 べ 物 が あ り ま す。 そ の よ う な 食 べ 物 を， 親 切 か ら「ま あ， 食 べ て ご ら ん な さ い」

「少 し な ら 大 丈 夫 で し ょ う」と 無 理 に す す め ら れ る の は 困 り ま し た。 Ｅ さ ん に と っ て

宗 教 上 の タ ブ ー は 絶 対 破 っ て は な ら な い も の だ か ら で す。

７） Ｆ さ ん （ヨ ー ロ ッ パ 出 身・男 性） は， 日 本 人 が あ ま り 道 徳 的 で は な い こ と に 驚 き ま

し た。 時 々 片 町 の 飲 み 屋 に 行 く の で す が， そ こ で の サ ラ リ ー マ ン や Ｏ Ｌ の 会 話 に は

仰 天 さ せ ら れ ま す。 ま る で， テ レ ビ ド ラ マ の 中 の 会 話 の よ う に， 不 倫 や 満 員 の 乗 り

物 で の 痴 漢 行 為 の 話 が 交 わ さ れ て い ま す。 Ｆ さ ん の 友 人 （ヨ ー ロ ッ パ 出 身・男 性）

が， 大 学 構 内 の バ ス 停 で バ ス を 待 っ て い る と， 知 ら な い 女 子 学 生 ら し い 人 に「今 晩

食 事 に つ き あ っ て く だ さ い」と 誘 わ れ て 驚 い た と い う 話 し も あ り ま す。（彼 は 興 味 を

持 っ て つ い て 行 き， 一 緒 に 食 事 を し ま し た）。 特 に， 痴 漢 行 為 は Ｆ さ ん の 国 で は 破 廉

恥な犯罪です。 皆の話しているのを聞くと， 日本では痴漢行為は犯罪ではないのか

と 錯 覚 を 覚 え る ほ ど で す。

８） ま た， Ｆ さ ん は， 片 町 で 飲 ん で い る サ ラ リ ー マ ン は 家 庭 が あ り， Ｏ Ｌ は 独 身 が 多 い

と い う こ と に 気 づ き ま し た。 日 本 で は
，

結 婚 し た 女 性 は
，

夜 は 家 庭 で 子 供 た ち と 一

家 の 主 人 の 帰 り を 待 っ て い る の が， 一 般 的 の よ う で す。 こ れ を 見 て も 日 本 で は 男 女

平 等 で は な い と 思 い ま し た。

９） ま た， Ｆ さ ん は， 父 親 が こ の よ う に 家 を 空 け て い る 時 間 が 多 い 家 庭 と い う の は 子 供

に と っ て も 不 幸 な こ と だ と 思 い ま し た。 子 供 は， モ デ ル に す べ き 大 人 の 男 性 が 身 の

回 り に い な い こ と に よ り
，

大 人 の 男 性 と し て
，

身 に つ け て い な け れ ば な ら な い 態 度

や ふ る ま い， 考 え 方 な ど を 学 ぶ チ ャ ン ス を 与 え ら れ な い ま ま 大 人 に な っ て し ま い ま

す。 こ れ も 大 き な 杜 会 問 題 だ と 思 い ま し た。
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１０） Ｇ さ ん （ア ジ ア 出 身・女 性） は， 日 本 人 の 女 子 学 生 と 友 達 に な り ま し た。 彼 女 は Ｇ

さ ん の 国 に 行 き た い と 言 い ま し た。 白 分 の 国 に 興 味 を 持 っ て く れ た と， Ｇ さ ん は 感

激 し て， い ろ い ろ 話 し た の で す が
， そ の う ち お か し な こ と に 気 が つ き ま し た

。
そ の

人はＧさんの国についても何も知 らないのです。Ｇさんの国は複雑な人種構成なの

で， 特 殊 な 人 種 政 策 を と っ て い る こ と で 有 名 な の で す が
， そ の こ と に つ い て 何 も 知

ら な い と い う こ と は 理 解 で き ま せ ん で し た。

１１） Ｈ さ ん （ヨ ー ロ ッ パ 出 身・男 性） は， 始 め て 日 本 の 農 家 に ホ ー ム ス テ ィ を し ま し た

が， そ こ で 思 わ ぬ 事 故 を 起 こ し て し ま い ま し た。 Ｈ さ ん が 電 動 式 の 草 刈 り 機 で 刈 っ

て い る 時 に，
ホ ー ム ス テ ィ 先 の 人 が Ｈ さ ん に 後 ろ か ら 声 を か け ま し た。 声 を か け ら

れ た Ｈ さ ん は， 持 っ て い る 草 刈 り 機 ご と 後 ろ を 振 り 返 り， そ の 拍 子 に 草 刈 り 機 で 相

手 の 脛 に 傷 を つ け て し ま い ま し た。 す ぐ 病 院 に 運 ば れ， ８ 針 縫 う 大 怪 我 だ っ た そ う

で す。 Ｈ さ ん は， 何 回 も 「す み ま せ ん。
ご め ん な さ い」 と 謝 り ま し た。 も ち ろ ん 相

手 は 「そ ん な に 謝 ら な く て も い い よ」 と 言 っ て く れ ま し た が， 相 手 の 人 は 自 分 よ り

ず っ と 経 験 が あ る の だ か ら， 声 を か け る と き に も っ と 注 意 す べ き で は な か っ た っ か

と い う 思 い を 禁 じ 得 ま せ ん で し た
。

１２） Ｉ さ ん （ヨ ー ロ ッ パ 出 身・男 性） は， 日 本 の 大 学 に 来 た ら 早 速 自 分 の 母 語 を 専 攻 し

て い る 学 生 の い る 研 究 室 に 出 掛 け て い き ま し た。 友 達 が ほ し か っ た か ら で す。 Ｉ さ

ん は こ ち ら か ら 積 極 的 に， 語 学 的 に 難 し い と こ ろ は 説 明 し た り し て， 友 達 を 作 る 努

力 を し ま し た。 し か し，
Ｉ さ ん が い く ら「電 話 を か け て く だ さ い」と い っ て も，

「遊

び に 来 て く だ さ い」と い っ て も，
「う ん， う ん」 と 生 返 事 を す る だ け で， 相 手 は こ ち

ら の 呼 び 掛 け に 応 じ よ う と し ま せ ん で し た。 も し か し た ら 恥 ず か し か っ た の か も し

れ な い と も 思 い ま し た。 た し か に そ の 場 で は 楽 し か っ た の で す が， そ こ か ら 踏 み 込

ん で 喫 茶 店 に 行 っ て， 議 論 を 戦 わ す と い っ た つ き あ い に は 発 展 し な い の で す。 そ の

う ち Ｉ さ ん も つ ま ら な く な っ て 誘 う の を や め て し ま い ま し た。

１３） Ｊ さ ん （ヨ ー ロ ッ パ 出 身・男 性） は， 自 国 の 大 学 を 卒 業 し て か ら， 日 本 の 大 学 院 で

勉 強 し て い ま す。 最 近 Ｊ さ ん は 自 分 が な ん だ か と て も 年 を と っ て よ う な 気 が し て な

り ま せ ん。 日 本 人 学 生 と 話 を し て も ち っ と も 話 が 合 わ な い の で す。 日 本 人 学 生 の 話

題が子供っ ぼく感じられて， 心から楽しむことができません。 日本人は年齢を大事

に 考 え る か ら，Ｊ さ ん を 年 上 と 考 え て 遠 慮 し た 言 い 方 に な っ て い る の か と も 思 う の

で す が， ス ポ ー ツ や 芸 能 人 の 話， 車 や パ ソ コ ン の よ う な 電 化 製 品 の 話 ば か り で な

く， 社 会 全 体 に つ い て の 話 が し た い の で す が， そ う い う 話 題 に は あ ま り 食 い 付 い て

き ま せ ん
。

も っ と 深 い と こ ろ で の お 互 い の 理 解 と で も い っ た も の を 望 ん で い る の で

す が。

１４） Ｋ さ ん （南 米 出 身・女 性） は， 日 本 の 大 学 に 来 て， 日 本 の 学 生 は， 先 生 の 言 う こ と

に い つ も 「は い， は い， は い」 と し か 言 わ な い の が 不 思 議 で す。
Ｋ さ ん の 国 で は 先

生 の 言 っ た こ と で も お か し け れ ば 学 生 は す ぐ そ の こ と を 指 摘 し ま す。日 本 に 来 る 前

に， 日 系 人 の 年 寄 り に， 日 本 で は ど ん な 先 生 で も 先 生 で あ れ ば 尊 敬 さ れ る と 聞 い て
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き ま し た が， Ｋ さ ん の 国 で は 尊 敬 さ れ る 先 生 は そ れ だ け の 理 由 が あ っ て 尊 敬 さ れ る

の で， 先 生 だ か ら と い う 理 由 だ け で は 尊 敬 さ れ ま せ ん。

１５） ま た， Ｋ さ ん は， 日 本 人 学 生 の Ｋ さ ん の 国 に 対 す る 知 識 の 貧 弱 な の に も 驚 き ま し

た。
ジ ャ ン グ ル が あ っ て， そ こ に は 土 着 民 が い て と い っ た 話 題 し か 挙 が ら ず が っ か

り し ま し た。 Ｋ さ ん の 国 に も， も ち ろ ん 近 代 的 な 高 層 ビノレの 建 ち 並 ぶ 都 会 も あ り ま

す。 し か し 話 の 中 に は そ う い う こ と は 出 て き ま せ ん。 学 校 で も き っ と 教 わ ら な か っ

た ん だ ろ う と 考 え ま し た。 し か し Ｋ さ ん は， 日 本 人 の 学 生 と 同 じ こ と が 自 分 た ち に

も 言 え る の で は な い か， と 考 え ま し た。 自 分 た ち も ア フ リ カ 大 陸 に 似 た よ う な 思 い

込 み が あ る と。 そ こ で Ｋ さ ん は， 日 本 人 学 生 が 知 ら な い こ と を 責 め る だ け で な く，

白 分 た ち の 国 に つ い て 知 ら せ て い か な け れ ば な ら な い と 思 い 初 め て い ま す。

１６） Ｌ さ ん （ヨ ー ロ ッ パ 出 身・男 性） は
， 日 本 に 来 て

，
日 本 人 と 友 達 に な り た い と い う

気 持 ち を 満 足 す る こ と が で き ず， 寂 し い 気 持 ち の ま ま， も う 国 に 帰 ら な け れ ば な り

ま せ ん
。

結 局 日 本 人 の 家 庭 を 訪 問 し た の も， ホ ー ム ス テ イ し た 農 家 が 一 軒 だ け， 友

達 を 作 っ た と 思 っ て も い つ も 最 初 だ け の つ き あ い で 終 わ っ て し ま う 感 じ で， 絶 え ず

友 達 を 作 る 努 力 を し 続 け て い た よ う な 気 が し て， 最 後 に は 少 し 疲 れ ま し た。 Ｌ さ ん

は， 日 本 人 は 自 分 た ち を 中 に 迎 え 入 れ て く れ な か っ た と 思 い ま し た。 今 回 の 留 学 で

は， 日 本 人 の 生 活 を 外 か ら 見 て い る だ け だ っ た の で，
も う 一 度 日 本 に 来 て 日 本 人 に

つ い て も っ と 深 く 知 り た い と 思 っ て い ま す。

１７） Ｍ さ ん （北 米 出 身・女 性） は，
金 髪 に 青 い 目， 白 い 肌 の， 日 本 人 が 考 え る 典 型 的 な

西 洋 人 で す。 そ の 上 日 本 人 好 み の 小 柄 で，
「郷 に 入 っ て は 郷 に 従 え」と ば か り， 誰 に

で も 会 え ば に こ に こ と， 自 分 の ま わ り の 人 に は あ い そ よ く 振 舞 い ま し た。 そ れ が 日

本 で 生 活 す る 上 で は
，

大 切 な こ と と 教 わ っ た か ら で す。 し か し
，

こ の よ う な 態 度 を

と っ た こ と が 果 た し て よ か っ た の か どう か， 時 々 わ か ら な く な り ま す。

Ｍ さ ん は， 日 本 文 化 を 研 究 す る た め に 日 本 に 来 た の で す が
， 日 本 人 と の 会 話 は「ど

こ か ら 来 ま し た か」
「日 本 語 が 上 手 で す ね」 そ し て 「き れ い」

「か わ い い」 で 終 わ り

ま す。Ｍ さ ん は 自 分 の 研 究 し て い る こ と に つ い て い ろ い ろ 話 し て も ら い た い の で す

が 特 に 男 の 人 た ち は ま っ た く と い っ て い い ほ ど 興 味 を 示 さ ず
，

Ｍ さ ん が「か わ い い」

こ と ば か り 話 題 に し た が る の で， Ｍ さ ん は う ん ざ り し て い ま す。

１８） Ｎ さ ん （ア ラ ブ 諸 国 出 身・男 性） は
， 日 本 に 来 て 始 め て の 夏 休 み を 前 に 国 に 帰 る こ

と に し ま し た。 ま だ 夏 休 み の 前 で， 受 け な け れ ば な ら な い 授 業 や 講 義 が た く さ ん 残

っ て い ま し た が， や や ホ ー ム シ ッ ク 気 味 に な っ て い た Ｎ さ ん は， と に か く 早 く 帰 り

た か っ た の で す。 と こ ろ が， そ の こ と を 指 導 教 官 に 言 い に 行 く と，
「ま だ 夏 休 み に な

ら な い の に， な ぜ 帰 る の で す か」と 聞 か れ ま し た。 ま だ 日 本 語 が 上 手 で は な か っ た

Ｎ さ ん が「お 母 さ ん， お 父 さ ん に 会 い た い よ」と 答 え る と
， 先 生 は 驚 い た よ う で「Ｎ

さ ん， あ な た は 何 才 で す か」 と 聞 き， Ｎ さ ん が 「２６才」 と 答 え る と，
「立 派 な ひ げ も

生 や し た 大 人 で し ょ う。 も う 少 し 我 慢 で き な い の で す か」 と 言 い ま し た （Ｎ さ ん

は， 自国の習 慣 で， 一 人前 の男性 である 印 に大変 立派 な ひ げを生や して いま し
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た）。

し か し， Ｎ さ ん の 考 え は 違 い ま す。 Ｎ さ ん の 国 で は， 家 族 は 何 よ り， 白 分 よ り 大

切 な も の で す。 Ｎ さ ん が 家 族 に 会 い た い と 思 う 以 上 に， 両 親 は Ｎ さ ん の こ と を 心 配

し 会 い た い と 思 っ て い ま す。 そ ん な 両 親 の 気 持 ち を 考 え た ら， 少 し ぐ ら い 授 業 に で

な く て も， あ と で 白 分 で な ん と か す れ ば い い こ と な の で，
一 刻 も 早 く 両 親 に 顔 を 見

せ て や り た い し， 自 分 も 両 親 に 会 い た い と， 思 っ た の で す。

１９） Ｏ さ ん （ア ジ ア 出 身・女 性） は
， 来 た ば か り の 頃 は， 賄 い 付 き の 下 宿 に 住 ん で い ま

し た。 そ こ で， Ｏ さ ん は 信 じ ら れ な い 光 景 に 出 会 っ た の で す。 そ こ に は い ろ い ろ な

下 宿 人 が い ま し た が
， 中 に３０才 位 の 日 本 人 の 男 性 が い ま し た。 そ の 人 は， 夏 に な る

と，
パ ン ツ ー つ の 裸 で 廊 下 を 歩 い た り， 食 堂 で 食 事 を し た り し て い ま す。 Ｏ さ ん の

国 で は 儒 教 精 神 が ま だ 生 き て い て， 異 性 の 前 に 出 る と き は， 服 装 を 整 え る の は 勿

論， 靴 下 も は か な け れ ば 叱 ら れ ま し た。 び っ く り し た Ｏ さ ん は そ の こ と を， 電 話 で

国 の お 母 さ ん に 訴 え る と お 母 さ ん は 「そ ん な 下 宿 は す ぐ 変 わ っ た ほ う が い い よ」 と

言 い ま し た。

○ さ ん は， 日 本 人 は お 風 呂 に 入 る と き は し っ か り と 体 を 覆 う の に， ふ だ ん の 生 活

で は 非 常 に 開 放 的 な の で， な ん だ か 奇 妙 な 感 じ が し て い ま す。

２０） Ｐ さ ん （ア ジ ア 出 身・男 性） は， 日 本 に 来 る 前， 奨 学 金 は 成 績 が よ け れ ば 誰 で も 貰

え る と
，

う わ さ で 聞 い て 来 ま し た
。 で す か ら Ｐ さ ん も 奨 学 金 を あ て に し て 日 本 に 来

ま し た。 日 本 来 て， 何 度 か 奨 学 金 の 申 請 を し ま し た が， 一 度 も 貰 っ た こ と が あ り ま

せ ん
。

と こ ろ が
，

Ｐ さ ん よ り も 成 績 の 悪 そ う な （と， Ｐ さ ん が 思 っ て い る） 留 学 生

た ち が 奨 学 生 に な っ て い る の に 気 が つ き ま し た。 日 本 の 奨 学 生 の 制 度 は ど う な っ て

いるのか， 担当教官や指導教官に何回説明を聞いて も納得 できません。 Ｐさんは次

第 に 腹 が 立 っ て き ま し た
。

他 の 日 本 人 に そ の こ と を 話 し て も
，

た だ Ｐ さ ん の 話 を 聞

く か，
「頑 張 っ て 勉 強 し て 下 さ い ね」と 言 う ば か り で す。 Ｐ さ ん は 自 分 に 奨 学 金 を 支

給 し な い 日 本 の 制 度 は 「お か し い ！」 と 考 え る よ う に な り ま し た。
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外 国人 留学 生の 受入 れ に関 する心 理学 的研究 （八 重 澤 ・ 桜 田 ・ 島）

資 料 ２ 回答用紙

↑
理解できる

どちらかといえば どちらかといえば

理解できる 理解できない 理解できない

① 留学 生の言 うこ と を

１ ２ ３ ４

共感する

どちらかといえば どちらかといえば

共感 できる 共感できない 共感しない

② 留学生 の発 言 （内容） に

１ ２ ３ ４

③ 留学 生の 発言 に 登 場 す る 日 本 人 と

同じ様 な行動 を

する可能性

がある

どちらかといえば どちらかといえば

する可能性がある する可能性がない

する可能性

がない

１ ２ ３ ４

¢
理解できる

どちらかといえば どちらかといえば

理解できる 理解できない 理解できない

①留学 生言う こと を

１ ２ ３ ４

共感する

どちらかといえば どちらかといえば

共感できる 共感できない 共感しない

② 留学 生の発 言 （内容） に

１ ２ ３ ４

③ 留 学 生の 発 言 に 登場 す る 日 本 人 と

同じ様 な行 動を

する可能性が

ある

どちらかといえば どちらかといえば

する可能性がある する可能性がない

する可能性が

ない

１ ２ ３ ４
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日本語 ＣＡＩ教材の開発 に向けて
一金 沢大学 留学生 に対する二 一ズ 調査一

峯 正 志 ・ 鎌 田 倫 子 ・ 能 波 由 佳 ・ 深 澤 の ぞ み

は じ め に

社 会 の 情 報 化 に 伴 い， コ ン ピ ュ ー タ は さ ま ざ ま な 分 野 に 影 響 を 及 ぼ し て い る。 日 本 語

教 育 の 現 場 に も 近 年 コ ン ピ ュ ー タ は 何 ら か の 形 で 導 入 さ れ， コ ン ピ ュ ー タ 利 用 に 関 す る

プ ロ ジ ェ ク ト や 学 習 用 ソ フ ト の 開 発 な ど に 関 す る 研 究 発 表 も 頻 繁 に 行 わ れ る よ う に な っ

た。 こ の 背 景 に は
， 学 習 者 の 個 性 に 応 じ て 適 切 な 教 授 メ デ ィ ア を 選 択 す る 必 要 が あ り，

コ ン ピ ュ ー タ も 教 授 メ デ ィ ア と し て 大 き な 可 能 性 を 秘 め て い る と い う 考 え が あ る。

金沢大学には現在多く の留学生が学 んでおり， 彼等 を対象と した日本語クラスも開講

さ れ て い る。 し か し な が ら， 個 々 の 留 学 生 の さ ま ざ ま な 二 一 ズ に 対 応 す る の が 難 し い 状

況 で あ る。 そ こ で
，

筆 者 ら は 日 本 語 ＣＡＩ 教 材 を 利 用 す る こ と に よ っ て， 留 学 生 の 二 一 ズ

に よ り き め 細 か く 応 え る こ と が で き る の で は な い か と 考 え
，

日 本 語 ＣＡＩ 教 材 の 開 発 に 向

け て， 今 回 の 二 一 ズ 調 査 を 実 施 し た。

Ｉ． 調 査の目的と 調査方 法

１ 調査の目的

本調査の目的は， 金沢大学に在籍する留学生に対して， 以 下の３点 について調査を行

う こ と で あ る。

（１） 日本語学習の二一ズ

（２） 補講コースを受講できない理由

（３） コンピュータやネッ トーワークを利 用した日本語学習の可能性

最終的には，金沢大学 で実施されている日本語教育で使用する ＣＡＩ教材を開発するこ

と を 目 指 す。

２ 調査方法

調査方法は筆記アンケー ト形式を採用し， 平成９年度の日本語補講コース対象者 （正

規 学 部 生 を 除 く， 全 て の 留 学 生） ２７５名 に 対 し て 実 施 し た。 ア ン ケ ー ト 用 紙 は 日 本 語 版，
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英語版， 中国語版 を作成 し， 中国語母語話者には日本語版と中国語版， その他の言語が

母語である留学生 には日本語版と英語版のア ンケート用紙 を準備 した。 回答にあたって

は， 配 布 し た ２ 種 類 の ア ン ケ ー ト 用 紙 か ら ユ 種 類 を 選 択 し た 上 で 回 答 し て も ら っ た。

ア ン ケ ー ト は 平 成 ９ 年１２月１２日 か ら２６日 に か け て 実 施 し
， そ の 間 に 日 本 語 補 講 ク ラ ス

に 出 席 し た 留 学 生 に は ク ラ ス で ア ン ケ ー ト に 回 答 し て も ら っ た。 ク ラ ス に 出 席 し て い な

かった留学生に は， 各学部及 び研究科の学生係の協力 を得てア ンケー トを配布， 回収 し

た。 最 終 的 に１５１名 か ら の 回 答 を 得 る こ と が 出 来 た。 回 収 率 は５４．９％ で あ る。

な お
，

調 査 に 用 い た ア ン ケ ー ト は 論 文 末 に 掲 載 し た。 紙 数 の 関 係 で
，

日 本 語 版 の み 載

せ て い る。

皿． 調 査 結 果 の 概 要

こ の 章 で は， 今 回 の 調 査 で 得 ら れ た 結 果 の 概 要 を 提 示 す る。 提 示 の 仕 方 に つ い て は，

まず質問項目のねらいについて述べ， それからア ンケート結果を表の形で示 し， 最後に

必 要 に 応 じ て そ れ に つ い て の コ メ ン ト を 述 べ る， と い う 形 に す る。

１ 調査対象者の属 性

ア ン ケ ー ト で は ま ず 調 査 対 象 者 に つ い て の 基 本 的 な 情 報 を 得 る た め に， 属 性 に つ い て

聞 い た。 項 目 は， 氏 名， 年 齢， 性 別， 国 籍， 母 語
，

所 属，
来 日 年 月

， 来 日 前 の 日 本 語 学

習 歴１）
， で あ る。 こ こ で は， 氏 名 と 来 日 年 月 を 除 く 項 目 の 集 計 を 載 せ た （表 １）。

表 １ 留 学 生 の 属 性

平均年令
国 籍 母 語 身 分

来日前の 学習期間
・ 性 別 学 習 歴 （か月）

計１５１人 平 均 ２９．９歳 （本 文 中 （本 文 中 博 士 ５８人 有 ９２人 ２３．２ヵ 月

男 １０２人 に 記 載） に 記 載） 博 士 課 程 での 研 究 生 １６人 ６０．９％

６７．５％ 修 士 ２２人

女 ４９人 修 士 課 程 での 研 究 生 ２４人 無 ５９人

３２．５％ そ の 他（研 究 生 を 含 む） ３１人 ３９．１％

Ｉ）学習 期 間 の 平均 を 一 応 挙 げた が， こ の 数 字に は あま り 意 味 がな い。 例 え ば， 日 系の 留 学 生が 白 分の 年 齢と 同

じ年 数 を学 習 期 問 と して 記 入 した 例 も あ る し， ま た学 習 のや り 方 が そ れ ぞれ 異 なっ て い る（例 え ば， 学 校 で学 ん

だか， 独習 か， １ 日 に何 時 間 く らい 学 習 した か 等） ので， 単純 な 数 字 の比 較 は 意 味 がな い。 しか し， 全 く 意味 が

ない と いう わ け で もな い。 例 え ば， 理 系 の 学生 と 文 系の 学 生 で， どのく らい 事 前 学習 の量 が 違う の かと いっ た 点

の 参考 に はな ろう。 そ の 場 合 に は， 場 合 に 分 けた 数 字 を挙 げな け れ ばな ら な いが， い ず れに し ても， 本 論文 で は

こ の 点 の 考 察 は 行 っ て い な い。
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日 本語 ＣＡＩ教 材の 開発 に向 けて （峯 ・ 鎌 田 ・ 能 波 ・ 深 澤）

国 籍 に つ い て は， 以 下 の 通 り。

中 国 （９２），
バ ン グ ラ デ シ ュ （７）， イ ギ リ ス （６）， ア メ リ カ （５）， ロ シ ア （５）， 韓

国 （５）， イ ン ドネ シ ア （４）， エ ジ プ ト （３）， タ イ （３）， フ ィ リ ピ ン （２）
，

ポ ー ラ ン

ド （２）， ガ ー ナ （２）， マ レ ー シ ア （２）
， フ ラ ン ス （２）， モ ン ゴ ル （２）， ア イ ル ラ ン

ド （２）， フ ィ ン ラ ン ド
， イ タ リ ア

，
オ ー ス ト ラ リ ア， ブ ラ ジ ル， ド イ ツ， タ ン ザ ニ ア，

台湾 （各１）

ま た， 母 語 に つ い て は， 以 下 の 通 り。

中 国 語 （８６），
英 語 （１３），

ベ ン ガ ル 語 （７）， ロ シ ア 語 （６）， 韓 国 語 （５）， イ ン ド ネ

シ ア 語 （３）， ア ラ ビ ア 語 （３）， モ ン ゴ ル 語 （３）， ア カ ン 語 （２），
ポ ー ラ ン ド 語

（２）， タ イ 語 （２）， フ ラ ン ス 語 （２），
ビ サ ヤ 語， ス ワ ヒ リ 語，

ル ー マ ニ ア 語
， マ レ ー

語， ポ ル ト ガ ル 語， ウ イ グ ル 語，
カ ザ フ 語，

ド イ ツ 語
，

ベ ト ナ ム 語
，

フ ィ ン 語
，

イ タ リ

ア語 （各１）， 不明 （６）

国 籍 は， 過 半 数 が 中 国 （６０．９％） で あ る。 そ の 他 の 国 も ア ジ ア 諸 国 が 多 く （ア ジ ア の

国は全体のほぼ８割） を占めている。 来日前の学習歴 は， 既習者の方が未習者よりやや

多 く な っ て い る。

２ 日 本 語 と 日 本 語 の ク ラ ス に つ い て

次 に， 日 本 語 補 講 コ ー ス の 利 用 度 を 探 る た め
， 現 在 日 本 語 補 講 コ ー ス に 参 加 し て い る

か ど う か を 聞 い た
。

ま た
，

現 在 参 加 し て い な い 留 学 生 に つ い て も， 以 前 参 加 し て い た か

ど う か を 尋 ね た （表 ２）。

表 ２ 日 本 語 補 講 コ ー ス の 出席 状 況

Ｏ．
１ １

．
１

現 在 ク ラ ス に 出 席 し て い る か 過 去 にク ラ ス に 出 席 し た こ と が あ る か

有 効 １５１人 有 効 ７２人

計１５１人 い る ７９人 ５９．３％ あ る ４５人 ６２．５％

い な い ７２人 ４７．７％ な い ２６人 ３６．１％

不 明 １ 人

金沢大学 で現在日本語補講コース を受けている留学生の割合は， 約半分であることが

わ か る。 そ し て， 今 参 加 し て い な い 留 学 生 で も， ６０％ 以 上 は 以 前 に 参 加 し て い る。 全 く

授 業 を 受 け た こ と の な い 学 生 は， １７．２％ に す ぎ な い。

ク ラ ス に 現 在 出 席 し て い な い と 答 え た７２人 の 出 席 し な い 理 由 に つ い て は 表 ３ に ま と め

た
。
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表 ３ ク ラ ス に 出 席 し な い 理 由

１．２ ク ラ ス に 出 席 しな い 理 由

有 効 ７２人 不 明 １ 人 （Ｏ．７％）

都 合 が 悪 い 内 容 が 悪 い
レ ベ ル が 合わ

な い

専 門 が 忙

し い

日 本 語 が

必 要 な い
そ の 他

計７２人 ２４人 ３３．３％ ６ 人 ８．３％ ９ 人 １３．０％ ５６人 ７７．８％ ４ 人 ５．６％ １人 Ｏ．７％

「専 門 が 忙 し い」 と い う 理 由 が 最 大 で あ っ た。 そ の 次 に 挙 げ ら れ た の が 「都 合 が 悪 い」

と い う 理 由 で あ る。 専 門 の 授 業 と 日 本 語 補 講 の 授 業 が か ち 合 っ て い る た め と 思 わ れ る。

次に何のために日本語の学習 が必要なのかという問いを設けた （表４）。
「日常生活の

た め に 必 要 で あ る」 と い う 理 由 が 最 大 で あ っ た。

表 ４ 日 本 語 が 必 要 な 理 由

２．１ 日 本 語 が 必 要 な 理 由

有 効 １５ユ人 不 明 １ 人 （Ｏ．７％）

日 常 生 活
研 究 室

ゼ ミ や 授 業 文 献
学 会 や ゼ ミ レ ポ ー ト や

で の 生 活 で の 発 表 論 文
そ の 他

計１５ユ人 １３４人 １０１人 １１５人 ９７人 ９７人 ９３人 ４ 人

８８
．
７ ％ ６６

．
９ ％ ７６

．
２ ％ ６４

．
２ ％ ６４

．
２ ％ ６１

．
６ ％ ２

．
６ ％

次 に， 日 本 語 学 習 に 関 す る 二 一 ズ を 調 べ る た め， 日 本 語 に 関 し て ど の よ う な こ と を 学

習 し た い か 聞 い た （表 ５）。

表 ５ 日 本 語 に 関 して 学 習 し た い こ と

計１５１人

３．１ 日 本 語 に 関 し て 学 習 し た い こ と 有 効 １５１人 不 明 ３ 人 （２．Ｏ％）

文 法

９１人

６０．３％

漢 字

４２人

２７．
８ ％

か な

文字

１７人

１１
．
３ ％

ワ ー

プロ

３７人

２４
．
５ ％

リ ス ニ

ン グ

８８人

５８．３％

読み物

９６人

６３．
６ ％

作 文

９５人

６２
．
９％

会 話

１１５人

７６．
２ ％

専 門

６２人

４１
．
１％

そ の 他

２ 人

１
．
３ ％

補 講 で 特 に 勉 強 し た い 事 柄 は， （１） 会 話， （２） 読 み 物， （３） 作 文， （４） 文 法， （５）

リ ス ニ ン グ， と い う 順 番 で あ る （表 ５）。 こ の 順 位 に つ い て は
，

留 学 生 の 属 性 （大 学 院 所

属 留 学 生 か そ う で な い か， 文 系 か 理 系 か， 等） に よ っ て か な り 異 な る （第 ４ 章， 第 ５

章）。
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３ コ ン ピ ュ ー タ に 関 す る こ と

こ こ で は ま ず
， コ ン ピ ュ ー タ を 使 え る か どう か と， い ま ま で に ＣＡＩ ソ フ ト で 日 本 語 を

学 習 し た こ と が あ る か ど う か に つ い て 質 問 し た （表 ６）。

表 ６ コ ン ピュ ー タ や ＣＡ１教 材 の 使 用 に つ い て

４
．

１ ４
．

１
．
１ ４

．
１
．

２

コ ン ピュ ータ が 使 え る か コンピュータを 使 いた い か ＣＡＩ で 勉 強 し た こ と が

有 効 １５！人 有 効 ２７人 あ る か 有 効 １２３人

使 え る １２４人 ８２．１％ 使 い た い ２６人 ９６．３％ あ る ８ 人 ６．５％

計１５１人 使 え な い ２７人 １７．９％ 使 い た く な い Ｏ 人 Ｏ ％ な い １１４人 ９０．２％

不 明 １ 人 ３．７％ 不 明 ４ 人 ３．３％

コ ン ピ ュ ー タ を 使 え る 留 学 生 は１５１人 中１２４人 （８２
．
１％） で あ っ た。 さ ら に， 使 え な い

留 学 生２７人 も す べ て 使 え る よ う に な り た い と 思 っ て い る。

ＣＡＩ で 勉 強 し た こ と が あ る か と い う 問 い に は， 殆 ど の 留 学 生 が 「使 っ た こ と が な い」

と 答 え て い る。 従 来 か ら か な り の 数 の ＣＡＩ ソ フ ト が 発 表 さ れ て い る が
， 実 際 に は あ ま り

使 わ れ て い な い 実 態 が わ か る。 こ れ は
，

金 沢 大 学 の 日 本 語 補 講 コ ー ス で そ の 様 な ソ フ ト

を 用 い て い な い こ と も 大 き な 理 由 だ が， 来 日 前 に 日 本 語 を 学 習 し て い る 留 学 生 が 多 い こ

と を 考 え る と， 欧 米 も 含 め て， コ ン ピ ュ ー タ ソ フ ト で 日 本 語 を 学 習 す る こ と が， ま だ ま

だ 一 般 的 に な っ て い な い 実 態
、
を 表 し て い る よ う で あ る。

次 に， ＣＡＩ ソ フ ト で 日 本 語 を 学 習 す る と し た ら， ど の よ う な こ と を コ ン ピ ュ ー タ で 学

習 し た い か に つ い て 質 問 し た （表 ７）。

表 ７ コ ン ピ ュ ー タ 教 材 で学 習 し た い こ と

４．２． コ ン ピ ュ ー タ 教 材 で 学 習 し た い こ と 有 効１５０人 不 明１２人 （８．Ｏ％）

１
．

２
．

３
．

４
．

５
．

６
．

７
．

８
．

９
．

１０
．

１１
．

１２
．

１３
．

文 法 漢 字 か な 読 み 作 文 ワ ー 会 話 聴 解 専 門 練 習 参 考 ゲ ー そ の

文字 物 プロ 的 書的 ム的 他

計 ７４人 ４７人 １７人 ７５人 ７８人 ５６人 ８５人 ６９人 ５６人 ４９人 ４６人 ２８人 １ 人

１５１人 ４９
．
３％ ３１．３％ １１．３％ ５０．０％ ５２

．Ｏ％ ３７．
３％ ５６

．
７％ ４６

．
０％ ３７

．
３％ ３２

．
７ ％ ３０

．
７ ％ １８

．
７ ％ ０

．
７％

こ こ で の 順 位 は， （１） 会 話， （２） 作 文， （３） 読 み 物， （４） 文 法， （５） リ ス ニ ン グ

の 順 位 と な っ て い る。 パ ー セ ン テ ー ジ に は あ ま り 大 き な 差 は な い が
，

３
．
１で 聞 い た「日 本

語 に 関 し て 学 習 し た い こ と」 の 順 位 と ほ と ん ど 同 じ と な っ て い る。
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こ こ で は， 留 学 生 が ど の よ う な 形 式 の ソ フ ト を 求 め て い る の か を 知 る た め に，
「練 習 的

な も の」，
「参 考 書 的 な も の」，

「ゲ ー ム 的 な も の」 と い う 選 択 肢 を 加 え て い る。 結 果 は，

この３つの選択肢の中ではゲーム 的なものを求める留学生の割合が一番小さかった。 こ

れ ま で 楽 し く 学 習 で き る も の と い う こ と で，
む し ろ ゲ ー ム 的 な ソ フ ト の 方 が， 積 極 的 に

開 発 さ れ て き た よ う に 思 わ れ る。
「ゲ ー ム 的 な も の」と い う 選 択 肢 が， 留 学 生 に ど の よ う

な イ メ ー ジ を 与 え た の か が は っ き り し な い の で， 断 定 的 な こ と は 言 え な い が
，

こ こ で の

結 果 は， こ の 様 な 開 発 姿 勢 に 再 考 の 余 地 が あ る こ と を 示 し て い る よ う に 思 え る。

次 に， ＣＡＩ ソ フ ト を
，

ど こ で，
い つ 使 い た い か と い う 質 問 を し た。 （表 ８）

表 ８ コ ン ピュ ー タ を 使 い た い 場 所 と 時 間

４．３ どこ で コ ン ピュ ー タ 教 材 を 使 い た い か ４．４ いつコンピュー タ教 材 を使 いた いか

有 効 １５０人 不 明 ７ 人 （４．７％） 無 効 ３０人 有 効 １２０人 不 明 ６人

日 本 語 研 究 室 自 宅 専 用 の そ の 他 ク ラ ス 放 課 後 い つ でも そ の 他

のクラス 部 屋 の 中

計１５１人
３２人 ９６人 ６２人 ４６人 ○ 人 １２人 ３５人 ７８人 ７ 人

２１．３％ ６４．Ｏ％ ４１．３％ ３０．７％ Ｏ ％ １０％ ２９．２％ ６５．０％ ５．８％

使 う 場 所 に 関 し て は， 研 究 室 や 白 宅 で 使 用 し た い と い う 留 学 生 が 多 い こ と が 分 か っ た。

日 本 語 の 授 業 で 使 っ て 欲 し い 留 学 生 は２０％ 程 度 で あ っ た
。 先 生 が い る の に コ ン ピ ュ ー タ

を 使 う こ と は な い と 言 う こ と で あ ろ う か。 使 う 時 間 に 関 し て は，
「い つ で も」と い う 回 答

が 多 か っ た。
１）

次 に， 留 学 生 の コ ン ピ ュ ー タ に 関 す る 環 境 に つ い て 質 問 し た。 ＣＡＩ ソ フ ト を 開 発 し た

場合に， 留学生 がそ れを自由に使える環境にあるか どう か聞くため である （表９）。

こ こ で の 回 答 で， 留 学 生 の ４ 人 に ３ 人 は 自 分 が 自 由 に 使 え る コ ン ピ ュ ー タ が あ る こ と

が 分 か る。 ま た， そ の コ ン ピ ュ ー タ の ほ と ん ど は イ ン タ ー ネ ッ ト に も 接 続 さ れ て い る。

ま た， メ ー ル の ア カ ウ ン ト も ほ と ん ど の 留 学 生 が 持 っ て お り， ソ フ ト を 開 発 し た 場 合，

イ ン タ ー ネ ッ ト を 用 い て 配 布 す る こ と が 可 能 で あ る こ と が 分 か る。

機 種 は， 留 学 生 の 間 で は マ ッ キ ン ト ッ シ ュ の シ ェ ア も Ｗｉｎｄｏｗｓ と 同 様 に 高 い （４６．１

％）。 特 に マ ッ ク の み を 記 入 し た 留 学 生 は， ３５名 中３１人。 つ ま り， マ ッ ク と 回 答 し た も の

の ほ と ん ど は， 自 由 に 使 え る コ ン ピ ュ ー タ が マ ッ ク だ け し か な い 状 況 を 示 し て い る。 自・

宅 な ど で 好 き な と き に 学 習 す る よ う な 場 合
，

マ ッ ク し か 使 え な い 留 学 生 が 結 構 い る と い

！〕この 質 問項 目 は， 中 国 語版 で は 完 全に 脱 落 して い る。 従っ て， 中 国 語 版 で回 答 した３０名 分の データ が 無 効と

な っ た。
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表 ９ コ ン ピ ュ ー タ に 関 す る 環 境

５．０ コ ン ピ ュ ー タ が ５．Ｏ．１ 機 種 ５．１ イ ン タ ー ネ ッ ト ５．２ メ ー ル の ア カ ウ

あ る か 有 効 ７６人 に 接 続 し て い る か ン トを 持 っ て い る か

有 効１４８人 不 明２人 有 効 １０８人 有 効 １０８人

計１５１人 あ る １０８人 ７３．Ｏ％ Ｗｉｎｄｏｗｓ ４１人 い る ８８人 ８１．５％ い る ９２人 ８５．２％

な い ４０人 ２７．０％ ５３．９％ い な い １９人 １７．６％ い な い １５人 １３．９％

Ｍａｃｉｎｔｏｓｈ ３５人 不 明 １ 人 Ｏ．９％ 不 明 １ 人 Ｏ．９％

４６
．
１ ％

ＵＮＩＸ ７ 人

９
．
２ ％

う こ と で あ る。 こ こ 数 年 で こ の 状 況 が ど う な る か は 分 か ら な い け れ ど も
，

現 時 点 で は，

ＣＡＩ ソ フ ト を 開 発 す る と き に は マ ッ ク 版 も 開 発 す る 必 要 が あ る と 思 わ れ る。

皿． ＣＡ１ 教 材 の 二 一 ズ ー大学院所属ど学部所属による分析一

ＣＡＩ教材に対する二一 ズは， 大学院所属留学生と学部 所属留学生によって違いがある

か 分 析 し た。

なおここで 「大学院所属留学生」 （以 後 「大学院所属生」 と略称する） と呼ぶのは， 博

士課程と修士課程に所属する院生と研究生のことである。 博士課程レベルの大学院所属

生は， 杜会環境科学研究科， 自然科学研究科， 医学研究科の３研究科に所属 している。

修士課程 レベルの大学院所属生 は， 文学研究科， 教育学研究科， 法学研究科， 経済学研

究科， 理学研究科， 工学研究科， 薬学研究科， 自然科学研究科の８研究科に所属して い

る。
「学部所属留学生」 （以 後「学部所属生」） と呼ぶのは， 学部に所属する留学生から正

規 の 学 部 学 生 を 除 い た，
短 期 留 学 生 と 専 修 生 の こ と で あ る。 学 部 所 属 生 は， 今 現 在， 文

学 部，
教 育 学 部，

法 学 部
，

経 済 学 部， 医 学 部， 留 学 生 セ ン タ ー の ６ つ の 部 署 に 所 属 し て

い る
。

１ コ ン ピ ュ ー タ や ＣＡ１ 教 材 に つ い て

コ ン ピ ュ ー タ や ＣＡＩ 教 材 の 使 用 に つ い て の 回 答 を 以 下 に ま と め る。

コ ン ピ ュ ー タ ー が 使 え る の は，
大 学 院 所 属 生１２０人 の う ち１０５人（８７．５％）， 学 部 所 属 生

３１人 の う ち１９人 （６１．３％） で あ る。 コ ン ピ ュ ー タ を 使 う 能 力 は 大 学 院 所 属 生 の 方 が 有 意
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に 高 い。 （κ２
， ｐ ＜Ｏ．

０１）

次 に， コ ン ピ ュ ー タ を 使 え る 学 生 の 中 で， ＣＡＩ で 学 習 し た 経 験 の あ る 学 生 は， 大 学 院

所 属 生 （６．７％）， 学 部 所 属 生 （５．３％） の ど ち ら も 非 常 に 少 な く， 差 が 認 め ら れ な い。

「コ ン ピ ュ ー タ を 使 え る」 学 生 の 割 合 は 大 学 院 所 属 生 の 方 が 高 い。 ＣＡＩ 教 材 を 使 っ た

こ と が あ る 学 生 は 両 群 と も 非 常 に 少 な い。

２ コ ン ピ ュ ー タ 教 材 で 学 習 し た い こ と

次 に コ ン ピ ュ ー タ 教 材 で 何 を 学 習 し た い か を
，

所 属 別 の 枠 組 み で 見 て み よ う。

「コ ン ピ ュ ー タ で 何 を 学 習 し た い か」 と い う 質 問 に 対 す る 回 答 は 表１０の よ う に な っ た。

表１０ コ ン ピ ュ ー タ 教 材 で学 習 し た い こ と （所 属 別）

４．２． コ ン ピ ュ ー タ 教 材 で 学 習 し た い こ と

１
．

２
．

３
。

４
．

５
．

６
．

７
．

８
．

９
．

１０
．

１１
．

１２
．

文法 漢字 かな 読み 作文 ワー 会話 聴解 専門 練習 参考 ゲー

文 字 物 プロ 的 書 的 ム 的

大 学 院 所 ５６人 ３２人 １２人 ５４人 ５９人 ３８人 ７０人 ５７人 ４４人 ３６人 ３１人 １９人

属 生１２０ 人 ４６
．
７％ ２６

．
７％ １０

．
Ｏ％ ４５．

０％ ４９
．
２％ ３１

．
７％ ５８

．
３％ ４７

．
５％ ３６

．
７％ ３０

．
０％ ２５

．
８％ １５

．
８％

学 部 所 属 １８人 １５人 ５ 人 ２１人 １９人 １８人 １５人 １２人 １２人 １３人 １５人 ９ 人

生 ３０人 ６０．Ｏ％ ５０．０％ １６．１％ ７０．０％ ６３．３％ ６０．０％ ５０．０％ ４０．Ｏ％ ４０．０
％ ４３．

３％ ５０．０％ ３０．０％

大 学 院 所 属 生 の 上 位 ５ 項 目 は
， １ 位 「会 話」 ２ 「作 文」 ３ 位 「聴 解」 ４ 位 「文 法」 ５

位 「読 み 物」 と な っ て い る。
「会 話」

「作 文」 の よ う な 発 信 能 力 に 関 る 学 習 項 目 が，
「聴 解」

「読 み 物」 の よ う な 受 信 能 力 に 関 る 学 習 項 目 よ り 上 位 に 来 て い る。 ま た，
「会 話」

「聴 解」

のような口頭技能 が高い順位を占めていることが特徴的である。

学 部 所 属 生 で は， １ 位 「読 み 物」 ２ 位 「作 文」 ３ 位 「ワ ー プ ロ」
「文 法」 ５ 位 「会 話」

「漢 字」
「参 考 書」 と な っ て い る。

「読 み 書 き」 が 口 頭 技 能 よ り も 高 い１頃 位 を 占 め て い る。

「ワ ー プ ロ」 と い う 項 目 が 上 位 に 挙 げ ら れ て い る の も 特 徴 的 で あ る。

２ 群 の 学 生 の 間 で 相 違 の 大 き い 項 目 と し て， ま ず「ワ ー プ ロ」 （κ２， ｐ＜０．０１）が 挙 げ ら

れ る。 学 部 所 属 生 で は ３ 位 と 希 望 が 多 い が， 大 学 院 所 属 生 で は ７ 位 と あ ま り 高 く な い。

大 学 院 所 属 生 で は 「ワ ー プ ロ」 は 習 得 済 み の 学 生 が 多 い か ら で は な い か と 考 え ら れ る。

次 い で，
「漢 字」

「読 み 物」
「参 考 書 的 学 習」 （κ

２
， ｐ＜Ｏ．０５）が 有 意 差 が あ り， す べ て， 学

部所属生の回答が大学院所属生を上 回っている。

両 群 で 希 望 の 順 位 が 高 か っ た 項 目 は 「作 文」
「読 み 物」

「会 話」
「文 法」 な ど で あ る。 逆

に 両 群 で 希 望 が 比 較 的 少 な か っ た 項 目 は「か な 文 字」
「ゲ ー ム 的 な も の」

「練 習 的 な も の」
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日 本語 ＣＡＩ教 材の 開発 に向 けて （峯 ・ 鎌 田 ・ 能 波 ・ 深 澤）

「専 門 的 な も の」 な ど で あ る。

３ コ ン ピ ュ ー タ 教 材 を 使 い た い 場 所 や 時 間 に つ い て

「コ ン ピ ュ ー タ 教 材 を 使 う と し た ら， ど こ で， い つ 使 い た い か」 に つ い て の 回 答 を 表

１１に 示 し た
。

コンピュータ教材の使用 場所， 使用時問に関して は， 大学院所属生と学部所属生で大

部分の項目に有意差が見られた。

表１１ コ ン ピュ ー タ を 使 いた い 場 所 と 時 間 （所 属 別）

４．３． コ ン ピ ュ ー タ 教 材 を 使 う 場 所
４．４． 教 材 を 使 う 時

有 効 ： 大 学 院 ９６人， 学 部 ２４人

１
．

日 本 ２
．

研 究 ３
．

自 宅 ４
．

コ ン １
．

日 本 ２
．

放 課 ３
．

い つ ４
．

そ の

語 の ク ラ 室 ピ ュ ー タ 語 の ク ラ 後 で も 他

ス 学 習 室 ス

大 学 院 所 属 生 ２１人 ８３人 ４２人 ２６人 ８ 人 ２１人 ６３人 ６ 人

１２０ 人 １７
．
５％ ６９

．
２ ％ ３５

．
Ｏ ％ ２１

．
７％ ８

．
３ ％ ２１

．
９ ％ ６５

．
６ ％ ６

．
３ ％

学 部 所 属 生 １１人 １３人 ２０人 ２０人 ４ 人 １４人 １５人 １ 人

３０人 ３６．７％ ４３．３％ ６６．７％ ６６．７％ １６．７％ ５８．３％ ６２．５％ ４．２％

使用場所についてはすべての項 目で有意差が見られた。 大学院所属生は 「研究室」 で

使 い た い 学 生 が １ 位 で 学 部 所 属 生 よ り 多 い。 学 部 所 属 生 は，
「コ ン ピ ュ ー タ 室」

「自 宅」

が 同 数 で １ 位， 次 い で ３ 位 「研 究 室」 ４ 位 「日 本 語 ク ラ ス」 で，
「研 究 室」 以 外 の す べ て

の 項 目 で 大 学 院 所 属 生 よ り 多 い。 学 部 所 属 生 は 特 に 「コ ン ピ ュ ー タ 室」 へ の 希 望 が 強 い

点が特徴的で， 大学院所属生と大きな相違 を示している。

使用 時問では， 大学院所属生も学部所属生も１位は 「いつ でも」 で， その問に有意差

は 認 め ら れ な い。
「い つ で も」使 え る こ と が ど ち ら の 学 生 に と っ て も 一 番 好 都 合 で あ る こ

と が わ か る。
大 学 院 所 属 生 の ２ 位 は 「そ の 他」 で あ る が

，
学 部 生 の ２ 位 は 「放 課 後」 で，

学部 所属生は 「放課後」 の使用を望んでいる学生が多い。 使用 時問の３項目では 「放課

後」 に だ け 有 意 差 が 認 め ら れ た。

コンピュータ教材を使う場所と時問に関して， 大学院所属生 と学部所属生で希望に相

違 が あ る こ と が 観 察 さ れ た。 使 用 時 間 で は 「い つ で も」 が ど ち ら に と っ て も 一 番 望 ま れ

る。 学 部 所 属 生 は そ れ に，
「放 課 後」 と い う 項 目 が 続 く。 場 所 は， 大 学 院 所 属 生 は 「研 究

室」
「自 宅」 の 順 で あ り， 学 部 所 属 生 で は 「白 宅」 と 「コ ン ピ ュ ー タ 室」 が 同 数 で １ 位 で

あ る。
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大学院所属生 が 「研究室」 を希望するのは学部所属生より 「研究室」 にいることが多

い か ら で あ る と 考 え ら れ る。 他 方， 学 部 所 属 生 は，
「放 課 後」 と 「コ ン ピ ュ ー タ 室」 で の

利用に希望が多いことが特徴的である。 これは， 学部所属生 では， 所属の研究室で過 ご

す時間が大学院所属生より少ないからと考えられる。

４ コ ン ピュ ー タ 環 境

コ ンピュータ環境についての回答でも， 大学院所属生と学部所属生では有意差が見ら

れ た。

学 部 所 属 生 は３０人 の う ち 半 数 以 下 の１３人 （４３．
３％） し か 使 用 可 能 な コ ン ピ ュ ー タ を 確

保 し て い な い が， 大 学 院 所 属 生 は１２０人 の う ち９５人 （７９．２％） が 使 用 可 能 な コ ン ピ ュ ー タ

を 確 保 し て い る。 学 部 所 属 生 で は， 前 節４．３で， 使 用 場 所 や 使 用 時 問 に「コ ン ピ ュ ー タ 学

習 室」 や 「放 課 後」 と い う 答 え が 多 く な っ た の も
， 使 用 可 能 な コ ン ピ ュ ー タ を 確 保 し て

い な い か ら と 考 え ら れ る。

コンピュータを使用可能な学生のうち， イ ンターネツトヘの接続が可能なのは大学院

所 属 生 は９５人 の う ち８２人 （８６．３
％） で， 学 部 所 属 生 は１３人 の う ち ６ 人 （４６．２％） で 大 き

な 相 違 が あ る。 し か し， メ ー ル ア カ ウ ン ト の 保 有 に 関 し て は， 大 学 院 所 属 生８１人 （８５．３

％）， 学 部 所 属 生１１人 （８４．６％） で， 両 群 に 有 意 差 は 認 め ら れ な い。

使 用 可 能 な コ ン ピ ュ ー タ を 持 っ て い て， メ ー ル ア カ ウ ン ト を 持 っ て い る 学 生 が 比 較 的

多 い よ う だ。 し か し
，

イ ン タ ー ネ ッ ト に 接 続 し て い る コ ン ピ ュ ー タ の 使 用 は 学 部 生 に は

か な り 制 限 が あ る よ う だ。

５ 所属 によ る二一 ズ分析結果の考察

留 学 生 の 大 学 院， 学 部 と い う 所 属 の 枠 組 み に よ っ て， ＣＡＩ 教 材 へ の 二 一 ズ を 集 計 し て

観 察 し た
。

「コ ン ピ ュ ー タ や ＣＡＩ 教 材 の 使 用」 に つ い て
，

コ ン ピ ュ ー タ を 使 う 能 力 や 使 用 可 能 な

コンピュータの確保については， 大学院所属生の方が学部所属生より高いことが観察さ

れ た。 こ れ は
， 研 究 室 で の 立 場 に よ り コ ン ピ ュ ー タ が 使 用 で き る 割 合 が 異 な る か ら と 考

え ら れ る。

「コ ン ピ ュ ー タ 教 材 で 学 習 し た い こ と」 に つ い て は， 大 学 院 所 属 生 で は １ 位 「会 話」

２ 「作 文」 ３ 位 「聴 解」 ４ 位 「文 法」 ５ 位 「読 み 物」 の 順 で あ る。
「会 話」

「作 文」
「聴 解」

な ど， 発 信 能 力 や 口 頭 技 能 に 関 る 項 目 を 希 望 す る 留 学 生 が 多 い。 他 方
， 学 部 所 属 生 で は

，

１ 位 「読 み 物」 ２ 位 「作 文」 ３ 位 「ワ ー プ ロ」
「文 法」

「参 考 書」 の 順 で あ る。 口 頭 技 能

よ り 「読 み 書 き」 を 希 望 す る 留 学 生 が 多 い。
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日 本語 ＣＡＩ教 材の 開発 に向 けて （峯 ・ 鎌 田 ・ 能 波 ・ 深 澤）

両 群 で 相 違 の 大 き い 項 目 と し て 「ワ ー プ ロ」
「漢 字」

「読 み 物」
「参 考 書 的 学 習」 な ど が

あり， いずれも学部所属生の方が希望 が多い。 両群で希望 が多 かった項目は「作文」
「読

み 物」
「会 話」

「文 法」 な ど で あ る。 逆 に 両 群 で 希 望 が 比 較 的 少 な か っ た 項 目 は 「か な 文

字」
「ゲ ー ム」

「練 習」
「専 門」な ど で あ っ た。 ＣＡＩ 教 材 の 開 発 に あ た っ て は， 希 望 の 多 か

っ た 項 目 を 中 心 に 考 え て い く 必 要 が あ る。

「コ ン ピ ュ ー タ を 使 う 場 所 と 時 問」 に つ い て， 大 学 院 所 属 生 で は 「研 究 室」 で 「い つ

で も」 が 多 い。
一 方， 学 部 所 属 生 で は，

「自 宅」 と 並 ん で 「コ ン ピ ュ ー タ 学 習 室」 で と い

う 答 え が 多 く，
「い つ で も」 に 次 い で 「放 課 後」 が 高 い 割 合 を 示 し た。 こ の 点 に は， 研 究

室にいる時問と使用可能なコンピュータの確保が関係 してくる と考えられる。 学部所属

生は大学院所属生より， 研究室で使用 可能なコンピュータ を確保 している割 合も低いた

め に，
「コ ン ピ ュ ー タ 学 習 室」 の よ う な 場 所 で の 使 用 希 望 が 増 え る と 考 え ら れ る。

使 用 可 能 な コ ン ピ ュ ー タ の 確 保 は， ＣＡＩ に よ る 日 本 語 学 習 の 基 本 条 件 で あ り， 学 部 所

属 生 の 場 合 に は， ＣＡＩ 学 習 を 進 め る う え で，
コ ン ピ ュ ー タ の 貸 与 や

，
放 課 後 で も 使 え る

「コ ン ピ ュ ー タ 学 習 室」 の 準 備 な ど 何 ら か の 手 当 て が 必 要 で あ る こ と が わ か っ た。

１Ｖ． ＣＡ１ 教 材 の 二 一 ズ ー 文 系 ・ 理 系 別 に よ る 分 析

ＣＡＩ 教 材 に 対 す る 二 一 ズ に つ い て， 文 系 の 留 学 生 と 理 系 の 留 学 生 で は 違 い が あ る か。

調 査 の 結 果 を， 文 系 ・ 理 系 別 と い う 枠 組 み で 分 析 し て み た。

な お こ こ で 「文 系」 と 呼 ぶ の は， 文 学 部， 文 学 研 究 科， 教 育 学 部， 教 育 学 研 究 科， 法

学部， 法学研究科， 経済学部， 経済学研究科， 杜会環境科学研究科， 留学生センターに

所 属 す る 留 学 生 の こ と で あ る。 ま た 「理 系」 は
，

医 学 部，
医 学 研 究 科， 薬 学 研 究 科， 工

学研究科， 理学研究科， 白然 科学研究科に所属する留学生のことである。

１ コ ン ピ ュ ー タ や ＣＡ１ 教 材 に つ い て

コ ン ピ ュ ー タ や ＣＡＩ 教 材 の 使 用 に つ い て の 回 答 を 見 て み る と
，

ま ず 「コ ン ピ ュ ー タ が

使 え る か」 と い う 質 問 に 対 し て，
文 系 で は７０

．
Ｏ％ が 使 え る， 理 系 で は８８．１％ が 使 え る と

答 え て い る。 や は り コ ン ピ ュ ー タ を 使 え る 留 学 生 は， 理 系 に 多 い と い う こ と が 言 え よ う

（κ
２＝７．４８ ｐ＞０．０１で 有 意）。 な お 「使 え な い」 と 答 え た 留 学 生 で も， 文 系， 理 系 を 問 わ

ず， ほ と ん ど 全 員 の 留 学 生 が 「使 い た い」 と 答 え て い る の で
，

留 学 生 に と っ て も コ ン ピ

ュ ー タ は 必 要 な も の と 認 識 さ れ て い る こ と が わ か る。

「ＣＡＩ 教 材 を 使 っ た こ と が あ る か」 に つ い て，
文 系 の 留 学 生 も 理 系 の 留 学 生 も ほ と ん

ど 使 っ た こ と が な い と 答 え て い る。 昨 今 で は か な り ＣＡＩ 教 材 が 出 回 る よ う に は な っ た も
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の の， 実 際 の 勉 学 に 使 っ た こ と の あ る 留 学 生 は あ ま り な い と い う こ と で あ ろ う。

２ コ ン ピ ュ ー タ 教 材 で 学 習 し た い こ ど

次 に コ ン ピ ュ ー タ 教 材 で 学 習 し た い こ と に つ い て の 結 果 を 述 べ る （表１２）。

ま ず 学 習 し た い と い う 回 答 が 多 か っ た ５ 項 目 を 順 に 見 て み る と， 文 系 で は，
「作 文」，

「文 法」，
「読 み 物 」，

「会 話」，
「 ワ ー プ ロ」 と な っ て い る。 そ れ に 対 し て 理 系 で は，

「会

話」，
「聴 解」，

「作 文」，
「読 み 物」，

「文 法」 の 順 で あ る。 理 系 の 留 学 生 の 方 が
，

どち ら か

と い う と 日 常 生 活 に 密 着 し た 「会 話」 や 「聴 解」 と い っ た も の を 多 く 求 め て い る こ と が

わ か る。 文 系 は そ の 専 門 の 性 質 上
，

日 常 生 活 に 必 要 な 「会 話」 や 「聴 解」 と い っ た こ と

は す で に マ ス タ ー し て か ら 入 学 し て く る こ と が 多 い の が そ の 理 由 か と も 思 わ れ る が
， 日

本 語 の ク ラ ス で も あ ま り 十 分 な 学 習 は で き な い 「作 文」 が か な り 大 き い 数 字 に な っ て い

る
。

表１２ コ ン ピュ ー タ 教 材 で 学 習 した い こ と （文 系 ・ 理 系 別）

４．２． コ ン ピ ュ ー タ 教 材 で 学 習 し た い こ と

１
．

文 ２
．

漢 ３
．

か ４
．

読 ５
．

作 ６
．

ワ ７
．

会 ８
．

聴 ９
．

専 １０
．

練 １１
．

参 １２
．

ゲ １３
．

そ

法 字 な文字 み 物 文 一プロ 話 解 門 習 的 考書的 一ム的 の他

文系 ２９人 ２２人 ５人 ２８人 ３０人 ２３人 ２５人 １８人 １８人 ２１人 ２２人 １０人 １人

４９人 ５９
．
２％ ４４

．
９％ １０

．
２％ ５７

．
１％ ６１

．
２％ ４６

．
９％ ５１

．
０％ ３６

．
７％ ３６

．
７％ ４２

．
９％ ４４

．
９％ ２０

．
４％ ２

．
Ｏ％

理系 ４５人 ２５人 １２人 ４７人 ４８人 ３３人 ６０人 ５１人 ３８人 ２８人 ２４人 １６人

１０１人 ４４
．
６％ ２４

．
８％ １１

．
９％ ４６

．
５ ％ ４７

．
５％ ３２

．
７％ ５９

．
４％ ５０

．
５％ ３７

．
６％ ２７

．
７％ ２３

．
８％ １５

．
８％

文 系
， 理 系 ど ち ら に も 入 っ て い る の は 「作 文」，

「文 法」，
「会 話」，

「読 み 物」 の ４ 項 目

で あ る。 逆 に ど ち ら に も あ ま り 高 い 率 を 示 し て い な い の は，
「漢 字」，

「か な 文 字」，
「専 門」

と い っ た 項 目 で あ る。
「漢 字」な ど は ＣＡＩ 教 材 が 市 販 さ れ て い て 比 較 的 よ く 用 い ら れ て い

る よ う だ が， こ の 調 査 結 果 で は 留 学 生 は あ ま り 求 め て い な い よ う に も 思 わ れ る。 し か し

「漢字」 の項目に対 して は， 漢字 圏と非漢字圏の留学生で二一ズ が違う ことも考えられ

る。 そ こ で 理 系 ・ 文 系 別 に， さ ら に 漢 字 圏 ・ 非 漢 字 圏 の 結 果 も あ わ せ て 考 え て み る （表

１３）。

表１３を詳 しく見てみると， 文系の非漢字圏の留学生は， 学習 したいことの項目の中で

「漢 字」 を 一 番 多 く 挙 げ て い る し， ま た 理 系 の 非 漢 字 圏 の 留 学 生 も 「漢 字」 を 「会 話」
「聴

解」 と と も に，
一 番 多 く 挙 げ て い る。

一 方 漢 字 圏 の 留 学 生 は
，

文 系 の 留 学 生 が 「作 文」

を 「会 話」 と と も に 学 習 し た い 項 目 の 一 位 に 挙 げ， 理 系 の 留 学 生 も 「会 話」， 次 に 「作 文」

の 順 で 挙 げ て い る。
こ れ は，

非 漢 字 圏 の 留 学 生 に と っ て は 「漢 字」 は や は り 大 き な 課 題
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と な っ て い る こ と を 表 わ し， そ れ に 対 し て 漢 字 圏 の 留 学 生 に と っ て は 「漢 字」 は 特 に 勉

強 し な く て も い い も の で あ り， そ れ よ り も よ り 日 常 に 必 要 度 の 高 い 「会 話」 や， 応 用 レ

ベ ル の 「作 文」 の 勉 強 を し た い と 答 え て い る こ と を 表 わ し て い る。

こ の こ と か ら 考 え て み る と
，

「漢 字」を 扱 っ た ＣＡＩ 教 材 は， 非 漢 字 圏 の 留 学 生 に と っ て

は， む し ろ 漢 字 圏 の 留 学 生 と の 能 力 差 を 埋 め る た め に も 必 要 と さ れ て い る こ と が う か が

わ れ る。

表１３ コ ン ピ ュ ー タ 教 材 で 学 習 し た い こ と （漢 字 圏 ・ 非 漢 字 圏 別）

４．２． コ ン ピ ュ ータ 教 材 で 学 習 した い こ と

１
．

文 ２
．

漢 ３
．

か ４
．

読 ５
．

作 ６
．

ワ ７
．

会 ８
．

聴 ９
．

専 １㏄ 練 １１
．

参 ！２
．

ゲ １３
．

そ

法 字 な文字 み物 文 一プロ 話 解 門 習的 考書的 一ム的 の他

文系漢 ９人 ２人 ４人 ９人 １１人 ９人 １１人 ８人 ９人 ８人 ８人 ４人 ０人

字圏

２０人 ４５
．
０％ １０

．
０％ ２０

．
Ｏ％ ４５

．
０％ ５５

．
Ｏ％ ４０

．
Ｏ％ ５５

．
Ｏ％ ４０

．
Ｏ％ ４５

．
０％ ４０

．
Ｏ％ ４０

．
Ｏ％ ２０

．
０％ Ｏ

．
０％

文系非 １８人 ２０人 １人 １７人 １７人 １２人 １２人 ９人 ９人 １３人 １４人 ６人 ○人

漢字圏

２６人 ６９
．
２％ ７６．

９％ ３
．
８ ％ ６５．

４％ ６５．
４％ ４６

．
２％ ４６．

２％ ３４．
６％ ３４．６％ ５０．０

％ ５３
．
８％ ２３．１％ ０．０％

理系漢 ３２人 １０人 ７人 ３７人 ４１人 ２３人 ４５人 ３５人 ２７人 ２１人 １６人 １２人 １人

字圏

７０人 ４５
．
７％ １４

．
３％ １０

．
Ｏ％ ５２

．
９％ ５８

．
６％ ３２

．
９％ ６４

．
３％ ５０

．
０％ ３８

．
６％ ３０

．
Ｏ％ ２１

．
４％ １７

．
１％ １

．
４％

理系非 ！３人 １４人 ５人 ９人 ６人 ９人 １４人 １４人 ８人 ７人 ８人 ５人 ０人

漢字圏

２７人 ４８．１％ ５１．９％ １８．５％ ３３．３％ ２２．２％ ３３．３％ ５１．９％ ５１．９％ ２９．６％ ２５．９％ ２９．６％ １８．５％ ０．Ｏ％

３ コ ン ピ ュ ー タ 教 材 を 使 い た い 場 所 や 時 間 に つ い て

コ ン ピ ュ ー タ 教 材 を 使 い た い 場 所 と 時 間 に つ い て の 質 問 で（表１４）， ま ず ど こ で 使 い た

いかという質問には， 文系と理系では著しく違う結果が出た。 理系では７３％以上の留学

生 が 「研 究 室」 と 答 え て い て，
「日 本 語 の ク ラ ス」 や た と え ば 「ＣＡＩ 教 材 専 用 の 部 屋」 な

ど で 使 い た い と 答 え た 留 学 生 は２０％ に も 満 た な い。 一 方 文 系 で は
，

「自 宅」 や 「専 用 の 部

屋」 と い う 答 え が 多 か っ た。 こ れ は 理 系 の 留 学 生 は 日 中 研 究 室 に い る こ と が 多 い の に 対

し， 文系の留学生は自分の居場所となる研究室がないことがその理由であろう。

い つ 使 い た い か と い う 質 問 に は， 文 系
， 理 系 と も 「い つ で も」 と い う 答 え が 多 か っ た

。

し か し 文 系 で は 「放 課 後」 と い う 答 え も 比 較 的 多 か っ た の に 対 し て， 理 系 で は 「い つ で

も」 以 外 の 回 答 は あ ま り な か っ た
。

こ れ ら の こ と を 総 合 し て 考 え る と， 理 系 の 留 学 生 は い つ も 研 究 室 に い る こ と が 多 い だ
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けではなく， 実験や実習などで忙 しく， その合間に研究室でいつでもできるような教材

を 求 め て い る こ と が 明 ら か に な る。
一 方 文 系 の 留 学 生 は， 自 宅 に 持 ち 帰 っ て で き る よ う

な教材か，あるいは放課後のよう な授業のない時間に ＣＡＩ教材を使える専用の部屋でで

き る よ う な 教 材 を 求 め て い る こ と が わ か る。

表１４ コ ン ピュ ー タ 教 材 を使 い た い 場 所 と 時 間 （文 系 ・ 理 系 別）

４．３ ど こ で コ ン ピ ュ ー タ 教 材 を 使 い た い か
４．４ いつコンピュータ教 材を 使い たい か

有 効 ： 文 系 ４０人， 理 系 ８３人

日 本 語 の

ク ラ ス
研 究 室 自 宅

専用 の

部 屋
そ の 他

ク ラ ス

の 中
放 課 後 い つ でも そ の 他

文 系

４９人

１４人

２８．６％

２２人

４４．９％

３１人

６３．３％

２７人

５５．１％

０ 人

０ ％

４ 人

１０．Ｏ％

１８人

４５．０％

２３人

５７．５％

１ 人

２．５％

理 系

１０１人

１８人

１７．８％

７４人

７３．３％

３１人

３０．７％

１９人

１８．８％

１ 人

１．０％

７ 人

８．４％

１６人

１９．３％

５４人

６５．１％

７ 人

８．４％

４ コ ン ピ ュ ー タ に 関 す る 環 境

そ れ で は 前 述 の 結 果 に あ っ た よ う に
，

ＣＡＩ 教 材 の た め の 専 用 の 部 屋 以 外 の た と え ば 研

究 室 や 自 宅 と い っ た 場 所 で 教 材 を 使 う と し た ら， そ の た め の コ ン ピ ュ ー タ の 環 境 は 文

系 ・ 理 系 で 違 い が あ る だ ろ う か。

調 査 の 結 果 を 見 て み る と（表１５）， や は り 専 門 の 性 質 上 か， 理 系 の 方 が コ ン ピ ュ ー タ の

環 境 は 整 っ て い る よ う で あ る。 理 系 の 留 学 生 の８０％ 以 上 が
， 使 え る コ ン ピ ュ ー タ が あ る

と 答 え て お り， さ ら に そ の コ ン ピ ュ ー タ は イ ン タ ー ネ ッ ト に 接 続 し て い て
，

ま た 留 学 生

も メ ー ル の ア カ ウ ン ト を 持 っ て い る。 そ れ に 対 し て 文 系 で は， 使 え る コ ン ピ ュ ー タ が あ

る と 答 え た 留 学 生 が 約５３％ で， さ ほ ど 多 い と は 言 え な い。 ま た そ の コ ン ピ ュ ー タ が イ ン

タ ー ネ ッ ト に 接 続 し て い る 率 も あ ま り 高 く は な い。 メ ー ル の ア カ ウ ン ト に 関 し て は， 使

え る コ ン ピ ュ ー タ が あ る と 答 え た 留 学 生 に 関 し て は， 持 っ て い る 留 学 生 の 数 は 理 系 と さ

ほ ど 変 わ ら な い よ う で あ る。

こ こ ま で の 結 果 か ら， 理 系 の 留 学 生 は 研 究 室 な ど で コ ン ピ ュ ー タ が 使 え る こ と が 多 く，

ＣＡＩ教材があるとした ら研究室で研究の合間に使うことができそう である。 それに対 し

て 文 系 の 留 学 生 は，
「自 宅」 で 「い つ で も」 と 答 え る 留 学 生 は 多 か っ た が， 実 は 自 由 に 使

え る コ ン ピ ュ ー タ が 必 ず し も な く， し か も イ ン タ ー ネ ッ ト に 接 続 し て い な い こ と も あ る

よ う で あ る こ と が 見 て 取 れ る。
と な る と， 文 系 の 留 学 生 の た め に は ＣＡＩ 教 材 専 用 の 部 屋

が必要であり， しかも放課後など授業のない時問に開放することが求められる ことがわ
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か る。

表１５ コ ン ピ ュ ー タ に 関 す る 環 境 （文 系 ・ 理 系 別）

５．Ｏ コ ン ピ ュ ー タ が ５．０．１ 機 種 ５．１ イ ン タ ー ネ ッ ト ５．２ メ ー ル の ア カ ウ

あ る か に 接 続 し て い る か ン ト を 持 っ て い る か

有 効 ： 文 系 ２６人
， 有 効 ： 文 系 ２６人，

理 系 ８２人 理 系 ８２人

文 系 あ る ２６人 ５３．１％ マ ッ ク， ウ ィ ン ド ウ い る １７人 ６５．３％ い る ２０人 ７６．９％

４９人 な い ２２人 ４４．９％ ズ， ＩＢ Ｍ， Ｎ ＥＣ， い な い ６人 ２３．１％ い な い ６人 ２３．１％

不 明 １ 人 ２．Ｏ％ ＰＣ， ＤＯＳ－Ｖ， コ ン ピ

ユ ー タ セ ン タ ー の も

の， 国 際 交 流 会 館 の

も の

理 系 あ る ８２人 ８２．２％ マ ッ ク， ウ イ ン ド ウ い る ７３人 ８９．０％ い る ７２人 ７８．Ｏ％

１０１人 な い １８人 １７．８％ ズ
， ＩＢ Ｍ ， Ｐ Ｃ， い な い ９人 １１．Ｏ％ な い ９人 １１．Ｏ％

ＮＥＣ， Ｕ ＮＩＸ 不 明 １人 １．２％

Ｖ
．

ま と め

今 回 の 調 査 で 明 ら か に な っ た 点 を ま と め て み よ う。

ま ず 金 沢 大 学 全 体 で 見 る と， 次 の よ う な こ と が 言 え る よ う に 思 わ れ る。

（１） 日本語補講コース対 象者のほ ぼ半数が授業 を受けている。 現在受けてない人も６

割 以 上 が 過 去 に 授 業 を う け て お り， 日 本 語 補 講 コ ー ス の 利 用 度 は 高 い。

（２） 日 本 語 補 講 コ ー ス に 出 ら れ な い 最 大 の 理 由 は， 専 門 の 勉 強 で 忙 し い こ と。

（３） 日 本 語 で 特 に 学 習 し た い こ と に つ い て は， 会 話， 読 み 物， 作 文， 文 法， リ ス ニ ン

グ 等 の 二 一 ズ が 高 く， 専 門 用 語 や 漢 字 に 関 し て は そ れ ほ ど 高 く な か っ た と 言 え る が
，

詳 し く 見 て み る と
，

留 学 生 の 属’性 に よ っ て 二 一 ズ に 違 い が あ る こ と が 分 か っ た。

（４） コンピュータを使える割合は非常 に高い（８割以上）。 現在使えない人も意欲はあ

る。 過 去 に ＣＡＩ ソ フ ト で 日 本 語 を 学 習 し た 経 験 の あ る 人 は ほ と ん ど い な い。

（５） コ ン ピ ュ ー タ で 学 習 し た い こ と も， 上 で 聞 い た 「日 本 語 で 学 習 し た い こ と」 と ほ

ぼ 同 じ 回 答 で あ っ た が
，

こ れ も 留 学 生 の 属 性 に よ り 二 一 ズ に 違 い が あ る こ と が 分 か

っ た
。

（６） 「ゲ ー ム 的」 ソ フ ト に 対 す る 二 一 ズ は 我 々 の 予 想 に 比 べ は る か に 低 か っ た。

（７） ＣＡＩ ソ フ ト は 研 究 室 や 白 宅 で い つ で も 好 き な と き に 使 用 し た い と い う 回 答 が 多

く， 授 業 中 に 使 っ て 欲 し い と い う 回 答 は 少 な い。
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（８） 全 体 で 見 る と か な り 多 く の 留 学 生 が 白 由 に コ ン ピ ュ ー タ を 使 え る 環 境 に あ る こ と
，

ま た イ ン タ ー ネ ッ ト の 使 用 が 可 能 で あ る こ と が 明 ら か に な っ た。

（９） 留 学 生 の 使 用 機 種 に つ い て， マ ッ キ ン ト ッ シ ュ は ま だ か な り 多 く の 留 学 生 に 用 い

ら れ て お り， 現 時 点 で は マ ッ ク 版 の ソ フ ト も 必 要 で あ る。

さ て
，

第 ４ 章， 第 ５ 章 で は， 留 学 生 の 属 性 と 二 一 ズ と の 関 連 を 考 察 し て み た が
，

そ こ

で 明 ら か に な っ た 点 は 次 の よ う な も の で あ る。

ま ず
， 大 学 院 所 属 生 と 学 部 所 属 生 に よ る 違 い に つ い て。

（１） コンピュータを使う能力は大学院所属生の方 が高く， 所属によって明確な差が見

ら れ る。

（２） ＣＡＩで学習 したい という回答が多かった５項目を順 に見て みると， 大学院所属生

は， ！ 位 「会 話」 ２ 位 「作 文」 ３ 位 「聴 解」 ４ 位 「文 法」 ５ 位 「読 み 物」 で あ る。

一 方， 学 部 所 属 生 で は， １ 位 「読 み 物」 ２ 位 「作 文」 ３ 位 「ワ ー プ ロ」
「文 法」

「参

考 書」 で あ る。

（３） 両 群 で 希 望 が 多 か っ た 項 目 は 「作 文」
「読 み 物」

「会 話」
「文 法」 な ど で あ る。 逆 に

両 群 で 希 望 が 比 較 的 少 な か っ た 項 目 は 「か な 文 字」
「ゲ ー ム」

「練 習」
「専 門」 な ど で

あ っ た。

（４） コ ン ピ ュ ー タ 教 材 を 使 い た い 場 所 は， 大 学 院 所 属 生 は 「研 究 室」
「自 宅」， 学 部 所

属 生 は，
「自 宅」

「コ ン ピ ュ ー タ 室」。 時 間 は， 大 学 院 所 属 生 は 「い つ で も」， 学 部 所

属 生 は 「い つ で も」
「放 課 後」。 学 部 所 属 生 は，

「放 課 後」 に 「コ ン ピ ュ ー タ 学 習 室」

での学習を望んでいる点 が特徴的である。

（５） 大学院所属生 （７９．２％） は学部所属生 （４１．９％） より， 多くの留学生が使用可能

な コ ン ピ ュ ー タ を 確 保 し て い る。
ま た

， イ ン タ ー ネ ッ ト ヘ の 接 続 し て い る 割 合 も 高

い
。

（６） 学 部 所 属 生 に は， ＣＡＩ 学 習 で， コ ン ピ ュ ー タ の 貸 与 や 学 習 室 の 確 保 な ど の 手 当 て

が 必 要 で あ る。

ま た
， 第 ５ 章 に つ い て は

，

（１） 文 系 ・ 理 系 の 留 学 生 で は， 理 系 の 留 学 生 の 方 が 「コ ン ピ ュ ー タ を 使 え る」 と 答 え

た 人 数 が 多 い。

（２） ＣＡＩ で 学 習 し た い と い う 回 答 が 多 か っ た ５ 項 目 を 順 に 見 て み る と， 文 系 で は，
「作

文」，
「文 法」，

「読 み 物」，
「 会 話」，

「ワ ー プ ロ」 で あ る。 そ れ に 対 し て 理 系 で は，
「会

話」，
「聴 解」，

「作 文」，
「読 み 物」，

「文 法」 の 順 で あ る。

（３） 学 習 し た い と い う 回 答 に つ い て， 漢 字 圏 ・ 非 漢 字 圏 の 枠 組 で 見 直 し て み る と， 非

漢 字 圏 の 留 学 生 は， 理 系， 文 系 を 問 わ ず に 「漢 字」 と 答 え て い る 留 学 生 が 多 い。 一
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方， 漢 字 圏 の 留 学 生 は 「会 話」 と と も に 「作 文」 と 答 え た 留 学 生 が 多 く な っ て い る。

漢 字 圏 と 非 漢 字 圏 と で は， 二 一 ズ が だ い ぶ 違 う よ う で あ る。

（４） コ ン ピ ュ ー タ を 使 い た い 時 と 場 所 に つ い て，
文 系

， 理 系 と も 「い つ で も」 と 答 え

た 留 学 生 が 一 番 多 か っ た。 ま た 文 系 で は 「放 課 後」 と い う 意 見 も 多 か っ た。 ま た 場

所については理系 では圧倒 的に 「研究室」 と答える留学生が多く， 文系では 「専用

の 部 屋」 や 「自 宅」 と い う 意 見 が 多 か っ た。 つ ま り 理 系 で は， 研 究 室 で 研 究 の 合 間

などいつでも使える教材を求めていて， 文系では， 専用の部屋で授業の合問や放課

後 な ど に 使 え る 教 材 を 求 め て い る こ と が 明 ら か に な っ た。

（５） コ ン ピ ュ ー タ 環 境 に つ い て， 理 系 の 方 が 使 え る コ ン ピ ュ ー タ を 持 っ て い る 留 学 生

が 多 く
，

さ ら に イ ン タ ー ネ ッ ト に 接 続 し
，

メ ー ル の ア カ ウ ン ト を 持 っ て い る 留 学 生

が 多 か っ た。 一 方 文 系 は あ ま り そ う い っ た 環 境 が 整 っ て い な い の で， コ ン ピ ュ ー タ

専用の部屋を授業の合間や放課後な どに開放することが求められている。

以 上 が
， 本 調 査 で 明 ら か に な っ た 点 で あ る。

結 論 と し て
，

多 く の 留 学 生 が コ ン ピ ュ ー タ や イ ン タ ー ネ ッ ト に ア ク セ ス で き る こ と か

ら， ＣＡＩ 教 材 の 開 発 に は 充 分 な 意 義 が あ る。 そ し て， ＣＡＩ 教 材 開 発 の 際 に は，

１） 本調査で明らかになった， 留学生の属性の違いによる二一ズの違い を踏まえるこ

と
，

２） 研究室や自宅で好きなとき に使 えるソフトを開発すべきであること，

の ２ 点 に 留 意 す べ き で あ る と 言 え る。

ＶＩ． 終 わ り に

今回は回収した データの分析に当てる時間が限られていたこともあり， 回答全体の概

観 と， 大 学 院 所 属 生 ・ 学 部 所 属 生 間 の 違 い， 文 系 ・ 理 系 の 違 い に 関 す る 考 察 し か で き な

か っ た が
，

こ の 短 い 考 察 で も
，

筆 者 ら の 漢 然 と 抱 い て い た 予 想 と は 異 な る 結 果 が い く つ

か 得 ら れ た。 別 な フ ァ ク タ ー に よ る 二 一 ズ の 違 い な ど も 行 っ て い け ば
， ま た 別 な 興 味 深

い点が見つかるのではないかという期待を抱 かせる。 今回の調査結果についてさらに深

い 考 察 を 続 け て 行 か な け れ ば な ら な い よ う に 思 わ れ る。 ま た そ の 様 な 考 察 と 平 行 し て，

この調査で得られた結果 （留学生の二一ズ） に基づく ＣＡＩ教材の開発も進めて行かなけ

れ ば な ら な い。 二 一 ズ 分 析 も 結 局 は ＣＡＩ 教 材 開 発 の た め の 準 備 な の で あ る か ら。
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き ょ う ざ い か い は つ き そ ち ょ う さ

ＣＡＩ 教 材開発基礎調査

に ほ ん ご き ょ う ざ い

こ の ア ン ケ ー ト は， 日 本 語 Ｃ Ａ Ｉ ＊ （ｃｏｍｐｕｔｅｒ－ａｓｓｉｓｔｅｄ ｉｎｓｔｒｕｃｔｉｏｎ） 教 材 （コ ン ピ ュ

つ か き ょ う ざ い か い は つ き そ ち ょ う さ ち ょ う さ け っ か

一 タ ー を 使 っ た 教 材） の 開 発 の た め の 基 礎 調 査 で す。 ア ン ケ ー ト 調 査 の 結 果 は， Ｃ Ａ Ｉ

き ょ う ざ い か い は つ い が い も く て き し よ う き ょ う り ょ く

教 材開発以外の目的には使用 しませんので， ぜひ ご協 力ください。

◆ 一Ｉ｝ ◆、１岬 ◆｛１・Ｉ一◆ “ ◆ ｝ｏ’◆ ■一■◆ ’一’◆・・ル ◆ ’ ◆ “．◆ ■ψ ◆ 汕■◆ ψ ◆ ’ ◆ ’ ◆ ’ ◆ “ ◆ 出・・◆ ’ ◆ ’ ◆ ’ ◆ ψ ◆ “ ◆ “ ◆ ’ ◆ “ ◆ “ ◆ “ ◆ ・ ” φ ◆ ‘｝ ◆ 一・１１・◆ 刊ｎ・◆ ■｝ ◆ ’瞬 ◆ “ ◆■｝ ◆ ’ “・。ＩＰ・

し め い さ い せ い べ つ お と こ お ん な

氏名二＿＿＿＿ ＿ ＿＿＿＿＿＿（ 才） 性別 （□男 □ 女 ）

こくせき ぼ ご

１ 国籍 （ ） ２ 母語 （ ）

し ょ ぞ く が く ぶ け ん き ゅ う か せ ん こ う し ゅ う し は か せ か て い

３ 所属 （ 学部 研 究科 専攻） （□ 修士 □博士 □課程）

い ん せ い け ん き ゅ う せ い せ ん も ん け ん き ゅ う

（ □院生 □研 究 生 ） 専門 （ の研 究 ）

に ほん き ねんげつ ねん つき

４ 日本へ来た年月 （ 年 月 ）

に ほ ん く ま え に ほ ん ご べ ん き ょ う ね ん げ つ

５ 日本へ来る前， 日本語を勉 強したか □はい （ 年 ヶ月）

□いいえ

◆ ’ ◆ “ ◆ ０ ◆ “ ◆ 小 ◆ ψ ◆ ψ ◆ ，山 ◆ ，，１。 ◆ “ ◆、Ｉ■Ｐ ◆ 州．◆そ・Ｉ・。 ◆ ル ◆、〃 ◆ ψ ◆ ψ ◆ 〃・◆ 州’◆ ル ◆ “ ◆ 小 ◆．一．Ｉ・◆ 一一Ｉｌ・“ ’ ◆ “ ◆ “ ◆ “ ◆ “ ◆ ’ ◆ ψ ◆ 小 ◆．巾 ◆ “ ◆ “ ◆ ’ ◆ “ ◆ ’ “ ψ

に ほ ん ご に ほ ん ご

＜ 日 本 語 と 日 本 語 ク ラ ス の こ と ＞

い ま に ほ ん ご し ゅ っ せ き

１
．

今， 日 本 語 の ク ラ ス に 出 席 し て い る か。

か な ざ わ だ い が く ほ こ う め い

口はい 金沢大学の補講クラス名 （ ）

た

その他 （ ） ⇒ ２へ

□ い い え ⇒ １．１， １．２ へ

ま え か な ざ わ だ い が く に ほ ん ご し ゅ っ せ き

１．１ 前 に 金 沢 大 学 の 日 本 語 の ク ラ ス に 出 席 し た こ と が あ る か。

し ゅ っ せ き め い

□ は い （最 後 に 出 席 し た） ク ラ ス 名 （ ） ⇒１．２へ

□ い い え ⇒４．１へ
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い ま に ほ ん ご し ゅ っ せ き １） ゆ う ふ く す う か い と う か

１
．
２ 今， 日 本 語 ク ラ ス に 出 席 し な い 理 由 （複 数 解 答 可 ： い く つ で も， ｘ し て く だ さ い）

じ かん つ ごう わる

１） □ クラスの時間が都合が悪いから

ないよう

２） □ クラスが内容がよく ないから

あ

３） □ クラスのレベルが合わ ないから

せ ん も ん べ ん き ょ う

４） □ 専門の勉 強がいそが しいから

べ ん き ょ う べ ん き ょ う ひ つ よ う

５） 口 勉 強の 勉 強は必要ないから

た

６） □ その他 （ ）

なん に ほ ん ご ひつよう ふくすうかいとう か

２．
何 の た め に 日 本 語 が 必 要 か。

（複 数 解 答 可 ： い く つ で も
， ｘ し て く だ さ い）

に ち じ ょ う せ い か つ

１）

２）

３）

４）

５）

６）

７）

口 日 常 生活のため

け ん き ゅ う し つ せ い か つ

□ 研 究 室での生活のため

じ ゆ ぎ よ う り か い

□ ゼミや授 業を理解するため

ぶんけん よむ

口 文献を読むため

が っ か い こ う と う は っ ぴ ょ う

□ 学会や ゼミでの口頭発 表のため

ろんぶん か

□ レポートや論文を書くため

た

□ その他 （ ）

に ほ ん ご か ん れ ん し ゅ う ふ く す う か い と う か

３
． 日 本 語 に 関 し て，

ど の よ う な こ と を 練 習 し た い か。 （複 数 解 答 可）

ぶ ん ぽ う れ ん し ゅ う よ み も の よ

１） □ 文法の練 習 ６） □ 読み物を読む

か ん じ れ ん し ゅ う さ く ぶ ん か

２） □ 漢字の練 習 ７） □ 作文を書く

れ ん し ゅ う か い わ れ ん し ゅ う

３） □ ひらがな／かたかなの練 習 ８） □ 会話の練 習

れ ん し ゅ う せ ん も ん に ほ ん ご

４） □ ワー プロの練 習 ９） □ 専門の日本語

れ ん し ゅ う た

５） □ リスニングの練 習 １０） □ その他 （ ）

◆ “ ◆ “ ◆ “ ◆ “ ◆ ｝ト ◆ “ ◆ “ ◆ １■■・ ◆ “ ◆ ’） “ ｝＾ “ ０ ◆ “ ◆ ’■ ◆ “ ◆ “ ◆ ’） ◆ ・血一 ◆ ’｝ ◆ ’ ◆ “ ◆ １巾・ ◆ “ ◆ ’■ ◆ ■‘｝ ◆ 小 ◆ ■山■ ◆ φ ◆ ・Ｉ・ｌＩ１・ ◆ ・｝ｏ ◆ ■一一・ ◆ ．｝・ “ ・Ｉ，１］ ◆ ｝一・ ◆ ．一．１１・ ◆ ｝■ “ 市・ ◆ “ ◆ “
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日本 語 ＣＡＩ教材 の開 発に 向けて （峯 ・ 鎌 田 ・ 能 波 ・ 深 澤）

＜ コ ン ピ ー タ の こ と ＞

つか

４．１ コ ン ピ ュ ー タ が 使 え る か。

□ は い ⇒ ４．
１
．
２ へ

□ い い え ⇒ ４．１．１

ひと

４
．
１
．
１ 「い い え」 の 人

つか おも

コ ン ピ ュ ー タ を 使 い た い と 思 っ て い る か。

□ は い ⇒ ４．２へ

□ い い え ⇒ ６．

い ま つ か き ょ う ざ い ぺ ん き ょ う

４．１．２ 今 ま で Ｃ Ａ Ｉ や コ ン ピ ュ ー タ ー を 使 っ た 教 材 で 勉 強 し た こ と が あ る。

き よ う ざ い

□はい どんな教 材

□いいえ

４
．
２

つ か き ょ う ざ い な い よ う ふ く す う か い と う

コ ン ピ ュ ー タ ー を 使 っ た 教 材 が あ る と し た ら
，

ど ん な 内 容 が よ い か。 （複 数 解 答

か

可）

さくぶん れんしゅう せんもん に ほん ご

１） □ 作文の練 習 ９） □ 専門の日本語

か ん じ れ ん し ゅ う れ ん し ゅ う て き

２） □ 漢字の練 習 １０） □ 練 習 的なもの

れ ん し ゅ う さ ん こ う し ょ て き

３） □ ひらがな／かた かなの練 習 １１） □ 参考書的なもの

よ もの よ てき

４） 口 読む物を読む １２） □ ゲーム的なもの

さくぶん か た

５） □ 作文を書く １３） □ その他 （ ）

れ ん し ゅ う

６） □ ワー プロの練 習

か い わ れ ん し ゅ う

７） □ 会話の練 習

れ ん し ゅ う

８） □ リスニングの練 習
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つ か き ょ う ざ い つ か

４．３ コ ン ピ ュ ー タ を 使 っ た 教 材 が あ る と し た ら， ど こ で 使 い た い か。

に ほ ん ご

１） 口 日本 語のクラス

け ん き ゅ う し つ

２） □ 研 究 室

じ たく

３） □ 自宅

が く し ゅ う へ や

４） ロ コ ン ピ ュ ー タ 学 習 の 部 屋＊

に ほ ん ご べ つ が く し ゅ う へ や

＊ 日 本 語 ク ラ ス と は 別 の コ ン ピ ュ ー タ 学 習 の た め の 部 屋

た

５） 口 その他 （ ）

つ か き ょ う ざ い つ か

４
．
４ コ ン ピ ュ ー タ を 使 っ た 教 材 が あ る と し た ら， い つ 使 い た い か。

に ほ ん ご

１） □ 日本語のクラス

ほう か ご

２） □ 放課後

３） □ いつでも

た

４） 口 その他 （ ）

け ん き ゅ う し つ じ た く じ ぶ ん べ ん き ょ う つ か

５． 研 究 室 ／ 自 宅 に 自 分 の 勉 強 に 使 え る コ ン ピ ュ ー タ が あ る か。

き し ゅ

□ は い → 機 種 （ ） ⇒ ５．１， ５，２ヘ

ロ い い え ⇒ ６．へ

せつ ぞく

５．１ そ の コ ン ピ ュ ー タ はイ ン タ ー ネ ッ ト に 接 続 し て い る か。

□ はい

□ いいえ

でん し も

５．２ 電 子 メ ー ル の ア カ ウ ン ト を 持 っ て い る か。

□はい

□いいえ

◆ ．‘一・◆ “ ◆。帆 ◆ ψ ◆ 。』・１・◆ 一か ◆ 。耐 ◆ 。．｝ ◆ ■｝・◆ ’■◆・川・・◆ “ ◆ ■“ ◆ ・ｌＰ ◆ “ ◆ “ ◆ “ ◆ Ｉ』・・◆ ■’ ◆ “ ◆ ’ ◆ “ ◆ ◆ ◆ “ ◆ “ ◆ “ ◆ ・’■◆ “ ◆ ’ ◆ ’一一◆ “ ◆ “ ◆ “ ◆ ’ ◆ “ ◆ ’ ◆ ｝Ｉ■一◆ “ ◆ ■’

６． ご 協 力 あ り が と う ご ざ い ま し た。
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資 料

工学部にお ける留学生教育， 研究指導の

実態と今後の課題

馬 志 強 ・ 八 重 澤 美 知 子 ・ 岡 部 佐 規 一 ・ 広 瀬 幸 雄
（松 下）

平成８年８月に， 工学部教務委員会のもとで， 工学部留学生教育研究室 が工学部と工

学研究科に在籍する留学生に対する教育， 研究指導の実態について留学生と指導教官に

対 し て ア ン ケ ー ト を 行 っ た。 そ れ よ り 明 ら か に さ れ た 工 学 部 に お け る 留 学 生 の 教 育， 研

究指導の実態， 主な問題点及 び今後の課題について述べる。

１。 工学部に在籍する留 学生の状況とその特徴

表１は平成４年度以降工学部キャ ンパスに在籍する留学生の種別を示している。 平成

８年度５月現在， 工学部に在籍 している留学生の数は８６名であり， 金沢大学に在籍する

留学生総数２６７人の約３分の１を占めている。工学部の留学生には以下に示すような三つ

の 特 徴 が あ る。

（１） 学位の取得を留学の主な目的としている。 研究生と して在籍 している留学生も，

平成７年度より発足している短期留学 （１年間） 推進制度により受け入れられた４

名を除いて， 全員修士課程ある いは博士課程に進学する予定である。

（２） 留 学 生 の 出 身 国 は 発 展 途 上 国 に 集 中 し て い る。 中 国， 韓 国， マ レ イ シ ア， イ ン ド

ネ シ ア， タ イ，
バ ン グ ラ デ シ ュ， ポ ー ラ ン ド， ガ ー ナ， チ ュ ニ ジ ア な ど１０数 ケ 国 に

分 布 し て い る。

表 １ 留 学 生 種 別 及 び割 合

種別 学 部 工 学 研 究 科 白 然 科 学 研 究 科

国 費 政 府 私 費 合計 国 費 政 府 私 費 合計 国 費 政 府 私 費 合計

年度 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数

平成４年度 １ ６％ １２ ７１％ ４ ２４％ １７ ５ ２８％ Ｏ Ｏ％ １３ ７２％ １８ ７ ５４％ １ ８％ ５ ３８％ １３

平成５年度 ０ Ｏ％ １５ ６５％ ８ ３５％ ２３ ８ ２９％ Ｏ Ｏ％ ２０ ７１％ ２８ ８ ５３％ Ｏ ０％ ７ ４７％ １５

平成６年度 ０ Ｏ％ １６ ７０％ ７ ３０％ ２３ ９ ３２％ Ｏ ０％ １９ ６８％ ２８ ９ ５０％ ０ Ｏ％ ９ ５０％ １８

平成７年度 ０ Ｏ％ １６ ６７％ ８ ３３％ ２４ ８ ３１％ Ｏ ０％ １８ ６９％ ２６ ８ ３１％ ０ Ｏ％ １８ ６９％ ２６

平成８年度 Ｏ Ｏ ％ １１ ５８％ ８ ４２％ １９ ２ ６％ ２ ６％ ２８ ８８％ ３２ １３ ３７％ ２ ６％ ２０ ５７％ ３５
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（３） 私費留学生が多い。 表１に見られるように， 工学研究科と自然科学研究科に在籍

す る 留 学 生 の う ち 私 費 留 学 生 の 占 め る 割 合 は そ れ ぞ れ８８％ と５７％ と な っ て い る。 学

部 留 学 生 で は マ レ イ シ ア と イ ン ド ネ シ ア 政 府 派 遣 留 学 生 が５８％ を 占 め て い る。

２． 講義に対する理解度と理解できなかった原因

学部と修士課程の留学生に対して， 講義の理解度についてアンケート調査した結果を

図 １ に 示 す。 理 解 で き た 科 目 の 割 合 は，
「大 体 理 解 で き た」 を 含 め て 学 部 留 学 生 で は７２

％， 修 士 課 程 留 学 生 で は８０％ と な っ て い る。 講 義 の 理 解 度 は か な り 高 い と 言 え る で あ ろ

う
。

さ ら に， 理 解 で き な か っ た 理 由 を ま と め た 結 果 を 図 ２ に 示 す。 理 解 を 妨 げ て い る 主 な

原因として，
「必要な基礎知 識を勉強 したことがない」と答えた 学生の割合が最も高く（学

部留学生が２６％， 修士課程留学生が３０％），何らかの形で基礎的科目の補習が必要と思わ

れ る。 ま た， 留 学 生 の 勉 学 の 妨 げ に な る と 考 え ら れ る 「言 葉 の 壁」 に つ い て は，
「日 本 語

が 難 し い」 と 感 じ る 留 学 生 は 学 部 学 生 で１５％， 修 士 課 程 留 学 生 で は ８ ％ で あ り， そ れ ほ

ど 高 く な い。

図 １ 講義 に 対 す る 理 解 度

よ く 理 解 で き た 科 目

理解できた科目

大体理解できた科目

あ ま り 理 解 で き な か っ た 科 目

全 く わ か ら な か っ た 科 目

園国 学部

〔コ 修士

０ １０ ２０ ３０ ４０

（％）

３． 留 学 生 の 基 礎 学 力 に 対 す る 自 己 評 価

基礎学力の不足 を感 じる分野とその程度について， 学部留学生を対象としたア ンケー

ト 結 果 を 図 ３ に 示 す。 大 変 不 足 と 答 え た 学 生 は 数 学 で は４０％， 物 理 で は３０％ に 達 し， と

くに理工系科目の基礎学力の不足 が目立っている。
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図 ２

日 本言吾が む ず か し い

必 要 な基 礎 知 識 を 勉 強 した こ と が な い

講 義 の 内 容 に 輿 味 が も て な い

講 義 の 仕 方 が よ く な い

講 義 の 内 容 と 教 材 が 適 切 で は な い

勉 強、 努 力、 出 席 し な か っ た

分 か ら な い 箇 所 を 聞く 所 が な い

相 談 する 相 手 が い な い

（馬 ・ 八 重 澤 ・ 岡 部 ・ 広 瀬）

講 義 を 理 解 でき な か っ た 理 由

畷 学部

□ 修士

０ １０ ２０ ３０ ４０

（％）

図 ３ 学 部 留 学 生 ； 基 礎 学 カ の 不 足 を 感 じ る 分 野 と 程 度

数学

物理

化学

英語

鰯 大変不足

塵 不足

口 やや不足

０ １０ ２０ ３０ ４０ ５０

（％）

ま た， 図 ４ は 修 士 学 生 を 対 象 に 行 っ た ア ン ケ ー ト の 結 果 を 示 し て い る。
「や や 足 り な

い」，
「不 足」，

「非 常 に 不 足」 を 合 わ せ る と， 基 礎 学 力 の 不 足 を 感 じ る 学 生 は７５％ に も 達

し
，

場 合 に よ っ て は 留 学 生 に 対 す る カ リ キ ュ ラ ム の 見 直 し も 必 要 に な る と 考 え ら れ る。
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図 ４ 修 士 課 程 留 学 生 ； 勉 強 と 研 究 に 必 要 な 基 礎 学 力

十 分 足 り る

足 り る

や や 足 り な い

不足

すごく不足

０ １０ ２０ ３０ ４０

（％）

４． 留 学 生 の 日 本 語 の 能 力 に 対 す る 自 己 評 価

図５， 図６に学部学生およ び修士課程学生の日本語の能力に対する自己評価を示す。

学 部 生 の 場 合，
「授 業 を 聞 く」，

「教 科 書， 論 文 を 読 む」，
「研 究 で の デ ィ ス カ ッ シ ョ ン」の

項 目 で は ほ ぼ 全 員 が 「大 体 で き る」 の ラ ン ク を 含 め て あ ま り 不 自 由 を 感 じ て お ら ず
，

講

義 に 必 要 な 日 本 語 レ ベ ル を 備 え て い る と 思 わ れ る。 し か し な が ら
，

高 度 な 日 本 語 を 要 す

る研究論文の作成と発表， 授業での質疑応答などになると不自由を感じている学生の割

合 は 増 え，
「あ ま り で き な い」 と 答 え た 学 生 は 「授 業 で の 質 疑 応 答」 の 項 目 で１７％，

「レ

ポ ー ト を 書 く」 で は２５％，
「研 究 発 表」 で は３３％，

「研 究 論 文 を 書 く」 の 項 目 で は３８％ に

達 し て い る。

ま た， 修 士 課 程 学 生 で は 全 項 目 に 渡 っ て，
「よ く で き る」，

「で き る」，
「大 体 で き る」と

答えた学生の割合が９０％程度に達しており， 一部の学生を除いて日本語能力ではあまり

支障を感 じていない結果が表れている。

５． 留学生に対する指導教官の評価

指導教官に対して行った留学生 （学部， 修士） の印象に関するアンケートの結果を図

６， 図 ７ に 示 す。
プ ラ ス 面 の 評 価 と し て 「真 面 目 に 努 力 す る」：３８％，

「積 極 的 に 努 力 す

る」：３１％，
「自 主 性 が 強 い」：１６％ な ど が 上 げ ら れ て お り， ま た， マ イ ナ ス 面 と し て「基

礎 能 力 不 十 分」：２７％
，

「日 本 語 能 力 が 不 十 分」：２４％，
「他 の 学 生 と の デ ィ ス カ ッ シ ョ ン

が 少 な い」：２０％ な ど が 指 摘 さ れ て い る。

「基礎能力不十分」 とする指導教官の指摘は前述 した留学生の基礎学力に対する自己

評価と一致しているが， 日本語の能力について は留学生では 「あまり不便を感じていな

い」 と 答 え て い る の に 対 し て 「日 本 語 が 不 十 分」 と 考 え る 指 導 教 官 が２４％ と 比 較 的 多 く，
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図 ５ 学 部 留 学 生 ； 日 本 語 の 能 力

研 究 論 文 を 書く

研究発表

レ ポ ー トを 書 く

研 究 で の デ イ ス カ ッ シ ョ ン

授 業 での 質 疑 応 答

口 よく でき る

口 で きる

■ 大 体 でき る

国 あ まり で きな い

團 で きな い

教科 書 ・ 論 文 を 読 む

授業を聞く

０ ２５ ５０ ７５ １００

（％）

図 ６ 修 士 課 程 留 学 生 ； 日 本 語 の 能 カ

研 究 論 文 を 書く

研究発表

レポ ー トを 書く

研 究 で の デ イ ス カ ッ シ ョ ン

授 業 で の 質 疑 応 答

口 よく でき る

口 でき る

■ 大体 でき る

囮 あま りで き な い

團 でき ない

教 科 書 ・ 論 文 を 読 む

授業を聞く

０ ２５ ５０ ７５ １００

（％）

指導教官が期待する レベルと学生自身の評価との間にやや差異が見られる。

以 上 の 調 査 結 果 か ら， 理 工 系 の 留 学 生 に と っ て も っ と も 勉 学 の 妨 げ に な っ て い る の は

基 礎 学 力 の 不 足 で あ る と 考 え ら れ， 語 学 に 関 す る 補 習 を 行 う の み な ら ず
， 数 学， 物 理，
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化学などの基礎教科科目についても積極的に補習授業を実施する必要 があると言えよう。

図 ７

自主性が強い

自 分 か ら 進 ん で 研 究 に 取 り 組 む

研究能力がある

基礎学力が十分

英語能カが十分

日本語能力が十分

真 面 目 に 努 カ す る

積 極 的 に 努 力 す る

そ の 他

留 学 生 に 対 す る 指 導 教 官 の 評 価 （プ ラ ス 面）

０ １０ ２０ ３０ ４０

（％）

図 ８

日本語能力が不十分

英語能力が不十分

基礎能力が不十分

努力が足りない

意 識 伝 達 よ く な い

他 の 学 生 と の ディ ス

カ ッ シ ョ ン が 少 な い

その他

留 学 生 に 対 す る 指 導 教 官 の 評 価 （マ イ ナ ス 面）

。 ．’ ＾ ．

０ ５ １０ １５ ２０ ２５ ３０

（％）

６． 留 学 生 に 対 す る 課 外 補 講 （特 別 学 習）

工学部 では工学部と工学研究科に在籍する留学生 に対 して， す でに正規授業や研究の

遂行に必要な基礎的知識を補うた めの補講を実施 しており，平成７年度には総計４０８時間
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の 補 講 実 績 が あ る。

これらの効果を検証し今後の補講実施計画に活用するべく， 平成８年度 ４月， 留学生

専門教育教官より留学生５３名 と指導教官３８名を対象に， 留学生の 「学習の実態」 と 「課

外 補 講 に 対 す る 要 望」 に つ い て ア ン ケ ー ト 調 査 を 行 っ て い る。 こ の 結 果 に 基 き 平 成 ８ 年

度の留学生課外補講の計画を立て， 実施 しているが， 主な補講の形式として は基礎的科

目 に お い て は 留 学 生 各 々 の 要 求 に 応 じ る 個 別 指 導 体 制 を と っ て お り， コ ン ピ ュ ー タ の 基

礎 な ど 共 通’性 の あ る も の に 対 し て は 講 習 会 の 形 式 を と っ て い る。 ち な み に， 今 回 の ア ン

ケート調査で学部留学生で個別 指導 を受けたことがあると答えた学生は６３％にの ぼって

い る
。

また， 受講の際に理解が困難な授業科目に対する留学生の対応方法について質問した

と こ ろ， 学 部 留 学 生 の４５％ が 「参 考 書 を 調 べ る」， ３５％ が 「ク ラ ス メ ー ト の 日 本 人 の 学 生

に 聞 く」， １５％ が 「同 じ 出 身 国 の 友 達 に 聞 く」 と 答 え て お り， 指 導 教 官 や チ ュ ー タ ー の 制

度 が あ ま り 活 用 さ れ て い な い こ と が わ か る。

７． 留学生が研究指導を受ける頻度 と方法

○指導を受ける頻度

研究指導方法に関して修士課程留学生を対象に実施したア ンケー ト結果によると 「研

究 指 導 を 受 け る 頻 度」 は 「１ 週 間 に １ 回」 が５６％，
「２ 週 問 に １ 回」 が１９％，

「１ ヶ 月 に

１ 回」 が１９％ と な っ て い る。 逆 に 指 導 教 官 に 対 し て 行 っ た ア ン ケ ー ト 結 果 で は 「１ 週 間

に １ 回」 が 最 も 多 い４２％
，

次 い で 「２ 週 間 に １ 回」 が３７％，
「１ 週 間 に ２ 回」 が１１％ と な

っており， 両者の数字に大差は見られず修士課程留学生は常時必要な研究指導を受けて

い る と 判 断 さ れ る。

一 方
， 学 部 留 学 生 の 場 合

，
指 導 教 官 あ る い は 相 談 教 官 が 「留 学 生 と 会 う 頻 度」 は 「１

ヶ 月 に １ 回」 （２７％） と 「１ 学 期 に １ 回」 （２７％） が 最 も 多 く，
「１ 週 間 に １ 回」 と 答 え た

学生は１３％ しかいない。 学部留学生は研究室に所属 していないため指導教官と接触する

機会が大変少なく， 何 らかの形 で質問や相談のできる体制を作ることが期待される。

○研究指導の方法

指導教官が留学生の研究指導に際 してとくに心掛けている点， 工夫した 事項について

記入 した結果をまとめる と以 下のようになり， それぞれの教官が各留学生に合わせて対

応 し て い る 様 子 が 伺 わ れ る。

（１） 留学生に合わせた個人指導

留学生各々 の能力 を把握する， 個別指導に時間にかける， 実験記録の概要を毎日

提出させる， 研究に関連する学術論文の概要レポー トを月一回程度提出させる， 個
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別に参考書， 参考論文を与えて学力 を向上させる など。

（２）「言葉の壁」 を配慮 した指導

ゆ っ く り 話 す， 文 章 で 指 示 す る， 研 究 実 験 の 指 針 を 日 本 人 学 生 よ り 詳 しく 与 え る，

日本人学生とペアを組ませる， 周 りの日本人学生や職員に助言を依頼する， 日本人

学生との会話を多くするように双方に指導する， 関連文献の読み合わせ， 日本語補

講 に 出 席 す る よ う に 指 導 す る な ど。

（３）「基礎学力」 に合わせた指導

学生白身の工学基礎知識に合わせた指導， 基礎学力の強化， 基礎学力に合った研

究テーマの設定， 討論の際にできる限り学術の価値について言及するな どが挙 げら

れ て い る。

８。 目 本 語 の 学 習

日本で勉強している留学生， 特に学部生と修 士課程に在籍している留学生に対して，

講 義 が ほ ぼ 全 部 日 本 語 で 行 わ れ る の で， 日 本 語 は 欠 か せ な い。 そ の た め に， 本 学 留 学 生

センタ ーは日本語補講クラス を設け， 留学生を対象に各レベルの日本語補講を行ってき

た。 今回は日本語担当教師の要望もあり， 工学部に在籍する学部 と修 士課程留学生の日

本 語 の 学 習 に つ い て も 調 査 を 行 っ た。 結 果 は 以 下 の 通 り で あ る。

ま ず
， 日 本 語 の 基 礎 に つ い て，

「正 規 生 に な る 前 に 日 本 語 を 勉 強 し た こ と あ る」の 割 合

は学部留学生で１００％， 修士課程留学生 で９３％である。 政府派遣留学生の場合， 本国の日

本語予備校で， 私費留学生 は日本語学校， 或いは研究生として本学に在学する期間に日

本 語 補 講 ク ラ ス を 通 し て 日 本 語 を 勉 強 し た ケ ー ス が 多 く， い ず れ に し て も， 正 規 学 生 に

な っ た 時 点 で は あ る 程 度 の 日 本 語 の 基 礎 が 揃 っ て い る こ と を 示 し て い る。 日 本 語 の 必 要

度 を 示 す 「レ ポ ー ト， 論 文 を 書 く 際 に 使 用 す る 言 語」 の 設 問 に 対 し て， 学 部 留 学 生 は９２

％， 修士課程留学生は８８％の割合で 「日本語」 と答えている。 勉学中日本語の必要度が

高 い こ と を 示 し て い る。

本学留学生セ ンターが開講している 日本語補講を通 して達成 したい目的では， 学部留

学 生 は 「レ ポ ー ト を 書 け る」 の が 最 も 高 く３３％ で あ り，
次 に 「研 究 で の デ ィ ス カ ッ シ ョ

ン」 １７％
，

「授 業 を 聞 く 事 が で き る」 １７％ で あ る。 修 士 課 程 留 学 生 は 「研 究 で の デ ィ ス カ

ッ シ ョ ン」 が 最 も 高 く２４％ で あ り， 次 に 「研 究 論 文 を 書 け る」２１％，
「日 常 会 話 が で き る」

２１％ で あ る。 正 規 生 に な っ て 以 来， 特 に 日 本 語 を 勉 強 し て い な い 理 由 に つ い て，
「今 の 日

本語能力は勉学， 研究と生活に不自由がない」 と答えた学部留学生は３６％， 修士課程留

学 生 は２９％ で あ り，
「専 門 の 勉 強 と 研 究 が 忙 し く で， 両 立 で き な い」と 答 え た 学 部 留 学 生

は２９％， 修士課程留学生は７１％である。 修士課程留学生は専門の勉強の忙しさと私費留

一１１４ 一



工 学 部 に お け る 留 学 生 教 育， 研 究 指 導 の 実 態 と 今 後 の 課 題 （馬 ・ 八 重 澤 ・ 岡 部 ・ 広 瀬）

学生が多い （８８％） ゆえに， アルバイ トに時間が取られるため， 日本語補講と両立する

ことが難しい状態である。 指導教官も留学生は日本語補講 と専門の勉強との両立ができ

な い 場 合， 専 門 の 勉 強 を 優 先 さ せ ざ る を 得 な い 状 態 で あ る。

日本に来たばかりの時点での留学生は， 日本語は全然分からない初級段階であり日本

語への勉強意欲が強く， 日本語補講への参加率も高い。 ある 程度 日本と日本語に慣れ，

周 囲 と の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の 手 段 が で き， 専 門 の 勉 強 も 忙 し く に な っ て く る と
，

日 本

語補講への参加率が落ちていくのが現状である。 如何に専門の勉強・研究と両立できる

日本語の補講を工夫するか は， 中級と上級日本語補講クラス の課題でもある。 平成８年

度前期から， 日本語担当教師と工学部の日本人学生のボランティ アを主体とする， 週に

１ ～ ２ 回 を 行 わ れ る 「異 文 化 交 流 会」 は
，

そ の 一 つ の 試 み で あ る。 留 学 生 と 日 本 人 学 生

と日本語担当教師とが集まる 自由交流の場を設け， 文化， 杜会の様々 な情報を交換中に，

自然に日本語を上達させる ねらい を持ったもので， 多数の日本人と留学生の参加が期待

さ れ る。

図 ９ 日 本 語 の 補 講 を通 して 達 成 した い 目 的

研 究 論 文 を 書 ける

レ ポ ー ト を 書 ける

研 究 で の デ ィ ス カ ッ シ ョ ン

授 業 を 聞 く こ と が で き る

日 常 会 話 が で き る

日 本 語 で 研 究 発 表 を 行 う

鰯 学部生

口 修士

０ １０ ２０ ３０ ４０

（％）

９． 今 後 の 課 題

留 学 生 の 勉 学 上 「言 葉 の 問 題」 が 大 き な 障 壁 と な っ て い る こ と は 言 う ま で も な い が
，

工学部および工学研究科に在籍する学生 においては， さ らに， 基礎的学力の不足が大き

な 問 題 点 と し て 挙 げ ら れ る。 基 礎 学 力 の 不 足 は， 主 と し て 諸 外 国 と 日 本 と の 教 育 シ ス テ

ム や 教 育 内 容 の 違 い に 起 因 す る も の で あ り， こ れ ら の ギ ャ ッ プ を 補 填 す る こ と が 留 学 生

受 け 入 れ に と っ て は 非 常 に 重 要 な 課 題 で あ る。
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留学生を受け入れるに当たっ ては勉学， 研究の遂行に必要な基礎学力 の有無を十分に

チ ェ ッ ク す る こ と は も ち ろ ん で あ る が
，

受 け 入 れ た 留 学 生 に 対 し て は 「課 外 補 講」 と「チ

ューター制度」 を十分に活用する ことが必須であり， それらの制度 の一層の充実をはか

る こ と が 求 め ら れ る。

しかしながら， 一方で留学生各々の基礎学力 と専攻分野が異なるた めに系統的に基礎

学力を補うことは， 時間的制約， 教官スタッフや財政的制約などのため学部単独で実施

す る こ と は か な り 困 難 で も あ る。 留 学 生 セ ン タ ー な ど と 連 携 し て， 日 本 語 補 講 と 同 様 に，

図１０ 正 規 生 に な っ て 以 来， 目 本 語 を 特 に 勉 強 し て い な い 理 由

日 本 語 補 講 と 専 門 科 目 が

重 なっ て い る

ア ル パ イ トに 時 間 を と ら れ る

専 門 の 勉 強 と 研 究 が 忙 し く て 図 学部生

両 立 で き な い
口 修士

日 本 語 能 力 は、 勉 学 と 生 活 に

不 自 由 が な い

そ の 他

０ ２０ ４０ ６０ ８０

（％）

数 学， 物 理， 英 語， 化 学， コ ン ピ ュ ー タ ー 基 礎 な ど 基 礎 的 科 目 の 補 講 を 全 学 の 留 学 生 に

向 け て 実 施 す る こ と も 選 択 肢 の １ つ で あ る と 考 え ら れ る。

今後とも工学部に在籍する留学生は確実に増えて行くであろう。 工学部で学ぶ留学生

の受け入れ体制と教育， 研究指導体制をさらに整備し， 教育現場での 国際化を進めるこ

と が 重 要 で あ る と 考 え る。
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日 本 語 研 修 コ ー ス 報 告

（１ 期 生～ ３期 生）

（１９９５年１０月 ～１９９７年 ３月）

本コースは、 本学及び北 陸地区の大学に配属される国費外国人留学生を対象 とし、 目

本における研究活動に必要な目本語能力 を半年間で集中的に習 得するためのコースであ

る。 １９９５年１０月 に 第 １ 期 生 を 受 け 入 れ た。 １９９７年 ３ 月 現 在 で、 １ 期 生 ６ 名、 ２ 期 生 ９ 名、

３ 期 生ユ０名 が コ ー ス を 修 了 し た
。

詳 しい報告は、 『目本語研修 コース第１期報 告書』 （１９９６） 及び 『目本語研修コース平

成 ８ 年 度 報 告 書 （第 ２ 期 ・ 第 ３ 期）』 （１９９７） を ご 覧 い た だ き た い。

第 １ 期 受 講 者 名 簿 （ユ９９５．１０～１９９６．３）

氏 名 国 籍 コ ース 修了 後の進 学先 専 攻

研 Ｓｕｂａｓ Ｃｈａｎｄｒａ Ｍｕｋｈｏｐａｄｈｙａｙ イ ン ド 金 沢 大 学 工 学 研 究 科 土木 建 設 工 学

研 Ｇａｂｈｅ１ａ Ｍａｙａ ブ ラ ジ ル 金 沢 美 術 工 芸 大 学 美 術

教 Ａｙｅ Ｌｗｉｎ Ｏｏ ミ ャ ン マ ー 金 沢 大 学 教 育 学 部 数 学 教 育

教 Ａ１ｖａｒａｄｏ Ｇｕｚｍａｎ Ｅ１ｉｚａｂｅｔｈ メ キ シ コ 富 山 大 学 幼 児 教 育

教 Ｄｉｏｍｅｄｅｓ Ｔ． Ｒｏｓｅｔｅ フ ィ リ ピ ン 福 井 大 学 科 学 教 育

教 Ｌｉｕ Ｄａ Ｌｉ （劉 大 立） 中 国 福 井大 学 教育 行政

研 ＝研 究留 学生

教＝ 教員研 修生

第 ２ 瑚 受 講 者 名 簿 （１９９６．４ ～１９９６．９）

氏 名 国 籍 コー ス修 了後 の進 学先 専 攻

研 Ｐｉｐａｔｐｏｎｇｓａ， Ｔｈａｉｒａｐｏｎｇ タイ 金 沢 大 学 工 学 研 究 科 土 木 建 築 工 学

研 Ａｍｐａｄｕ，
Ｋｗａｓｉ Ｏｓａｆｏ ガ ー ナ 金 沢 大 学 工 学 研 究 科 土木 建 築 工学

研 ＥＬＮｅｍｒ，
Ａｙｍａｎ Ａｂｄｕ１－Ｈａｍｅｉｄ エ ジ プ ト 金 沢 大 学 医 学 研 究 科 外 科

研 Ｓｔｏｙａｎｏｖｅ，
Ｐｅｔｙａ Ｓｔｏｙａｎｏｖａ ブ ル ガ リ ア 金 沢 大 学 経 済 学 研 究 科 経 済 学

研 Ｋｅｎｇ， Ｖｉｎｃｅｎｔ Ｗｅｅ－Ｋｅｏｎｇ オーストラリア 福 井 医 科 大 学 生 化 学

研 ＡｂｄｕＬＭｏｕｔｉ，
Ｈａｓｓ㎝ ＭｏｈａｍｍａｄＳａａｉｄ シ リ ア 福 井 大 学 機 械 工 学

研 Ｃａｒｄｅｎａｓ，
Ｒａｆａｅ１ Ｍａれｉｎ ベ ネ ズ ェ ラ 福 井 大 学 電 子 工 学

研 Ｐａｖｅ１，
Ｎｉｃｏ１ａｉｅ ル ー マ ニ ア 福 井 大 学 電 子 工 学

研 Ｌｏｗ，
Ｂｅｅ Ｃｈｉｎ （劉 美 真） マ レ ー シ ア 富 山 大 学 経 済 学

研 ＝研究 留学 生

教 ＝教員 研修 生
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第 ３ 期 受 講 者 名 簿 （１９９６．１０～１９９７．３）

第 １号

氏 名 国 籍 コー ス修 了後 の進 学先 専 攻

教 Ｂｏｏｎｃｈａｍｎａｎ， Ｓｕｊｉｔｒａ タ イ 金 沢 大 学 教 育 学 部 保 健 体 育

教 Ｄａｎｉｅｌ Ｓｕｙａｔｎｏ イ ン ドネ シ ア 金 沢 大 学 教 育 学 部 学 校 経 営 学

研 Ｔｈａｎａｐａｔａｙ，
Ｄｕｓｉｔ タ イ 富 山 大 学 工 学

教 Ｍ ａｎｇａｏ，
Ｄｏｎｕｂａｄｏｒ Ｄｉｚｏｎ フ ィ リ ピ ン 富 山 大 学 科 学 教 育

教 Ｍ ａｒｔｉｎｅｚ Ｚｕ１ｏａｇａ，
Ｎｏｒａ Ｔｅｒｅｓａ ペ ル ー 福 井 大 学 化 学 教 育

教 Ｈｙｕｎ， Ｈｅａ Ｊｕｎｇ （玄 恵 貞） 韓 国 福 井 大 学 杜 会 科 教 育

教 Ｊｏｄｏｖ，
Ｐｒｅｖｓｕｒｅｎ

、
モ ン ゴノレ 福 井 大 学 化 学 教 育

教 Ｍｏｃｈａｍａｄ Ｓｕｌｔｏｎ イ ン ドネ シア 福 井 大 学 国 語 教 育

教 Ｌｏａｗｍａ，
Ｃｈａｔｃｈａｉ タ イ 福 井 大 学 科 学 教 育

研 Ｓｏｍｅｋｈ
，

Ａｙｅ１ｅｔ イ ス ラ ェ ル 金 沢 美 術 工 芸 大 学 彫 金

研＝ 研究留 学生

教＝ 教員研 修生
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日本語・日本文化研修コ ース報告

（１９９５年１０月 一１９９６年 ７月）

留学生セ ンターが設置され第 一期の目本語・目本文化研修留学生を９名を受け入れた。

こ の ほ か に、 目 本 語 ・ 目 本 文 化 研 修 留 学 以 外 の 以 外 の 留 学 生 １ 名 が 本 コ ー ス に 参 加 し た。

目 本 語 ・ 目 本 文 化 研 修 コ ー ス 受 講 者 名 簿 （１９９５．１０～１９９６
．

９）

氏 名 国 籍 出身大学 受け入れ学部

目研 性

Ｂｒｉａｎ Ｅ ｍｅｒｓｏｎ Ｎｅｗ ｍ ａｎ

Ｄａｖｉｄ Ｍ ａ１ｉｎｏｗｓｋｉ

Ｈ ａｒａ１ｄ Ｇａｓｔｏｎ Ｍ ｅｙｅｒ

欧陽少 霞

（ Ａｕ Ｙｅｕｎｇ Ｓｉｕ Ｈａ）

沈 恵 芳

（Ｓｉｍ Ｈｗｅｅ Ｈｏｎｇ）

Ｒｏｂｅｒｔ Ｗｉ１１ｉａｍ Ａｔｈｅｒａｔｏｎ

Ｍｉｃｈａｅ１ Ｌｕｋｅ Ｓｔｅｗａれ

Ｄａｖｉｄ Ｍ ａｒｋ Ｍ ａｒｓｄｅｎ

Ｃｈｉａ Ｓｈｕ Ｆｅｉ

ア メ リ カ

ア メ リ カ

ス イ ス

香港

シンガポール

イ ギ リ ス

アイルラ ンド

イ ギ リ ス

シ ン ガ ポー ル

ウイ リ ア ム ・ メ ア リ ー 大 学

カ リ フ ォ ル ニ ア 大 学 バ ー ク レイ 校

チ ュ ー リ ッ ヒ 大 学

香港 大学

シ ンガポー ル 大学

シ ェ フ ィ ル ー ド大 学

ダ ブ リ ン シ テ ィ 大 学

リ バ プ ー ル ・ ジ ョ ン ・ モ ア ズ 大 学

ヤ ンナン エ業 大学

文学 部

文学 部

文学 部

文学 部

教育 学部

法学 部

経済 学部

経済 学部

理学部

その他

Ｊｅｓｓｅ Ｒｕｄｅ ア メ リ カ ウイ リ ア ム ・ メ ア リ ー 大 学 教育 学部

目 本 文 化 ・ 目 本 事 情 の ク ラ ス で は 以 下 の 講 義 が 行 わ れ た
。 ま た 授 業 の 一 環 と し て ４ カ

所 の 見 学 を 実 施 し た。

講 義

浅

王

太

岡

加

野

田

沢

藤

純

勇

秀

孝

和

江

樹

雄

夫

西洋人の見た目本、 中国人の見た目本

目本文化と目本的経営、 東アジアの経済

自 然 と 災 害 Ｉ， Ｉ

目本 の人口構造と医療制度

目 本 語 の 共 通 語 と 方 言 Ｉ
， Ｉ
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鹿 野 勝 彦

楠 根 重 和

後 藤 祐 自

小 西 健 二

近 藤 仁 美

柴 田 あかね

島 岩

島 弘 子

清 水 忠

志 村 恵

下 郷 稔

高 野 誠 鮮

高 光 里栄子

日ヨ 崎 和 江

田 中 一 郎

中 野 節 子

新 関 敦 生

西 田 昭 治

西 村 聡

広 岡 治 樹

廣 瀬 幸 雄

深 川 明 子

前 閏 達 男

三 浦 香 苗

村 田 武

守 屋 以智雄

八重澤 美知子

山 本 勝 美

横 山 壽 一

李 永 連

統計にみる目本の近代化

目本のイメ ージ

能 面 の 世 界 Ｉ， Ｉ

沖縄の戦後史と珊瑚礁

漫画による目本人杜会の一端

日本の公害について

様々な日本人論一目本人と宗教一

目本の家族感

西田哲学と無の世界

目本の市民運動

兼六園の歴史

Ｕ Ｆ Ｏ

父、 高 光 一 也

電子顕微鏡 の目から見 た地球環境

目本の技術、 西洋の技術

金 沢 を 見 る 歩 く Ｉ， Ｉ

金沢城

石川 県における渡来人

能 Ｉ， Ｉ

華 道 の 歴 史 Ｉ， ｎ

コ ー ヒ ー 学 入 門

目本昔話の中の娘たち、 目本昔話の中の女房たち

目本 の労働問題

鳥と鳴き声

国際化と目本農業

日 本 の 自 然 災 害 Ｉ， Ｉ

異文化で暮らす

大野弁吉

福祉の経済

目本人の好きな言葉から目本人 の国民的な性格を探る

見 学

福光屋、 石川県歴史博物館、 金沢大学付属養護学校、 からくり記念館
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日本語補講報告１９９５年度後期～１９９６年度後期

王 勇

櫻 田 干

江
而
木

１９９５年度後期～ユ９９６年度後期 の目本語補講の授業概況をここに報告する。

１９９５年 度 後 期 期 間 ：１０月１６目 ～ ２ 月 ２２日 （長 期 休 暇１１．１～１１．６／１２．２５～１．１０）

授 業 目 数 ：７４目

レベル クラス 学生 数 時 間数 担当者 使 用 教科 書・教 材

漢 … 非 … 計
Ｉ １

（コ マ ／ 週）

初 級

入 門
Ａ Ｉ

・ ，
■ ・
１ ・
ｌ １
ｌ １

０ １ ４ １ ４
－ Ｉ
． １
１ ．
・ １
Ｉ ・

５

（１０ ：３０～

１２ ：００）

島

中 村

古 本

水 洞

弘 子

朱 美

裕 子

幸 夫

新 目 本 語 の 基 礎 Ｉ ・ｎ （３７課 ま で

楽 し く 聞 こ う

絵 と タ ス ク で 学 ぶ 目 本 語

目 本 語 聞 い て 話 し て

Ａ Ｕ

一 ・
Ｉ ・
． ｌ
１ １
ｌ ・

４ ＝ ４ ； ８
１ １
１ Ｉ
１ ・
ｌ １
ｌ Ｉ

５

（１０ ：３０～

１２ ：００）

広 瀬 黎 子

山 口 実 千 代

能 波 由 佳

鎌 田 倫 子

上 に 同 じ

初 級

Ｂ Ｉ

■ ・
■ １
ｌ ｌ
・ ・
Ｉ ・

４ ： ３ １ ７
． １
・ ｌ
１ 一
・ １
Ｉ 一

４

（１２：５０～

１４ ：２０）

中 村

水 洞

古 本

桜 田

朱 美

幸 夫

裕 子

千 采

現 代 目 本 事 情

楽 し く 聞 こ う

Ｂ ｎ１

ｌ ｌ
・ １
・ １
； １

１１ ＝ ６ ＝ １７
１ １
： １
・ ．

４

（１２： ５０～

１４：２０）

能 波

笹 原

鎌 田

桜 田

由 佳

幸 子

倫 子

千 采

上 に 同 じ

中 級

入 門 Ｃ Ｉ

・ ・ｌ ＩＩ Ｉ
： １

６ ミ ８ ＝ １４
； ｌ
ｌ ｌ
ｌ Ｉ

３

（１４：３０～

１６：００）

藤 田 佐 和 子

早 川 幸 子

古 本 裕 子

ニ ュ ー ス で 学 ぶ 目 本 語

毎 目 の 聞 き 取 り５０目 （上）

に ほ ん ご 作 文 の 方 法

中 級 か ら 学 ぶ テ ー マ 別 目 本 語

Ｃ Ｉ

Ｉ ．Ｉ ｌ
： １

１２ ； ０ ＝ １２
： １
． １

３

（１４：３０～

１６：００）

島

早 川

鎌 田

弘 子

幸 子

倫 子

文 化 中 級 目 本 語 Ｉ

毎 日 の 聞 き 取 り５０目 （下）

ニ ュ ー ス で 学 ぶ 目 本 語

中級
Ｄ Ｉ

１ ・
； ；

８ ： ８ ： １６
１ １
１ ：

２

（１４：３０～

１６：００）

加 藤

中 村

和 夫

朱 美
朝 目 新 聞 で 目 本 を 読 む

Ｄ Ｉ

ｌ Ｉ
一 ．
１ ；

１１ ＝ Ｏ ； １１

１ １
１ Ｉ

２

（１４： ３０～

１６： ００）

笹 原

桜 田

幸 子

千 采
上 に 同 じ

上級
Ｅ Ｉ

■ １
ｌ ；

９ ： ７ ＝ １６
１ １
１ ；

２

（８：５０～

１０：２０）

島 弘 子

笹 原 幸 子

山 口 実 千 代

金 沢 大 学 中 級 教 科 書

新 聞 ・ Ｖ Ｔ Ｒ の 自 主 教 材

Ｅ １Ｉ

． ｌ
ｌ １
ｌ Ｉ

６ １ ０ １ ６
Ｉ 一
・ １
・ Ｉ

２

（８： ５０～

１０： ２０）

山 口 実 千 代

鎌 田 倫 子
上 に 同 じ

漢 字

初 級
Ｆ Ｉ

． ｌｌ ｌ
Ｏ １ ７ １ ７

・ ．
・ Ｉ

１ （１０：３０

～１２：００）
近 藤 仁 美 ＢＡ ＳＩＣ Ｋ ＡＮＪＩ ５００ Ｖ ＯＬ

．
１＆ ２

中 級 Ｇ Ｉ
・ １

０ ＝ ７ ： ７
Ｉ ．

１ （１２：５０一 藤 田 佐 和 子 ＩＮＴＥＲＭ ＥＤＩＡＴＥ ＫＡＮＪＩ ＰＬＵＳ１０００１

上 級 Ｈ Ｉ
１ ■

０ １ １３ １ １３ １（８：５０～ 近 藤 仁 美 外 国 人 の た め の 意 味 か ら 学 ぶ 漢 字

混 合 Ｈ ｎ
１ ．

Ｏ １ ６ ： ６
１ ■

１ （８ ：５０ ～ 桜 田 千 采 Ｂ ＡＳＩＣ Ｋ ＡＮＪＩ Ｖ ＯＬ １／２
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金沢 大 学留学 生セ ンター 紀要 第 １号

ユ９９６年度前期 期間 ４ 月２２目 ～ ８ 月 ２ 目

授業目数 ７１目

レベル クラス 学生 数 時 間数 担 当者 使用 教 科書 ・教材

漢 … 非 ≡ 計
・ ・

（コ マ ／ 週）

初 級

入 門
Ａ Ｉ

Ｉ ・
１ ■
． １
Ｉ ・
Ｉ ．

２ １ ４ ： ６
Ｉ Ｉ
ｌ Ｉ
・ ・
・ ・
． ．

５

１０： ３０～

１２： ００

島 弘 子

山 口 実 千 代

広 瀬 黎 子

芳 浦 恵

新 目 本 語 の 基 礎 Ｉ ・ Ｉ

楽 し く 聞 こ う

わ く わ く 文 法 リ ス ニ ン グ９９

Ａ Ｉ

Ｉ ｌ
・ １
ｌ １
・ ｌ
ｌ Ｉ

３ ； ２ ＝ ５
・ Ｉ
・ 一
１ Ｉ
ｌ ・
一 ・

５

１０： ３０～

１２： ００

◎ 岡 沢

能 波

上 田

鎌 田

孝 雄

由 佳

真 穂

倫 子

上 に 同 じ

初級

Ｂ Ｉ

・ Ｉ
． ．
■ ・
ｌ ｌ
・ ．

１ １ ４ １ ５
・ １
・ １
・ Ｉ
ｌ ｌ
ｌ ・

４

１２： ５０～

１４：２０

島

笹 原

上 田

芳 浦

弘 子

幸 子

真 穂

恵

日 本 語 中 級 Ｊ ３０１

楽 し く 聞 こ う

わ く わ く 文 法 リ ス ニ ン グ９９

Ｂ ｎ

１ ・
ｌ ｌ
ｌ ■
ｌ Ｉ
ｌ ・

５ ＝ ２ ＝ ７
１ ・
１ ・
ｌ ｌ
． ・
１ ・

４

１２：５０～

１４ ：２０

鎌 田

笹 原

上 田

芳 浦

倫 子

幸 子

真 穂

恵

目 本 語 中 級 Ｊ ３０１

留 学 生 の 目 本 語 会 話

中 級

入 門 Ｃ Ｉ

１ ．
・ ・
ｌ Ｉ

２ ： ６ ： ８
Ｉ ．
・ ・
Ｉ ・
． ・

３

１４：３０～

１６ ：００

◎ 李 永 連

◎ 王 勇 江

桜 日ヨ 千 采

テ ー マ 別 中 級 日 本 語

テ レ ビ ニ ュ ー ス Ｖ Ｔ Ｒ

Ｃ ｎ

Ｉ ・・ ｌ
１ １

１２ ＝ ３ ＝ １５
１ １
・ Ｉ

３

１４：３０～

１６：００

◎ 李 永 連

◎ 王 勇 江

桜 閏 千 采

テ ー マ 別 中 級 目 本 語

毎 目 の 聞 き 取 り５０目 （上）

ニ ュ ー ス で 学 ぶ 目 本 語

中級
Ｄ Ｉ

１ Ｉ
１ Ｉ
－ １

４ ミ ４ ： ８
１ Ｉ
・ ・
１ ．
ｌ ｌ

２

１４ ：３０ ～

１６ ：００

笹 原 幸 子

藤 日ヨ 佐 和 子

イ ン タ ビ ュ ー で 学 ぶ 目 本 語

朝 日 新 聞 で 目 本 を 読 む

テ レ ビ ニ ュ ー ス Ｖ Ｔ Ｒ ／ 新 聞

Ｄ Ｉ

Ｉ Ｉ
１ ｌ
１ ■
・ １

８ ＝ ０ ＝ ８
１ ・
． Ｉ
ｌ １

２

１４ ：３０ ～

１６： ００

水 洞 幸 夫

中 村 朱 美

イ ン タ ビ ュ ー で 学 ぶ 目 本 語

朝 日 新 聞 で 目 本 を 読 む

上 級
Ｅ Ｉ

■ ・
・ ・
１ ・

３ １ ４ ＝ ７
・ １
・ ・
１ ・
・ Ｉ

２

８： ５０～

１０： ２０

◎ 三 浦 香 苗

島 弘 子

テ ー マ 別 上 級 で 学 ぶ 日 本 語

イ ン タ ビ ュ ー プ ロ ジ ェ ク ト

Ｅ ｎ

・ ・
． ｌ
Ｉ １

３ １ ０ ≡ ３
Ｉ ・
・ １
‘ ．

２

８： ５０～

１０： ２０

◎ 三 浦 香 苗

鎌 田 倫 子
上 に 同 じ

作 文
Ｉ Ｉ

１ 一． ‘
０ １ ７ １ ７

１ １一 ．

１（１２：５０～

１４：２０）
桜日ヨ 千 采

文 系 の 作 文 技 術 を 中 心 に 自 主 教 材

実 践 に ほ ん ご の 作 文

Ｉ ｎ

ｌ ｌ． ｌＩ ・
１ １ ０ １ １

・ ■・ ・

１（８：５０～

１０：２０）
桜 田 千 采

理 系 の 作 文 技 術 を 中 心 に 自 主 教 材

科 学 技 術 目 本 語 ／ 新 聞

漢 字

初 級
Ｆ Ｉ

Ｉ ｌ
． Ｉ

Ｏ ： ２ ： ２
一 ．
一 ・

１ （８： ５０～

１０： ２０）
◎ 王 勇 江 ＢＡＳＩＣ Ｋ Ａ ＮＪＩ Ｖ ＯＬ．

１＆２

中 級 Ｇ Ｉ Ｏ １ ４ １ ４ １（８：５０一 ◎ 李 永 連 自 主 教 材

上 級 Ｈ Ｉ
１ －

Ｏ １ ３ １ ３Ｉ ｌ １（１４：３０ ◎ 王 勇 江 新 聞 記 事 に よ る 自 主 教 材

混 合 Ｈ ｎ Ｏ １ ２ １ ２
・ ・

１ （１２： ５０ ◎ 李 永 連 Ｂ ＡＳＩＣ Ｋ Ａ ＮＪＩ ＶＯ Ｌ
．

１＆ ２
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１９９６年度後期

レベ ル

初級

入門

初級

初級
会話

中級

入門

中級

漢字
初級

中級

上級

混合

ク ラス

Ａ Ｉ

Ａ Ｉ

Ｂ Ｉ

Ｂ ｎ

Ｓ Ｉ

Ｓ Ｉ

Ｃ Ｉ

Ｃ Ｉ

Ｄ Ｉ

Ｄ ｎ

Ｆ Ｉ

Ｇ Ｉ

Ｈ Ｉ

Ｈ Ｉ

期 間 ：１０月 ２１目 ～ ２ 月 ２２ 日 （長 期 休 暇１１．１ ～１１．５ ／１２．２４ ～１．１７）

授 業 目 数 ：７３目

学生数

漢 ≡ 非 … 計

１ ３ ４

６ ３ ９

４ ９ １３

４ ５ ９

３ ２ ５

１ ５ ６

７ ０ ７

２ ８ １０

９ ２ １１

０ ６ ６

０ ７ ７

０ ５ ５

０ ６ ６

時 間数

（コ マ ／ 週）

５

（８：５０～
１０： ２０）

５

（８：５０～

１０： ２０）

４

（１０：３０～

１２： ００）

４

（１０：３０～

１２： ００）

２

（１０：３０～

１２： ００）

２

（１０：３０～
１２： ００）

３
一定 せず

３
一定 せず

３
一定 せず

３
一定 せず

１（１４：３０～

１６： ００）

１（１２：５０～

１４：２０）

１（１４：３０～

１６： ００）

１（１２：５０～

１４： ２０）

担当者

中 村 朱 美
島 弘 子

山 口実千 代
芳 浦 恵

能波 由 佳

◎岡 沢
上 田

浅 野
広 瀬

鎌 田

孝雄
真穂
悦子
黎子
倫子

上目ヨ 真 穂

芳 浦 恵
能 波 由 佳
桜田 千 采

◎李 永連
永 坂 玲 子
水洞 幸 夫
桜田 千 采

山 口実千 代
笹原 幸 子

鎌日ヨ 倫 子
笹原 幸 子

◎李 永 連
島 弘 子

藤田 佐和 子

上 田 心
芳 浦 恵

笹原 幸 子

◎ 三浦 香 苗

島 弘 子
桜田 千 采

◎三浦 香 苗
能波 由 佳

桜田 千 采

桜田 千 采

◎ 李 永連

桜田 千 采

◎ 李 永連

使 用 教科 書・教 材

し ん に ほ ん ご の き そ Ｉ ・ ｎ

ク ラ ス 活 動 集１０１／１３１

わ く わ く 文 法 リ ス ニ ン グ９９

に ほ ん ごき い て は な し て

絵 と タスク で 学ぶ 目本語

上 に 同 じ

現代 目本 事情

楽 しく 聞 こ う １９課 よ り

留 学 生 の 日 本 語 会 話 Ｐ Ａ Ｒ Ｔ Ｉ

上 に 同 じ

ＡＮ ＩＮＴＲＯＤＵＣＴＩＯＮ ＴＯ ＭＯＤＥＲＮ

ＪＡＰＡＮＥＳＥ ／ 日本語 で話 そう

上 に 同 じ

毎 目 の 聞 き 取 り５０目 （上）
ニュー ス で学 ぶ日本 語

表 現 テ ー マ 別 ・ 目 本 語 作 文 の 方 法

新 聞自 主教 材

上に同 じ

金 沢大 学中 級読 解教 科書

実践に ほん ご作 文

金 沢大 学中 級読 解教 科書
Ｖ ＴＲ 青春 家族／目 本人の ライ フス
タイ ル

ＢＡＳＩＣ ＫＡＮＪＩ ＶＯＬ． １＆２

自 主教 材

新 聞記 事に よる 自主 教材

ＢＡＳＩＣ ＫＡＮＪＩ ＶＯＬ． １＆２ ほ か

＊ 漢 ＝ 漢 字 圏 非 ＝ 非 漢 字 圏 Ｉ ＝ 角 間 キ ャ ン パ ス Ｉ ＝ 工 学 部 キ ャ ン パ ス

講師 は 加藤 和夫氏 が教育 学 部専 任教 官／ ◎が留 学生 セ ンター 専任 教官

そ の 他 は 留 学 生 セ ン タ ー 非 常 勤 講 師
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金沢 大学 留学生 セ ンター紀 要 第 １号

１９９５年度後期～１９９６年度後期補習概況

１９９５年 度 春 季 期 間 ： ２ 月 ２６日 ～ ３ 月２２目

クラス／時間数：初Ｏ（４）

担当講師：島 弘子／早川

古本 裕子／鎌田

１９９６年 度 夏 季 期 間 ： ８ 月 ２０目 ～ ９ 月２０目

クラス／時間数 （コマ／週）

担当講師：島 弘子／笹原

芳浦 恵

１９９６年 度 春 季 期 間 ： ３ 月 ３ 目 ～ ３ 月 ２８目

クラス／時間数 （コマ／週）

担当講師：島 弘子／上田

能波 由佳／芳浦

Ａ Ｉ Ｉ（３） Ｂ Ｉ（３） Ｃ Ｉ（３）

幸子／櫻田 千采／近藤 仁美／

倫子

Ａ Ｉ Ｉ（４） Ｂ Ｉ（２） Ｃ１皿（２）

幸子／櫻田 千采／鎌田 倫子／

Ａ Ｉ Ｉ（３） Ｂ Ｉ Ｉ （３） Ｃ Ｉ Ｉ（３）

真穂／笹原 幸子／山口実千代／

恵

使用教科書教材発行元一覧

ス リ ー 工 一 ネ ッ ト ワ ー ク ： 『し ん に ほ ん ご の き そ Ｉ Ｉ』 ／ 本 冊・分 冊・テ ー プ・Ｖ Ｔ Ｒ

『クラス 活動集１０１／続クラス活動集１３１』『現代目本事情』『目本語中級Ｊ３０１』

凡人杜： 『わくわく 文法リス ニング９９』『絵とタスクで学ぶにほん ご』

『イ ン タ ビ ュ ー で 学 ぶ 目 本 語』 『毎 日 の 聞 き 取 り５０目 上 ・ 下』

『ニュースで学ぶ目本語』 『実践に ほんご作文』

『ＢＡＳＩＣ ＫＡＮＪＩＢＯＯＫ ＶＯＬ １＆２』 『㎜ＴＥＲＭｌＥＤＩＡＴＥＫＡＮＪＩＢ００ＫＶＯＬ１』

『外国人のための意味から学ぶ漢字 中上級用』

文化外国語専門学校： 『文化 中級目本語Ｉ』『楽 しく 聞こう』

国際学友会目本語学校： 『留 学生の目本語会話』

研究杜出版： 『テーマ別 中級 から学ぶ目本語』 『テーマ別 上級 で学ぶ目本語』

くろ しお出版： 『朝目新聞で学ぶ目本語』『イ ンタ ビュープロ ジェク ト』

ジ ャ パ ン タ イ ム ズ ： 『目 本 語 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ゲ ー ム８０』

『ＡＮＩＮＴＲＯＤＵＣＴＩＯＮ ＴＯ ＭＯＤＥＲＮＪＡＰＡＮＥＳＥ』『にほん ごきいてはな して』

第三書房： 『表現テ ーマ別 にほんご作文の方法』

英語教育協議会 『目本語で話そう４』

金沢大学留学生教育セ ンター： 『目本語読解中級教科書』

ビ デ オ ・ ペ デ ィ ッ ク ： 『正 続 ヤ ン さ ん と 目 本 の 人 々』

Ｎ Ｈ Ｋ イ ン タ ー ナ シ ョ ナ ル ： 『目 本 人 の ラ イ フ ス タ イ ル』

Ｎ Ｈ Ｋ ソ フ ト ウ ェ ア ： 『青 春 家 族』

東京書籍： 『ビデオ講座 目本語』『目常生活に見る目本の文化』
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